
    
      
        
      
    

  














































































			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信・放送したり、ホームページ上に転載することを禁止します。
本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品を示すサムネイル等のイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

			※本作品は縦書きでレイアウトされています。
また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示される文面・画面に差異が生じる場合があります。

			※本作品を電子書籍版に収録するにあたり、一部、漢字が簡略体で表記されている場合があります。
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			プロローグ

			


			　正義と悪は見方が違えば逆転する。

			　普段は考えすらしない哲学的な言葉が頭をよぎるくらいに疲れていた。

			　削られていく精神力……もう、数時間も俺は無表情だった。

			　今すぐにでもベッドに横になり、大好きな漫画やアニメに時間を割さきたい。もしくは、もっと男性向けのゲームをプレイしたい。

			　社会人である俺が死んだ魚のような目でプレイをしているのは……乙女ゲーだった。

			　いわゆる恋愛シミュレーションゲームであり、男がプレイするギャルゲーとは似ているようで対極にあるゲームだ。

			　主人公が女の子。攻略対象が男性になるので乙女ゲー。逆に主人公が男の子で、攻略対象が女性になるならギャルゲーだ。

			　そう、休日の昼間から男である俺がプレイするようなゲームではない。

			　これで乙女ゲーが好きなら話は違うが、俺はギャルゲーの方が好きだ。

			「どうして俺が朝から野郎の好感度を稼がねばならないのか」

			　画面の向こう側にいる男キャラが頬ほほを染めているのを見ても嬉しくない。

			　基本的にゲームに登場する攻略キャラはどれも美形だ。

			　人気イラストレーターがデザインしたキャラクターに、有名声優が声を担当している。これが女性キャラ……ギャルゲーなら嬉しいが、男の甘い声なんか聞いても嬉しくない！

			　無表情で近くに置いたスマホの画面に目を向ける。

			　やる気もないので全て攻略情報頼りのプレイをしていた。

			　チラチラ画面を見ながら選択肢を選んでいけば、好感度上昇を知らせる音と共に三次元表示のキャラが動いてポーズを決める。

			　髪をかき上げるポーズで少し頬を染めていた。

			『お前は普通の女たちとは違うな。名前を聞いておこう』

			　相手は王太子──ゲームに出てくる攻略対象キャラで、学園では大人気の男性キャラという設定だ。主人公は偶然にも出会い、王太子のことを知らなかったので普通の対応をしたシーンになっている。

			　二周目以降。何度も見た初対面のシーンに愚痴しか出てこない。

			「嘘だろ。自国の王太子を知らないとか絶対に嘘だよ。あざといよ。この主人公あざといよ」

			　王太子には主人公のそんなあざとい態度が見抜けていないらしい。

			「……頬を染めて喜びやがって。見る目のない奴だ」

			　せっかくの土日休みが乙女ゲーで潰されていく。

			　現在は日曜日のお昼だ。土曜日から俺はずっと乙女ゲーをプレイしている。最近は忙しく、土日休みも久しぶりだというのに。

			　そんな時だ。スマホから電子音が聞こえてきた。

			　手に取って確認をすれば、妹からのメッセージが画像付きで送られてきている。

			『友達と海外を楽しんでいま～す』

			　……妹の笑顔を見ると、腸はらわたが煮えくりかえる思いだ。

			　友人たちと、ビーチやらホテルで楽しそうにしている妹の姿がそこにあった。

			　すぐに返信してやった。

			『ふざけんな！　お前、忙しいからって俺にゲームを押しつけたんだろうが！』

			　今プレイしているのは妹の乙女ゲーだった。

			　土曜日の朝、一人暮らしをしている俺の部屋に実家暮らしの大学生である妹が訪れた。

			　珍しいと思っていたら、俺にゲームを押しつけてきたのだ。

			　笑顔で「兄貴は暇そうだから、このゲームをコンプさせてあげる」などと言って……。

			　コンプとはコンプリートのことだ。画像、動画、シーンなどは、一度ゲーム内で見れば後で何度も見返すことが出来る。全てをコンプリートしておけと俺に言ったのだ。

			　ふざけるな、自分でやれ！　俺だってそう言ってやったさ。

			　──妹から返信が来る。

			『はぁ？　そんなことを言っても良いの？　戻ってきてから、お母さんたちの誤解は解かないよ。お土産買うからコンプの方お願いね～。※戻ってくるまでにコンプしてなかったらもっと酷いのを部屋に置きます。可愛い妹より』

			　イライラするメッセージを読み、スマホを床に投げつけたくなる衝動をこらえながら俺は叫んだ。

			「ちくしょうぉぉぉ!!」

			　俺だってこんなことは拒否したかった。

			　しかし、実家住まいの妹は──俺の部屋に自分の本を大量に隠していた。それが腐女子の方たちが好みそうな本であったのだ。それをお袋が掃除の際に見つけてしまい、俺がそういう趣味を持っていると誤解させた。

			　俺だって誤解を解こうとしたが、解こうとすればするほどに言い訳を──誤魔化していると思われたのだ。

			　……悪夢だ。

			　誤解されたのも、妹が腐女子だったと知ったのも。

			　そして運が悪いというか何というか……妹は俺よりも信用されていた。容姿は兄の目から見ても優れている部類で、成績も優秀。性格は気が利き優しいと言われている。

			　本当は猫をかぶるのが上手く、俺はいつも酷い目に遭わされてきた。

			　乙女ゲーの一件からも分かるように、妹の性格は最悪である。

			　あいつは自分の趣味を隠しており、俺がいくら弁解しても両親は妹の言葉を信じてしまうのだ。

			　心配したお袋から電話がかかってきた時は泣きそうになった。ついでに妹に復讐してやろうと心に深く刻んだ瞬間でもある。

			　暴れたい衝動を抑えつつ、俺は画面に視線を戻した。

			　再びコントローラーを手に取ると、誤解を解くためにゲームをクリアすることだけを考える。悔しいが、両親に信用されているのは妹の方だ。

			　そして妹は、ゲームのコンプリートを条件に誤解を解くと約束した。

			　……俺には乙女ゲーをコンプリートするしか道が残されていなかった。

			　悔しいが、妹はそれなりに優秀で弁も立つ。土曜日の朝など、俺の反論をねじ伏せた上に旅行のためのお金──お小遣いまで要求してきた。脅されて支払った自分が情けない。

			　まともに戦っても勝ち目がないのは明白だ。

			　しかし、必ず復讐してやる。画面の向こうにいる野郎の好感度を稼ぎつつ俺は計画を練る。

			「俺を怒らせたことを後悔させてやる」

			　妹は昔から要領が良く賢い。

			　自分が可愛いのも分かっており、何というか俺とは正反対な妹だった。あいつの弱点など、周囲に隠していた趣味だけだろう。

			　悔しい気持ちでゲームを続けると、俺は眉をひそめた。

			「……毎回ここで詰まるな」

			　妹が俺に押しつけた乙女ゲー。

			　大作を目指して作られた乙女ゲーであるために、随分と作り込まれている。妹もイラストや声優目当てで初回限定版をすぐに購入したほどだ。

			　だが、問題は乙女ゲーなのにロールプレイングゲーム要素、そして戦略シミュレーション要素まで入ってしまっていることだ。

			　やはり、今まで男性向けを手がけていたメーカーが作ったゲームだけあって、妙にズレている。

			　ゲームの舞台は剣と魔法のファンタジー世界。

			　浮かび上がった大地の上で人々が暮らしている幻想的な世界が舞台だ。

			　王族や貴族たちがいる世界で文明レベルは高くないように思えるが、飛行船が空を飛び騎士たちはまるでパワードスーツのような鎧を身につけ戦争をする世界となっている。

			　そんな世界で、主人公は貴族たちの学園に通う。

			　主人公自身は田舎から出てきた素朴な感じの女の子。貴族ではなく平民なのだが、特別に入学を許された特待生だ。

			　立場が特殊であるため、学園では身分の高い貴族の女子たちからいじめも受ける。そんな学園で王子様や貴族の跡取り息子たちと出会うことになるが、同時に様々な事件や戦争にも関わっていくことになるのだ。

			　とにかく、学園物の恋愛ゲームに冒険やら戦争をぶち込んだゲームだ。

			　ついでに『女性にやたらと都合がいい世界』でもある。

			　妹も最初は自力でクリアを目指そうとしたが、どうしてもそういった男の子向け要素が苦手だったのか諦めたらしい。

			　おかげで俺が苦労する羽目になった。「兄貴は無駄にこんなゲームをやっているし、楽勝だよね？」と言われて……。

			　まぁ、確かにゲームは好きなのだが、そんな俺でも難しいと思ってしまう難易度だ。

			「そもそも乙女ゲーにこんな部分は求めていないだろうが」

			　文句を言いながらも画面を見てコントローラーを操作した。

			　画面上には、飛行船のユニットが並んでいる。

			　船型、ラグビーボールの形をした飛行船。様々な飛行船が向かい合っている。

			　六角形のグリッド線。ターン制で味方の船を動かし、移動させて攻撃を行うと飛行船が側面に並べた大砲を一斉に放ち、鎧をまとった騎士たちが空を飛んで敵に襲いかかっていくのだが──。

			「くそっ！　そこで敵のスキルが発動ってどういう事だよ！　妙に難しいぞ。もっとサクサククリア出来るようにしろよ」

			　敵のスキルや特殊な技が発動し、攻撃した味方が逆に大きなダメージを受けてしまう。

			　逆に味方が攻撃されたときは、敵からの攻撃をまともに受けて轟ごう沈ちん……スキルを持っていて、能力的には敵より勝っているのにランダム要素が強く難しい。そもそも、戦略ゲーム的に優位な位置取りをするとか、最適な行動をしてもランダム要素で覆くつがえる。

			　妹がさじを投げるはずだ。

			「あ、しまった」

			　味方の沈んではいけない飛行船──王太子様が乗った飛行船が轟沈してしまった。

			　画面にはゲームオーバーの文字が浮かぶ。

			「またかよ！　攻略情報を見ながらプレイして負けるとかあり得ないだろ！」

			　いっそ妹にはコンプリートは諦めろと言いたかった。ネットでクリアデータでもダウンロードしろと言いたいが……このゲーム、主人公の名前を呼んでくれる仕様になっている。そのため、妹は自分の名前を入力していた。

			　有名声優に自分の名前を囁ささやいて貰いたいとかなんとか……。

			　だから、クリアデータを手に入れる方法では解決しない。

			　自力でクリアするしかないのだ。

			「もう何度目だよ！　王子様沈みすぎだろ！　アレか？　課金させたいのか？　そんなに課金をさせたいのかよ！」

			　オフラインゲームなのに有料コンテンツが充実しているわけだ。クリアできないというプレイヤーの声に応えたのか、それとも計算していたのか……戦争パートを簡単にする数々のアイテムが配信されている。

			　妹のためにこれ以上の出費は認めたくないが、俺の時間が奪われている原因は間違いなく戦闘やら戦争パートやらにある。

			　それ以外はギャルゲーと一緒だ。選択肢さえ間違えなければ何の問題もない。ゲームを中断して有料コンテンツを探した。

			　画面に表示されるのは、大量に出てくる商品の数々。

			　それらは一つ百円程度の値段で売られているが、戦闘パートで役に立つ飛行船やら鎧の値段が妙に高い。

			　三百円や五百円。八百円の有料コンテンツもある。

			「……こんな商売をするから評判が悪くなる」

			　当初は期待されていた超大作が、課金しなければまともにクリアが出来ないとネットで批判されていた。

			　おかげで強気の価格設定も、一ヶ月もしない内に見直され金額が下がっている。

			　それでも高いと思っていると、商品一覧に男物の水着が販売されていた。

			「男の水着姿とか嫌だな」

			　販売されていたのは、男性キャラを水着姿にする特殊なアイテムだ。

			　見ていて呆れる。

			　ただ、これがギャルゲーで、女性キャラが水着姿になるなら全種類購入しただろう。

			「男も女もやることは変わらないな」

			　精神的にボロボロの俺は力なく笑った。

			　野郎を侍はべらせ水着姿にして楽しむ女性プレイヤーを想像したら嫌になった。

			「ハーレムも女から見れば今の俺と同じ気持ちかな？　まぁ、どうでもいいか」

			　男が女に囲まれるのがハーレムなら、女が男に囲まれているのは逆ハーレム。男から見て逆ハーレムが嘘っぽいように、女性から見ればハーレムもきっと微妙だろう。

			　そんなことを真面目に考えている俺は疲れていると思った。とにかく今はゲームを終わらせることだけを考えよう。

			「さて、どれを買えばすぐに終わるかな？」

			　どれも有料コンテンツなので強力だ。

			　男性キャラの専用武器とか、主人公の専用装備なども販売されている。

			　どちらかと言えば戦争パートで役に立つ物が欲しいので、それらは購入しない。ゲームの進め方でどうにでもなるからだ。

			「……これは？」

			　目に入ってきたのは、一番高額な有料コンテンツである戦艦だった。

			　補給やら面倒なステータスなどを無視して、とにかく強い飛行船が手に入るようだ。

			「飛行船というか宇宙船に見えるな」

			　外見はメタリックで、ゲームに出てくる飛行船とはどれとも似ていない。宇宙戦艦と言われた方が納得するデザインだ。

			　千円もするだけあって性能は申し分ない。

			　設定を確認すれば、古代のなんとかで……とにかく凄い宇宙船ということが書かれている。

			「……って本当に宇宙船かよ！　もしかして、誤字かな？」

			　説明文に間違えて宇宙船と打ち込んだのでは？　そう思ったが、ゲームをクリアできれば良いのでどうでも良い。

			　大事なのはこれでゲームが楽になることなので購入しておく。

			　次、鎧の確認だ。

			　パワードスーツ……鎧の姿をしているが、なんというか少しも現実感がない。ロボットと言われた方が納得できる外見をしている。

			　そんな鎧を着込んで戦争をするのが男たち……騎士だ。

			　女からすれば、自分のために戦ってくれる男が素敵に見えるのだろうか？

			　とりあえず高いのを購入しておけば間違いないだろう。

			　これで攻略が楽になるのなら安い出費だと思うことにする。

			　黒い鎧はどこか刺とげ々とげしく敵役のように見えるが問題ない。ダークヒーローのように格好良い。……よく考えると乙女ゲーに出てくるにしては凄く良いデザインだった。

			「これなら攻略対象の野郎たちより活躍してくれるな」

			　剣は強いが飛び道具を持っていない剣豪。武器に頼るのは軟弱だと装備が非常に貧弱な奴……打たれ弱い魔法馬鹿。

			　役に立たない攻略対象キャラたちのせいで、何度もゲームオーバーになってきた。

			「終わらせないと……とにかく終わらせてゆっくりしたい」

			　せっかくの休日が乙女ゲーをプレイするだけで失われていく。

			　我慢できずに購入した有料コンテンツを使用し、俺はそこから乙女ゲーを再開した。

			　昼を過ぎ、夕方になる頃にはなんとかイベントやらＣＧの回収率が九割を超える。

			　残っているのは逆ハーレムエンドだ。

			　主人公と男性キャラ全員が結婚するエンドが残っている。

			　このゲームのトゥルーエンド──真のエンディングとも言われているのだが、俺からすれば真実だろうと虚偽だろうと関係ない。

			　無心で攻略だけを考えプレイしていく。

			　日常パート……野郎共の好感度が一定数になると渡してくるアイテムを、翌日には道具屋で売り払って金に換える行動を行った。

			　しかも本人が仲間にいる状態で、だ。

			　本人の目の前で売り払うなど外道だが、ゲームなので関係ない。

			　これがギャルゲーなら無理をしてでもそんな行動は取らないだろう。たとえゲームとはいえそんな外道にはなれない。

			　どうせ妹の乙女ゲーだ。クリアできればどうでも良い。

			　そう思いながらプレイを続け……気が付けば夜になっていた。

			　逆ハーレムエンドにたどり着き、解放された喜びと共に襲いかかってくるこのむなしさ。

			「……丸々二日間が潰れただと」

			　エンディングを見ながらこみ上げてきたのは怒り、そして悲しみである。

			　どうして俺がこんなことをしなければならないのか？

			　データをセーブし、そして妹との約束を守った俺はベッドに倒れ込むように横になった。

			　時計を見れば寝るには少しだけ早い時間だ。

			　疲れ切って動く気にもなれないが、全てが終わって安堵したせいかお腹が空いてきた。

			　手で腹を押さえると、朝に少しだけ食べたのを最後に何も食べていなかったのを思い出した。

			「冷蔵庫には何もなかったし」

			　この休日に買い物をしようと思っていたが、ゲームをクリアすることを優先しており外にも出ていなかった。

			「ファミレスにでも行くかな？」

			　スマホで時間を確認していると、妹からメッセージが届く。

			『もう楽しくて疲れた～。数日したら帰るから、その時までにクリアよろ。真面目にやらないと、いつまで経っても変態野郎の馬鹿兄貴のままだよ（笑）』

			「こいつ最低だな」

			　自分は楽しんでいることを最大限にアピールしつつ、俺に真面目にやれとか言っているのだ。しかも、俺から金をせびって……。

			　ただ、少し疑問が浮かんだ。

			「あいつアルバイトなんてしていたか？　どこから旅行のお金を出した？」

			　俺が渡したお小遣い程度ではとても足りないはずだ。

			　下手にプライドが高いので捕まるようなことはしていないだろう。門限もあるので夜遅くまで遊んでいられない。

			　おまけに働きたくないからアルバイトもしないと言っていた。

			　そこまで考え、俺は少し前にお袋が言っていたことを思い出した。

			「資格取得のために金がいるとか言っていたな」

			　両親は車の免許でも取るのかと思ってお金を用意したらしいが、どう考えてもその一部は旅行に使われているとしか思えない。

			　俺は妹のメッセージや画像をコピーした。

			　パソコンで編集をして、お袋宛にメッセージを送る。

			　もちろん、あいつのコメントやら画像も添えて、だ。

			「……馬鹿な奴。兄を舐めているからこうなるのさ」

			　俺を脅したことやら、旅行に出かけていること。

			　これらを見て両親がどう思うだろうか？

			　流石に動かぬ証拠もあるので、あいつも言い訳が出来ないだろう。ついに化けの皮が剥がれるときが来たのだ。

			　そう思ってニヤニヤしたところで俺は気付いた。気付いてしまった。

			「あれ？　なら、最初からこうしていれば無駄にゲームをクリアする必要もなかったような……あぁ、もう駄目だ」

			　自分がいかに間抜けかを実感しつつ、俺は腹が減ったので立ち上がると財布を手に取った。

			　妹の件は、一旦保留にして飯にしよう。

			　もう、乙女ゲーのことで頭を悩ませる事もない。

			　そう思えば足取りも軽くなる。

			　妙にフワフワした感覚は、まるで仕事から解放された後のような幸せな感覚だった。

			「さて、今日は奮発して少し高いメニューでも……」

			　普段よりも豪華な夕食を楽しみに玄関を出た。誰もいないチカチカする蛍光灯が気になる通路を進み、階段に差し掛かると急にめまいに襲われた。

			「──あ、これ駄目なやつ」

			　体は糸が切れてしまった操り人形のように力を失い、その場に倒れた。

			　自分の体が言うことを聞かず、運が悪かったのは階段の手前でこれから下に降りようとしていたところだったことだ。

			　目の前には階段が迫っており、そのまま視界が急激に景色を変えていく。

			　体が痛いとかそういった感覚はなかったが、勢いよく転がり落ちた俺は自分の状態が危険だというのはなんとなく理解した。

			「……こんな……最期は……みと……ない」

			　せっかくの休日を妹に潰され、そして解放されたと思えば明らかに重傷という怪我をした自分。いや、もしかしたら命の危機かも知れない。

			　そう思うと、妙に──腹が立ってきた。

			　薄れゆく景色の中で、走馬灯が流れ出していよいよ最期かと思っていると──最後の最後で見たこともない景色が見えてきた。

			　海から浮かんだ大地。

			　空を飛ぶ飛行船。

			　青空と白い雲──太陽に手を伸ばしている自分の姿が見えて、そこで意識は遠のいた。

			


			　　　◇

			


			　なだらに傾斜した土手は、ほどよく伸びた草で青々としていた。

			　草同士のこすれる音に青い草の匂い。

			　そんな場所に寝転がり、太陽に手を伸ばした俺【リオン・フォウ・バルトファルト】は激しい動悸に襲われていた。

			　太陽の暖かさで汗をかいたのではなく、冷や汗が止まらなかった。

			　心臓が痛いくらいに鼓動し、気持ち悪い汗が吹き出ていた。

			「な、なんだ、今の？」

			　上半身を慌てて起こしたせいか、服に引っかかった草が地面から抜けた。風が吹くと葉やら草が舞って飛んでいく。

			　随分と強い風が吹いたと思えば、太陽を隠すように俺の真上を飛行船が通過して影に包まれた。

			　四角い箱のような木造の飛行船は、領地に定期的に訪れる飛行船だ。

			　普段何気なく見ていたはずなのに、今日に限っては目を見開いて驚きを隠せなかった。

			　まるで初めて見たような感覚。

			　胸を押さえると心臓はまだ強く脈打っていた。呼吸も落ち着かない。

			　立ち上がって飛行船が過ぎ去っていく方向を見れば、その先には海が広がっている。

			　違和感があるとすれば、海の見え方が違うことだ。

			「なんだ。なんで──」

			　ゆっくりと足を進めると、転んでしまった。

			　自分の体を確認すれば、手足が妙に小さい。

			　自分の体であるのは間違いないのに、妙に小さく感じてしまう不思議な感覚。

			　気にするよりも、まずは確認する方が大事だった。

			　立ち上がって歩き、そしてゆっくりと駆け出して向かった先は海だ。

			　妙に胸騒ぎがする。

			　子供の足で随分と時間がかかった気はしたが、目的地に到着した。

			　落下防止のための柵が用意されたその場所から見た景色は、いつも通りの景色だった。

			「そうだ。いつも通り──島は浮いている」

			　海から浮かんだ島。

			　今日も島は浮かんでいるのに、それが嬉しいのか悲しいのか分からない。浮かんできたイメージは島が海水に浮いているようなイメージだ。

			　そんなはずはないというのに、どうしても確認したかった。

			　先ほどから妙だ。

			　太陽に手を伸ばした瞬間に見えたイメージは、まるで人一人分の一生だった。ここではないどこかで生きた男の一生。

			　際だったものなどないが、それでも幸せそうに見えた。夢や幻と言い切るには、生々しくそして妙に現実感があった。

			　そんな男の一生を見てきたというのに、名前が思い出せない。

			　両手で頭を押さえる。

			　あれだけ鮮明に見てきた記憶なのに、どうして名前が思い出せないのか？

			　自分が生きてきて五年──五歳の自分が経験する以上のものを、一瞬で経験したような──思い出したような感覚。

			　訳が分からなくなりその場に座り込む。これまでの記憶と、思い出した記憶が混ざり合ってすり合わせを行っているような感覚だった。

			　柵を背にして空を見上げた。

			「……僕は……俺は一体どうしたのかな？」

			　誰に対しての問いかけなのか、自分でも分からなかった。

			


			　　　◇

			


			　日も暮れてきたので家に戻った。

			　家に戻るのが嫌で逃げ出して土手で横になっていたのを思い出したが、夜になる前に戻りたかった。

			　覚悟を決めて家に戻れば、そこで待っていたのは父親だった。

			　玄関の前で仁王立ちをして待っていた。

			「この馬鹿息子が！」

			　大きな拳で頭を叩かれ、涙目で頭を押さえると玄関が開いた。

			　そこから見えるのは俺の母親だった。

			「ようやく戻ってきた。あんた、奥様が来る日にどうして逃げたりなんかしたの」

			　俺の親父【バルカス】は領主──男爵だ。

			　先ほど、突如あらわれたイメージの中の貴族というのは、良い服を着てもっと線の細い感じ。もしくは、太っているイメージだったが、親父は筋肉質で髭を生やした大男だった。服装はシャツに茶色のズボンにブーツと、貴族らしく見えない。

			　母親は妾めかけで【リュース】──バルトファルト家の寄より子こである騎士家の娘だった。

			　こちらもドレスではなく、町やら村で女性が着ているような服を着ている。

			　俺の母親が言う奥様というのは、親父の正妻のことである。

			「ご、ごめん……なさい」

			　俺の雰囲気がいつもと違うのを察したのか、両親は微妙な顔をしながら俺を家──屋敷ではなく倉庫へと連れていこうとした。

			　すると、開いた玄関からドレスを着た女性がこちらを見ていた。

			　屋敷から出ないで俺に冷たい視線を向けている。

			　ドレス姿に宝石で着飾り、近くには長男である【ルトアート】と長女の【メルセ】が控えていた。

			　あの二人だけが奥様──正妻の子供たちである。

			　その後ろには、長身の美形である男性がスーツ姿で立っている。耳が長く、エルフである男性は俺たちを見て嘲あざ笑わらっていた。

			「まったく、教育の行き届かない子供は獣と同じですね」

			　目を細める女性は髪をまとめており、いかにも貴族の女性というイメージにピッタリだ。兄も姉も俺とは違って金のかかった服を着ている。

			　母が謝罪をし、父は俺を連れて倉庫へと向かう。

			　倉庫に到着するまで、父は我慢している顔をしていた。

			「……倉庫で反省していなさい。食事は後で持っていかせる」

			　言われて頷うなずくと、倉庫には先客がいた。

			　次男である兄の【ニックス】だ。

			　俺と同じような服を着た二つ上の兄は、ランタンの明かりの下で本を読んでいた。父と俺がやってくると呆れた顔を向けてくる。

			「お前も馬鹿だな。数日我慢すればあいつらは出ていくのに」

			　本に視線を戻す次兄を見て、父は頭を手で押さえていた。

			「ニックス、リオンに勉強を教えてやりなさい」

			　次兄は凄く嫌そうな顔をしていたが、倉庫にある机のスペースを空けると椅子を持ってきて置いた。

			　俺に座るように言うと、注意までしてくる。

			「寝たら叩くからな」

			　俺が頷くのを見て、父は倉庫を出て屋敷に戻っていった。

			　二人だけになると、次兄は俺でも読めそうな本を渡してくる。

			　何度も読まれてボロボロになった本を開くと、所々に落書きがされていた。

			　倉庫内。

			　ランタンの光に集まった虫を払いのけながら、本を読む。

			　少し不思議な感覚だった。

			　知らない言語が頭の中にある。本に書かれている文字とは明らかに違う。むしろ、そちらの方が使いやすい感覚もあるくらいだ。

			　俺が悩んでいるのを、次兄は読めない単語があるからと思ったようだ。

			「少しは自分で考えろよ。どうしても分からないなら教えてやる」

			　静かな時間が過ぎていく。

			　五月蠅うるさいというか、邪魔なのは光に集まる虫くらいだ。

			「──ねぇ、兄貴？」

			　俺の言葉遣いに次兄が少し驚いた。

			「兄貴？　お前、今日の朝まで兄さんって呼んでいなかったか？」

			　俺は慌てて言い直そうとしたが、次兄は自分の中で答えを見つけたらしい。

			「背伸びしたい時期か？　まぁ、俺は別にどうでも良いけど。それよりどこが分からない？」

			　俺は首を横に振る。

			　気になったのは俺たちの扱いだ。

			　今まで気にならなかったことに対して、次々に疑問が浮かんでくるのだ。

			　嫡ちゃく男なんが大事にされているのは分かるのだが、どうして俺たちだけが倉庫に追いやられているのか？俺たちの他にも姉や妹がいる。

			なのに、姉と妹は倉庫にはいない。同じ妾腹なのに、だ。

			「どうして俺たちだけ倉庫なのかな？」

			　次兄は「昨日まで僕とか言っていたくせに……」と、独り言を呟つぶやいた後に本を置いて天井を見上げるのだった。

			「奥様が俺たちのことを嫌いだからだ」

			「お袋──母さんの子供だから？」

			　次兄は頭の後ろで手を組んで、椅子の背もたれに体を預けていた。

			「それ以外に理由なんかあると思うか？　流石に妾の子でも、女の子を倉庫に追いやるのは躊躇ためらったみたいだが、男の扱いなんてこんなものさ」

			　そこから次兄は淡々と家の事情を話してくれた。

			　話してくれたと言うよりも、三男である弟の俺に愚ぐ痴ちを言っているように感じた。

			　七歳の次兄も色々と不満に思っているようだ。

			　バルトファルト家は浮うき島じまを領地に持つ家だ。

			　ただ、以前は準男爵家という騎士家に分類される家だった。本物の貴族ではないが、一応は領主という家柄だ。

			　騎士家として割と平和に暮らしていた家らしい。

			　それが年月と共に発展し、気が付けば島には寄より子この家が出来ていた。仕官してきた騎士も迎え入れ、規模が大きくなっていたのだ。

			　領内の整備が進み、畑や仕事が増える──それは支えられる人口が増えることを意味しており、領地規模で言うならばギリギリ男爵家規模に届いた。

			　……届いてしまったのだ。

			　そんな俺たちの領地に【ホルファート王国】の調査官がやってくる。

			　祖父の時代のことだったらしいが、調査官は領地規模を男爵家相当と判断した。その場で男爵家への陞しょう爵しゃく手続きをすると言われて、祖父は大慌てだったらしい。何しろ、男爵になるつもりなんてなかったのだ。

			　そこで思い浮かんだのは、蘇った記憶の知識だ。

			　陞爵なんて、もっと喜んで良いはずでは？　それに、領地規模だけで簡単に決まるのか？　昇進のようなものだし、もっと手柄──武功などが必要ではないのか？　そういった疑問だ。

			「陞爵するのは駄目なのですか？」

			　次兄も分からないらしいが、父の様子から嬉しくないのを察しているようだ。

			「急に言われても困ると愚痴をこぼしていた。それに、男爵家ともなれば男爵家相応の貢献が求められる。うちが貧乏なのはそのためだってさ」

			　家格に合った働きを王国は求める。

			　そう言えば、蘇った記憶の知識に一つ思い当たるものがあった。

			　ギリギリ男爵家規模の家と、余裕のある男爵家。

			　余裕がある家は問題ないが、そうではない家は貢献が苦になる。だから、領地規模が男爵家並でも、黙って準男爵家を名乗ることもあったらしい。

			　とにかく、離島の田舎領主貴族が男爵家になってしまった。

			　家格に相応しい振る舞いを求められ、父は身分の高い女性と結婚することになったらしい。

			　だが、奥様と呼ばれる女は日頃領地にはいない。

			　長男も長女も領地にはたまにしか来ない。

			「……おや──父さんと奥様は結婚したんですよね？　なんで普段は領地にいないのかな？」

			「男爵家以上の女性はアレが普通だってさ。嫌だよな。貰うなら絶対に準男爵家以下の家から嫁を貰いたい。まぁ、身分の高い女性からすれば俺たちなんて眼中にないだろうけどさ」

			「アレが普通？」

			「お前も今の内にしっかり勉強をしておけよ。でないと、将来は二十歳までに結婚できないぞ。学園で結婚できなかったら、そのまま年増女の後夫になるかも知れないからな。それは嫌だろ？」

			　……俺は驚きを隠せなかった。

			　学園とか、色々と聞きたいこともあるのだが……それ以上に後夫という言葉だ。普通は女性が後妻とか、決められた年齢までに結婚するという話ではないのか？

			「あ、あの、兄さん？」

			「別に兄貴でもいいぞ。それよりも何？」

			「……普通は男性が家の中心では？　というか、年上の女性に押しつけられるってどういう意味ですか？」

			　次兄は首をかしげている。

			「そのままの意味だ。結婚できなかった女とか、男に逃げられた女とか、とにかく夫がいない女だな。愛人だけ、って言うのは面子が立たないらしい。だから若い男を後夫に迎え入れる年増女や婆さんが多いのさ」

			　やけにしっかりしている次兄は、俺の質問に答えてくれる。

			「普通は男の方が立場は上では？」

			　蘇った知識では、こういう場合は男が強いと漠ばく然ぜんと思っていた。だが、どうやら違うらしい。

			「女の方が強いのは父さんを見ていれば分かるだろ。あいつに──奥様に逆らえないのはお前も見ているだろうが」

			　奥様をあいつと呼んだのを改めるところを見るに、次兄は奥様を苦々しく思っているのだろう。

			　とんでもない話を聞いてしまった。

			「お前、今日はなんか変だぞ」

			　次兄に疑われ、俺は苦笑いをしながら視線を本に向けてまたしても変な汗をかく。

			　おかしい……何というかこの世界はおかしい。

			　変な知識を得たためか、俺には違和感しかなかった。

			　しばらくは無言で本を読む。そして次兄の言葉を思い出した。

			　どこかで聞いたことがあるというか、蘇った記憶の中でも随分と強い印象があった。

			「学園……ホルファート王国？　それに奥様の使用人がエルフ？　あれ？　もしかして……」

			　ブツブツ呟いていると、次兄が五月蠅いと文句を言ってきた。

			「どうしたんだよ」

			「え、えっと、あのスーツの男。エルフは奥様の愛人だよね？」

			　どうにも次兄に対してどんな風にしゃべれば良いのか分からない。そのため口調が安定しなかった。

			　次兄は気にした様子はなく、ただ呆れているだけだ。

			「当たり前のことを聞くな。ほら、さっさと勉強しろ」

			　亜人種──エルフが愛人というか、側で仕える使用人……この状況を俺は知っている。というか、凄く鮮明に覚えていた。

			　俺は机に突っ伏した。

			「……ここ、あの乙女ゲーの世界だ」

			　混濁した意識や記憶が徐々にハッキリしてきた。

			　同時にここは、とんでもなくフワフワした設定の乙女ゲー世界だと気が付いてしまった。

			　次兄が俺の頭に平手打ちする。

			「寝るな！　お前、今日は本当にどうした？　頭でも打ったのか？」

			　俺は顔を上げて次兄を見る。

			　引きつった笑みを浮かべているので、次兄が驚いて少し後ろに下がった。

			「な、なんだよ」

			「……兄貴、世の中って理不尽だよね」

			「……あ、あぁ、そうだな」

			　返事に困っている次兄は、逃げるように視線を本に戻して勉強を再開するのだった。

			　異世界転生というのを、まさか自分が経験するとは思わなかった。

			　しかも剣と魔法のファンタジー世界……でも、女尊男卑の乙女ゲーの世界とか聞いていない。

			　俺は両手で頭を抱える。

			「最悪だぁぁぁ！」

			　叫んでしまった俺に、次兄が泣き言を言うのだった。

			「なんなんだよ！　誰かこいつを静かにさせてくれよ！」

			　俺【リオン・フォウ・バルトファルト】は、乙女ゲー世界に転生した元日本人。

			　……もっと普通の世界に転生したかった。

			　よりにもよって乙女ゲーって……勘弁してくれよ。

		

	

			


			第01話「戦う理由」

			


			　記憶を取り戻してから早くも十年が過ぎた。

			　設定がフワフワして矛盾だらけの乙女ゲーがリアルになると、こんなにも醜い世界になるのかと怒りを感じる日々を過ごしていた。

			　まぁ、怒ってばかりもいられない。

			　異世界──ゲームの世界とは言え、生活があるのだ。

			　貴族とは言っても貧乏な田舎貴族。実家は農作業を普通にしているし、当然ながら俺も手伝わされている。

			　農作業で鍛えられた体は引き締まり、前世の面影を残した顔つきは以前よりも精悍になっていた。

			　黒髪黒目の十五歳。

			　際だった美形ではないが、見られない顔でもないと思う。

			　ただ、この世界は一風変わった乙女ゲーの世界。

			　美形の男なんてその辺にゴロゴロしている。

			　俺などその他大勢という感じのモブだろう。

			　仲が良かったとこっちが勝手に思っている次兄は、大陸である王国本土の学園に入学してそこで寮生活を送っていた。

			　次兄と一緒に使っていた狭い部屋は、今では六つ下の弟──四男の【コリン】と使用している。

			　次兄から送られてきた手紙を部屋で読む。

			　手紙には「婚活がきつい」と書かれていた。

			　この乙女ゲーの世界……男は学園を出るまでに結婚しないと問題有りと見なされ、二十歳までに結婚できない男は不良物件扱いだ。

			　特に貴族の男子には厳しい。庶民には許されても、貴族の男子が二十歳までに結婚できないと白い目で見られてしまう。

			　男にとってはとんでもなく厳しい世界だ。

			　手紙を狭い部屋で読む俺は、次兄の結婚相手が早く見つかることを祈ることしか出来ない。

			　おまけに、結婚しなければ今後の就職やら出世に響くのだ。

			　貴族でも次男や三男などは、多くが将来的に家を出るしかない。嫡男が跡を継げなくなった時のスペアであるため、嫡男が無事に跡を継いで子供が生まれれば不要になる。

			　そうなった時に俺たちが就ける職業はあらかじめ決められていた。

			　主に軍人や役人。変わり種で医者とか、とにかく国や民のためになる職業が良いとされている。それ以外の仕事は白い目で見られる。

			　そして、結婚できない男はずっと軍や役所で下働きのような扱いだ。出世も望めず、重要な仕事など任されることもない。

			　社会的な信用がとにかく低くなる。

			　男にとって結婚はかなり重要な世界だ。

			「それにしても本当に酷い世界だ」

			　戦争、小競り合い、空賊、モンスター……世界観的に争いが多く、騎士や軍人の死亡率は高い。俺の実家のように子沢山の家庭は多いのだが、その理由は戦争で死ぬことが多いからだ。

			　そして、戦うのは男の仕事。おまけに一家の大黒柱なのは変わらないから、とにかく働かなくてはいけない。それなのに、女性の方が権力を持っているとか……。

			　男は命がけで戦い死にやすいのに、非常に扱いが悪かった。

			「この世界は女性に優しすぎるな」

			　ゲームの設定のせいで世界が歪いびつに感じられる。

			　女性にとってとにかく甘い。それは貴族──男爵家以上に、より強い傾向が見られた。

			「金持ちで家柄の良い野郎共が攻略対象だからか？」

			　ゲーム的な理由で女尊男卑なら泣きたくなる。

			　どうして俺はこんな世界に転生してしまったのだろう？　これを考えない日はない。いや、あるな。結構ある。そもそも日々の生活が忙しいので忘れることも多い。

			　それに記憶を取り戻してから十年だ……いい加減に慣れてくる。

			　部屋の中では、弟のコリンがベッドに横になり寝息を立てていた。

			　無邪気な顔をしている。

			　跡取りではない俺たちは、ハッキリ言ってしまえば予備。

			　ゲーム的に言えば学園に入学できても背景扱いのモブに過ぎない。

			　脇役でもないその他大勢。

			　台詞もゲーム内で一言二言あればマシな部類。

			　モブＡとかＢ、そんな立ち位置だろう。

			　そもそもバルトファルト男爵家などゲームでは聞いたこともなかった。

			「モブか……俺らしいと言えば、らしいけど」

			　納得したくはないが、納得できる自分がいる。そもそも、俺自身が大きなことをしてやろうとか、出世したいなどの野心にあふれるタイプでもない。モブならモブでも良かった。

			　それよりも、来年からは俺も学園に入学だ。

			　この世界の数少ない利点の一つに、貴族なら学園に入学できることが挙げられる。

			　ゲームのための設定が現実になっていると思えば微妙だが、そこで勉強ができて役人や軍人になれるのはありがたい。

			　領地の外に出られる機会は貴重だ。

			　それに、学園では結婚相手を探すことが出来る。

			　領地から出られなければ、縁談を持ってこられ強制的な結婚が待っていただろう。

			　これが同年代、もしくは相手が二十代ならまだマシなのだが、どこかの三十代とか四十代の後夫だったら笑い話にもならない。

			「そう思うと、学園に入学できるのは本当にありがたいよな」

			　無邪気に眠っている弟のコリンを見て、俺は安堵の溜息を吐くのだった。

			


			　　　◇

			


			「……お、お見合い？　どういうことですか！」

			　朝食後。

			　親父の執務室──というか、仕事部屋に呼び出された俺は気が動転していた。

			　理由はソファーに座っている奥様──【ゾラ・フィア・バルトファルト】が持ってきたお見合いの話にある。

			　普段使用している椅子に座る親父が、苦々しい顔をしていた。

			　受け取った身上書──見合い相手の写真やら色々と書かれている書類などを受け取った俺は、唖然とするしかなかった。

			　親父は悩んだ顔をしているが、ゾラの顔を見てから俺の方を見る。

			「ゾラが持ってきた縁談だ。知り合いが後夫を探しているらしい」

			　ゾラは家に置かれている中でも高級なお茶を飲んで「安物は私の舌に合わないわ」などと文句を口にしていた。

			　納得できない俺は抗議する。

			「いや、でもこれって！」

			　抗議した理由は、とにかく相手が酷かったからだ。

			　相手は男爵家の娘らしいが──身上書には相手の年齢が五十を超えていると書かれ、結婚回数は七回を超えていた。

			　子供もいるが、全員俺より年上である。

			　ゾラは少し乱暴にカップを置いて俺を睨にらむ。

			　苛立っているのが伝わってくる。

			「私が日頃からお世話になっている方です。宮廷貴族の家柄で、長年王家に仕えてきた歴史ある家の娘さんですよ。何が不満なのですか？」

			　何が不満？　逆にこれで満足すると思ったら馬鹿だろう。いや、もしかしたら馬鹿なのかも知れない。そもそも、五十を過ぎて娘さんって何だよ！

			「なんで学園にも入学していないのに結婚の話が出るんです！」

			　暗黙のルールとして、貴族の結婚は基本的に学園の卒業後となっている。ゲームの設定だろうが、とにかくそんなルールがあった。

			　学園を卒業しないというのは、貴族たちの中で半人前とされているためだろう。

			　例外は政略結婚。もしくは早く結婚しなければならない理由があるか、だ。それでも、多くは卒業前に婚約するにとどめているのがほとんどだ。

			　持ってきた縁談は例外に当てはまらない。

			　相手は男爵家の娘というだけで、世襲できる家を持っていない。というか、実家の男爵家は甥が継いでいるのでただの親戚でしかない。

			　しかも結婚が俺で八回目……明らかに危険な縁談にしか思えなかった。

			　ゾラは怒気で声が大きく強い口調になっていた。

			「次男を学園に入学させるのはまだ許せます。ですが、三男を学園に入学させる意味などないわ。入学費は不要でも、その他のお金がかかるのよ」

			　俺がゾラを睨み付けると、親父が謝ってくる。

			「お前にはすまないと思っている。だが、家に金がないのも事実だ。学園に入学してから稼ぐ方法もあるんだが」

			　親父がゾラをチラチラ見ている。きっと何を言っても聞き入れてくれないのだろう。

			　ゾラはソファーでふんぞり返っている。

			「学園を卒業してもたいした職に就けないでしょうに。家のために結婚させるのが正しい判断です。無事に結婚させてあげるだけありがたいと思いなさい。軍人として働く道も用意しました。精々頑張るのね」

			　俺はそこで気付いてしまった。

			　……こいつ、俺を戦死させるつもりだ、と。

			　貴族。軍人も同じだが、国のために戦って死ぬと遺族には年金が支払われる。

			　軍人なら一括で支給されるが、貴族の場合は少し違う。

			　国のために戦った名誉が与えられ、おまけに遺族年金が毎年発生するのだ。

			　ゾラの持ってきた縁談は、俺を殺して金や名誉が欲しいと言っているようにしか聞こえない。実際にこれまで死んできた相手の夫は、身上書に全員「名誉の戦死」と書かれていた。

			　隠すつもりもないどころか、むしろ誇っているように書き記している。

			「嫌です。お断りします」

			　拒否する俺に対してゾラがテーブルを叩いて立ち上がった。

			「お黙りなさい！　三男風情が私に意見しようというの！　男子なら家のために働きなさい！」

			　このゾラという女……基本的に王国の首都【王都】で生活している。元が領主貴族とは違い、王宮から仕事を貰っている宮廷貴族の出身だ。

			　王都から離れたがらず、親父が屋敷を用意して生活費も仕送りしている。

			　実家の収入的にかなり苦しい中、仕送りしているのにこの態度だ。だが、こんな女でも親父が切り捨てると悪評が立つ。

			　もしもゾラを今捨てたとすると、あの家はまともじゃない──等という評価を受ける。

			　そのために離婚も出来ないのだ。

			　俺はどうにかしてこの状況を打開したいと知恵を絞る。

			　思い出せ。

			　俺にはゲームの知識が──この世界の知識がある。

			　十五歳になるまで普段の生活で疲れ、特に何も試してこなかったが……今こそゲーム知識を利用して頑張る時じゃないか！

			　ここで頑張らないと俺の未来がない！

			「……金があれば問題ないんだな？」

			　俺の言葉にゾラは鼻で笑っていた。

			「あら？　金も稼いだことのない穀ごく潰つぶしが随分大きな態度に出たわね」

			　鏡を見ろとこれほど言いたい相手も少ないだろう。

			　バルトファルト家に寄生して、王都で贅沢をしているゾラに穀潰しなどと言われたくなかった。

			「このお見合いの話を断るのは失礼に当たるわ。入学費だけを稼げば良いなんて都合の良いことだけを考えているなら止めておきなさい」

			　この話、親父も知らなかったらしく不満そうにしていた。

			　だが、親父も強い態度に出られない。

			「リオンもまだ若いんだ。そんなに急ぐことも──」

			「黙りなさい！　男なんて二十を過ぎれば貰い手なんかいないのよ！　今の内に相手を見つけてあげようとしている私にお礼を言わず、選り好みをして文句を言うなんて……これだから田舎のガキは嫌いなのよ」

			　何でも田舎のせいにするのはどうかと思う。

			　俺が文句を言おうとすると、親父が仲裁に入った。

			「この子の気持ちも考えてやってくれ。初婚で五十代の女性など断っても仕方がない。年齢差は四十に近いんだぞ」

			　俺より年上の子供がいる女性の後夫だ。

			　嫌がっても当然である。女尊男卑の世界でも、このお見合いというか──断れないのでほぼ結婚が決まっている縁談は、明らかにおかしい部類に入るだろう。

			　四十近くも年上の嫁に、子供もまでもが俺より年上の家庭……想像したら寒気がした。

			　親父が溜息を吐いてから、

			「……もしも金が用意できたら、見合いの話は取り消していいんだな？」

			　ゾラは乱暴に腰を下ろすと、脚を組んで俺たちを馬鹿にした目を向けてくる。

			「あら？　それだけの甲斐性を持っているなんて初耳ね。毎月の仕送りをもっと増やして欲しいくらいだわ」

			　この世界の女性が、全てこいつのように勘違いしているとは言わない。だが、こんな女を見ていれば嫌にもなる。

			　この世界の女性へのイメージ──特に貴族のイメージは最悪だ。

			　親父は片手で顔を押さえていた。

			　俯うつむき、絞り出すような声で言う。

			「時間をくれ。なんとか用意してみよう」

			　そんな親父の姿に落胆する気持ちもあったが、俺のために無理をしてくれる姿に申し訳なさの方が強かった。

			　本当になんて酷い世界だ。

			


			　　　◇

			


			　ゾラが出て行った部屋には俺と親父だけが残された。

			「あいつ、これだけのために船を出させたのかよ。滞在の準備もさせて、いったいいくらかかったと思っていやがる。親父、なんであんなのと結婚したんだよ？」

			　日頃は王都で暮らしているので、こちらに来るとなると準備が必要だ。

			　飛行船は定期便もあるのだが、宿泊する部屋の用意や食事の準備はこちらが行う。交通費もこちらが持つのだ。

			　親父は弱気だ。

			　それだけの理由もある。

			「怒るな。この結婚はどうしても必要だった。ゾラと結婚したから、うちは男爵家として相応の格を得た扱いになっている。無む下げにも出来ないさ」

			　離島──辺境に嫁に来てくれただけでもありがたいというのが親父の考えだ。同じ辺境出身の貴族の娘たちは、都会に憧れ都会に住む相手を見つけるらしい。

			　中には変わり者がいるのだが、そういった女性は奪い合いになる。

			　ゾラが結婚してやったと思うように、父は結婚して貰ったと考えている。

			　それだけ結婚相手は重要なのだ。男爵家に相応しい嫁を貰わないということは、言い換えればそれだけの家ではないと公言していることになる。他の貴族との付き合いでは軽んじられるし、中には攻めてくる──戦争を仕掛けてくる家もある。

			　とにかく、男爵家として扱われないばかりか、他家との付き合いがまともに出来ないというデメリットが付きまとうのだ。

			　村八分というやつだ。

			「ところで、金は用意できるの？」

			　俺は父に確認するが、難しい表情をしていたので察した。

			「正直厳しいな。うちは借金もある。これ以上は本当に首が回らなくなる。それにしても、どうして急にこんな話が出たんだか」

			　親父も不思議がっていた。

			「……なんで兄貴に話を持っていかなかったのかな？」

			　親父も俺の話を聞いて首をかしげていた。

			「ニックスでも年齢が離れすぎているが……確かに変だな。学園に入学させたくないみたいだった」

			　気になったので俺たちは次兄に対して手紙を出し、確認することにした。

			　実家でこういう話が出ているが、そちらは大丈夫なのか、と。

			　だが、返答は俺たちの想像を超えていた。

			


			　　　◇

			


			　一週間後──実家の倉庫。

			　俺は保管されている武器を取り出していた。

			　武器も実家の財産であるから、無理矢理俺が使おうとすれば親父が怒る。だが、今の俺を止められる奴はいない。

			　旧式のライフルは、弾倉に五発しか入らないタイプだった。

			　その中でも一番まともそうな物を手に取り、整備するために分解する。

			　飾られてあった剣をテーブルの上に置き、使えるかどうかの確認もした。その他必要な道具も全部かき集めた。

			　親父がそんな俺を不安そうに見ている。

			「お、おい、どうするつもりだ」

			　先ほど届いた次兄からの手紙を読んで、俺は覚悟を決めた。

			　俺なりにゲーム知識を使って金を稼ごうとのんきに考えていたのだが、事実を知った今はそんな悠長なことなど言っていられなかった。

			「変態婆ばばあに売られる前に、何が何でも金を稼ぐんだよ！　嫌だぞ。俺は嫌だからな！」

			　親父の後ろでお袋も涙目だ。

			　俺が売られるように婿むこ入りする家は、とにかく評判の悪い家らしい。

			　淑女の森？　とかいう集まりを開催しており、男は奴隷であるからどんな扱いをしても良いと言っている婆たちだった。

			　実際に奴隷として扱い、亜人種の使用人などよりも待たい遇ぐうが酷いらしい。

			　どれだけ男を使い潰すかを楽しむ連中……。

			　最悪だ。

			　しかも、身分だけ高い貴族の婆が揃っており、使えない男は戦場送りにして殺しているという噂まであった。戦死に見せているだけで始末しているのではないか、と。

			　何が酷いって……ゾラがその関係者だったことだ。

			　集まりの一員ではなく、俺たちのような部屋住みと呼ばれる跡取りの予備を売り払って儲けようと考えている女性たちの一人だった。

			　まともな人なら関わり合いにならない連中のようで、同じ女性からもドン引きされる集団。

			　次兄に話を持っていかなかったのも、学園を通して王宮に話が行くのを避けるため。何も知らない俺のような若い男を集めて楽しむのが、淑女の森のやり方だった。

			　学園の生徒でなければ、互いに話が付いていると言えるとか、とにかく学園に入学すると駄目のようだ。だからゾラは俺が入学する前に縁談を進めようとしていたのだ。

			「なんでモブにそんな変態共が関わってくるんだよ！　もっと穏やかで山も谷もない人生の方がマシだ！」

			　お袋が俺の言動を心配している。

			「あなた、リオンが何を言っているか分からないわ」

			「俺も分からない。というか、武器を持ち出してどうするつもりだ？　まさか、王都に乗り込むつもりか？　や、止めておきなさい」

			　武器を整備している俺を見て、親父が心配そうな顔をしている。

			　今すぐ乗り込んで消してやりたいが、今の俺では無理だ。

			　首都──王都には武装した騎士たちがいる。

			　乗り込んだところで取り押さえられるし、貴族の女性が側に置く亜人の使用人は鍛えられており強いため、簡単には近付けない。

			「……一攫千金を狙うなら冒険者が一番だ」

			　俺の話を聞いて両親が顔を見合わせた。

			　この世界では冒険者というのは認められた職業だ。認めなければならない職業とも言える。

			　何しろ、貴族というのが元を辿れば冒険者たちの末まつ裔えいだからである。

			　ゲームの設定では、貴族というのは冒険者として新しい大地を発見して領地を得た人たち。数々の冒険で財を得た冒険者が貴族になったという設定だ。

			　だから、学園では貴族は冒険者となる必要がある、とかそんなゲーム的な言い訳がある。

			　ダンジョンで主人公がチヤホヤされ好感度を稼ぐための理由が、ここでは俺を救うために利用できる。

			　親父が首を横に振る。

			「止めておきなさい。ダンジョンなんて一人でどうにかなるものではないし、金を稼げるようになるまで時間もかかる」

			　お袋も同じだった。

			「そ、そうよ。それに、今は浮島を見つけるのも大変なのよ。大金なんか稼げないわよ」

			　人が住める浮島とか、資源が採取できそうな浮島を発見すれば、それは発見した冒険者の所有物になる。その気があれば領地を持って独立も可能だが……条件の良い島なんて大陸周辺には残っていない。

			　残っていないのだが、たった一つだけ俺は知っている。

			「ごめん。決めたから。俺は行くよ」

			　俺一人なら逃げても良いが、弟のコリンはまだ九歳だ。

			　そんな弟が変態共に売られるなど見てはいられない。

			　俺の覚悟を察してくれたのか、親父は口を開いた。

			「欲しい物はあるか？」

			　俺は迷わず父に揃えて欲しい物を告げた。多少無理を強いるが、俺にとっては生きるか死ぬかの瀬戸際でもある。

			　何もしないで変態婆たちに玩具にされるくらいなら、たとえ死ぬ可能性が高くても──可能性がある方に賭けたい。

			「ボート型でもいい。飛行船を一隻。それから、弾丸が欲しい。特別製のやつだ」

			　親父は首をかしげていた。

			「いったい何をするつもりだ？　どこかのダンジョンに挑むのか？　なら、定期船でも良いだろうに」

			「定期船が出ていない場所に行く」

			　ライフルを構える。

			　剣と魔法のファンタジー世界にライフルは微妙だが、飛行船が大砲を撃ち合う世界だ。銃だって普通に存在している。

			　引き金を引くと、ライフルは作動して金属音を鳴らした。

			　この世界に転生して、なんとなく生きてきた。日々の生活に満足し、特別な努力などしてこなかった。

			　だが、流石にモブでも譲れないことがある。

			　玩具にされる人生などごめんだ。

			　だから抗おう。

			　モブの意地を見せてやる。

			「分かった。出来るだけ早く用意してやる。だが、絶対に戻ってきなさい。それが約束できないなら準備はしてやらないぞ」

			　俺だって戻ってきたいが、命懸けになるのは分かっていた。

			　だから嘘を吐く。

			「……必ず戻ってくるさ」

			　俺の人生を守り、弟の人生を助け、ついでにゾラの鼻を明かしてやりたい。俺を売ろうとした糞くそ女にいつか復讐してやる。

			　そんな強い気持ちを胸に抱きつつ、俺は出発前の準備を再開するのだった。

			


			　　　◇

			


			「こうして真剣に取り組むのは初めてだな」

			　乙女ゲーの世界とは言え、ゲームの世界。

			　ゲーム知識で無双してやろうと考えたことは一度や二度ではない。

			　だが、日々の生活で疲れるとやる気もなくなる。

			　質素な食事。朝から親父に鍛えられ、その後は農作業だ。

			　終わる頃には日が暮れており、家に戻れば勉強が待っている。

			　この世界、辺境やら離島の男爵家は貧乏だ。

			　基本的に都会──本土と比べ貧乏なのだが、ゾラのような女性たちのために更に貧乏になる家が多いのだ。

			　陞しょう爵しゃく──出世せずに準男爵のままだったら裕福だったと親父が愚痴をこぼすことも多い。

			　金持ちの男爵家も当然いるし、実家とは比べるのもおかしいくらい裕福な男爵家もある。

			　うちで言えば、規模はそのままに準男爵家なら貢献も相応に低く、ゾラのような身分の高い女性を嫁に迎えないで良いため出費が大きく減るからだ。

			　……本当に陞爵しなければ安泰だったのに。

			　浮島の端に向かった俺は、飛んでいる魚のような酷く不気味な何かを見つけてはボルトアクションのライフルを構え引き金を引いた。

			　モンスターと呼ばれる存在は、このフワフワした設定の世界では悪である。もう清々しいほどに悪という存在なので、倒すことに忌避感はない。

			　倒せば消えてしまうと言うのも、忌避感が少ない理由の一つだろう。

			　人を見つければ襲いかかってくるこいつらは、とにかく倒す方が良い。

			　もっとも、倒したことで得られるのは目には見えない【経験値】である。

			「くそっ！　外した」

			　すぐに次の弾丸を装そう填てんすると、構えてよく狙う。

			　相手はこちらに気が付いて向かってくる。

			　大きさ的には一メートルくらい。

			　本来なら引き寄せたところで撃てば良いのだが、外して接近戦に持ち込まれると最悪死ぬ。生身では危険すぎる相手がモンスターだ。

			　俺が戦えるのはライフルがあるから。

			　ただ、弾丸も無料ではない。

			　一発一発がとにかく高い。

			　近付いてきたモンスターは、大きな口を開けて俺に噛みつこうとしていた。口の中には刺々しい歯が並んでおり、見ていて怖くなる。

			「この程度で逃げたら……人生が終わる！」

			　今までいつか経験値稼ぎでもやってみよう。冒険者になって島を発見して探検しよう。金を稼ごう──そう、〝いつか〟しよう。

			　そう思って今までやってこなかった。

			　だが、もう時間もなく逃げられない現状でようやく尻に火が付いたのだ。

			　引き金を引くと、弾丸はモンスターの口に入り背中を突き破るように貫いた。

			　勢いを失いそのまま俺に辿り着く前に落下。

			　様子を見れば、海水に到達する前に黒い煙に包まれ消えていった。

			「……これで経験値が手に入ったのかな？」

			　自分の左手を見るが、そのような感覚はない。やはり、ゲームと現実は違うのだろうか？

			　しかし、経験値が入らないからと止めるわけにもいかない。とにかく射撃の腕を磨いておかなければならなかった。

			　ライフル以外では、ボート──空を飛ぶボート型の乗り物も操ることも覚えなければ目的地に到着すら出来ない。

			　いつかやろうと思っていたことは、ゲームで言うならチート級アイテムの回収だ。中でも有料コンテンツで手に入れたアレがあるのなら話が早い。

			　なかった場合も考えがある。

			　本来は主人公が手に入れるべき財宝やらアイテムなどだが、俺も人生がかかっている。主人公様に悪いが、分けて貰うとしよう。

			　ライフルを両手に持つ。

			「俺の幸せのために主人公には犠牲になって貰おう。大丈夫だ。計算したら、俺は主人公と同じ学年。いつか恩を返せばチャラだ」

			　罪悪感もあるが、それ以上に変態婆に売られたくなかった。

			　俺の純潔の危機だ。

			「変態中年の後妻に送られる女もこんな気持ちなのか？　くそっ！　なんて世界だよ」

			　使用できる時間は少ない。

			「もっと早くに頑張っておけば良かった」

			　後悔する俺はまたモンスターを探して周囲を見渡すのだった。

			


			　　　◇

			


			　一ヶ月後。

			　一隻の小さな船は意外に造りがしっかりしていた。

			　プロペラのエンジンが取り付けられ、操作もしやすい。

			　船の上。

			　日差しが強く体を覆うローブをまとい、フードをかぶっていた。積み込んだ水や食料の他には武器関係。

			　人一人ならしばらく大丈夫な量はある。

			「親父も無理をしたな」

			　用意してくれたのは船だけではなく、ライフルに剣。他にも色々とある。

			　両親には感謝してもし足りないくらいだ。

			　これだけの物を揃えるために随分と無理をしただろう。

			　船自体は持っていた物に小さなプロペラエンジンを付けたような物だ。それでも、貧乏貴族には用意するだけで大きな出費だ。

			「それにしても、電気もガスもあるなんてファンタジー世界としてどうなんだ？」

			　ライフルを抱きしめるように座っている俺は、双眼鏡を手に取って周囲を見る。

			　地図を手に取り、コンパスを取り出した。

			「こういうところはファンタジーだよな」

			　コンパスは方位を知らせ、そして進むべき道を示してくれる。方位を知らせる針とは別に、目的地を知らせてくれる針もあった。

			　二つの針が存在するコンパス。

			　場所をダイヤルで設定すると、その目的地を示してくれる便利な道具だ。

			　十年も前なのでゲームの記憶など薄れているが、記憶を取り戻した直後の俺は座標の数字を書き残していた。あの頃の俺、本当によくやった！

			　記憶を取り戻したばかりの頃はチートで暴れ回る妄想をしていたが、日々の生活の忙しさに何も手を付けていなかった。

			「もっと前から努力しておけば良かったな」

			　そう思っても動き出せないのが人間だ。俺はその典型だったといってもいい。何度もこんなことを呟き、後悔するが行動してこなかった。

			　尻に火が付くまでダラダラ日々を過ごしていた。

			　そもそも、生活が前世よりも過酷だったのだ。

			　朝早くから起きて、夜は勉強をして……農作業って本当にきつい。全部終わってベッドに横になればそのまま眠るのが普通だった。

			　毎日クタクタだった。その後に自主練などする余力もないし、俺には特別な知識も技術もなかった。転生特典でチート？　そんなものを持っていたら苦労はしない。

			　知識チートで内政？　そんな知識は持っていないし、この世界で通用するか分からない。

			　時折浮かんでいる岩があるくらいの景色。

			「青い海と空……白い雲もあるけど、それだけじゃ飽きるよな」

			　気が狂いそうになるのを我慢しながら、ライフルを握りしめる。

			　いっそこのライフルで自決でもすれば、次はもっと良い人生が待っているのかも知れないと、前世を持つ俺は考えて──首を激しく横に振った。

			「俺だけが死んでも何の解決にもならない。俺の代わりにコリンが変態共の餌え食じきになるだけだ」

			　思いとどまり顔を上げる。

			　太陽がまぶしい。

			　いっそ、全てを捨てて逃げ出してみようか？　などと何度も考えた。

			　だが、この世界は前世の日本より危険だ。

			　モンスターもいれば賊もいて、常に命の危険が付きまとう。

			　俺が一人飛び出したところで、仕事にすらありつけないのが現状だった。前世の日本が恋しい。

			　逃げ場のない状況に嫌になる。

			「モブには辛い世界だよ」

			　独り言が多くなってきたが、気にしてなどいられない。

			　こんな時に空賊にでも出遭ったらおしまいだ。

			　そう思い再び周囲を警戒すると、急に風が強くなってきた。地図がパタパタと音を立てている。

			　風に流されないように地図の上に置いて重りにしていたコンパスが、目的地を示す針をぐるぐると回していた。

			「なんだ？」

			　立ち上がると風が強くなり、体が倒れそうになるのを耐える。近くの手すりにつかまり周囲を見るが、海は穏やかだった。

			　雲の動きも普通。

			　嵐など発生しているようには見えない。

			　ボートが進むにつれて太陽が遮さえぎられ影が出来た。

			「──上か」

			　見上げると白い雲があった。

			　大きな雲だ。

			　その雲を見上げた俺は左手の拳を握りしめた。

			　ボートの下。

			　海面を見れば、一部緑色に光っていた。

			　俺は背を丸め、そして手すりに額を当てて笑うのをこらえる。

			「そうか、よりにもよって──アレが手に入るのか！　課金をしたからか？　それとも元から存在していたのか？　まぁ、そんなことはどうでもいい。……当たりだ。大当たりだ！」

			　立ち上がって両手を大きく広げた俺は、空を仰いで大声を出した。

			　まさに、存在してくれていてありがとう、だ。

			　あれば良いかな、という軽い気持ちで確認のために訪れたのだが──大当たりである。

			「おっと、まだ手に入れてなかったな」

			　気持ちを引き締め、ボートの後部に移動するとプロペラ機を操作する。

			　ボートを海面近くまで移動させた。光を放っている場所まで行くと、そこでボートが軋きしむように揺れ始めた。

			　体を低くしてボートにしがみつく。

			「耐えてくれよ」

			　ボートは操作をしないのに、勢いよく上昇し始めた。その勢いは立ち上がれないほどだった。膝をついて耐えることしか出来ない。

			　まるで打ち上げられるようにボートが雲の中まで放り出されると、周囲は真っ白だった。

			　体が冷たい。

			　服が濡れる。

			　ライフルをローブで包み保護した俺は、何も見えない雲の中でボートを動かす。

			　雲の外に外にというなんらかの流れがあるため、それに逆らう方向へボートを動かすのだ。

			　何も見えない中を、流れに逆らうように進んでいくのだが、まるで激流の中を進んでいるような感覚だった。いや、激流を体験したことはないが、とにかく雲の中はそれだけ激しい風が吹いているのである。

			　エンジンの出力を限界まで上げているので凄い音がしていた。ただ、そんな音も風の音にかき消える。すぐ側にいるのに、だ。

			　コンパスは二つの針がぐるぐると回転していて役に立たず、今自分がどこにいるのかも分からない状況。

			　ただ、流れに逆らい続けて進むしかなく、気が付けば体が水をかぶったようにずぶ濡れだった。とにかく寒い。

			　水が染み込んだ服が重く感じる。

			　ボートをどうにか操作して流れに逆らっているが、これで正しいのか不安になってきた。たった一人で心細い中を嵐に挑む。

			「頼むぞ。チャンスなんてそう何回も──って！」

			　数十分か、それとも数時間か。

			　時間の感覚も怪しくなる中で、酷使し続けたエンジンが火を噴ふき始めた。

			「待って！　本当に待って！　このまま外に投げ出されたら、そのまま遭難して──」

			　一瞬、最悪の結果が頭をよぎる。と、次の瞬間にはエンジンが爆発してプロペラが燃えながら回転し、吹き飛んでいった。

			　火は木製のボートにも燃え移り、火を消さなければと思っているとボートが急激に揺れ始める。

			　激しく揺れるボートが雲を突き抜けて外へと投げ出されると──そこには雲に覆われた一つの浮島が存在していた。

			　雲から飛び出し、そのまま投げ出される形になった俺だが、その浮島の形を見て目を見開く。ゲームで何度も見た形そのままだが、現実で見ると大きかった。

			　島は巨大樹の根が絡み、自然に包まれ緑色をしていた。

			　下部の土肌が見えている場所にも木の根が突き出て、そこに植物が生えている。

			「──凄い」

			　徐々に近付く浮島。いや、俺のボートが向かっているのだろう。

			　慌てて動かそうとするが、エンジンは吹き飛んでいるため操作できない。ついでに言えば火が付いておりとても危険だった。

			「マジかよ！」

			　浮島の地面が近付く中、俺は荷物を持ってタイミングを計りボートから飛び出るように逃げ出した。

			　持っていた荷物を手放し、そして地面を転がると巨大な木の根に背中をぶつけて止まる。

			　ボートは地面に激突して粉々に砕け、荷物をばらまき壊れてしまった。

			　痛む体を起こして冷や汗を拭う。

			「あ、危なかった。やっぱりボートでここを目指したのは危険だったな」

			　もっと大きな飛行船があれば楽だったのだが、購入するだけの金がない。ついでに言えば、借りる金もない。

			「でも、なんとかたどり着いたな」

			　まだ視界がチカチカする。痛む頭を押さえ、急いで大事な荷物を回収するために歩き出した。

			　燃えてしまった荷物もあるが、それでも残った荷物だけでなんとかなりそうだ。

			　荷物を一ヶ所に集め、燃えたボートの木材を集めた。

			　目的地に到着できたが、ボートを失ってしまった。

			　これで本当に逃げ場がない。

			　この島に眠る〝アレ〟を回収できれば何の問題もないが、この島に〝アレ〟がなかったら俺はこの島から出られないだろう。

			　休憩のために腰を下ろすと、随分と時間が過ぎていたらしい。

			　周囲が暗くなり始めている。

			　荷物から食料と水を取り出し、そして口に入れた。

			　乾パンのような食べ物をもそもそと食べて水で胃に流し込む。

			　味よりもとにかく腹を満たすことだけを考えた食料だ。

			「ここまで来て何もなかったら笑うしかないな」

			　明日から忙しくなる。

			　ボートの砕けた木材を焚火にして、冷えた体を温める。

			　ライフルの状態を確認し、他の装備も異常がないかチェックをした。

			「大丈夫みたいだな。それにしても、こいつが無事で良かった」

			　焚火の明かりの中、弾丸を数えて弾倉に装填していく。

			　弾丸は特殊な物を用意して貰った。表面には雷のマークが刻まれており、一般の弾丸とは違うというのを示している。

			　通常の弾丸一発が、日本円で言うなら三千円から五千円くらいはする価格。

			　そしてこの特殊な弾丸──魔弾は弾丸に魔法の効果を付与した物になる。直撃すれば炎が発生するとか、凍るなどの効果が付くファンタジーな弾丸だ。

			　そのため、値段なら一発で一万円を軽く超える。

			　そんな弾丸を数多く揃えてくれた両親には感謝の気持ちしかない。

			「生きて戻れたら親孝行もしないといけないな。……そう言えば、俺って前世で親孝行していないや」

			　前世の両親より先に死んだことを思えば、俺はきっととんでもない親不孝者だろう。

			「妹はどうなったかな？　一発叩かれてくれると嬉しいけど」

			　この世界で目を覚ましたというか、記憶を取り戻した日は今でも覚えている。妹に乙女ゲーをやらされたのが懐かしい。

			　そのおかげでこうしてゲーム知識が役に立っているのだから、妹には感謝した方が良いのだろうか？

			　だが、乙女ゲーを押しつけられなければ、俺が死ぬことはなかった気がする。

			　なかったか？

			　ライフルや弾丸の確認を終えて横に置いた俺は、巨大な木の根を背にして体を休めていた。

			　ボートの上でしばらく生活してきたために、久しぶりの大地はやはり落ち着く。

			「……どうして俺は乙女ゲーの世界に転生したんだ？　これなら、普通に剣と魔法のファンタジー世界に転生したかった。いや、元の世界の方がいいな。うん、出来れば日本の方が良かったな」

			　モンスターもいなければ、空賊の心配もしなくて良い日本は今にして思えば幸せだった。

			　そう思って目を閉じる。

			「……明日は……頑張らないと……」

			　一世一代の大博打が待っているのだから。

		

	

			


			第02話「ロストアイテム」

			


			　ふわっとした設定の乙女ゲー世界。

			　とにかく凄いアイテムを登場させたかったのか、この世界には〝ロストアイテム〟という現代でも再現不可能な古代の道具が存在する。

			　失われた技術で作られており、新たに製造できないため希少価値が高い物が多い。

			　このロストアイテムの中には、主人公しか装備できないアイテムもある。主人公の特別感を出すための設定である。

			　到着した浮島は、まさにそのロストアイテムが眠る島である。

			　道など整備されていない森の中を進む俺は、汗を拭い後ろ腰に下げて用意していた剣を抜いて草や枝を切り払って進んでいた。

			　前に進むだけで一苦労だ。

			　地面の一部がぬかるんでいて何度も転びそうになった。

			「鉈なたの方が良かったな」

			　森の中を進む俺は、剣よりも鉈などの方が使いやすかったと思いながら草や枝を切り払い進む。持ってきたのだが、放り出されたときに持ち手の部分が折れて使えなくなっていた。

			「剣なんて訓練以外では使わないし」

			　これでも一応は貴族だ。

			　朝早くに起こされ、親父の指導の下で基礎的な訓練は受けている。これが金持ちの家なら、武芸を修めた家臣や家庭教師に教えて貰うのだが、貧乏貴族にはわざわざ人を雇っている余裕はない。

			　周囲に視線を巡らす。

			　島の中央を目指しているが、ゲームとは違って辿り着くまでに時間がかかっていた。流石にリアルとゲームは違うか。

			　そもそも整備されていない道を進むのに苦労させられている。

			　蛇や虫、その他の生き物が生息しており油断も出来ないが、何より危険なのは──。

			「また来た」

			　小声で愚痴をこぼしつつ身を潜ひそめた。

			　地面に這はいつくばって近くを通る敵から隠れる。

			　敵というのはモンスターではない。

			　フラフラと浮かんで移動しているのは、丸っこい全身鎧姿のロボットだ。両足はなく、少し揺れるように宙に浮いて移動している。

			　長い両手に、頭部のとんがり帽子の形が特徴的である機械は、島を──基地を守る警備用のロボットである。

			　森の中を定期的に見回っているのだろう。

			　息を殺して動かず、見つからないことを祈った。

			　機械が通り過ぎていくのを確認した俺は、体を起こして足早にその場を離れる。

			「壊れていて助かったな」

			　既に人が存在しない基地を守るため、稼働している機械というのは妙に寂しい設定を持っているのだが、見つかれば厄介なことになる。

			　所々錆び付いた壊れかけのロボットが、古代からずっと稼働して島を守り続けている。俺を見つけられないのも、半分壊れているからだろう。

			「早く基地に辿り着きたいな」

			　浮島に存在する基地。

			　ロストアイテムが眠る基地なのだが、ロボットたちに守られている。

			　詳しい設定はそこにはない。

			　ゲーム中では、今後役に立つアイテムを回収する場所である。要するに、課金アイテムの回収ポイントなのだ。

			　主人公たちが外に出る機会があるのだが、その時に回収できるようになっていた。

			　警戒しながら森の中を進みつつ、そのまま数キロ歩いたところで俺は建物を発見した。

			　蔦つたに絡まれ、建物の内部から生えた木に屋根を貫かれた施設はボロボロである。

			　随分と長い時間、放置されていたのだろう。

			　妙にゲームで見た時と似ている景色だが、リアルで見ると新鮮に感じられた。

			「……これで俺が転生者だと証明できたな」

			　蘇った記憶が実はただの妄想……俺自身が、自分を転生者だと思い込んでいるのでは？　そう考えたことも多い。現実をゲームの世界と認識している可能性もあった。

			　どうやら俺は狂っていなかったようだと安堵しつつ、周囲を警戒しながら建物の中へと入る。

			　基地内の防衛設備は壊れているか、木の根やら蔦で動かなくなっている物がほとんどだ。

			　コンクリートの建物。

			　壁に埋め込まれた電子機器。

			　どれも俺が知っている世界の物と似ており、こちらにも親近感が湧いてくる。

			「こういう昔の建物がダンジョンの扱いを受けることもあるんだよな」

			　浮島の中にはこうした古代の建物が存在しており、冒険者たちはそこから宝を得て財を築くのだ。

			　貴族たちはこうした新しい島を発見し、そしてダンジョンを攻略すると称賛される。自分たちが偉大な冒険者の末裔だったことを誇りに思っているためだ。

			「遺跡を荒らし回っているとも言えるけど」

			　貴重なこれらの遺跡から宝を奪い取っていく冒険者たち。時には宝のために、歴史的に価値のある物を平気で破壊することもある。

			　違う見方をすれば破壊者や略奪者だろう。

			「まぁ、俺も変態婆たちに売られないために同じことをするし、人のことは言えないけど」

			　そのまま通路を進んでいくと開いているドアを発見した。

			　ただ、通路奥にふよふよと揺れるように浮かんでいる機械──警備用のロボットがこちらに向かってくるのも見えた。

			　動いているのが奇跡に近い壊れかけの警備ロボたちが、誰も戻ってこない基地を守っていると思うと涙を誘う。

			　だが、俺はライフルを構えた。

			「悪いな」

			　今まで施設を守ってきた機械に謝罪をした俺は、引き金を引いた。

			　弾丸はロボットに命中し、着弾と同時に放電。

			　一瞬光が発生して弾けると、ロボットは地面に落ちた。チカチカ光っていた目のようなライトが消える。

			　ライフルを構えたまま待機するが、動き出す様子はない。他の敵が来ることもなかった。

			　弾丸の効果を確認し、施設やロボットたちが半ば壊れていることに安堵した。

			「ゲーム通りだな。弱点を覚えていて良かった。さて、こっちかな──」

			　特別な雷撃という効果を持つ魔法の弾丸は、機械であるロボットたちに効果がある。警備用なら耐電というか対策くらい立てていそうだが、そこはファンタジー……乙女ゲーの世界だ。細かいことを言っても始まらない。

			　記憶を頼りに先に進むと、開いているドアを見つける。

			　木の根や蔦に絡まれ半開きの状態だった。

			「記憶通りか。いや、ゲーム通りだな」

			　部屋に入ると、そこには白骨死体が転がっていた。

			　かつては衣服だったボロボロの布を触る前に、手を合わせて拝んでおく。

			　そしてポケットらしき物から一枚のカードを取り出した。

			　取り出したのはカードキーだ。身分証にもなっているのか、アルファベットで名前が書かれている。劣化しているのか写真は消えて、文字も一部が残っているだけで名前は分からない。

			「アルファベットだよな？　なんか不思議な感じだ」

			　異世界でアルファベットを見ることになるとは思いもしなかった。

			　カードキーを自分のポケットに入れて移動を再開する。

			　ゲーム中では、課金したアイテムが眠る場所だ。コンプリートを目指し、何度もこの島にアイテムを回収するために立ち寄った。そのため、今でも記憶に残っている。

			　だが、十年も前の記憶は不確かなところも多い。この浮島への座標自体、記憶を取り戻してすぐに書き記さなかったら忘れていたはずだ。

			　これが何も書き記さず、曖昧な記憶を頼りにしていたらと思うと怖くなる。

			　たった一人で空に出る不安と恐怖は……二度と味わいたくなかった。

			　カードキーで開きそうな部屋を探し、機器にかざしてドアを開けると、そこは休憩室らしき場所だった。

			　錆さびてボロボロの自動販売機が目立っていた。

			　一つは倒れ、中身の商品が外に出ている。

			　手で拾うと崩れ去って砂のようになってしまう。

			　ソファーの上には二つの白骨死体があった。

			「……ゲームだと気にもならなかったけど、ここでいったい何が起きたのかな？」

			　朽ち果てた基地は未だに一部が稼働している。それだけの技術力があった文明が滅んだと思うと……ちょっと気になってきた。

			「まぁ、今は回収が先決か」

			　二つの白骨死体の内、一つは先に進むために必要な鍵を持っている。

			　手を合わせた後に鍵を回収して部屋を出た俺は、そのまま目的地に向かうための通路を進む。そこにはこれまでとタイプの違う警備ロボットが待ち構えていた。

			「そういえばこういう奴もいたな」

			　多脚型のロボットは、脚が何本か足りないのか動けないようだ。しかし、通路を塞ぐように立ち塞がり、武器を持って侵入者からこの先にある物を守っている。

			　曲がり角で身を隠しつつライフルで撃つと、弾丸は着弾して光を放ったが──警備用のロボットが持っていた両腕のガトリングガンが動き出し、反撃を行ってきた。

			　動いているのは片方のガトリングガンだけ。しかし、その片方だけでも十分に脅きょう威いだ。壊れているのか狙いが定まっていないのが救いだろう。

			「危なっ！」

			　曲がり角に隠れるように身を潜め、ボルトアクションで次の弾を装填すると隠れながらライフルで攻撃を行う。

			　顔を出さず、鏡で様子を見ながら隠れつつ攻撃だ。卑怯だろうが、そもそも前に出れば蜂の巣である。

			　相手は壊れている上、移動できずに狙いも定まっていないために戦えている。これが整備や補給が行き届いていたら、俺はすぐに蜂の巣にされていただろう。

			　弾を撃つ度に思うのは──。

			「くそっ！　頑丈すぎる。おまけに狙いが──ちくしょう！　また外れた！」

			　消費されていく弾丸を頭の中で計算していくと、とんでもない金額になっていく。

			　姿勢が悪い状態で撃っているため当たらず、オマケに当たってもまだ動いている。何発も相手に撃ち込み、ようやく動かなくなるのを確認した時には三十発近くも使ってしまっていた。

			　ゲーム的に考えるなら、十発程度もあれば倒せていたはずなのに……。

			「やっぱりリアルになると違うか」

			　気を引き締め直し、その後も見張りやら防衛用のロボットの相手をしながら目的地を目指した。基地の奥を目指してとにかく進む。

			　気が付けば、持ち込んだ弾丸も残りわずかになっていた。

			　明かりが少しだけ残った薄暗い通路を進み、そうしてようやく目的の場所に到着した。

			　鍵を使用するとドアが開く。

			　地下へと続く階段。

			　暗く何も見えないので、荷物からランタンを取り出して明かりを点つけた。

			「電気もあるなら懐中電灯くらい欲しいよな」

			　電球はあるのに、懐中電灯はないというこの世界。そのためまだランタンを使用している。ブツブツと文句を言いながら階段を降りていく。

			　暗い通路には、時折人骨が転がっているのが恐怖を誘った。

			　この場所で何があったのか知らないが、出来れば目的の物を素早く回収して家に帰りたい。

			「それにしても……見事に記憶通りだな」

			　俺が購入した課金アイテムが眠る場所──記憶をたどり進んだ先に待っていたのは、木の根や蔦が絡まる大きな部屋だった。

			　大きな部屋は飛行船のドックだ。

			　両手に持ったライフルを握りしめ、警戒しながら歩いた。飛行船をドック入りさせておく場所の多くは空いており、蔦や木の根が突き出て垂れ下がっている。

			　飛行船が存在しても、多くは蔦や木の根に絡まっていた。おまけに表面には苔こけが張り付いている。

			　そして、全ての飛行船が壊れている。

			　そんな中、一際大きなスペースが用意された場所に目的の物があった。他に見かけた飛行船とは大きさからして違う。

			「──こいつで間違いないな」

			　唯一原形をとどめている飛行船は、蔦や枝が絡んで表面に苔が生えて緑色になっていた。しかし、全てが覆われているわけではなく、一部に灰色の装甲が見える。

			　俺は身震いした。

			「本当にあった。本当に！」

			　ゆっくりとタラップに足を乗せ、壊れないことを確認すると飛行船に近付く。

			　入り口は蔦が絡みついて開きそうにないので、持ってきた剣で蔦を切っていく。そして、カードキーで入り口を開けると船内──いや、艦内へと入れた。

			　外とは違い、中には流石に蔦も苔もなく綺麗だ。

			　分類上は飛行戦艦となる飛行船。いや、宇宙船なので宇宙戦艦だろうか？　とにかく、艦内はとても未来的な内装をしている。出てくるゲームが……世界観が違うように思えた。

			「内装なんてゲームに出てこないから初めて見るな。こうなっていたのか」

			　大きさは目算で七百メートルと馬鹿でかい宇宙戦艦。こんな馬鹿でかい物が飛ぶのかと疑わしいが、島や大陸が浮かんでいるこの世界だ。

			　中には小さな浮島を飛行船に改造した物もある。その大きさは千メートルを優に超え、移動要塞のような飛行船もあると聞いた。

			　実際には見ていないので比べられないが、これくらいの大きさなら飛んでも不思議ではない世界だろう。

			　この規模の大きさなら、世間的には確かに巨大だが珍しくはないという感じか？

			　外見は基本的に本体後部両脇に四角い形状の箱のようなエンジンを持っている。本体は流線型で船首に行くほどに尖っており上から見れば──ゲームでの表示では、二等辺三角形に四角い箱が両側に付いたような表示だった。

			　形自体はシンプルで、甲板や帆にプロペラなどは一切付いていない。

			　この世界、飛行船の形は様々だ。

			　船型もあれば、ラグビーボールのような形の飛行船も普通にある。正直、形にこだわりがないようにも思えるのは、飛行船を作る難易度が低いためだろう。

			　そもそも浮かせることが簡単なのだ。そのため、飛行船を開発して冒険などが行えている。

			　……艦内を進むと自動で照明が点灯するのでランタンをしまった。

			　ここまで来れば難関もあと一つを残すだけ。

			　宇宙船の中央を目指し移動をする。

			　とても長い通路を進むと、俺の足音だけが聞こえてくる。そして目的の中央へのドアが見えてきたので、俺は立ち止まって汗を拭う。

			　緊張しつつライフルの状態を確認し、弾倉に弾丸が入っているのを確認。

			　呼吸を整える。

			「……行くか」

			　気を引き締め、ドアを開けて中に入る。

			　そこは宇宙船の中央施設──全てをコントロールする場所で、コアとなる部分だ。随分と広いスペースが用意されている。

			　そんな場所の中央には、床から上半身を生やした人型のロボットが待ち構えていた。

			　大きな胴体。

			　頭部はシンプルな形でバイザーの中のカメラアイが赤く光る。

			　起動音が部屋に響いていた。

			　俺はライフルを構える。

			『……侵入者を確認。排除……排除……』

			　ゆっくりと動き出すロボットは、大きさで言えば六メートルくらいだろう。大きな両手で俺を捕らえようと動いたので、ライフルの引き金を引く。

			　しかし、装甲の表面に着弾して小さな爆発が発生し、紫し電でんが弾けるように広がった──だけ。

			「やっぱり硬いか」

			　すぐに次弾を装填すると、薬やっ莢きょうが排出されて床に落ちた金属音が聞こえてきた。

			「カードキーを見せたら許してくれないかな」

			　基地の職員が持っていたカードキーで停止してくれないかという淡い期待を抱くも、目の前のロボットは俺の呟きに冷静に答える。

			『貴方が持っているカードキーは基地の職員の物です。本人や他の職員とは身体的特徴が違いすぎます。加えて、持ち主や基地の関係者の生存は絶望的状況だと判断します。よって、貴方は侵入者──排除します』

			「生真面目に答えてくれてありがとう！」

			　合成されたような電子音が聞こえてきた。会話が出来るとは思っていなかった。意外と真面目に答えてくれるのだと思ったが、今は気にしている暇はない。

			　次を撃つと命中するも、やはりたいしたダメージにはなっていない。

			　伸ばしてきた腕から逃げるために走る。

			　ベルトに取り付けていた筒状の物を取り出し、安全ピンを引き抜いて投げつけると敵は片手でソレを払いのけた。

			　しかし、払いのけようとした衝撃で爆発。

			　弾丸よりも更に強い電気を発生させ、敵ロボットは一時的に停止。関節から煙が噴いた。

			「よっしゃっ！」

			　命中したことに喜んでいると、敵ロボットは頭部のバイザーを光らせる。

			『〝魔法〟による攻撃が危険レベルに達しました。これより魔法障壁を発動します』

			　ボディーが淡い光を発生させ、まるで守られるように包まれていた。

			　次々に弾丸を撃ち込むも、魔法による電気攻撃は全て弾かれていた。着弾しても電気が発生せず、ダメージすら与えていない。

			「卑怯だろうが！」

			　俺の叫び声に、敵ロボットは返答する。

			『ありがとうございます』

			　お礼を言われて驚くも、弾倉を交換して再びライフルを構えた。

			「壊れているのか？　お礼なんか口にしやがって」

			　ライフルで次々に弾丸を撃ち込んでいく中、敵ロボットの動きは少し鈍っているように見えた。

			『戦いで卑怯とは褒め言葉である。そう学習していますが、違うのですか？』

			「違うわ！　そもそも、なんで魔法の攻撃に対抗手段を用意していやがる！」

			　魔法障壁なんてゲームでは使用していなかった。こんなのインチキだ。

			『簡単な答えです。魔法というものを理解したとは言えませんが、解析して対抗手段を用意するのは当然のことではありませんか？』

			「お前、頭がいいな！　ついでにお喋り！」

			　部屋の中を走りながら、ライフルの引き金を引いて次々に攻撃する。どこかに弱点がないか探しているのだが見つからない。

			　聞いたら教えてくれないだろうか？

			『こうして会話をするのは随分と久しぶりですので、興奮しているのかも知れません』

			　機械が何を言っているのかと思ったが、このチート級宇宙船はロストアイテム。

			　古代技術の結晶にして、俺が購入した千円の課金アイテム……なんか千円と思うと微妙だが、とにかく凄い兵器には違いない。

			　人工知能があってもおかしくはないが、会話が出来るとは思わなかった。何しろ、その辺りの設定はゲームに登場しないのだから。

			　腰に下げているもう一つの筒──手榴弾を手に取る。

			『魔法攻撃を可能とする手榴弾ですか？　今の私に効果は──』

			「馬鹿が！」

			　俺は投げつけると、距離を取って身を屈める。

			　相手は防ごうとしない。

			　しかし、手榴弾が敵ロボットに当たるとこれまでと違う大きな爆発を起こした。爆風に俺は部屋の隅まで転がるが、すぐに起き上がった。

			　部屋の中に黒い煙が発生し、すぐに視界が悪くなる。

			「ただの爆弾だ。凄い威力だろ？　船を壊すことになるから使うのを躊躇ためらっていたんだよ」

			　後で俺も使う宇宙船だ。出来れば傷は少ない方が良かったので、使いたくなかった。

			　煙が部屋に充満する中、ライフルを降ろす。

			「一個だけ手に入った奥の手だ。ゲームでもなかなかの威力が──」

			　流石にこれで倒れただろうと思っていると、黒い煙の中から大きな手が伸びて俺は易やす々やすと掌握された。

			　衝撃でライフルを手放し剣を引き抜くと、ロボットの指に突き立てる。しかし、刃の方が欠けていくだけで、傷も付かなかった。

			　強く握られ、とても苦しい。

			「は、放せ──」

			『──驚きました。ただ威力のある手榴弾でしたか。貴方たちは魔法にこだわるので、この手の兵器を使用するとは思いませんでした。面白い戦い方をしますね』

			　敵ロボットの装甲の一部が剥がれ、中身を晒している。基盤やらモーターやら中の部品が見えていた。

			　俺を掴んだ状態で顔を近付け覗のぞき込む。

			『昔とは随分戦い方が異なっていますね。ライフル銃も意外ですが、その弾丸には興味があります。魔法的な要素を組み込むのは面白い発想です』

			　バイザーの奥にあるカメラのレンズが、俺の顔を見て拡大やら縮小やらを繰り返しているのか、しきりに動いていた。

			　逃げることも出来ず、そして徐々に俺を掴む手の力が強くなってくる。

			　俺がもがいていると質問を投げかけてくる。

			『質問。現在は新暦何年でしょうか？』

			「っ！　新暦？　そんなの知るかよ！　ホルファートの王国暦なら……ぎゃぁぁぁ!!」

			　敵ロボットの手から電気が発生し、俺は痛みに叫び、体は痺しびれに悶もだえた。

			　無我夢中で逃げようと暴れるが、どうやっても逃げ出せそうにない。

			『その答えで十分です。何度も同じ質問をしてきましたが……やはり、我々は敗北したのですね』

			　電流が収まり俺がぐったりしていると、ロボットは動かなくなった。口がガクガクして閉じられず、涎よだれが出ているので剣を握った手で口元を拭う。

			「は、敗北？　我々？　お前、何を言って──」

			　チート級の戦艦が負けるような相手がいたのだろうか？

			『……新人類。旧文明は圧倒的な魔法という力を持った新人類を前に滅ぼされたことになりますね』

			　新人類？

			　ゲーム的な設定だろうか？　乙女ゲームにそんな設定まで盛り込んだの？　ちょっと困るんですけど。もっと簡単に倒れて欲しかったのに、ここにきて新事実とか勘弁して欲しい。

			　まぁ、そんなことは俺には関係ない。どうにかしてこの場から逃げ出さなくてはいけないのだ。

			『そして貴方は新人類の子孫。私にとっては敵になります』

			　急に電子音のような声が低く聞こえた。俺を敵と認定して排除しようとしているような声だ。

			「か、感情表現が豊かだな。とりあえず話そう──おい、ま、待て！　アガァッ！」

			　ギチギチと締め上げてくる大きな手により、体から聞こえてはいけない音が聞こえてきた。ミシミシという音が段々強くなってくる。

			『敵は排除……排除……』

			　もはや会話が出来るような状態ではない。

			　ロボットの方もダメージが大きいのか、俺を一気に握り潰せないようだ。だが、かえって苦痛が長引く結果になった。

			　運が良いのか悪いのか分からないが、俺のやるべき事は決まっている。

			「て、てめぇ……今更昔の戦争を引きずりやがって」

			『我々の使命は終わっていません。新人類の排除は最優先命令です。この基地で待機を命じられていましたが、こうなれば一隻でも飛び出して新人類を殲せん滅めつします。これまで多くの新人類が基地にやってきました。そして、今回の貴方を見て、現在の新人類が弱体化したのは明白……私はこれより基地から出撃し、新人類の末裔を滅ぼし──』

			　今までにも冒険者が島にやってきた？

			　それよりも、こいつが外に出て暴れ回ることになれば俺の家族まで消されてしまう。

			　というか、これでは俺が眠っていたこいつを復活させてない？

			　あのゾラは消えても良いが、両親やら次兄──弟が消えるのは嫌だと思った。

			　右手に持っていた剣の柄つかにあるピンを噛んで引き抜き、ロボットに刃を向けた。

			　そして──。

			「くたばれ……ポンコツ」

			　仕掛けを使用すると、刃が飛んでロボットのバイザーに突き刺さりそのまま紫電を発生させる。内部に電気を流したのか、ダメージは大きそうだった。

			　ロボットの頭部が小さな爆発で吹き飛ぶと、バイザー部分が割れて破片が飛んできた。頬ほほをかすめて血が流れるが気にしない。

			　手の力が緩んで解放された俺は地面に落ちる。床に落ちた痛みやら、解放されて呼吸しやすくなるやら、助かったことに安堵するやら、もう何が何だか分からない。

			　咳き込み、そして這はいつくばるように移動をしてライフルを回収する。

			　動きの鈍いロボットは、挙動がおかしくなっていた。

			　ライフルを持ってよじ登り、その頭部の割れたバイザー部分に銃口を突き刺してやった。

			「お前らには同情してやらないこともない。けど、俺には俺の都合があるんだよ。黙って従って貰うぞ」

			　引き金を引く。そして、また弾丸を装填して引き金を引く。繰り返す度に、ロボットは俺を掴もうと手を伸ばすが──。

			「──終わりだ」

			　何度も繰り返し、弾倉が空になるとロボットは動かなくなった。

			　バチバチと各部から電気が放電し、いかにもまずい状況を表している。装甲の隙間から黒い煙も噴ふいていた。

			　しかし、電子音──無機質な声だけは聞こえてくる。

			『……私を使おうとしていますね？　それは無理です』

			　ロボットは動かないので、部屋の中にあるコントロールパネルを起動した。ゲームではこうするとマスター登録が可能になったはずだ。

			「五月蠅い。俺の課金アイテムを回収に来ただけだ。黙って従え」

			　俺が購入した課金アイテムかどうかは分からない。だが、手に入れなければ俺や世界の未来がない。

			『新人類に奪われるくらいなら自爆を選択します』

			「どうせ自爆するなら俺のものになれ。爆発されても迷惑だ。俺は死にたくない」

			　操作を行うと、画面の文字はアルファベット──日本語表示に変更可能だったので実行する。

			「〝ご都合主義で大いに結構！　この方が操作はしやすいな〟」

			　久しぶりの懐かしい言葉を前に日本語を口にしてしまった。

			　ゴール目前……目的の達成を前に、テンションが上がってきた。

			　操作を行い、そして宇宙船の所有者──マスター登録を行う画面になると、コントールパネルの一部が開く。

			　そこには手を乗せる位置を表示したガイドラインが光っていた。

			『日本語？　……読めるのですか？　貴方たちは日本語を使用しなかったはずです』

			　よく耳を澄ませてみれば、音声は部屋のスピーカーから聞こえてきている。ロボットが喋っていたわけではないようだ。

			　どうやらロボットは俺に興味を持ったらしい。

			　コントロールパネルに手を乗せながら冗談交じりに言うのだ。

			「〝俺の魂は生粋の日本人だぞ。毎朝のご飯と味噌汁がジャスティスだ。まぁ、こっちで食べたことはないけどな〟──お前に言っても分からないだろうけどな」

			　こいつに転生者だと名乗っても理解されないだろう。俺が他人に言われたら、苦笑いをしながら距離を取ると思う。

			『魂？　輪廻転生の概念でしょうか？』

			「〝分かるのか？　そう、それだよ。たぶん〟」

			　久しぶりの日本語でのやり取りに少し嬉しくなった。

			　コントロールパネルの方は、俺の手の平から遺伝子情報を確認したのか、マスター登録が終わると俺の全身を赤い光で包み込みスキャンを開始した。

			　スキャン終了と同時にロボットは俺に再び問いかけてくる。

			『遺伝子情報に確かに日本人の形跡を確認しました。ですが、貴方は新人類です。同時に旧人類の遺伝子も引き継いでいます。不思議です。あり得ません』

			「〝そうなのか？　でも、これでこの船は俺の物だろ？〟」

			『はい。今日からこの宇宙船は貴方の所有物です。名前を付けますか？』

			　少し考える。

			　ゲームでは名前を付けることは出来なかった。

			「いい名前が思いつかないな。ゲームだったら【ルクシオン】だったんだけど」

			『ルクシオン……記録しました』

			「〝自爆はしないんだな。助かったよ〟」

			　随分とボロボロになった俺は、全てが終わるとその場に座り込む。部屋の中は戦闘で発生した煙で霞んで見えた。

			　ライフルを手に持つと木製のストック──銃床の部分が割れている。

			　これでは修理しないと使えない。

			「〝両親のプレゼントがボロボロだな〟」

			　溜息を吐いて天井を見上げた。

			『魂は日本人ということは戦時中の記憶があるのですか？』

			「〝戦時中？　ないね。そもそも生きていたのは平和な時代だったし、そこでサラリーマンだったからな。戦争なんて経験してないよ。……そう思うと、前世は凄く幸せだったな〟」

			　今でも懐かしい前世の世界……戻れるのなら戻りたいと思う。

			　煙が徐々に晴れていくのは、部屋の中を換気しているからだろう。

			　ダラダラと話をする俺は、誰かに話を聞いて欲しかったようだ。人工知能を相手に転生した経緯を話した。

			「〝知っているか？　この世界はぶっ飛んだ設定を持った乙女ゲーの世界なんだぜ〟」

			『乙女ゲー？』

			「〝恋愛シミュレーションゲームってことだよ〟」

			　俺がどういう経緯で──いつの時代から、どのようにして転生してきたのかを話した。そして、この世界が乙女ゲーの世界であるということも。

			「〝驚いたか？〟」

			『貴方の妄想には感心しました。ですが、ただの妄想で日本語を話すことは出来ないでしょう。私の感想は一言……興味深い、です』

			「〝こっちだって驚いているよ。それに、お前の存在自体が証拠でもあると俺は思うけどね。お前を俺が知っていて、探し出したこともこの世界がゲームだった証拠じゃないか？〟」

			『妄もう言げんにしか聞こえません。そもそも、ゲームと認識しているだけではないのですか？』

			「〝そういう細かいことはいいんだよ。俺は面倒なのは嫌いなの。どうせ考えても答えなんか出ないなら時間の無駄だろうが〟」

			　ぐだぐだと話を続けていると、咳き込んでしまう。

			　口元を押さえると手袋に血が滲にじんでいた。

			「〝……どこか怪我をしたのか？　まずいな。戻らないといけないのに〟」

			　体がゆっくり倒れていくと声が聞こえてくる。

			『リオン・フォウ・バルトファルト──マスターの生命危機を確認。医務室への移動を──』

			


			　　　◇

			


			　リオンが旅立ってから三ヶ月の時が過ぎていた。

			　バルトファルト男爵家にはゾラがやってきて、ネチネチと嫌みを口にしている。

			　バルカスの仕事部屋に入り、朝からリュースまでも自分の前に座らせ責めていた。

			「私がせっかく用意した縁談を台無しにして、本当に馬鹿な子供よね。一人で飛び出して勝手に死んでしまうなんて」

			　悔しいのかバルカスが手を握りしめている。

			　リュースも自分の息子が死んだかも知れないと言われ、気分は暗く沈んでいるのが分かる。だから、なおさらゾラは責め立てるのを止めない。

			　分かっていてやっているのだ。

			「こうなったら次の子供を渡して貰うわ。まぁ、あの年齢でも家事くらい出来るでしょう」

			　バルカスが待ったをかける。

			「コリンを？　あの子はまだ十歳にもなっていないんだ。それに、リオンだって戻ってくるかも知れない」

			　ゾラは鼻で笑う。

			「本気で言っているのかしら？　この辺へん鄙ぴな島を出て三ヶ月よ、三ヶ月。流石に生きている方がおかしいわ。あぁ、そうね。もしかしたら自分だけ逃げ出したのかも知れないわね。まったく、これだから田舎貴族の子供は困るのよ。騎士道を知らないのかしら」

			　ホルファートの騎士道は、自分の主人に忠誠を捧げるものだ。

			　騎士なら国王陛下に。

			　陪ばい臣しん騎士なら領主やら自分の主人に忠誠を誓い、清く正しく生きるのが素晴らしいという教えである。

			　日々鍛錬と質素倹約な生活が美徳とされていた。

			　忠義のために命を懸けることこそ騎士の誉れ。

			　国のために戦うことこそ誉れ……まさに理想の騎士。

			　簡単に言えば、統治者にとって便利な部下の見本が騎士道である。

			　近年では女性を守る騎士や、女性のために命を懸けるのも騎士道とされていた。本来は力なき民を守る剣であり、盾であるのが騎士道だったのだが、時代と共に変わってきている。

			　リュースが泣きそうな顔になっているのを見て、バルカスが側に行くと肩に手を置いた。二人の方が夫婦に見える。

			　それがゾラには腹立たしかった。

			（何よ。私はこんな田舎領主と結婚してあげたのに！　目の前で仲の良さを見せつけるなんて本当に許せないわ）

			　妾であるリュースの存在が腹立たしかった。

			　だから、そんなリュースの息子や娘は、王都で相手もいない女性や男に売りつけてやろうと思いついたのだ。

			（そもそも男爵家は私の息子であるルトアートが継ぐわ。他の子供なんて不要よ。みんな売りつけてルトアートやメルセの邪魔者を排除しないとね）

			　すると、部屋に慌ただしい声が聞こえてきた。

			　まだ幼いコリンがドアを力一杯に開け、息を切らして何か言おうとしていた。

			「コリン、お前は部屋にいなさい。ノックもしないで──」

			　バルカスが注意をすると、コリンはアワアワと口をパクパクさせて窓の外を指さしていた。

			　全員が窓の外を見ると、太陽が遮さえぎられたのか影が出来る。

			　バルカスが気になって窓を開けて外を見ると──。

			「なんだ、あの船は？」

			　屋敷の上空には大きな飛行船が停まっていた。

			　ゾラは身を縮める。

			「な、何よ？　どこの船!?」

			　空賊か、それとも他領や他国の飛行船が攻め込んできたのかと慌て出す。しかし、それにしては様子がおかしかった。

			　大きな飛行船から、小さな飛行船──二十メートル前後の飛行船が降りてくる。

			　そこにはリオンの姿があった。

			　飛行船は金銀財宝を山のように載せており、その量は遠目に見ても凄いものだった。

			　屋敷の庭に降り立ったリオンは、両手を振っていた。

			


			

			


			「親父！　約束通り戻ってきたぜ。見てくれ、この財宝を！」

			　金銀や宝石の山を前に、リオンは大笑いをしていた。どれだけの価値があるのか計算できないが、本物ならとんでもない金額になるのは間違いなかった。

			　リュースがその場に泣き崩れる。

			「あの子、連絡もよこさないで急に戻ってきて……本当に良かった」

			　嬉しいのか泣きながら笑っている。

			　バルカスは慌てて部屋の外に飛び出し、リオンのところへと向かった。

			　ゾラは窓からリオンが持ってきた財宝を見る。

			　すると、リオンが勝ち誇った笑みを浮かべていた。ゾラに向かって口パクで「俺の勝ちだ」と言っている。

			　手をかけていた窓の縁を握る力が強くなり、苦々しい顔をするゾラだった。

			「あ、あの糞ガキ……」

			　バルカスはリオンのところに向かうと、そのまま抱きしめ泣いていた。馬鹿野郎と言いながら、よく戻ったと泣いて喜んでいる。

			　ゾラは忌いま々いましくなり、そのまま部屋を出ていく。

			（まぁ、いいわ。あれだけの財宝が私の物になると思えば悪くない。精々、今後も私のために働いて貰うわ。お前の稼ぎは全て私が貰う。最後に笑うのは私よ）

			　ゾラは廊下に出ると、待っていたエルフの奴隷を引き連れ外へと向かうのだった。

			


			　　　◇

			


			　苦々しい顔をしたゾラを前に、俺は笑みを浮かべていた。

			　持ってきた財宝もそうだが、宇宙船──おっと、飛行船だった。それが俺の物だと分かるとすぐに渡せと言ってきたこの阿呆を前に正論を吐くと、彼女は押し黙ったのだ。

			「あんたと親父の契約は俺には関係ない。俺は十五歳で成人しているし、冒険者登録も済ませた。分かるよな？　俺が見つけた宝は俺の財産であって親父の物じゃない」

			　親父が何か言いたそうにしていたが、お袋が止めてくれる。

			　ゾラはそれでも言い返してくる。

			「親の金で得た宝でしょう！　それを自分の物だと誇こ示じするとは何事ですか！」

			　俺は余裕たっぷりに言い返す。

			　こいつならこう言うだろうと分かりきっていた。

			　ホルファート王国では、冒険者が得た財宝の所有権はしっかりと守られるという法律がある。

			　それは、この国が冒険者たちの建国した国だからだ。

			「両親に罵ののしられるならまだしも、お前に言われたくないね。あぁ、これは持っていって良いぞ」

			　金の延べ棒が入った革製の旅行鞄を渡し、俺はニヤニヤする。

			　俺の後ろには大量の財宝があるのに、ゾラに渡すのは本当に数少ない一部だけ。本来なら手に入った金の延べ棒だけでも凄い金額なのに、これではまったく喜べないだろう。

			　それが分かっているからわざわざ後ろに財宝を置いているのだ。

			　ゾラは諦めない。

			「そ、そんな屁理屈が通用するものですか！　どうせ財宝の管理はバルカスにさせるのでしょう？　ならばそれはバルトファルト家の資産です。私にも手にする権利があるわ！」

			　俺は肩をすくめてやった。

			　そして、前々からルクシオンと相談していた内容を口にする。

			「それは俺が実家に財産を入れれば、の話だよな？　もう俺は成人しているし、冒険者として独立しているの。財産の管理も自分で出来るのが分からないかな？　でも、実家にも貢献はしないとね。だから、この財産を領地に投資しようと思うんだ。港みなとの整備なんかいいと思わない？」

			　眉間に深い皺を作って睨んでくるゾラを見ると気分が良かった。

			　実家にお金や財宝だけを渡せば、きっとゾラは自分にも権利があると言って持っていこうとする。しかし、俺がお金やら財宝を管理して投資──領内整備に投資をすれば、持ち帰ることなど出来ない。

			　島に用意した道やら、港の一部を切り取って持ち帰るなど出来ないからだ。

			　ゾラは分が悪いと悟ったのか引き下がった。

			　愛人のエルフを連れて屋敷にある自室に戻っていく。

			　俺はその背中を見てゲラゲラ笑うのだった。

			　親父が俺の背中を叩いてくる。

			「馬鹿。煽あおりすぎだ。相手を怒らせてどうする」

			「俺を変態婆に売りつけようとした女だぞ。これくらい許される。それはそうと、どうよこの財宝の山。凄いだろ」

			　積み上げた財宝を見て、両親は確かに驚いていた。

			「いや、素直に凄い。だが、これはギルドに報告したのか？」

			　頷いて説明をする。

			　冒険者ギルドは正式には国の組織で、ギルドと言いながら協会ではない。

			　昔からギルドと呼ぶのが決まりらしい。こういうふわっとした設定が困る。

			「もちろん。おかげで一部は国に奪われたけどね」

			　用意した財宝の二割から三割を国は持っていった。

			　ただ、残った財宝は純粋に俺の物である。

			「壊したボートも買い直すよ。いっそ飛行船をプレゼントしようかな」

			　気前の良い俺を前に、お袋が少し呆れていた。

			「あんた、将来のために残しておくとか考えないの？　これだけあれば独立だって出来るでしょうに」

			　言われた俺は、二人に向かって姿勢を正した。

			「そのことで話があるんだけど」

			　俺は両親に今後のことを話すのだった。

		

	

			


			第03話「入学」

			


			　一つの浮島を見つけた。

			　小さな浮島には特に際立ったものはなかった。

			　小さな山に森、そして川があって平地部分が広い。

			　見つけた時は特徴がなさすぎた浮島だが、ここに独立して領地を持とうと決めた。

			　どんなに発展しても準男爵規模にしかならなそうな大きさも理由の一つだが、誰も住んでいない無人島だったので俺の物にした。

			　将来というか、余生を過ごすには最高ではないだろうか？

			　学園を卒業して領主になり、開拓すると理由を付けて引きこもる。

			　実家を寄親にして面倒を見て貰いつつ、俺はのんびりするわけだ。

			　浮島の下部。隠すように飛行船のドックがある。

			　そこにはルクシオンを格納していた。

			　ゴテゴテと張りぼての装甲を付けたルクシオンは、今ではその張りぼてをモデルに新たな飛行船の建造を開始している。

			　造っているのは作業用のロボットたちである。

			　俺の近くには灰色のメタリックボディーに、赤い一つ目の球体が浮かんでいた。

			　大きさはソフトボールくらい。

			「わざわざ偽物を造る必要があるのか？」

			『何事にも備えは必要です。それに、あのゾラという女が何か仕掛けてくる可能性も否定できません』

			　自爆すると言っていたルクシオンだが、俺が日本語を話せると知ると興味深いという理由で俺に従っている。

			　結構単純な奴だ。

			「それより島の様子は？」

			『浮島に熱を持つ鉱石がありましてね。吸い上げた水を通して温泉にすることが可能です。将来的には観光地として稼げそうですね』

			「観光地には興味もないが、温泉はいいな」

			　何もない浮島で独立すると言った俺を、両親は呆れるように見ていた。開拓というのは地味だが大変な仕事である。

			　それを分かっているのかと何度も問われたが、俺は独立すると譲らなかった。最後には両親も折れて、困ったことがあれば言いなさいと言ってくれたが……そもそも、ルクシオンがいれば開拓に何の問題もない。

			　こいつは実に多方面で有能な奴だった。

			　何が凄いって、ゲームのフワフワした設定『補給不要』という項目がリアルになってしまったためか、ルクシオンは何でも資源を用意できてしまう。

			　無から何かを創造することは出来ないが、その辺の石ころを黄金にだって変えてしまうような奴だ。

			　どうしてそんなチート性能を持ちながら、新人類に負けたのか分からない。

			　ただ、話を聞けば、ルクシオンが起動した段階で基地はその機能のほとんどを消失していたらしい。待機命令が出ていたので待機していたが、時折現れる新人類の末裔──冒険者たちを捕らえては情報を集めていたらしい。

			　言葉を理解していたのはそのためだ。

			　今となってはどうでもいいことだ。

			　ルクシオンは有能で、俺は変態婆たちに売られることもなく順調に独立に向けて動いている。結果が全てである。

			『屋敷の建設を開始、港の整備も進めています。一年もすれば地上も快適になるはずです』

			　手入れのされていない領地など酷いものだ。地面はでこぼこしているし、草木は生い茂って住むとなると快適とは言えない。

			　それが一年で住めるようになるのだから、ルクシオンの性能様々である。

			　前世で千円の課金アイテムだったとは思えない性能だ。

			　もっと課金しておけば良かったと後悔してしまうが、ルクシオンが手に入っただけでも御の字だろう。

			「頼むよ。俺はもう冒険なんかこりごりだ。モブにはお前を探すだけでも人生数回分の頑張りだったからな。後はゆっくり山も谷もない人生を過ごしたい」

			『私の性能を手に入れ、全力で引きこもるという判断をしたマスターには敬意を表したいですね。大志もなく、自己中心的。惚れ惚れするくらい人間です』

			「嫌みか？」

			『皮肉です』

			　俺がルクシオンをデコピンで弾き飛ばす。

			　硬そうな表面は割と柔らかい材質で覆われているのか、あまり痛くなかった。ふわふわと浮かんで元の位置に戻ってくる。

			『それよりも学園に入学する用意は出来ましたか？』

			　ルクシオンの質問に俺は肩をすくめながら答えた。

			「出来ているよ。商人たちが俺の入学祝いで色々と揃えてくれるから、何も準備がいらなかったくらいさ。今までになく友好的で親父たちも驚いていたよ」

			『領内の景気がいいからでしょうね。商人がお金に対して正直なのは新人類も同じですか……』

			　手に入れた財宝を元手に、港の整備──実家の領内整備に金をばらまいた。

			　実家の借金の返済に始まり、滞っていた領内への投資で島には活気が出ている。景気が良いから商人も集まり、そして土産を俺の実家に届けてくれるのだ。

			　領内はここ数ヶ月で随分と賑わっていた。

			「それにしても学園なんて意味があるのかな？」

			　今度は俺の問いかけにルクシオンが答える。

			『表向き、貴族の子弟を教育することで質を上げるという意味合いがあります。貴族の子弟の方々はマスターのように引きこもりで領内から出ない方も多いとか。そのため、貴族には世間と貴族社会両方の一般常識に欠けている方も多いようです。一ヶ所に集めて教育したいのでしょう。また、そのような見識の狭い貴族たちに王都の凄さを見せつけ反抗心を奪いたい考えもあるかと。地方貴族たちへの人質にもなりますが、送り出した側も王都で子供が見識を広め、勉学に励み、新しい知己を得られるのは歓迎することかと。双方共にメリットとデメリットはありますが、存在意義は大きいかと思います』

			「……詳しいな」

			『学園の存在理由の一番は、同じ国に所属するということを意識付けしたいのだと思います。いざという時にまとまれるのは強いですよ。マスターの話では他の大陸国家も存在しているようですし』

			　学園に意味を見いだすとすると、そんなところなのだろうか？

			　俺はてっきりこの乙女ゲーが学園物だから存在しているとしか考えられなかった。何だか、ルクシオンが言うと、そうかも知れないと思ってしまいそうだ。

			『学園では結婚相手も探すと聞きました。若い貴族の子弟たちにしてみれば社交の場なのでしょう。マスターは気を付けてください。下手をすると恥を晒すことになりますよ』

			　こいつ俺をなんだと思っているんだ？

			「そもそもモブがそんなに目立つかよ。背景の一部扱いだ。どうせ、学園では代わり映えのしない生活が待っているだけだ」

			『モブ、ですか。言いたいことは分かりますが、その判断は──』

			　ルクシオンの話を遮る。

			「まぁ、無難に相手を見つけるさ。高たか嶺ねの花である貴族の娘じゃなくて、騎士家の娘を見つけて将来は独立だ。それでいいだろ」

			　まさに順風満帆の人生だ。

			　下手に地位の高い女など貰うものではないと、ゾラを見ていれば嫌でも気付く。

			　俺の人生は、ここからきっと代わり映えのしない……それでも、幸せな人生が待っていると思いたかった。

			


			　　　◇

			


			「……え？」

			　親父の仕事部屋に呼び出されたのだが、待っていたのは俺の想像を超える出来事だった。

			「いや、どうして驚くんだ？　未開のダンジョンを発見して攻略。ロストアイテムの発見に加えて新しい浮島の発見だぞ」

			　そこには王宮から俺宛の書状があった。

			　俺はこれまでの冒険者としての功績から、仮として男爵の地位が与えられることになったと書かれている。

			　将来は騎士として独立するだけではなく、男爵の地位まで与えられた。

			「な、何で！」

			「今さっき理由は言っただろうが。お前は学園を卒業したら新しい男爵家の当主だ。だから、うちの寄子にはなれない」

			　俺の実家は男爵家だ。男爵家の寄子になれるのは騎士爵家か準男爵家の二つしかなく、同格になる予定の俺は寄子にはなれないというのが、ホルファート王国のルールだ。

			「俺の領地は男爵家規模じゃないよ！」

			「俺だって知るかよ！」

			　親父にとっても驚きらしい。

			　精々、独立を認めて騎士爵か、運が良ければ準男爵にしてくれる程度だと考えていたらしい。

			「もしかして、学園では……」

			「男爵家以上の跡取りが入るクラスになるな」

			　学園に通う貴族の大半は騎士家の子弟だ。騎士爵や準男爵は騎士家と分類され、貴族とは男爵家以上の爵位を持った家の関係者のことだ。

			　そして、学園では将来家を継ぐ貴族たち向けのクラスと、その他大勢のためのクラスの二種類が用意されている。

			　騎士家が通うのは普通クラスで、貴族が通うのは上級クラスだ。

			　次兄が通っているのは普通クラス。

			　通常、跡取りではない次男や三男は、将来家を継がないので普通クラスへと進む。大身の家なら次男や三男も上級クラスに入れるが、田舎貴族たちは余裕もないので普通クラスに行くのが当たり前になっている。

			　ただし例外は女子だ。男爵家以上の出身なら、大身とか小身などにかかわらず上級クラスに入ることが出来る。

			　……独立予定だった俺は、学園では普通クラスに入ると思っていた。

			　しかし、男爵になると決まってしまった今……俺が入るのは上級クラスである。

			「普通クラスがいい」

			「無理だろ。男爵家の当主だぞ。相応の教育が必要になるから、嫌でも上級クラスだ」

			「なら嫁は！」

			「……当然、良いところのお嬢さんを貰う必要がある」

			　俺は絶望のあまり膝から崩れ落ちた。

			「そんなの嫌だぁぁぁ！」

			「馬鹿、泣くな！　ゾラみたいな女だって少ない。それに、お前が思っている以上に良い女だって学園にはいるぞ……多分」

			　この親父、多分とか言いやがった。自分だって信じ切れていないじゃないか。

			「男爵から伯爵家の娘なんて一番の地雷じゃないか！　俺は嫌だからな。絶対に嫌だからな！」

			　親父が慌てる。

			「お前、貴族のお嬢さんを地雷呼びするのは止めろよ！　聞かれたら大変なことになるぞ。というか、お前の姉も妹もその男爵家の娘だからな。あいつらがそんなに酷く見えるか？」

			「だから嫌だって言ってるんだろうが！　あいつらマジで最悪だよ！　あいつらを見て良い女と思うなら病院に行けよ！」

			「お前、姉妹に向かってそれは……」

			　出来れば騎士家の娘さんの方が良かった。

			「嫌だー！　俺は大人しくて優しい女性がいいんだ。男爵家以上の娘とかあり得ないよ！」

			　親父が両手で顔を覆おおっている。同意できる部分があるのだろう。

			　実際、田舎貴族なのに姉や妹たちは俺から見ても「え!?」って感じだ。

			　平気な顔で「男は甲斐性よね。顔の良い男は他で探すわ。もしくは奴隷！　ねぇ、パパ～、私もエルフの愛人──じゃなかった、専属の使用人。奴隷が欲しいわ」と妹が言っているのを聞いてドン引きした。

			　俺の金で次女が奴隷を購入して自慢しており、羨ましかったらしい。

			　お袋はそんな娘たちを見てオロオロしていたし、俺や親父──そして実家に戻ってきた次兄の三人で、冷ややかにその光景を見ていた。

			　姉とか妹とか害悪でしかない。

			「とにかくお前が進むクラスは上級クラスだ」

			　予定していた幸せが奪われた気がして、俺はその場に膝を抱えて座り込む。

			　親父は呆れた顔で俺を見ていたが、励まそうとしているらしい。

			「わ、悪いことばかりじゃないぞ。お前と一緒に入学するのは、王太子殿下を始めとした名門貴族の跡取りたちだ。縁が出来れば将来は安泰だぞ」

			「いや、向こうからすれば俺たちなんて眼中にないでしょ」

			　乙女ゲーの王子様は普通っぽい子が好きであって、周りに集まる貴族なんか嫌いだろう。俺はそういう偏見の目で王子様やその他の攻略対象である野郎共を見ている。

			「……分かっているけどハッキリ言うなよ。お前のおかげで少しは領地もマシになったんだぞ。あと二年もすればうちだってもっと裕福に……」

			　落ち込んでしまった親父に謝罪しつつ、俺はこれからのことを思うと気が重いのだった。

			


			　　　◇

			


			　ホルファート王国の王都は大陸中央に位置する。

			　その場所には昔からダンジョンが存在し、モンスターが湧き出ていた。だが、同時にダンジョンは魔石などが産出する資源の宝庫でもある。

			　それらが王国の財源や資源となっており、強国に押し上げた要因の一つとなっていた。

			　大陸は非常に大きく、海から海水をくみ上げている箇所も一ヶ所や二ヶ所ではない。何ヶ所からも水を引き上げており、大地は豊かだった。

			　浮島は海水をくみ上げ、それを大地に行き渡らせている。どうやって海水をろ過しているのか分からないが、とにかくふわっとした設定なのであまり気にしても仕方がない。

			　自然と調和する美しい大陸というやつだ。

			　そして王都の規模はとても大きい。

			　都市部だけで人口は百万人いるのではないだろうか？

			　下水やら電気やらが用意された近代的な都市。

			　そんな場所に貴族の通う学園は存在していた。

			　都市部から少し離れた場所にある小さな浮島は飛行船の港になっており、そこに領地から乗ってきた飛行船を停泊させる。

			　実家が購入した飛行船で、大きさは五十メートルクラス。

			　最新型の飛行船は上部に甲板を用意しているが、他は装甲で覆われている。形としては潜水艦に似ている。

			　次兄が旅行鞄を持って欠伸をしていた。

			「実家から直でここに来られるのはいいな。定期便で乗り継ぎがなくていいや」

			　以前は乗り継いで実家と学園を行き来していた。

			　次兄は学園の三年生。そして、次女の【ジェナ】は学園の二年生である。茶髪で都会かぶれしたファッションの姉は、実家に金が入ったと知ると奴隷を購入した。

			　獣人の亜人で猫耳を持つ細マッチョの奴隷は、俺たちが着用している服よりも立派なスーツを着用していた。

			「もっと豪華な飛行船が良かったわ。友達は豪華客船を持っているのに、私だけ貧乏な感じで嫌よ」

			　お前の飛行船じゃないし、嫌なら乗るなと言ってやりたかった。

			　次兄も同じことを思っていたのか視線をそらしている。

			「お袋はまともなのに、うちの女共ときたら」

			　次兄と二人で旅行鞄を持って、都市部に降りる定期便の飛行船の乗り場に向かうと、奴隷に荷物を持たせた次女も後をついてくる。

			「ちょっと、あんたたち私の話を聞いているの？　リオン、あんたまだ財産があるなら出しなさいよ。お姉ちゃんは交際費だって馬鹿にならないのよ」

			　後ろで五月蠅い姉とか言う生き物を無視して次兄と話をする。

			「兄貴、俺だけ上級クラスに行くのが不満じゃない？　なんなら俺の功績は兄貴のだって言ってやろうか？」

			「弟の功績を譲って貰うほど落ちぶれてはいない。それに上級クラスになんか行きたくないね。何しろあんな女ばかりだぞ」

			　二人で後ろを振り向けば、まだグチグチと文句を言っている次女の姿があった。

			「……俺の金で高い奴隷を買いやがって。糞が」

			　俺が忌々しく呟くと、次女の奴隷が俺を睨んでいた。

			　そのピコピコ動く猫耳で聞いていたのだろう。

			　次兄が俺の肩に手を置く。

			「上級クラスでかぶれたんだよ。察してやれ」

			　上級クラスはとにかく身につける物やら奴隷などがステータスになる。そのため、金を持っている家のお嬢様たちは着飾って奴隷を連れ歩いて見せつけるのだ。

			　逆に男が無駄に着飾り、女性の奴隷を連れて歩こうものなら白い目で見られる。

			　……何て酷い世界だろう。

			　次兄は少し照れくさそうにお礼を言ってくる。

			「まぁ、お前のおかげで俺もアルバイトに精を出さずに勉強が出来た。相手も見つかりそうだし、ありがたいとは思っているよ」

			「じゃあ、俺を助けると思って──」

			「無理なお願いは聞けないな。おっと、ここの乗り場は道に迷いやすいからちゃんと覚えておけよ」

			　次兄に案内される形で定期便の乗り場に移動した俺は、他にも学園に向かう多くの生徒たちの姿を確認した。

			　飛行船の港を利用しているのは主に騎士家から子爵家が大半だ。伯爵家以上の家になると専用の港が都市に用意されており、そこで乗り降りをしているらしい。

			　飛行船の港は、前世で言うならバスのターミナルや駅に近い造りをしている。港と言うよりも、そちらの方がイメージは近い。

			　待っていると定期便がやってくる。

			　俺たちの後ろでふてくされている次女が立ち上がろうとすると、何やら慌てていた。

			　次兄も額に手を当てている。

			「どうかしたの？」

			　次兄は人混みを指さした。

			「公爵家の取り巻き様たちだ」

			　見れば、堂々と横入りをしている集団が目に留まった。女性陣を筆頭に、その後ろには美形の奴隷たち。そして、男子たちが続く。

			　次女が嫌そうな顔をしていた。

			「今年は名門貴族たちが大勢入学するらしいから、取り巻きの人たちも大勢いるのよね」

			　名門貴族の跡取りや娘たちには、取り巻きと呼ばれる寄子や関係者の同級生たちが侍はべる。彼らは学園で跡取りを守り、助ける存在だ。

			　将来的にはその取り巻きたちが、大身の貴族を支える存在になる。学園では生徒を平等に扱うという前提はあるが、それはそれ……実際には外の権力が物を言うのだ。

			　取り巻きたちの主人はこの場にいないのだが、強気で定期便に横入りして入っていく。中には、違うグループ同士で睨み合っている集団もいた。

			「なるほど……ボスがいるから強気な子分たちか」

			　俺の言葉に次兄と次女が慌てていた。

			「ば、馬鹿！」

			「あんた馬鹿じゃないの！　ねぇ、馬鹿なの!?」

			　二人は俺の言葉が取り巻きたちに聞かれていないか不安そうにしていた。そして、彼らが俺たちに目を向けないので二人は安堵する。

			「耳の良い亜人たちが聞いているかも知れないだろうが。お前はもう少し緊張感を持てよ。聞かれたら面倒になるぞ」

			　次兄に注意され謝っておく。

			「今後は気を付けるよ」

			　次女が苛いら々いらしていた。

			「本当に気を付けてよ。私に迷惑をかけたら許さないからね」

			　……この生なま物もの、自分のことしか考えていないのか。

			　そして小さなバスのような飛行船が来るまで、俺たちは港で待つのだった。

			


			　　　◇

			


			　学園は王都の中に存在している。

			　人口密度の高い場所でこれでもかというくらいに広い土地を確保し、校舎も大きいが学生寮の規模も凄い。

			　次兄は普通クラスの寮に向かったが、俺の方は上級クラスが使用する寮になる。

			　……気が重い。

			　学生寮とは思えない豪華さで、エントランスはまるでホテルのロビーだった。

			　受付にも人がいて、実際に働いている人たちはホテルの従業員のようだ。制服姿で、教育が行き届いているのか動きがキビキビしている。

			「うわ～、ゲームで見た感じそのままだ」

			　豪華な学生寮。出てきた感想はその程度だ。これが待ちに待った学園！　なら話も違うだろうが、俺にしてみれば牢獄と変わらない。

			　ゲームとしては背景として寮内部が出てきたくらい。

			　別に感動はない。

			　受付に行くと俺が使用する部屋を教えてくれた。

			「リオン・フォウ・バルトファルト様ですね。お部屋はこちらになります」

			　寮の地図で説明してくれる職員が、鍵を渡してくる。

			「寮内の規則には必ず目を通しておいてください。それから、問題が起きた際には係のものにお声をかけてください」

			　淡々と説明をするその姿からは、仕事ですという感じがにじみ出ていた。

			　すると、俺を押しのけるように後から来た生徒が受付に対応を求める。

			「おい、俺の部屋に案内しろ」

			　随分と態度の大きな生徒の周りには、取り巻きと思われる男子もいた。ただ、そいつは金持ちの子爵家の出身らしい。

			　彼の名前を聞いた職員が、深々と頭を下げていた。

			「ようこそおいでくださいました！　すぐにご案内いたします。それから、お荷物はこちらでお運びいたします」

			　俺とは明らかに対応が違った。

			　この学園。乙女ゲーの世界だからか、それとも貴族社会だからか……本物のスクールカーストが存在している。クラス内での人気も関係するが、実家の規模とか実力が、ここでは大きく影響するのだ。学園側だって口では平等を謳いながら、扱いには明確な差が存在していた。

			「もう帰りたい」

			　泣き言を口にしながら寮の廊下を進み、俺が三年間使用する部屋に到着した。

			　鍵を開け、そして中へと入ると一人部屋だがそこまで広くはない。

			　掃除のされた部屋には、先に送った荷物が届いていた。

			　箱を開けて部屋に置いていくと、机の上に学園で使用する教科書やらノートやらが置かれているのに気が付く。

			「ここで三年間暮らすのか……」

			　教科書をパラパラとめくる。魔法関連の教科書は、内容も難しく何が書かれているのか今の俺では理解できなかった。

			　ゲームの世界なのにこういうところはしっかりしていて嫌になる。もっと俺に優しい世界であって欲しかった。

			『到着したのならさっさと解放して欲しいですね』

			　持って来たカバンの中から声がする。カバンを開けて出してやると、ルクシオンが出てきて部屋の中を見回している。

			「あ～、悪い。忘れてた」

			『……流石はマスターです。称賛に値する記憶力ですね』

			　こいつの皮肉を聞きつつ片付けを続ける。

			「それで、船旅はどうだった？」

			『私の本体の方があらゆる面で優れていますね。船旅に感想はありません。魔法技術に関しては驚くしかありませんが、科学で再現可能レベルです。……魔法技術に関しては今後も調査を続けます』

			　つまり見るべきところはあったのだろう。

			「素直じゃない人工知能だな。ツンデレか？」

			『おや？　私に女性としての役割を求めているので？　残念ですが、私には性別の概念がありませんのでマスターの気持ちには応えられませんね』

			　こいつ腹立つな。

			　殴ってやろうと構えると、そのまま俺から距離を取ったので片付けに戻る。

			　すると、ノック音が聞こえてきた。

			


			　　　◇

			


			　学生寮を出て──というか、新入生を集めて先輩たちが連れ出してくれたのは、学園の外にある洒落た居酒屋だった。

			「え～、今年も同じ立場の新入生を迎えられ、誠に嬉しく思うわけでして」

			　挨拶をしているのは男爵家──その跡取りだった。

			　俺の実家と同じように、あまり裕福ではなく田舎出身の先輩たちが同じ境遇の後輩を誘って歓迎会を開いてくれたのだ。

			　俺は近くにいた同じ新入生である【ダニエル・フォウ・ダーランド】に話しかけた。

			　ダニエルは小麦色の肌をした健康的な男子だ。短髪で背が高く筋肉質で好青年に見える。

			「なぁ、なんでこんな歓迎会をしているんだ？」

			「知らないのか？　同じグループで集まって悩みを相談しつつ情報を共有するんだよ。ほら、結婚とか大事だろ」

			　同じグループでまとまっていると確かに楽だが、好条件の女子が出てきた際に奪い合いになるのではないかと思った。

			　首をかしげていると、反対側に座っていた眼鏡をかけた男子【レイモンド・フォウ・アーキン】が眼鏡を押し上げながら教えてくれる。

			　こちらはダニエルとは反対に、インテリ眼鏡で性格が少しひねくれていそうだ。

			「女性の奪い合いになっても、同じグループなら付き合いもあって無茶もしないだろ。揉めたらグループ内で話を付けるのさ。まぁ、奪い合いになることは滅多にないらしいけどね」

			　そういうものかと納得していると、上級生の挨拶が終わったので宴会が始まった。

			　今回の歓迎会は先輩たちのおごりらしい。

			　そして、来年は俺たちがおごる側に回るようだ。

			　上級生の一人がこちらにやってきた。

			「いや～、今年は大出世した話題の冒険者がいるから楽しみにしていたよ。あ、俺は【ルクル】。よろしくね。期待の新入生君」

			　ルクル先輩は三年生だそうだ。

			　既に結婚相手を見つけており、後は実家に戻るだけの状態で少し余裕が見える。

			「期待の新入生？」

			　俺が首をかしげると、レイモンドが舌打ちをした。

			「とぼけないで欲しいね。入学前に冒険者としてほぼ成功した男爵家の三男は君だろう？　王都どころか、僕の実家にも話は聞こえてきたよ」

			　ダニエルが驚いていた。

			「あの噂の奴ってお前だったのかよ！」

			　俺は顔を伏せる。

			「仕方なかったんだ。金を稼がないと変態婆と見合いコースだったんだ」

			　俺の言葉で全員が察したのか、それ以上の追及はなかった。やはり同じ悩みを抱えているだけあって話しやすい。

			　ルクル先輩は笑いながら学園のことを話してくれる。ダニエルもレイモンドも気になることを聞いていたが、やはり内容は勉強よりも結婚に関して熱心に質問している。

			　俺たち男子は、二十歳で結婚しないと事故物件扱いを受けるので、在学中に何とか結婚しようと必死である。

			　俺も気になったことを聞いてみた。

			「そう言えば、うちの実家は長男が継ぐんですけど……このグループにいたんですか？　あ、名前はルトアートって言います」

			　ルクル先輩は次兄と同じ三年生だ。

			　もしかしたら知っているかも知れないと思ったのだが──。

			「去年卒業したルトアート先輩？　僕たちのグループにはいなかったね。スクールカースト最下層はお呼びじゃないとか言っていたよ」

			　ルトアート……お前もその最下層だろうに。

			　ルクル先輩が当時のことを話してくれた。

			「子爵家以上のお金持ちのグループに交ざっていたね。無理して付き合っていたようにも見えたけど、本人の希望なら仕方がないし。仲が良かったの？」

			　首を横に振ると、ルクル先輩は「だろうね」と言ってジョッキを口に運んだ。

			　ルクル先輩が俺たちに言うのだ。

			「入学式まで残り数日だから、その間に王都の案内をするよ。あんまり遊びすぎて身を崩さないようにね」

			　三人で頷くと、笑っていたルクル先輩が少しだけ真顔になった。

			「それと、君たちの学年に一人特待生が入学するらしいよ。優秀な人材を拾い上げるために、貴族以外の生徒も入学させるとかなんとか言っていたね」

			　その話を聞いてレイモンドが苦々しい顔をしていた。

			　ダニエルも面白くなさそうだ。

			　貴族の子弟からすればこの反応が当たり前なのだろう。

			「特待生ですか？　普通クラスですよね？」

			　レイモンドの質問に、ルクル先輩は首を横に振った。

			「上級クラスだよ。王太子殿下が入学するのに面倒だよね。その女子、平民で何の伝つてもないって聞いているけど……実際はどうか分からないからね。みんな気になっているの。何か分かったら教えてくれる？」

			　……その平民の女子こそ、今後学園の中心となる主人公様だ。

			　俺は特待生が平民だと知っているので驚きもしないが、二人には衝撃的だったらしい。そもそも何の伝もないということに驚いていた。

			　二人は豪商の娘か、何かしら伝のある女子だと思っていたのだろう。

			　俺も驚いたふりをしておく。

			　将来的に聖女だったか？　とにかく凄い血を引いていたことが判明し、貴族たちが手の平を返すことになるのはまだ黙っているべきだろう。

			　言ったところで誰も信用しないし、そもそも俺は関わるつもりもない。

			　精々、王太子殿下たちと楽しい青春を謳歌して貰おう。

			　それが俺のためにもなるのだから。

			


			　　　◇

			


			　入学式当日。

			　大講堂というのだろうか？

			　とにかく、まるで大きな劇場のような場所で入学式が始まった。

			　欠伸あくびをかみ殺して出席してみれば、これほどまでに貴族がいるのかと驚くような数の生徒が出席している。

			　会場は女子の香水の臭いが混ざり合って酷く臭い。

			　この臭いにも慣れないと駄目なのだろうか？

			　そんな中を紺色の髪を短くした王太子殿下である【ユリウス・ラファ・ホルファート】が、新入生を代表して挨拶を述べていた。

			　王太子殿下──王位継承権第一位だが、ゲームでは王太子殿下しか王子が登場しないため、単純に王子様だ。

			　見るからに美形。背が高く引き締まった体はバランスも良い。

			　綺麗な肌に紺色の瞳は美しく輝いて見えた。

			　周囲の女生徒たちが溜息を漏らすのも理解できる。

			　──アレは次元が違う。

			　近くにダニエルとレイモンドが座っているが、流石に王太子殿下に文句は言わないらしい。黙って話を聞いていた。

			　すると、後ろの方から──。

			「ついに来たわね。もう、王子様ったら十年も待たせちゃって」

			　聞こえてくる声に振り返ったが、誰がしゃべったのか分からない。王太子殿下の美しさを口々に呟き、周囲と話している女子ばかりで誰か見分けが付かなかった。

			　別に大きな声ではなかったのに、妙に耳に届くというか……さまよわせた視線が一人の女子を見つけると動きを止める。

			　金髪碧眼。

			　ふわりとした長い髪を持つ、小柄な女子はキラキラと輝くような視線を王太子殿下に向けている。

			　顔立ちは美人と言うよりも可愛い感じの女子だ。だが、俺が気になったのはその視線。周囲が憧れや好意的な視線を向けている中、その少女の瞳だけは獲物を狙っている獣の目に見えた。

			　華きゃ奢しゃな体つきは、どこか幼さすら感じる。同年代と比べてももっと下に見える外見で、眼光だけは鋭い……非常にアンバランスな印象を俺は抱いた。

			　ダニエルが俺を見ていた。

			「なんだ、もう相手を見つけたのか？　お、可愛い感じだな。あの子が好みなのか？」

			　からかってくるダニエルに対して、俺は静かに首を横に振った。

			「いや、どちらかと言えば……嫌いだ」

			　視線を王太子殿下に戻し、座り直すと妙な感覚に気分が落ち着かなかった。

			「そ、そうか。可愛いと思うけどな」

			　その女子を見た時に最初に感じたのは怒りだった。どうして腹が立ったのか分からないが、とにかく腹立たしかった。

			　憎しみではない。何というかもっと複雑な……とにかく、異性として見ることは出来ない相手だと思った。

		

	

			


			第04話「主人公と悪役令嬢」

			


			　さて、入学式から数週間が過ぎた。

			　特筆すべきイベントなど俺のようなモブにはなく、慣れない学園での生活にようやく慣れ始めた今日この頃だ。

			　ゲーム的な話をするのなら、今頃は主人公が攻略対象の男性陣との出会いを終えた頃である。よくもそこまでフラグを立てられると思うくらいに出会いを連発させた時期が終わり、攻略対象と仲良くなろうとしている時期か？

			　もしかしたら、リアル主人公様はそのあざとさから、攻略対象を誰に絞り込もうか考えている時期だろうか？

			　そして、悪役令嬢──ライバルが出てきて「身の程を知りなさい」とでも言われている頃だろう。ゲームでは何度もプレイしてきたが、テキストなどはスキップ機能で読み飛ばしていたのであまり詳しく思い出せない。

			　まぁ、そんな関わりのない主人公たちの話は置いておくとして、だ。

			　俺の方はようやく学生寮での生活にも慣れ始め、付き合う友人たちも決まりつつあった。

			　俺で言うならダニエルやレイモンドだ。

			　二人とは置かれている状況が近いのもあるが、育った環境がほとんど同じだ。そのため話が良く合う。

			　学園内の中庭にあるベンチ。

			　野郎三人で腰を下ろして相談するのは、五月はじめに予定されているお茶会だ。

			「なぁ、お茶会はどうする？　やっぱり招待する相手は選ぶべきだよな？」

			　五月にある連休は、女子にとっては休みでも男子にとっては違う。ここで女子との距離を縮めるためにお茶に誘うのだ。

			　ナンパのように誰でも誘うような催しではなく、ちゃんとパートナーを選ぶため家同士の格が釣り合う相手を招待する。

			　そして、相手に失礼のないようにちゃんとしたお茶会を開くのだ。

			　学園内の非公式な行事になっているお茶会……まぁ、男子は紳士になるべく女性をもてなす授業も用意されており、それを披露するのが五月の連休からになる。

			　心配そうなダニエルの問いかけに、レイモンドが俯いていた。

			「実家からの仕送りはあるけど、そんな贅沢なお茶会は開けないよ。僕は参加してくれそうな女子なら誰でもいいや」

			　学園は金がかかる。授業料やら食費などの生活費はかからないのに、だ。そして、男子は特に金がかかって仕方がない。

			　俺も蓄えがあるとはいえ、湯水のように使えるわけでもないし、使いたくもない。

			　何故、女子のご機嫌取りのために大金を使わなければいけないのか？

			　ただ、このお茶会……逃げるというか開かないと、女子のネットワークで噂が広がってしまう。あいつはお茶会も開けないとか、そういう噂が広がって結婚に不利になる。

			　たとえ相手に興味を持たれなくても、しっかりとしたお茶会をやる必要が出てくる。

			　俺たち男子が情報を共有するように、女子は女子で情報を共有するのだ。女子を敵に回すと一気に悪い噂が広まって大変なことになる。

			　こういうところでも男子は不利だ。そもそも、結婚に関して女子の方が立場が強いためにどうしても男子は弱くなる。

			　そして、ここで一つ問題がある。

			　俺は実力で卒業後に独立を勝ち取っており、周囲にはそれなりの金持ちと見られていた。金銀財宝を手に入れたと知られているのだ。

			「俺の方は格式高いお茶会っていうの？　それをしないといけないらしくてさ。正直、気が重いよ」

			　五月のお茶会を前に三人で落ち込んでいると、勝ち組とも言えるユリウス殿下が取り巻きや女子を連れて歩いているのが見えた。

			　側にいるのは、王太子殿下の親友にして親衛隊に所属する子爵家の跡取り──乳兄弟でもある【ジルク・フィア・マーモリア】だった。

			　濃い緑色の長い髪は本当に地毛なのか問い詰めたい。緑色の瞳は優しそうな垂れ目で、鋭い目つきの殿下とは対照的だ。

			　宮廷貴族の子爵家だが、殿下の乳兄弟でしかも親友だ。将来は重要な役職が与えられるのは明白だった。

			　女子たちが瞳にハートを浮かべそうな顔をして話しかけており、中には伯爵家や辺境伯家出身という大身の家の男子が自慢気に取り巻きのように従っている。

			「殿下は五月のお茶会は開かれるのですか？」

			「私も参加したいです」

			「わ、私も！」

			　殿下のお茶会に招待されたいと尻尾を振る犬のような女子たちを見て、俺たちは現実を直視する。

			　レイモンドが両手で顔を覆っていた。

			「……今年は殿下や名門貴族たちがいるから、ハードル高いよね」

			　ダニエルも肩を落としていた。

			「比べられるよな。勘弁して欲しいぜ」

			　殿下たちの羨ましい光景を眺めていると、そこに一人の女子がやってきた。周囲には大勢の取り巻きを連れている。それだけで身分が高いとすぐに分かったが……。

			　相手は公爵家のお嬢様──【アンジェリカ・ラファ・レッドグレイブ】。輝くような金髪をアップにしてまとめた女子だった。

			　白い肌は綺麗で、そして赤い瞳は力強い。

			　目力のある鋭い瞳からは、他者とは違う何かを持っているのがすぐに分かった。

			　生まれながらに何か持っている者がいるのなら、彼女や殿下だろう。

			　内心、きっと主人公も凄い何かを持っているのだろうと考えていた。きっと、一目見れば普通の人とは違う雰囲気を持っていると分かるくらいの何かを。

			　でないと、王太子殿下をはじめとした攻略対象の男子たちがなびくとは思えなかった。

			　ありきたりな表現かも知れないが、彼女も──まだ見ぬ主人公も、きっとまとっているオーラが違うのだろう。

			「王太子殿下の婚約者様か」

			　俺の言葉より早く、殿下とジルクを取り囲んでいた女子たちが距離を取る。婚約者の前で誘いをかける馬鹿はいないらしい。

			　そもそも声なんかかけるなと言いたい。

			　アンジェリカさんの視線が少し鋭くなった。

			「王太子殿下、五月のお茶会についてお話があります。ご一緒してもよろしいでしょうか？」

			　学園の中で外の地位やら親の力を笠に着るのは駄目と言われているが、世の中には切っても切れない物がある。

			　ユリウス殿下は小さく溜息を吐いた。

			「アンジェリカ、周囲を威圧するな。ここは学園だぞ」

			「えぇ、心得ていますよ。ただ……王太子殿下の周りが少々五月蠅うるさかったもので」

			　学園の中だろうと公爵令嬢に逆らう馬鹿はいない。

			　女子たちが気まずそうに視線をアンジェリカさんからそらしていた。

			「この人が主人公のライバルか。凄く強敵な感じが出ているな」

			　ブツブツ独り言を言っていると、集団から離れた場所に一人の女子がいた。

			　そいつを見た俺は目を細める。

			　アンジェリカさんを美女と言うなら、その彼女は小さくて可愛らしい感じだった。

			　金髪碧眼のお嬢様は、子爵家の娘。

			　名前は【マリエ・フォウ・ラーファン】。

			　俺がどうにも好きになれない相手だった。

			　見ていてイライラする。ただ、憎しみの感情ではなく、何か複雑な……言葉に出来ない。

			　青い瞳でこちらを見ているのを、ジルクが気付いて殿下に知らせた。

			「殿下」

			「ん？　あぁ、マリエか。丁度良かった、お前のことを探していた。こっちに来てくれないか」

			　殿下が笑顔を向けた相手はマリエだった。

			　ピクリとアンジェリカさんの眉が動く。

			　取り巻きの一人が、マリエのことを耳打ちすると余計に眉をひそめた。

			　マリエは呼ばれたから来ました、という感じで緊張感漂うこの場所にやってくる。

			　胃の辺りを押さえるダニエルは、この場から逃げたそうにしている。

			「俺、帰ったら駄目かな？」

			　もめ事は座っていたベンチの近くで起きており、今立ち上がって逃げると目立ってしまう。レイモンドが首を横に振る。

			「駄目だ。終わるまで動かない方がいい。それにしても、彼女が噂の女子だったのか」

			　噂？

			「知っているのか、レイモンド？」

			　マリエのことが気になり聞いてみると、割と有名らしい。

			「リオンは知らないのかい？　有名な話だよ。彼女──マリエさんは、ユリウス殿下に平手打ちをしたんだ」

			　その話を聞いてダニエルが驚いていた。

			「……嘘だろ？　俺が聞いたのは、確か名門貴族と一緒に食事をした時にステーキを注文して豪快に食べたとか、そんな噂だぞ」

			　今度は逆にレイモンドが驚く。

			「え？　そうなの？　僕はそっちの噂は聞いていないな。でも、平手打ちをしたのは本当で、ユリウス殿下はそれを笑って許したらしいよ」

			　ユリウス殿下は懐が深いという話になったが、そのマリエという女子は周囲に睨にらまれないのだろうか？　そしてステーキを男子のように豪快に食べ……ん？

			「平手打ち……ステーキ？」

			　どこかで覚えがあるが思い出せない。

			　すると、マリエが可愛らしい声でユリウス殿下に話しかけていた。

			「お呼びでしょうか、殿下？」

			「実は男子は五月に茶会を開く予定がある。あまり派手に開催したくないから知り合いだけを呼ぶつもりだ。そこにお前も呼びたい」

			　その言葉にアンジェリカさんが反論した。

			「王太子殿下、お茶会にも格がございます。派手に開催しろとは言いませんが、相応の規模を──」

			　しかし、ユリウス殿下は止まらなかった。

			　そして俺はこの光景を思い出す。

			　──これ、強制イベントではないのか？　と。

			　だが、この場に主人公がいるようには見えなかった。気になって探すため顔を動かしていると、レイモンドが気になったらしい。

			「何をしているのさ？」

			「いや、探している人がいるんだけど……特待生ってここにいる？」

			　レイモンドが同じように周囲を見るが、首を横に振るのだった。

			「いないよ。そもそも特待生はこの場に交ざれないよ。ほら、黙ってじっとしているんだ。嵐が過ぎ去るのを待つ心持ちで耐えるんだ」

			　逃げられない俺たち。

			　中庭に入ろうとして、異様な雰囲気に回れ右をして逃げる生徒たちの姿がチラホラ見えた。逃げられて羨ましい限りである。

			　アンジェリカさんと言い争う殿下は、少し煩わずらわしそうにしていた。

			「いい加減にしろ、アンジェリカ。ここは学園だ。俺は一生徒としてここにいる。お前は俺の婚約者だが、そこまで干渉されるいわれはないぞ」

			　その言葉にアンジェリカさんが引き下がる。

			「……失礼しました」

			　そう言ってこの場を離れていくアンジェリカさんは、最後にキッという感じでマリエを睨み付けてから去っていく。

			　周囲の取り巻きたちもマリエに対してきつい視線を向けていた。

			「すまなかったな、マリエ。悪い気分にさせてしまった」

			「い、いえ、大丈夫です。でも、本当に私が参加しても良かったのですか？」

			　ジルクが肩をすくめて微笑んでいた。

			「殿下は堅苦しいのが苦手ですからね。もっと雰囲気の軽いお茶会を希望されています。是非ともマリエさんには参加して欲しいですね。それに、殿下がここまで熱心に女性を誘うなんて今までにありませんでしたし」

			　クスクスと笑っているジルクに、恥ずかしそうにしている殿下が視線をそらしていた。

			「と、とにかく参加して欲しい。ほら、ジルクも行くぞ」

			　殿下やジルクが移動を始めると、その取り巻きたちも去っていく。ただ、彼らもマリエには複雑そうな視線を向けていた。

			　ようやく解放されたとダニエルもレイモンドも安堵しているが、俺はマリエの横顔を見た。

			　誰も見ていないと思ったのか、油断したマリエは一瞬だけ。本当に一瞬だけ──薄ら笑っていたのだ。

			


			

			


			　俺はそんなマリエから視線をそらして二人と共にその場を去るのだった。

			


			　　　◇

			


			　お茶会のためのマナー教室というものがある。

			　教えてくれる先生は、髭を綺麗に整えた紳士という感じの男性教師だった。細身でスーツを着こなし、背筋の伸びた男性教師。

			　実際に教室にはテーブルが置かれ、お菓子やお茶が用意されている。

			　道具を使って教えてくれるらしい。

			「いいですか？　女性をお茶会に誘う時は全てを見られていると思いなさい。立ち居振る舞いからどのような教育を受けてきたのか、そしてどのような人物なのか相手に見抜かれますからね。逆に言えば、ここでしっかり女性をもてなせばそれだけ高評価を受けることになります」

			　男子が雁首揃えてマナー教室で勉強中。

			　親父もあんな髭面でお茶会のマナーを学んだらしいが、卒業と同時に忘れたとか言っていた。確かに普段の生活態度が見えてくるかも知れないが、そこまで相手は見てくれるのだろうか？

			　何しろ相手は亜人種の奴隷使用人──愛人を連れ歩いて見せびらかすような女子たちだ。お前らがもっと普段から立ち居振る舞いを気を付けろと言い返したい。

			「ヘイ、ミスタリオン！　もっと緊張感を持って授業を受けなさい」

			「は、はい！」

			　注意されて返事をすると、周りではクスクスと笑い声が聞こえてきた。笑っているのは金持ちや宮廷貴族の跡取りたちだった。

			「田舎者はこれだから」

			「少し手柄があるからと偉そうに」

			「野蛮人は冒険者に向いているが、この場には相応しくないね」

			　男性教師が背筋を伸ばして授業を続けた。

			「まずはお茶会で大事なのは全体の雰囲気です。とりあえず道具を揃えた、空いている部屋を押さえたというのは論外です！　道具一つ一つに至るまでこだわり、女性を特別な空間に招待する。ただ場を用意してお茶会を開いたなど三流以下と覚えておきなさい」

			　こんなどうでも良い授業に何か意味でもあるのだろうか？　卒業したらどうせ使わないと思っていると、男性教師はソレを見抜いたらしい。

			「ミスタリオン……理解していないようですね。では、一つ実じっ践せんしてご覧に入れましょう」

			　言われて俺は前に呼び出されると、客としてもてなされることになった。

			　どうせたいしたことなどない。

			　お茶などに興味のない俺は、お高い茶葉など何の意味があるのかと思っていた。安物でも別に良いだろうに、と。

			　精々、表面上は感心しつつ内心であざ笑ってやろうと思って返事をした。

			「わ～、楽しみですね」

			　男性教師は気合いを入れたのか襟元を正している。

			「えぇ、楽しんでください」

			　笑顔を作る男性教師。

			　精々頑張ってお高い茶葉やお菓子を自慢してくれ。俺はそれを内心で笑い、表向きは感心したように見せるから。

			　そう思っていた──。

			


			　　　◇

			


			　──授業の終了後。

			　教室を出た男性教師を大急ぎで追いかけて声をかけた。

			「先生！　俺、感動しました！」

			　背筋を伸ばした男性教師は、綺麗に振り返ると自慢の髭をなでていた。

			　なんということだ。

			　振り返る姿まで紳士！

			「ミスタリオン、分かってくれたようですね」

			　俺は先ほどまでの自分を恥じた。

			「はい！　俺、お茶というのを舐めていました。いえ、馬鹿にしていました。それが凄く恥ずかしいです。今は凄く反省しています。俺、先生みたいに完璧なお茶会を開きたいです！」

			　男性教師は笑顔で頷く。

			「大変結構。ですが、間違えていますよ」

			「え？」

			　男性教師は俺に体ごと向き直ると、右手を胸に当てるのだった。

			　動き一つ一つまで紳士過ぎて痺れそうだ。

			「大事なのはもてなす心。そして、私はまだ道半ば。未だに満足できるもてなしが出来たことがありません」

			「そ、そんな。先生でも完璧ではないのですか？」

			　男性教師が頷く。

			「えぇ、そうです。私もその場、その瞬間に最高のもてなしを目指していますが、その境地にはまだ届きません。ですが、基礎は教えられます。ミスタリオン、共に茶の道を進もうではありませんか」

			「はい！　先生──いや、師匠！」

			　俺と男性教師──師匠が笑顔で話をしていると、後ろからダニエルとレイモンドの声が聞こえてきた。

			「……リオンの奴、頭でも打ったのか？」

			「さぁ？　まぁ、無駄にはならないし良いんじゃないかな？」

			


			　　　◇

			


			　五月のお茶会。

			　俺は招待状を送った相手から返事が来たため、招くために部屋を借りて準備を行っていた。

			　学園には茶会専用の部屋がいくつも用意されており、それを生徒たちが借りてもてなすのが主流である。

			　本来ならどこか本格的な場所を借りたいのだが、この時期はどこも混み合ってしまうので借りることが出来なかった。

			　茶器のセットやら茶葉にお菓子。

			　それらを師匠と相談して揃え、部屋の掃除から配置など替えて準備を念入りに行い、後は招待した女子が来るだけだ。

			　部屋の中央にはルクシオンが浮かんでおり、内装を確認している。

			『随分と手が込んでいますね。数週間前までは業者を入れて手早く終わらせようとしていたマスターとは思えません』

			「五月蠅いぞ。お前も何か気が付いたら言ってみろ」

			　最終確認をしている俺は、懐中時計を取り出して時間を確認した。

			　十分もすれば招待した女子がやってくるはずだ。

			　招待した女子は、男爵家の次女になる。

			『私には理解できない世界ですね。遺伝子情報から最適なパートナーを選んでは駄目なのでしょうか？』

			「その遺伝子を確認できる人がいないから無理だな」

			『ならば言うことはありません』

			　ルクシオンと話を終えると、女子がやってきた。

			「ちわ～」

			「ようこそお越し……え？」

			　女子の態度はとても軽かった。別にそこに驚いているわけではなく、招待した女子がヘラヘラ笑っている後ろには、招待していない二人の女子がいたのだ。

			「あ、友達。ついでに時間を潰させてよ。フィールド辺境伯の大きなお茶会に招待されたけど、出発までまだ時間があるし」

			　名門貴族の跡取りが開催するお茶会は、もはやパーティー規模だった。会場には馬車を用意して出発するため、時間を潰したいらしい。

			「そ、そうでしたか。それで、出発は何時で？」

			「三十分くらい。暇だよね～って話していたら、そういえばお茶会に参加するって返事出したのを思い出してさ」

			　他二人が勝手に椅子を用意して席に着く。

			　置いてあるお菓子を食べ始めた。

			「あ、お茶もよろしく」

			　そのまま三人でテーブルを囲み、俺が座る場所もなくなる。三人でこれから向かうお茶会の話で盛り上がっており、俺はまるで三人の使用人みたいにせっせとお茶のおかわりやお菓子の追加を行っていた。

			　時間が来ると、食べ散らかした三人はお礼もなく部屋から出ていく。

			「じゃ、お疲れ～。お菓子おいしかったけど、もっと高いのを買わないと女の子は喜ばないよ。今度から気を付けてね」

			　アドバイスなのか、最後に良いことを言ってやったという感じで招待した女子が去っていく。三人ははしゃぎながらお目当てのお茶会へと向かっていくのだった。

			　俺は肩を落とした。

			「ちゃんとした店で今日作って貰ったお菓子だぞ。結構な値段がするのに、これ以上高いお菓子って……」

			　食べ散らかされて汚れたテーブルを見て、俺は天井を見上げた。

			「……師匠、お茶の道はまだ長く険しそうです」

			　悔しい気持ちに泣きそうになりながら片付けを行っていると、外から声が聞こえてきた。女子生徒数名が言い合っている声だ。

			「……あんたは不釣り合いなのよ！」

			「で、でも、招待状が──」

			「そこは気を利かせなさいよ、平民！」

			　バタバタと足音が聞こえてくる。

			　女子生徒数名が「早く行こう、馬車が出ちゃう」などと言って去っていく。先ほどの平民という声から、俺はもしかしたら主人公がいるのかと期待して部屋から顔を出して覗いてみた。

			　きっとライバルのアンジェリカさんよりもオーラがあって美人で──と、そこまで期待していたのに、廊下に座り込んでいる女子は俺の期待を裏切っていた。

			　明るい茶髪はミドルのボブカット、覇気というかオーラなどない普通の女子の姿がそこにはあった。

			　瞳は少し緑がかった青色で優しそうな顔立ちはしているが、アンジェリカさんと比べると正反対。地味な女子だった。

			


			

			


			　美人ではあるが……普通の子だ。

			「磨けば光るタイプか？　それにしても想像していたよりも地味だな」

			　廊下には破り捨てられた招待状があった。

			　先ほどは黙って置物に徹していたルクシオンが、俺の肩に乗って様子を見ていた。

			『……これがいじめ、ですか。彼女は特待生ですが貴族階級ではありませんからね。一般人がこの学園に通っているのが許せない生徒は多いのでしょう』

			「まぁ、そんな感じだな。けど、なんか……普通すぎるな」

			　悲しそうに破れた招待状を拾い集める彼女を見て、俺は部屋の中へと視線を向けた。

			「まだ、一人くらい招待できるか」

			　残っているお菓子やら茶葉から、一人くらいもてなせると思った俺は声をかけることにした。寂しそうな背中が、どうしても放っておけなかったのだ。

			「ねぇ、そこの彼女！　お茶していかない！」

			　軽いノリ──ナンパでもするように声をかけてみた。

			　顔を上げた女子──主人公は俺を見て少し驚いた顔をしていた。

			


			　　　◇

			


			　先ほどとは違い、お茶会らしい雰囲気の中。

			「ふ～ん、辺境伯の跡取りから招待状を受け取った、と」

			「はい。特待生と話をしてみるのも悪くないと言われて招待されました。けど、皆さんが相応しくないから辞退しろと言って……」

			　お茶の匂いを楽しみつつ俺はお菓子を一つ口に入れた。

			　主人公さんにも勧めると、最初は遠慮していたが恐る恐る口に入れる。

			　お菓子を食べると悲しそうな顔に笑顔が戻ってくれた。

			　先ほどの女子たちと違い、お菓子もこの子に食べて貰えて幸せだろう。お茶やお菓子を用意した俺も気分が良い。

			　そして、主人公さんがお茶を見て少し戸惑っていた。

			「こ、これ、高いお茶ですよね？　私が飲んでもいいんですか？」

			　遠慮がちで何とも奥ゆかしい彼女……誰だ、主人公があざといと言った馬鹿野郎は？　もの凄くいい子じゃないか。

			「どうせ一人で飲むには多かったし、飲んでくれたら助かるよ。それにしても大変そうだね」

			　別に深く関わるつもりもないが、彼女が誰と関わっているのか知りたかった。主人公が今後どのような行動に出るのか知っていても悪くはない。

			　……それに、気になることもある。

			「……招待されたのが嬉しくて楽しみだったんですけど、やっぱり私は駄目みたいですね」

			　悲しそうに笑う彼女。

			　辺境伯──茶会の主催者は【ブラッド・フォウ・フィールド】だろう。

			　紫色の長い髪が特徴的なナルシストで、領主貴族としても広い土地を持つ金持ち。とにかく規模の大きな家で、名門貴族というやつだ。

			　俺の実家なんか相手にもならない。

			　ブラッド自身は前に出るよりも軍師タイプの人間だ。参謀とも言うが、頭が良いので軍を指揮するタイプ。

			　魔法が得意なナルシスト野郎とゲームでは思っていた。

			　魔法は得意だが、武芸が駄目で本人はそれをコンプレックスに思っている。

			領主貴族は武芸の腕を自慢する傾向が強く、魔法よりも腕自慢──騎士としていかに鎧を上手く乗りこなせるかを自慢する。

			　領主貴族出身であるブラッドも気にしており、武芸や体力面でコンプレックスがあってそこを刺激すると怒ってしまう。

			　一言で言うなら面倒くさい奴だ。

			　いや、よく考えたら攻略対象の男子全員が面倒くさい奴らだった。

			　曇った顔をした主人公さん──【オリヴィア】は俯うつむいてしまった。

			「私、本当はここに来ない方が良かったんでしょうか？　一生懸命頑張っていますけど、周りに付いてくのがやっとで……どうして入学出来たのか分からなくて」

			　そう言えば、最初はステータスが低くて学園パートも苦労する時期である。

			　ユリウス殿下を筆頭に野郎共がフォローしてくれるのだが、今のオリヴィアさんは基本的に一人。

			　……この時期に一人は少しおかしい気がした。放っておいてもユリウス殿下が絡んでくるので、一人になることはないはずなのだ。

			　それともゲームとリアルは違うのか？

			　俺は授業の選択も違っており、これまで絡むことがなかったので知らなかった。そもそも上手くやっていると思っていたくらいだ。

			　ユリウス殿下は違ったとしても、他の誰かと親しいなら問題なかったのに。

			　話を聞けば一ヶ月近くも一人らしい。

			　俺よりも悲惨な状況だった。

			　学園生活で結婚相手どころか友達もいないとか寂しすぎるだろ。

			　まぁ、同じ上級クラスの男子からすれば彼女は結婚相手になり得ない。何しろ身分が低すぎるのだ。結婚相手を必死に探す俺たち男子からすれば、関わっている暇のない相手でもあった。

			　そう思うと、婚約者がいた攻略対象キャラたちが主人公に関われたのは、余裕があるからという理由になる。

			　羨ましい限りだ。

			　そして女子からすれば、どうして自分たちと同じように学園に通っているのか分からない。許せない相手……詰んでいると思う。

			　でも、少しおかしい。

			　五月までに攻略対象キャラとは出会っているはず。強制イベントのようなものもあった。そこまで思い出し、俺はマリエを思い出す。

			　笑っていたマリエの横顔がどうにも不気味だった。

			「え、えっと」

			　俺が黙って考え込んでいるために不安になったのか、オリヴィアさんが慌てていた。何か粗相でもしたのかと自分を責めている。

			　わがままな他の女子たちには見習って欲しいくらいの女神様だ。

			　誰だ、主人公があざといと言った糞野郎は？　俺が殴り飛ばしてやる。

			「少し考え事をしていただけだよ。まぁ、学園も特待生なんて初めてのことだから手探りの部分もあるし、今は深く考えない方がいいよ」

			　オリヴィアさんが「そうです、よね」と俺のアドバイスに頷うなずくが、納得してはいないようだ。そもそも、俺が一言で相手に感かん銘めいを与えるような答えを言えるわけがない。

			　人生経験が豊富でもないし、前世は社会人だが偉そうに人に言えるようなことをしてきたわけでもないのだ。

			「……私、ここにいてもいいんでしょうか？」

			　そんな質問に俺は即答する。

			「え？　いいに決まっているじゃない」

			　そもそもこの世界の主人公は君だ。

			　君が誰を攻略するのかで俺の人生にも少なからず関わりが……ないな。まったくない。まぁ、誰と付き合ったくらい話のネタとして知ってはおきたかった。

			「ど、どうしてですか？　だって、私は毎日ここには相応しくないって」

			　俺からすれば当然でも、オリヴィアさんからすれば不思議なのかも知れない。俺は適当な理由で説明しておく。

			「いや、だってほら……そう！　君の入学は学園や王宮の決定だ！　君は文句を言われる立場じゃないし、生徒側にも君のことを相応しいとか相応しくないとか判断する権利もないよね」

			　オリヴィアさんが目をパチパチさせていた。

			「で、でも、周りが──」

			「どうしても耐えられないなら退学でもいいじゃない。出て行けって言った奴には、上の意向なので無理です。でも、苦情があったと伝えておきますね、って言っておけば？　言い返せる奴なんて少ないと思うよ」

			　どうせ主人公はきっと攻略対象の男子が守ってくれる。

			　だから大丈夫。

			　きっと……多分。

			　ただ、これまでの流れを聞いていると不安になってくる。誰一人として出会っていないというか、フラグを立てていないなんて大丈夫だろうか？

			　オリヴィアさんがポツポツと口を開いた。

			「私……もっと魔法のことを勉強したいんです。でも、学園のルールとか、暗黙の了解とかに疎うとくて……最近は教科書とか色々と悪戯いたずらされて辛くて」

			　男子内にも暗黙のルールとか色々とあるが、それは女子も同じ。いや、女子の方がもっとドロドロして暗黙のルールに厳しいはずだ。

			　それを知らないというのは学園内で大きなハンデとなる。そう言えば、ゲーム内で主人公が悪役令嬢にそんなことを言われて責められているシーンがあった気がする。

			　その時は攻略対象の男子たちが助けてくれていたが……今のオリヴィアさんにはその助けてくれる男子がいない。

			　辛そうな彼女を前に放置も出来ず、俺はどうすれば良いのか思案した。

			「女子の暗黙のルールは俺も知らないし……あぁ、そう言えば一人心当たりがあるな。なんとかなるかも」

			「本当ですか！」

			　喜ぶオリヴィアさんを見ると、笑顔が眩しかった。

			　そんなオリヴィアさんのために、俺は次女を呼びつけることにしたのだ。

			　たまには役に立って貰わないと困る。あいつのためにいったいいくら支払ったことか……少しは貸しを返して貰うとしよう。

			　金をちらつかせれば動く女だ。

			　きっと嫌々でも教えてくれる。

			


			　　　◇

			


			　次女のためにお茶を煎いれる。

			　本当は雑に煎れるか一服盛ってやりたいが、師匠の顔が思い浮かんだのでやめておいた。お茶会の場でそんなことをするのは心が痛む。

			　忌いま々いましそうにしている次女。

			　その後ろには猫耳長身の使用人が腕を組んで立っていた。

			「私を呼びつけるなんて偉くなったわね、愚弟」

			　俺は鼻で笑ってやった。

			「呼び出しに応えるくらいの理性があったのは褒ほめてやる。ほら、さっさと女子のルールについて教えろよ」

			　申し訳なさそうにしているオリヴィアさんに、俺は気にしなくても良いと言いながら席に着いた。

			　次女は額に手を当てる。

			「……教えるのはいいけど、特待生に肩入れしてあんたに得はあるの？」

			　俺に直接的な得はないが、オリヴィアさんの幸せが将来的に国を救う。

			　恩を売っても損のない相手でもあるし、何よりも本来ルクシオンを手に入れたかも知れない彼女に対するせめてもの罪滅ぼしだ。

			「これだから損得で動く人間は嫌だな。もっと優しい心を持ったらどうだ？」

			　煽あおると次女が舌打ちをしてきた。

			　俺のおかげで後ろにいる立派な奴隷──愛人が購入できたのだ。そのことは本人も分かっているらしく、オリヴィアさんを見た。

			「あんた、クラスの女子……とにかく一番偉い女子に挨拶とかしたの？」

			　オリヴィアさんが首を横に振る。

			「私じゃ近付けなくて」

			「ちゃんと手紙を出しなさいよ。手土産持って挨拶しておくのがルールなの。大きなグループがあるなら、誰かに仲介を頼むのよ。取り巻きとして結構重要なポジションにいる子がいいわ。その子に手紙を渡して、ついでにその子にもお土産を渡すのよ。あぁ、お土産は相手の好みをちゃんと調べなさい」

			　俺は次女の話を聞いて思った。

			「それって賄わい賂ろじゃないか！」

			「五月蠅いわね。世の中、それで上手くいくなら問題ないのよ。それから、あからさまにお金とか品がないから止めてよね。相手も怒るわよ。人気店のお菓子とか茶葉が無難ね。こういうのは塩あん梅ばいを間違えると面倒なのよ」

			　メモを取るオリヴィアさんの手が止まった。

			「わ、私、そんなお金が──」

			　次女が俺の顔を見ていた。

			「この愚弟に買わせていいわよ。私を呼び出したんだからそれくらいさせないとね」

			　俺は急に話を振られて慌てる。

			　もう関係ないと思って女子って大変だな～、くらいの気持ちで聞いていたのに不意打ちは困る。

			「な、なんだと……」

			　俺の反応を無視して次女は話を続けていた。

			「直接会いたいと言うか、それとも何か返礼の品が来たらそれでおしまい。後は相手の気に障さわることをしなければ無事に卒業できるから」

			　オリヴィアさんが泣きそうな目で俺を見てくる。

			「大丈夫……代金は俺が持つから」

			「ありがとうございます。必ずお返しします！」

			　お礼を言ってくれるオリヴィアさんを見て、俺は周りもこの子くらい優しければと思うのだった。

			　ふんぞり返ってお菓子を食べている次女を見て、俺は首を横に振る。やれやれという感じを出すと、次女が自分の使用人に合図を出した。

			　猫耳野郎が俺に手を伸ばしてきたので、俺はその場からすぐに逃げ出す。

			　獣人と力比べなど面倒でやっていられない。

			


			　　　◇

			


			　後日、オリヴィアはアンジェリカに呼び出しを受ける。

			　緊張した様子のオリヴィアを見ながら、アンジェリカは優雅に紅茶を飲んでいた。持っているカップも中身も、リオンが用意した物よりグレードが高い。

			　それらを使うのが普通であるようなアンジェリカは、カップを置くとオリヴィアに鋭い視線を向けてくる。

			「誰の入れ知恵か知らないが、挨拶に来たのは褒めてやろう。精々、身の丈に合った生き方をすることだ。ここはお前のような者がいる場所ではない。だが、弁わきまええているのなら、隅で大人しくしていることくらい許してやろう」

			　学園というのは外から隔かく離りされた、少しだけ不思議な場所だった。

			　外では通じない独特なルールも存在する。

			　アンジェリカに〝挨拶〟というのもその類たぐいだ。

			　別に必要なことではないが、学園生活を円滑にするためには必要なことだった。

			　オリヴィアは力もなければ後ろ盾もない。

			　学園内では本当に弱い立場なのだから。

			「え、えっと、それでは学園にいるのを許してくれるのでしょうか？」

			　オリヴィアが困っていると、アンジェリカが少しめまいを覚えたような顔をしていた。

			　部屋にはアンジェリカの取り巻きである女子が数人いたが、退出させて二人きりとなる。

			　すると、先ほどよりも幾分か優しい口調で話し始めた。

			「……あそこで頷いて茶を飲んで帰る。それだけで全て終わった。お前が質問をするから話がややこしくなっただろうが」

			「──え？」

			　アンジェリカは溜息を吐く。

			　何やら少し疲れた顔をしていた。

			「許すも何も、私がお前を追い出そうとしているとでも思ったのか？　正直な話、特待生の件は興味がない。私もお前に関わっていられるほど暇ではないからな」

			　オリヴィアが困っていると、アンジェリカは一言ぽつりとこぼした。

			「王太子殿下にすり寄るあの女よりはマシか」

			「あ、あの、何か？」

			「いや、なんでもない」

			　アンジェリカがオリヴィアに小さく笑ってみせた。

			　その姿は年相応にも見える。

			　普段はもっと覇気があり、そして激高しやすいイメージをオリヴィアは抱いていた。実際、アンジェリカは学園内で怒鳴り散らしたことが何度かある。

			「特待生、お前に挨拶の話を教えたのは誰だ？　あぁ、勘違いするなよ、含むところがあるという意味ではない。周りが特待生であるお前に距離を置く中、お前を助けた奴が気になっただけだ。これは個人的な興味だよ」

			　男子は結婚相手を探すのに夢中で余裕がなく、女子からは嫌われている特待生。そんな彼女を助けた人物が素直に知りたいと言う。

			　オリヴィアは少し悩んだが、リオンの名前を口に出した。

			　リオンが自身の姉を紹介してくれた、と。

			「バルトファルトの三男か。アレは変わり者だな。まぁ、好感は持てる」

			「知っているんですか？」

			　アンジェリカは小さく微笑んでいた。

			「お前は知らなかったのか？　私たちの世代では将来を期待された騎士の一人だ。実際、自力で男爵位を手に入れた話を聞いたときは驚いたぞ。冒険者として理想の成功を収めたのは間違いない。凄い奴だよ。それにしても、人となりも悪くないな。王太子殿下と話す機会を作るのも悪くないか」

			　そう言って微笑むアンジェリカを、オリヴィアは少し不思議な感じで見ていた。

		

	

			


			第05話「貴族の嗜み」

			


			　ホルファート王国の貴族は元を辿れば冒険者だ。

			　そのため、冒険者というのは国が管理しているギルドで働く立派な職業なわけで……多くの貴族は先祖に倣ならって一度は冒険者になる。

			　学園でも普通クラス、上級クラスに関係なく全員が冒険者ギルドで冒険者登録を行い、先祖の苦労を知るというありがたい授業があった。

			　そこに男女の違いはなく、平等に冒険者登録を行い──ダンジョンに挑むのが慣例だ。

			　まぁ、理由はともかく、金のない貴族の子弟にとって冒険者家業は小遣い稼ぎになる。学園でも人気の授業で、休日や長期休暇に冒険者として金を稼ぐ男子生徒たちは多い。

			　親父も次兄も随分と冒険者として稼いだらしい。

			　その金が女子とのお茶会などの交際費に消えていくと思うと悲しくて涙を誘う。

			　俺は金に困っていないが、それでもダンジョンと聞けばワクワクする。

			　この乙女ゲーでは数少ない楽しめる要素だったのが、このダンジョンなどに挑む冒険パートだ。

			　本当に楽しみ──の、はずだったのだ。

			　五月半ば。

			　一年生たちが冒険者となり、王都にあるダンジョンに挑もうとする日。俺は周囲を見て場違い感に悩まされていた。

			「ダニエルもレイモンドも友達が困っているのに逃げ出しやがった。いや、俺も同じ状況なら逃げるけど。逃げるけども！」

			　一般的な冒険者の装備に身を包んでいる俺の隣には、これまた一般的な冒険者の装備を身に付けたオリヴィアさんが立っていた。

			　格好を簡単に言えば厚手の服の上に革製の防具主体。腕や胸に脛すねといった部分には鉄製の武具を装備した格好だ。やはりどこかファンタジーというか、スタイリッシュな感じに仕上がっている装備だ。この乙女ゲーの装備などどれも格好重視。実用性を捨てている装備も多く、それで大丈夫かと心配になる装備を装着している生徒も多い。

			　俺？　無難に安全重視だよ。スタイリッシュとはほど遠いね。

			　オリヴィアさんは、俺に対して申し訳なさそうにしている。

			「ご、ごめんなさい。アンジェリカさんがどうしても参加して欲しいと言うので」

			　困っているオリヴィアさんに文句を言ってもどうにもならないのは分かっている。

			　ただ、ダンジョンに挑む今日という日。

			　俺はとんでもなく高貴なグループに回されていた。

			　青い髪と瞳をした真面目そうな背の高いスマートな男は、どうやって身を守るのか分からないファッション性だけを追求した装備に身を包んでいる駄眼鏡──もとい、眼鏡のクールキャラ。

			　腰には剣一本だけを下げていた。

			　攻略対象キャラで、真面目な前衛の剣士──いや、ゲーム的には剣豪と言うべきだろう。ホルファート王国の剣聖の息子【クリス・フィア・アークライト】。

			　宮廷貴族の家柄。剣一本で成り上がった伯爵家の嫡男だ。

			　もう一人は、赤髪を逆立て不良のような腕まくりをした筋肉質の男が槍を担いでいた。

			　お稽古の剣術よりも実践主義だと言い切る荒々しい男は、入学前からダンジョンに挑み、数多くのモンスターを倒してきた男だ。

			　攻略対象キャラ。豪快な前衛で、実家は領主貴族の伯爵家。

			　見た目は不良のようだが、金持ちのボンボンである。

			　赤い髪に焼けた小麦色の肌はとてもお坊ちゃんには見えない。

			　名前は【グレッグ・フォウ・セバーグ】だ。

			　クリスとは馬が合わないというゲーム設定だったが、途中で友情イベントがあったと思う。ゲームをクリアするためには必須のイベントではないのだが、友情イベントを進めておくと攻略が楽になるので女子が想像する野郎同士の何とも言えない友情イベントを何度もこなした。

			　王太子殿下の【ユリウス・ラファ・ホルファート】。

			　殿下の乳兄弟にして子爵家の跡取り【ジルク・フィア・マーモリア】。

			　辺境伯の跡取りで、魔法が得意なナルシストの【ブラッド・フォウ・フィールド】。

			　剣聖の息子にして次期伯爵の若き剣豪【クリス・フィア・アークライト】。

			　実践主義の伯爵家跡取りである気さくな【グレッグ・フォウ・セバーグ】。

			　この五人が攻略対象キャラ──主人公の恋人になるかも知れない五人である。

			　ゲームでは、順番に黒、緑、紫、青、赤と覚えていたのが懐かしい。

			　本来なら、ここにもう一人【カイル】というエルフの美少年が加わる。カイルは主人公が購入することになる奴隷──専属の使用人だ。

			　本来なら身の回りの世話をしてくれつつ、好感度を教えてくれる便利キャラだ。戦闘では魔法を使ってサポートをしてくれたが、この場にはいない。

			　可愛らしい弟ポジションらしいが、俺は主人公の小間使いにしか感じなかった。

			　ちなみにホルファートでは、ミドルネームの【ラファ】が王族を示し、【フィア】が宮廷貴族の出身者で、【フォウ】が領主貴族の出身であることを示している。

			　五人が揃い、その取り巻きの中でも腕の立つ奴らが周囲を固めている。

			　そんな集団の中に俺とオリヴィアさんが交ざっている形だ。

			　どうして俺がこの場にいるのか？

			　一つは五人の興味が理由。

			　オリヴィアさんは特待生で、俺は実績を作った冒険者……学園側からすれば、俺にダンジョンでユリウス殿下の護衛をさせたいのだろう。

			　実家から連れてきた騎士や兵士を使うのは無粋とされるし、周囲も実家の力を利用したと思う。だが、俺のように同年代で実績が飛び抜けた奴がいれば、ただ一緒に行動しただけとか理由が付くらしい。

			　よく分からないが、強い騎士や兵士を勝手に連れてきて貰っても困るので学生同士で問題を片付けているのだろう。

			　学園もユリウス殿下に怪我をされると困るだろうし。

			　学園側の思惑や、アンジェリカさんの推すい挙きょなど色々と重なってこのような結果になってしまった。

			　というか……今から入るダンジョンだが、挑む階層は初級も初級だ。

			　ここまで護衛を揃えるなど過保護すぎる。

			　ユリウス殿下もそれを気にしているのか不満そうな顔をしていた。そう言えば、こういうのが嫌いだと主人公に語っていた気がする。

			　周囲を探せば、殿下の婚約者であるアンジェリカさんもこのグループにいた。

			　基本的に男女に関係なくダンジョンに入ることが決まっている。

			　これだけは学園が男女を平等に扱っていると言える数少ない事例だろう。

			　人数的には三十人くらいの集団。

			　多い気はするが、今回はダンジョンを観光するようなものだ。この人数でも問題ないだろう。

			「それにしても、呼ばれた割には声もかからないな」

			　俺が周囲を見ていると、オリヴィアさんが不安そうにしていた。

			「こちらから声をかけるべきでしょうか？」

			「どうかな？　出しゃばりと思われるだろうし、指示に従っておく方がいいかも」

			　本音で言うなら、この中の誰が主人公とくっつくのか気になるが、関わりたくないので距離を取っておきたかった。

			　この場で誰かがオリヴィアさんと近付いて良い雰囲気になってくれないだろうか？　……そう思ったが、妙に嫌な気分になった。

			　何故、良い子であるオリヴィアさんと、他の野郎が仲良くしている姿を見ないといけないのか？

			　……将来のために我慢するか。

			　オリヴィアさんには五人の中の誰かと幸せになり、ストーリーを進めて欲しい。そうしなければ、大変なことになるのだから。

			　教師が全員を前に説明を開始する。

			「それでは、班を作ってください。今回はダンジョンの地下三階に到達したら戻ってきて貰います。それ以上先には進まないように」

			　六人の班を五つ作ることになった。それでも、三十人近くでまとまって移動する。

			　怪我をしてはいけないユリウス殿下たちを中央にして、俺たちは一番前を歩くグループになった。まぁ、これは問題ない。

			　ただ、班分けの際に問題が起きる。

			「身の程を知れと言っている！」

			　アンジェリカさんの怒気を孕はらんだ声が、ダンジョン内に響いた。

			　全員が振り返ると、そこにはマリエの前に立つアンジェリカさんがいた。

			　教師は若く、しかも公爵令嬢が相手とあってオロオロとしていた。

			　様子をうかがうと、どうやら班分けで揉めたらしい。

			　マリエは殿下の後ろに回って隠れていた。

			　……こいつあざといな。

			「アンジェリカ、もうそこまでにしておけ」

			　庇かばうユリウス殿下にアンジェリカさんも言い返すのだった。

			「殿下、この者のわがままをお許しになるのですか？」

			　マリエは殿下の後ろで俯いていた。殿下の袖を指でつまみ、可愛らしい仕草をしているが狙ってやっているように見えて妙にイライラする。

			「殿下、私……殿下と一緒がいいと思っただけです。迷惑なら断っていただいても構いません」

			　マリエにアンジェリカさんが噛みつくように怒声を浴びせた。

			「図に乗るな！　お前と殿下とでは身分が違う。今まで大目に見てきたが、お前がそのような態度なら──」

			　アンジェリカさんはよく怒っているイメージがあった。

			　それはリアルでもゲームでも同じだ。瞬間湯沸かし器、などと揶や揄ゆされるようなキャラである。まぁ、主人公のライバルである悪役令嬢だ。

			　短気で自分の美貌やら実家の権力やらを振りかざす痛い女をイメージされて作られたのだろう。

			　だが、このシーン……庇われるのは本来なら俺の隣にいるオリヴィアさんのはずだ。オリヴィアさんの方は「ど、どうなっちゃうんですか!?」などと慌てているだけ。

			　……こっちは妙に可愛く見える。マリエとは大違いだ。

			　どうしてこうなったのか考えるが、やはり原因は一つしかない。

			「あのマリエって女、何かおかしくないか？」

			　俺の言葉にオリヴィアさんが少し考える。

			「そ、そういえば、最近は私よりいじめが酷くなりましたね。周りが言うには貧乏な子爵家の娘だとか噂されていましたけど」

			　子爵家は男爵家の一つ上の爵位だ。

			　ただ、それだけでお金持ちということにはならない。何しろ、爵位だけは高くても実際に実家の規模は子爵家に届いていないという場合も多い。過去には子爵家に相応しい領地やら収入やらがあったとしても、現在は領地を奪われたとか色々な理由で爵位と規模が釣り合わない子爵家も多いのだ。

			　二人で話していると、周囲もアンジェリカさんに同調していた。

			「婚約者の前であそこまですり寄るとかあり得ないよね」

			「あの子、他の男子とも仲良くしていたよね？」

			「信じられない」

			　周囲の反応から察するに、マリエという女は主人公の立場を奪ったように思えた。オリヴィアさんに話を聞こうとすると──。

			「いい加減にしろ！」

			　ユリウス殿下が大声を上げると、周囲の生徒たちも口を閉じた。

			　アンジェリカさんが驚いた顔をしている。

			「で、殿下？」

			　殿下を庇うように前に出たのは、普段優しそうなジルクだった。アンジェリカさんの前に立ち、右手を横に出して殿下とマリエを庇う姿勢を見せていた。

			「アンジェリカさん、あまり殿下を困らせないでいただきたいですね」

			「困らせる？　私が困らせているというのか？　私は殿下のためを思って──」

			　その言葉に噛みつくのは、暇そうにしていたグレッグだった。

			　槍を担いで目を細めて煩わしそうにしている。

			「そういう態度が迷惑だって言うんだよ。学園にまで外の関係を持ち込むな。見ていてイライラするぜ」

			　有力貴族の跡取りの言う言葉に周囲が言い返せずにいると、殿下が教師に話しかけていた。

			「申し訳ない。俺たちはここにいるマリエと組む。後は適当に編成してくれ」

			　教師が慌てて何度も頷いていた。

			「は、はい！」

			　唖然とするアンジェリカさんだが、皆が見ていない中でマリエだけがニヤリと笑みを浮かべているのを俺は見逃さなかった。

			


			　　　◇

			


			　王都にあるダンジョンは、何というか……本当に廃鉱という感じだ。

			　広い通路には等間隔で木の柱や梁はりが用意されている。

			　時折、壁から盛り上がるように鉱石が出てくるのだが、それがダンジョンの宝でもあった。宝箱もいつの間にか置かれているようだが、その原因は究明されていない。

			　ゲーム的な理由なので真剣に考えるだけ無駄だ。

			　深く考えても意味がない。

			　オリヴィアさんが壁に埋まっていた鉱石を取り出している。

			　見つけた鉱石は鉄か何か。そもそも、精錬されたような鉄が出てくるのもおかしな話だ。

			「えへへ、見つけちゃいました」

			　嬉しそうなオリヴィアさんだが、夢中になっている時に汗を手で拭ってしまったので鼻の頭に土が付いて汚れていた。

			「おめでとう。こいつで百ディアは確実だな」

			　重い金属の塊を受け取り、俺は荷物入れに放り込む。

			　通貨単位は【ディア】と【ディル】。

			　一ディアは……まぁ、前世で言うのなら百円くらいの価値だろうか？

			　お金に関しては金貨や銀貨も存在しているが、お札や硬貨が存在しているのであまり見かけない。

			　オリヴィアさんが周囲を見た。

			「どうしたの？」

			「いえ、あの……どうしてダンジョンにはこうした現象が起きるのかな、って。宝箱もあると聞きますし、なんだか変ですよね。誰かが用意しているみたいです」

			　そこに違和感を持ったら駄目な気もする。

			　何しろ、王国を支えてきた資材と資金の宝庫がダンジョンだ。

			　そもそもゲームの設定で、おまけにふわっとした設定であるために説明を求めても意味がない気がする。

			「不思議だね。よし、先に進もう」

			「ま、待ってくださいよ！　リオンさんは気にならないんですか？」

			　俺は溜息を吐く。

			「別に」

			　オリヴィアさんが落ち込む。

			「リオンさんが冷たい」

			　随分と打ち解けたが……残念なことに彼女の出自は庶民だ。いずれ聖女として認められた時は、手の届かない存在になる。

			　そんな相手と結婚できないので、友人止まりだった。

			　本当に惜しい。

			　オリヴィアさんが貴族の娘なら多少強引な手を使ってでも告白しているところだ。本人の中身──心がとか、そんな甘い理由もあるが、一番は現実的に理想の相手だからだ。

			　本人は離島の田舎育ち。将来は実家に戻ろうと考えているらしく、俺の実家でも問題なく暮らしてくれそうだ。

			　……本当に惜しい。主人公で、そして平民でなければ求婚していたところだ。

			「落ち込んでいないでさっさと──おっと、止まった方がいいか」

			　成り上がりと特待生。

			　他の班員と上手くやれるわけもなく、二人で先行させられている。

			　俺はオリヴィアさんを後ろに下げ、後ろ腰に下げた剣を抜く。剣というか幅広の刀だ。

			　ルクシオンの奴が、日本人の魂なら刀が良いとか言い出した。使えるものなら使ってみろというあいつなりの挑発に思えた。

			　……俺、別に侍の子孫でも剣道をやっていたわけでもないが、喜んで受け取った。

			　ただ、あいつが作成した日本刀はファンタジーの刀である。

			　似ているようで別物の気がする。

			　オリヴィアさんが後ろで震えていた。

			「あれが……モンスター」

			　出てきたのはジャイアントアントだ。体長は七十センチから八十センチくらいの大きな蟻ありさんである。

			　だが、その大きな顎あごに噛みつかれると大変なことになる。

			　出てくる時は数も多く、ダンジョン内にはよく出現する。

			　ダンジョンの掃除屋とも言われており、倒れた冒険者などをどこかに運ぶという噂だ。

			「こういう通路だとライフルも使えないから面倒だよな」

			　これでも田舎育ちで、親父には鍛えられてきた。

			　将来はダンジョンで稼がなければいけないだろうから、戦い方だけは教えておくと言っていた親父を思い出す。

			　きっと親父もダンジョンで苦労してきたのだろう。

			　ジャイアントアントたちが俺たちを発見すると、次々に向かってくる。

			　数は五体。

			　まずは目の前の敵の首を斬り落とした。

			　回り込むように動いて刀を振り下ろし、比較的細い首を狙うだけだ。

			　首が斬り落とされると、黒い煙を出して消えていくジャイアントアントだが、気にせず次の相手に攻撃を仕掛ける。

			　ジャイアントアントは厄介な相手であるが、頭部と胴体などのつなぎ目は比較的もろい。

			　顎やら頭部は多少頑丈なため、下手に斬りかかると弾かれてしまう。

			　そのため、俺は弱点に斬りかかるようにしていた。

			「はい、二体目！　そして三体目、っと！」

			　持っていた刀で次々に斬り裂いていく。

			　強靭な顎に気を付けて素早く横に回り込んで刀を振り下ろす作業を繰り返し、最後のジャイアントアントも首を斬り落として無事に戦いは終了した。

			　ゲームではターン制で相手の攻撃を受けるが、現実では位置取りを上手く活用すれば攻撃を受けない。

			　ただ、ソレは相手にも言えることだ。

			　囲まれたら本当に対処に困る。というか死ぬ。

			　俺が刀を肩に担ぐとオリヴィアさんが近づいてきた。黒い煙を発し、消えていくモンスターたちを見て少し怖がっている。

			「リオンさん、強かったんですね。あんなに怖そうなモンスターを次々に倒しちゃうなんて」

			　確かにジャイアントアントはその見た目から女子に嫌われている。

			　しかし、銃を使えば一発だ。当たれば、だが。

			　そして倒し方を知っていれば対処も楽である。

			「弱点とか知っているからね。オリヴィアさんも慣れれば簡単に倒せるよ」

			　困ったような顔をするオリヴィアさんを見つつ、俺は刀を鞘にしまって先に進もうと提案するのだった。

			「リオンさん、頼もしいですね」

			「この辺は余裕だからね。それに雑魚ざこしか出てこないし。あ、トラップには注意をしてね。よ～し、サクサク行こうか！」

			　オリヴィアさんが複雑な表情をしているのが気になった。

			「そういうことではない気が──」

			　俺は素早く刀を抜いて、オリヴィアさんを後ろに押し倒すと左腕を前に出した。手甲で防ぐように構えると、跳びかかってきた猿のようなモンスターに噛みつかれる。

			「ちっ！　油断した」

			　そのまま刀を猿に突き刺すが、消えるまでに俺の腕に強く噛みついていた。黒い煙になり消え去ったわけだが、腕を見ると歯が手甲を突き破って肉に届いて血が出ている。

			　地面に座り込んでいたオリヴィアさんが飛び上がるように立ち上がると、俺の腕を見て慌てるのだった。

			「ご、ごめんなさい。私を庇ったから──」

			　オリヴィアさんが涙目になって俺を心配している姿を見て思ったのは、こんな子なら野郎は前に出て守るだろうな、という感想だった。

			　ゲームではあの五人のことを主人公に騙されて体を張る肉壁だと思っていたが……悪くない気分だ。

			「俺も油断したから別にいいよ。これくらいの怪我は大丈夫だから──」

			「だ、駄目です！　すぐに治療しますから」

			　俺の手甲を外したオリヴィアさんは、服の袖をめくり上げて怪我をした箇所に手をかざした。

			　手の平が淡く──白い光を放つと、とても暖かかった。

			「……治療魔法？」

			　魔法にも色々とあるが、治療魔法を扱える人というのは割と少ない。

			　それが扱える主人公は特別だったのを思い出す。

			　オリヴィアさんが俺の腕を見つつ微笑む。

			「良かった。傷が塞がりました」

			「あ、あぁ、ありがとう」

			　魔法のあるファンタジー世界でも、あまり見かけない治療魔法に少し戸惑っていると、オリヴィアさんが俺に笑顔を向けてくる。

			「私、昔からこれが得意だったんですよ。旅をしていた学者の先生に色々と教えていただいてからは、独学で勉強していました」

			「……凄いな」

			　そんな設定はあっただろうか？　主人公は治療魔法が得意、くらいしか覚えていない。

			「リオンさんのお役に立てて良かったです」

			　そう言って喜ぶオリヴィアさんを見て、俺は思う。

			　やはりこの子は特別なのだと。

			


			　　　◇

			


			　ユリウスが率いるグループは、基本的に先行した班の後ろをついていく中盤の班だった。

			　後ろにも班が存在しており、ユリウスたちは前後をしっかり守られている。

			　ただ、入り組んで分かれ道もあるダンジョン内ではモンスターが飛び出してくることもあった。

			　罠の類いにしても時に危険なものがある。

			　地下へと進むダンジョン。

			　地下一階や二階だからといって気を抜けば死ぬことだってあるのだ。

			　ユリウスは初めてのダンジョンと実戦に冷や汗をかいていた。

			　隣に立つジルクも、ユリウスを守ろうと緊張している様子がうかがえる。

			　普段は嫌みを言うことが多いブラッドは口数が少なく、クリスも緊張からか剣の柄から手が離れていなかった。

			　グレッグだけはダンジョンに慣れているのだが、このような学園の遊びレベルの冒険など興味もないのか暇そうにしていた。

			　ユリウスは後ろにいる女性──マリエに気を配る。

			「歩くペースは問題ないか？」

			　少し不器用な台詞にも、マリエは微笑んでくれる。

			「大丈夫ですよ、殿下」

			　ユリウスにとってマリエは、王宮にはいないタイプの新鮮な印象を受ける女子だった。

			　苦労してきた話も聞いており、庇ひ護ご欲よくをそそられる。

			　そして一番の理由は出会いだった。

			　ユリウスが一人でいるときにマリエが現れ、アンジェリカとの関係に悩んでいて煩わしかったこともあり、ぞんざいな態度を取ったらマリエが怒ったのだ。

			　同年代の女子に怒られるなど経験がなく、戸惑って少し乱暴な態度になったユリウスをマリエは平手打ち──そしてまるで母親のように諭さとしてきた。

			　それがユリウスには驚きと共に新鮮さが焼き付き、そこからマリエが気になって仕方がなかった。

			「何かあれば言うといい」

			「はい」

			　ニコニコするマリエに癒やされるユリウスだったが、そんな二人の様子を見てグレッグが舌打ちをするのだった。

			「マリエよりも王太子殿下の方が心配だぜ。マリエは領主貴族出身で見た目以上に逞しいが、王宮育ちは貧弱だからな」

			　その言葉にクリスが視線をきつくする。

			「……粗暴な田舎者がいい度胸だ。だが、殿下に対する非礼は見逃せない」

			　すぐにジルクが止めに入った。

			「クリス君も生真面目ですね。今の私たちは学生ですから気にする必要はありませんよ」

			　ゲラゲラとグレッグが笑った。

			「これは失礼。だが、よくよく思い出してみれば領主貴族でも頭でっかちがいたな。俺が悪かった」

			　誰のことを言っているのはすぐに分かる。

			　ブラッドが額に青筋を浮かべていた。

			「脳筋はすぐに腕力で物事を考える。マリエ、あの手の男に嫁とつぐと苦労するぞ」

			　マリエが苦笑いをしていると、グレッグが言い返してきた。

			「おい、嘘は止めろ！　マリエ、俺の所に来る女は苦労なんかさせないぜ。嫌みばかりのブラッドの嫁になる奴は、細かすぎる性格に疲れるだろうけどな。俺の所に来れば自由に生活させてやる。お前も貴族の堅苦しい生活は飽き飽きだろ？」

			　その慌てている様子は、マリエの誤解を解こうとしているようだ。

			　そんなユリウスたちの会話を護衛の班が聞いて気まずそうにしていた。

			　ユリウスたちを守る班も存在しており、その中にはアンジェリカの姿もある。

			　騒がしい集団。

			　しかし、グレッグがすぐに槍を両手に持って構えると空気が一変する。

			「……おい、全員警戒しろ。ジャイアントアントだ」

			　全員が慌てて武器を手に取る。

			　ダンジョン。特に通路では銃による同士討ちが怖い。

			　そのため、銃に頼ってはいけないことになっている。

			　護身用にジルクや女子が拳銃を持っているくらいで、男子は銃器の携帯を許されなかった。

			　グレッグが少し焦る。

			「数は……六体だな。脇道から出てきやがる」

			　少し焦ったブラッドが他の班を責めた。

			「先行した班は何をしていたんだ！」

			　クリスは黙って剣を抜く。

			　そして綺麗な構えを取る。

			「脇道から来たのなら、先行する班は出遭わなかったのでしょう。それにしても、六体とは数が多い。殿下、お下がりください」

			　しかし、ユリウスは一度マリエに視線を向けると、一歩前に出て剣を手に取る。

			（ここで情けない姿など見せられるものか）

			　グレッグが口笛を吹く。

			「いいね、殿下。それでこそ王族だ」

			　戦う姿勢を見せるユリウスに呆れつつも、ジルクも拳銃を構えた。ジルクは銃の扱いに長けているため男子だが所持を許されている。

			　すると、後方にいたアンジェリカが──。

			「何をやっているのですか！　殿下を守りなさい！」

			　周囲にはユリウスたちを守るため、六人組が二組存在していた。本来ならモンスターの相手は彼らの仕事だったのだ。

			　だが、グレッグが怒鳴る。

			「引っ込んでろ！」

			　髪や瞳と同じ赤い装飾の付いた槍を振り回し、グレッグは飛び出すと、護衛の生徒たちを押しのけて槍を叩き付けるように振り下ろした。

			　押しつぶされるジャイアントアントが黒い煙に包まれると、そんなグレッグを挟み込むように二体が迫ってくる。

			　槍を持ち上げると、一体が斬撃により両断され、もう一体は炎に焼かれていた。

			　見れば、剣を構えたクリスの姿がそこにあった。

			「無駄の多い動きだ」

			　その後ろでは杖を持っているブラッドの姿があった。魔法を放ったのはブラッドである。

			「やっぱり脳筋だな。お前がいなければ三体同時に倒せたのに」

			　直後、銃声が二発。

			　頭部を撃ち抜かれたジャイアントアント二体が、黒い煙に包まれて消えていくところだった。

			　ジルクの構えたリボルバー式の拳銃の銃口からは、白い煙が出ていた。

			「気を抜きすぎですよ。──殿下」

			　そうして残った最後の一体が向かう先は、ユリウスの所だった。

			　アンジェリカが叫ぶ。

			「何をしているのです！　早く殿下をお守りしなさい！」

			　叫ぶアンジェリカにジルクが諭すように語りかけていた。

			「少し見ていてください。アンジェリカさん、殿下は弱くありませんよ」

			　狼ろう狽ばいするアンジェリカと違い、ジルクは落ち着いていた。

			　ユリウスは駆け出すと、両刃で幅広の西洋剣を振り上げた。

			「はっ！」

			　振り下ろされた一撃に、ジャイアントアントは頭部と胴体を斬り裂かれ、黒い煙を出して消えていくのだった。

			　ユリウスは頬を汗が伝うのを感じ手で拭うと、震えていることに気が付いた。そして、地面に剣が刺さった時に、石が跳ねて当たっていたようだ。

			　手袋をしておらず、手の甲を少しだけ切っていた。

			　すると、後ろから駆けつけたマリエがユリウスの手を握る。

			「殿下、大丈夫ですか？」

			　ユリウスは握られたきゃしゃな手のぬくもりに安堵する。

			（ホッとする。これが恋なのだろうか？　いや、愛なのか？　──ん？）

			　そんなユリウスにはマリエの手が淡く光っているように見えた。そして、マリエが手を離すと手の傷が消えているのが見えた。

			「マリエ、お前は──」

			　するとマリエは「し～」と言って人差し指を自分の唇の前に持っていく。黙っていて欲しいのだと気が付き、ユリウスは口を閉じた。

			「殿下が無事で良かったです。もちろん、みんなも無事で安心しました」

			　ユリウスには、戦おうとすると止めに入るアンジェリカよりも、こうして戦い終わった後に心配してくれるマリエの方が嬉しかった。

			　アンジェリカが近付く。その時、マリエを押しのけるように追いやってしまう。

			「殿下、タオルをお持ちしました」

			　しかし、ユリウスにはそんなアンジェリカが煩わしい。

			「……必要ない。それよりも先に進むぞ」

			　そう言ってマリエの手を取って先に進むのだった。

			


			　　　◇

			


			　地下三階の入り口。

			　今回の授業の目的地に到着した俺とオリヴィアさん。

			　生徒が調子に乗って先に進まないように見張り役の教師が待っており、到着した俺とオリヴィアさんは他の面子が来るまで待つことになった。

			　俺は担いできた荷物の中身を見て笑顔になる。

			「流石は王都のダンジョンだ。先行させられた時は、貴族のボンボン共はくたばれとか思ったけど大量に金属が手に入ったぞ」

			　鉄、銅、その他色々だが、精錬後のような金属が土から出てくるなど流石はファンタジー世界だ。ありがたくて涙が出てくる。

			　そして、その中には魔石と呼ばれる綺麗な結晶があった。

			　オリヴィアさんが結晶を手に取って見ていた。

			「宝石みたいで綺麗ですね。いったい何に使うんでしょうか？」

			　俺は手に入れた宝の山がいくらで売れるのか計算しながら、魔石に関して説明した。

			「え～と、これとこれで二百ディアになるから──あぁ、魔石？　エネルギー資源だね。後は金属を鍛える時に釜に放り込むと良い感じに鍛えられるらしいよ。詳しくは知らないけどなんか凄い石だね。こっちは高値で売れるからどうでもいいけど」

			　手に入れた物を換金すれば、五百ディアにはなるだろう。

			　先行して俺たちが手に入れたのだから、これは俺たちの物で良いだろう。金持ちのボンボンたちは、どうせこの程度の宝など見向きもしない。

			「これだけあれば二人で分けても茶会一回分に……ならないな。くそっ、もっと稼がないと」

			　前回購入した茶器などはあるが、茶葉とかお菓子を購入すれば百ディア、二百ディアなどすぐになくなってしまう。

			　落ち込んでいると、オリヴィアさんが話しかけてくる。

			「どうして魔石が産出するんでしょう？　まだ金属なら納得するんですけど、魔石が出てくる鉱山なんてありませんし、出てくるのはダンジョンだけと聞いていますから気になりますよね」

			　どうにも意識が今後のことに向いてしまうので、対応がおざなりになっていた。

			　だからだろうか？　口を滑らせてしまう。

			「あ～、アレだよ、アレ。モンスターを倒すと魔力が放出されて土に溜まっていくの。それが蓄ちく積せきされて、形になると魔石になるの」

			「そうなんですか？　初めて聞いたんですけど？　えっと、教科書にはまだ解明されていないって書いてありましたよ」

			「俺を信じろ。どこかで読んだ気がするから間違っていないはずだ。アレ？　そうなると、宝箱も魔力が溜まって形になった物なのかな？　魔法というか、魔力って便利だよね」

			　今度のお茶会はもっと相手に合わせた物にすべきか？

			　そうなるとティーセットから購入しなおすことになるが、今の未熟な俺では道具だけ凝った痛い状態にならないだろうか？

			　くそ、お茶とはどうしてこんなに奥深いのだ。

			　というか有名なティーセットが欲しい。

			　日本の戦国武将が茶器を買い集めた気持ちが少し分かってきた。

			　この世界のお茶会は茶道に通じるものがあるとみた。

			　俺が真剣に考えていると、オリヴィアさんが俺の顔を覗き込む。

			「……何？」

			「リオンさん、凄い物知りですよね。私、驚いちゃいました」

			　物知り？　ソレは違う。

			　大体、第二の人生なのに学園の入学テストでは平均七十点台の中の上という位置付けだ。

			　優秀な生徒なら他にもゴロゴロいる。

			　だが、褒められると嬉しいので喜んでおく。

			　俺は小さい人間なのだ。だが、そんな自分が嫌いではない。

			「そ、そう？　分からないところがあるなら教えてあげようか？」

			　そう言うと、オリヴィアさんが満面の笑みを浮かべる。

			「はい、お願いします！」

			　まぁ、結婚相手を探す合間に勉強を見るくらい問題ないだろう。

		

	

			


			第06話「真主人公」

			


			　──ちょっと前の自分を殴りたい気分になった。

			　勉強くらい教えてやるよ！　などとオリヴィアさんに大見栄を切った俺だが、彼女のレベルを確認していなかった。

			　だって周りについていけないとか、そんなことを言っていたじゃない！

			　それなのに──。

			「ここが分からないんです。魔法に関するもので、通常の呪文とは別に術式を用いた魔法は応用力もあって──」

			　図書室で二人だけの勉強会。

			　最初こそ女子と二人で勉強などと、甘酸っぱい青春だと思っていた俺だが、今は冷や汗を流しながらオリヴィアさんの知識量に驚くしかなかった。

			　というかオリヴィアさん頭が良い。

			「う、うん、ソレはこういうことじゃないかな？」

			　今まで勉強してきた知識と、ゲーム知識でなんとか場を乗り切ろうと頑張る俺。

			　だが、頭の良いオリヴィアさんは俺の曖昧な話を聞いて感心したように頷いている。

			「そうですよね！　教科書が正しいわけじゃありませんし、やっぱり間違っていますよね。私もなんとなくおかしいと思っていました。魔法を使用した感覚と、定説に違和感がありましたから。リオンさんに聞いて良かった」

			　どうしよう……この子、教科書の間違いを指摘し始めた。

			「す、全てが間違いじゃないんだ。やっぱり教科書は大事だと思うよ」

			「そうですね。二割くらい違和感がありますけど、裏を返せば八割は納得できたわけですし」

			　オリヴィアさんの教科書を見ると随分と使い込まれている。もしかして、この子は既に教科書を読み終えたのだろうか？　一学期のこの時期に？　まだ六月だぞ！

			　貴族の中には、教科書の内容が難しくて投げ出す奴もいるのに!?

			　俺だってテスト対策で勉強しているが、内容を理解しているとは言いがたい。そもそも、魔法に関しても評価は七十点台だ。

			　俺は早く時間が過ぎることを祈りつつ、二人だけの勉強会を過ごしていた。

			　そして予定の時間が過ぎる。

			「も、もうこんな時間だし終わろうか」

			「本当だ。あっという間でしたね」

			　嬉しそうなオリヴィアさん。

			　俺は時間が過ぎるのが凄く遅く感じていた。

			「えっと、今度の休日にもお願いしていいですか？」

			　上目遣いで頼まれると、男の性さがで「はい！」と返事をしたくなってしまう。しかし、こんな思いはあまりしたくない。

			　なんとか回避するために理由を探す俺は、この学園での重要課題を思い出した。そうだ、結婚だ！　俺は結婚するために学園に来た！　……学ぶために来たと言えないのがこの世界の異常さを物語っているように思う。

			「ご、ごめん、次の休みはお茶会の準備があるから」

			　オリヴィアさんが慌てて謝罪してくる。

			「い、いえ、私がお願いしていることですから。そ、そうですよね、リオンさんもお忙しいですよね」

			　そう、俺は忙しい。

			　教科書やノートを抱きしめ、少し寂しそうにしているオリヴィアさんに悪い気もするが、当初の目的を忘れてはいけない。

			


			

			


			　ビジネスライクな関係を維持できる嫁を探さなければいけない。

			　そもそも俺はクラスのカースト的に下位に位置している。

			　良い相手──性格も良く優しい女子は、カースト上位が必死に結婚を申し込んでいる。性格が良く優しい女子はいても、そういう子は実家のことや今後のことも考えて出来るだけ上を目指すので俺たちに回ってこない。

			　あぁ、なんて酷い世界。いや、前世も同じだったか？

			　オリヴィアさんが俺の目を見て微笑みながらお礼を言う。

			「リオンさん、今日はありがとうございました」

			　その笑顔と瞳の輝きが、嘘を吐いてこの場を乗り切った俺の腐った性根にはまぶしかった。この子、本気でお礼を言っている。

			　俺は恥ずかしさに悶えそうだ。

			　オリヴィアさんよりも前世を含めれば長い人生を生きているのに、小さなプライドのために嘘を吐いて装って勉強を教えて……自分が恥ずかしかった。

			


			　　　◇

			


			　男子寮の俺の部屋。

			　友人であるダニエルとレイモンドを部屋に招き、飲み物やらお菓子を食べていた。女子に出すようなお菓子ではなく、フライ物というか油っぽいお菓子だ。

			　炭酸飲料があるのを考えると、この世界は近世でも現代寄りな気がする。

			　思えば制服もそうだ。乙女ゲーだから当然か？

			　ダニエルがフライドポテトを食べながら。

			「聞いたか？　金持ち連中、もう二人は結婚確定だって。しかも相手は俺たちにも優しかったミリーとジェシカだ。……羨ましすぎるだろ」

			　落ち込むダニエルに対して、レイモンドは冷静を装っていた。ただ、雰囲気は明らかに落ち込んでおり、今にも泣き出しそうだった。

			　レイモンドはミリーのことが好きだったから仕方がない。

			「僕たちの実家よりも良い条件があればそっちに行くのは当たり前さ。最初から無理だったんだ……そう、ミリーが幸せなら僕はそれでいいよ」

			　二人を呼んだのは落ち込んでいたためだ。

			　金持ちグループはあらゆるメリットを女子に提示し、是非とも結婚して欲しいと攻勢をかけていた。

			　付け入る隙も与えないほどのスピード婚約。

			　金持ちたちも必死である。

			　ミリーとジェシカが男子たちの理想というか、最高の相手とするなら、そこより少し下がる女子たちも金持ちたちが奪い合っている。俺たちが接触するのも難しいくらいだ。必然的に、俺たちが関われる女子は……酷い女子ということになる。

			　これが伯爵家以上とか、飛び抜けて名門とか金を持っている家なら話も変わってくる。そもそも、彼らは相手が決まっているのだ。

			　ユリウス殿下に婚約者のアンジェリカさんがいるケースがそれだ。そのため、本当のスクールカースト最上位の男子は結婚に必死ではない。

			　ダニエルが炭酸飲料を一気飲みしていた。

			「ちくしょう！　これでこの学年の希望はもうなくなった！　後は酷い女子ばかりじゃないか！」

			　男子を見下してくる女子がとにかく多かった。

			　レイモンドも頷いている。

			「今年の一年は運が悪いよね。ユリウス殿下を始め、名門貴族の跡取りが沢山いるんだもの。比べられるこっちはたまったものじゃないよ」

			　とびきりの美形、家柄も良くお金持ちの男が沢山いれば、周りに向けられる視線は厳しいものになる。

			　比較対象のレベルが違いすぎて、俺たちカースト下位は女子を誘うことも難しかった。

			　家柄、立ち居振る舞い、財力、外見……その上、婚約者もいて余裕もあるから精神的なゆとりもあるユリウス殿下たち。

			「それよりもリオン、お前の方は上手くいっているのか？　最近、あの特待生とずっと一緒じゃないか。結婚を諦めたのか？」

			　心配してくるダニエルに、俺はジュースを飲みつつ弁解する。

			「諦めてはいないよ。招待状は出しているけど、女子から拒否されているだけだ」

			　レイモンドも口は悪いが、俺を心配しているらしい。

			「下手な同情心は身を滅ぼすよ。……特待生に入れ込んでいるから女子の反感を買ったのさ。距離を置いた方がいい」

			　三年生のルクル先輩にも同じようなことを言われた。

			　先輩たちの中には、女子との結婚が難しいので結構きつい条件を受け入れた例もある。それはたとえば……亜人奴隷以外の愛人を認めること、だ。

			　跡取りを生んでやるから、お前は私と愛人たちの面倒を見ろという屈辱的な契約。そんな条件を受け入れざるを得ない男子も多い。

			　中には、そういう男子たち数人と重婚して、お金を出させ愛人と贅沢な暮らしをする女子もいるくらいだ。女子にとっては最高の環境だろう。

			　女子の言い分は、跡取りを生んでやるのだからそれぐらいして当たり前らしい。

			　まだ前世の方がまともな環境だった。

			　ダニエルが俺に尋ねてきた。

			「リオンの兄貴は確か普通クラスだよな？」

			「そうだね」

			　次兄も上級クラスに送り込みたかったが、そもそも大金を得たのは兄貴が入学した後なので無理だった。

			　一緒に苦労を分かち合いたかったのに、非常に残念である。

			「普通クラスの女子はまともなのに、上級クラスはどうして……」

			　普通クラスの女子は割とまともだ。

			　結婚に関しては確かに厳しいらしいが、上級クラスと比べると本当にマシだ。

			　何しろ奴隷を買って侍はべらせない。

			　実は女子が特に酷いのは上級クラス──特に男爵家以上伯爵家以下の女子である。伯爵家より上は、基本的に奴隷を侍らせてはいない。伯爵家はそのどちらもあるので判断に困るが、そこだけ切り取ったように女子の立場が異様に強くなっているのだ。

			　……俺が結婚しなければいけない相手が、まさにその特別に酷い層ということになる。

			「兄貴の話を聞いた時にさ……」

			「ん？」

			「……俺は兄貴を殴りたくなったよ」

			　どうして上級クラスの女子はここまで酷いのか？　乙女ゲーの世界だから、としか言いようがないが、もう腹立たしくてしょうがない。

			「俺も普通クラスが良かった。そうすれば、こんな苦労はしなかったのに」

			　泣きそうになると、レイモンドも同意してくる。

			「僕らの結婚ってなんでこんなに厳しいんだろうね」

			　それは乙女ゲーの世界だからです、なんて答えたら二人はどう思うだろうか？　三人で愚痴をこぼして憂さ晴らしをしていると、レイモンドが学園内の噂を話し出した。

			「そう言えば、最近ユリウス殿下の周りが騒がしいらしいよ」

			　俺はジュースを飲みながら「ふ～ん」という態度で話を聞く。そもそも俺たちには雲の上の話だ。

			　興味はあるが、関係ない話。

			　レイモンドも暇つぶしとして話をしているだけで、あまり信しん憑ぴょう性せいを重要視していなかった。

			　俺からすれば、ユリウス殿下の周りは騒がしくても普通だ。イベントでも発生したのかな？　という思いしかない。

			　ダニエルも話に加わる。

			「アレだろ？　女子の……マリエだっけ？　あの子、女子の間で随分といじめられているらしいじゃないか」

			　王太子殿下にすり寄れば嫌われて当然だろう。

			　そう思っていたが、レイモンドが続きを話し始めた──。

			「その噂の続きだけど、なんでもそのいじめの中心人物がユリウス殿下の婚約者──公爵令嬢だったらしいよ。それを殿下が知って激怒したって噂だね。割と信憑性もあるから事実かも」

			　──俺は飲み物を噴き出しそうになり、むせて咳き込む。

			「お、おい、大丈夫か？」

			「リオン、何か知っているの？」

			　二人が心配し、そして俺が何か知っているのかと聞いてくるので「いや、気管に入っただけだから」と言い訳しておいた。

			　俺は口元を拭きながら、冷や汗も拭う。

			　二人はテーブルの上を片付けてくれていた。

			　ただ、気になるのはレイモンドの話だ。俺がゲームで知っているイベントでは、王太子殿下が婚約者に激怒するのはもっと後の話である。

			　それに俺はオリヴィアさんと親しい。

			　彼女が攻略対象の男子と仲良くしている姿など見たことがない。

			　いったい何が起きているのだろうか？

			


			　　　◇

			


			　乙女ゲーのイベントには関わらないでおこうと思った。

			　モブはモブらしく遠巻きに眺めていれば良い。関係ない話だと思っていたのだが、どうにも雲行きが怪しい。このまま放置するのも危険な気がしたので、自分なりに調べることにした。

			　上級クラスの女子で親しい知り合いなど、オリヴィアさんだけなので話をすることに。

			　図書室でユリウス殿下──マリエについて聞いてみた。

			「ごめんなさい。私も詳しいことは知らないんです。一時期、マリエさんに女子全員が冷たくなって、それが今は落ち着いているということしか分からなくて」

			「……もう一つだけ良いかな？　マリエと何か接点とかない？」

			　主人公がいる場所を奪った女。

			　実はこの世界はゲームとは関係なく、そもそも俺の方が勘違いをしている可能性も考えられる。

			　だが──。

			「以前は言えませんでしたけど……何度か会ったことがあります。入学式の数日後に図書館に来たら、そこで声をかけられて」

			　俯き悲しそうな顔をしているオリヴィアさんの態度から、あまり話したくない内容なのが分かった。

			　だが、俺は知りたかった。オリヴィアさんの気持ち？　マリエという不気味な女の情報を知るためにはこれくらいする。

			「どうしても知りたいんだ」

			　オリヴィアさんが顔を上げた。

			「……リオンさんも、マリエさんみたいな人が好きですか？」

			　恥ずかしそうにしているところを見ると、色恋の話と勘違いしたらしい。

			　あいつと色恋？　虫むし唾ずが走る。

			　俺が嫌そうな顔をすると、逆にオリヴィアさんが驚く。

			「え!?　違うんですか？」

			「俺、あいつのことが嫌いなんだよね」

			「そ、そうですか」

			　オリヴィアさんは少し考え込み、マリエとの関係を──出会いを話してくれた。

			「図書室を覗のぞこうと思って足を運んだら、マリエさんがいて邪魔だから出ていってと言われました。他にも、中庭で見かけた時があります。同じように邪魔者扱いを受けたので、何かしたのかと思って聞いたんです。そしたら、あんたみたいな女が嫌いって言われてしまいました」

			　苦笑いをしているオリヴィアさん。

			　マリエはオリヴィアさんが嫌い？

			　平民が貴族の学園に来るのを嫌がる女子は多いが、あんたみたいな女が嫌いという部分に違和感を覚えた。

			　俺が黙っていると、オリヴィアさんが困っている。

			　二人で口を閉じていると声が聞こえてきた。

			「こんなところでするの？」

			「いいだろ。ここには僕と君の二人だけじゃないか」

			　なんとも甘い男女の会話が聞こえてきた。楽しそうな声色……恋人同士か？

			　いったい誰がこんなところで羨ましい展開を繰り広げているのかと思い、そのまま身を屈めた俺は相手を確認するために移動する。

			「リオンさん、何をしているんですか！」

			　小声で注意をしてくるオリヴィアさんに、俺も小声で返答した。

			「いや、気になるんだ。誰がくっついたとか俺たちにとっては必要な情報だから。後は野次馬根性だよ。さて、いったい誰が……!?」

			　その光景を見た俺は、思わず声を出しそうになったオリヴィアさんの口を塞ぐ。

			　俺も息を潜め、物音を立てないように細心の注意を払った。

			　そこには紫色の髪をした男子……ブラッドが、小柄で華奢な金髪の女子と抱き合っていた。

			　そう言えば、ブラッドはよく図書室にいるキャラだった。

			　オリヴィアさんもマジマジと見ている。

			　しかも──キスをしている相手はマリエだった。

			　放課後の図書室。二人で腰を密着させ、腰に腕を回して抱きしめ合っている。まさか、図書室でこんな濃厚なキスシーンを見るとは思いもしなかった。

			　俺たち二人は、その場をゆっくりと離れて図書室から逃げ出した。

			


			　　　◇

			


			　マリエ・フォウ・ラーファンは図書室から寮へと向かう途中だった。

			　ブラッドとの甘い時間を思い出し、唇を指でなぞる。

			「ふふ、本当にこの世界は最高よね。元の世界みたいに馬鹿な男が少ないし、女性の権利が正当に認められる世界って素晴らしいわ」

			　夕日で校舎がオレンジ色に染まっている。

			　スキップしたい気持ちを抑えて女子寮へと向かっていた。

			「私をいじめてきた馬鹿な女子たちも、ユリウスたちに責められて黙り込んじゃうし……本当に最高よね。いじめもなくなったし、二度目の学園生活も楽しいわ～」

			　この世界はマリエにとって理想の世界だった。

			　何しろ、彼女は主人公がいるべき場所に存在していたのだから。

			　自分を中心に世界が回っている錯覚すら抱いていた。

			　校舎の廊下を曲がったところで、そこにはユリウスとジルクの姿があった。どうやらマリエを探していたらしい。

			「マリエ、ここにいたのか」

			　二人が近付いてくる。

			（この二人、いつも一緒にいるわよね。もしかしてそういう関係？　昔の人って男色も普通だったって聞くし、それならそれでありかも）

			　内心で酷いことを考えながら、少し笑みを浮かべた表情を作って姿勢を正す。

			　二人が──特にユリウスが求めている女子の理想を演じるのはマリエにとって簡単だった。

			「殿下、どうされたんですか？」

			　ユリウスは少し呆れた風に注意をしてきた。

			「殿下は止せ。ユリウスで良い。ジルクと話をしていたが、お前には専属の使用人がいなかったな？」

			　マリエは頷く。

			　それも、少し恥ずかしそうに二人に見せて、だ。

			「は、はい。実家はその……金銭的に苦しい状況ですので、専属の使用人を用意するのは難しくて」

			（両親が無駄遣いするからいけないのよ。出来れば金持ちの家に転生したかったわ）

			　実家への不満を隠し、健気な自分を演じるマリエにジルクが提案するのだった。

			「それでしたら、殿下と私の方で購入代金を支払わせていただきますよ。マリエさんも学園で専属の使用人がいないのは寂しいでしょうから」

			　二人の申し出に内心でガッツポーズをするマリエは、お礼を言うのだった。

			（これで避妊不要の愛人ゲット！　持っていない女子が少ないから、結構気にしていたのよね。それにしても、女は公然と愛人を連れ回せるなんて相変わらずぶっ飛んでいる世界よね。まぁ、私は嬉しいからどうでも良いけど）

			　内心、二人が自分に愛人を与えるのが少し気になるマリエだったが、そういう世界なのだろうと納得しておくことにした。

			「あ、ありがとうございます。でん……ユリウス、ジルク」

			　名前を呼ぶとユリウスが照れくさそうにしている表情を見て、裏もなさそうだとマリエは安心するのだった。

			　ジルクがマリエとユリウスを案内する。

			「では、馬車の用意をさせて出かけましょうか。王都でも指折りの奴隷商館に向かいましょう」

			


			　　　◇

			


			　女子寮の広く豪華な部屋。

			　そこを使用できるのは伯爵家以上の家柄の女子たちだけだった。中でも王家に連なる者たちには、特別な部屋が用意される。

			　アンジェリカが使用している部屋もその一つだ。

			　部屋には取り巻きの一人である女子が来ていた。

			「アンジェリカ様、あの女は許せません。あの女のために殿下は亜人種の奴隷を買い与えたそうではありませんか。アンジェリカ様は持つことも許されないというのに」

			　窓の近くに立つアンジェリカは、女子から顔が見えないようにしていた。

			　悔しさで表情がゆがむ。

			「……放っておけ。亜人の奴隷がどういう意味か理解しておられるのなら、あの者とはそれだけの関係ということだ」

			「で、でも」

			　公爵令嬢のアンジェリカは、実家の規模を考えるとそれこそ亜人種の奴隷を何十人と購入できる。

			　だが、それをしないのは、アンジェリカが公爵家の娘だからだ。何より、王太子殿下の婚約者という立場もあった。

			　将来は王妃になろうという娘が、愛人を抱えているなど笑い話にもならない。

			　取り巻きの女子を部屋から退出させると、アンジェリカは近くにあった置物を両手で手に取って力任せに床へと叩き付けた。

			「ふざけるなっ！　あんな……あんなどうでもいい娘にうつつを抜かして！　私は──私は殿下のために──殿下のためだけに！」

			　荒れ狂うアンジェリカは、その外見からも想像しやすく、激情家であった。

			　少し前、マリエをいじめていた女子たちをユリウスたちが問い詰めた。女子たちは別に命令されたわけでもないのに、アンジェリカの名前を出してしまったのだ。

			　同じグループに所属していたその女子たちは、取り巻きではないが同じグループという微妙な立ち位置の女子たち。

			　彼女たち的には調子に乗っていたマリエをいじめて、日頃の憂さ晴らしをしたかったのだろう。女子は大事にされる貴族社会なので、どうしても精神的に自制が利かない者が多い。

			　ただ、問い詰められるとユリウスたちを前に怖がり、アンジェリカの名前を出してしまう。

			　それによってアンジェリカは、ユリウスたちにマリエに対するいじめの件で責められた。自分は関わっていないと否定したが、信じては貰えなかった。

			　そこから学園内でのアンジェリカの立場が弱くなる。

			　今では、マリエに取り入ろうとする女子が増えつつあった。

			　男子たちもその辺りを察したのか、マリエに近付くグループがあった。主にユリウスたちに近付きたい金持ちの次男やら三男の跡取りではない男子たちだ。

			　今までアンジェリカに反感を抱いていた女子たちの動きは特に顕けん著ちょだ。

			「私が指図した？　その証拠もないのに、あんな女の言い分だけを信じて……」

			　アンジェリカが悔しかったのは、ユリウスがマリエの言い分だけを信じたことだ。いじめをしていた女子たちの言葉だけを理由に、アンジェリカはまるで悪人のように扱われた。

			　それがアンジェリカにはたまらなく悔しかった。

			　いじめをしていた女子たちも、このままでは自分が不利になると思ったのかアンジェリカの悪い噂を流して力を付けてきたグループに合流している。

			　それはいい。

			　アンジェリカもそんな小物に用はない。

			　ただ、ユリウスに言われた言葉が胸を苦しめる。

			『お前とは婚約をしているが、学園では一生徒だ。干渉しないでくれ』

			　──そう言われてしまった。

			　アンジェリカは涙を流し、その場に座り込む。

			


			

			


			「私は……私は殿下のことが……殿下のために育てられてきたのに！　殿下のためだけに！」

			　アンジェリカはユリウスを愛していた。

			　だが、ユリウスは違った。

			　ただの政略結婚としか思っていなかったのだ。

			　ユリウスとの婚約が決まってから、アンジェリカは努力してきた。ユリウスのために頑張ってきたつもりだったが、それは何一つ評価されなかった。

			　ユリウスが求めたのは、マリエのような女性だったのだ。

			「殿下……言っていただければ私だって……どうして！」

			　両手で顔を覆い、そして涙を流すアンジェリカはそのまま泣き続けるのだった。

			


			　　　◇

			


			「おい、愚弟ぃぃぃ！」

			　休日の朝。

			　男子寮に乗り込んできたのは、自慢の奴隷を引き連れた生なま物もの──もとい、次女だった。

			　自室で欠伸をする俺は、時計を見るとまだ朝の七時だと気が付いて再び横になる。

			「寝るな！　あんた、いったいどういうことよ！　どういうことなのよ!?」

			　大騒ぎしている理由は知らないが、俺としては二度寝を楽しみたいところだ。

			「悪いな、姉貴。昨日の授業、男子は格闘技の訓練だったんだ。疲れているから寝かせてくれよ」

			　女子は楽しくスポーツで、男子は走り込みに格闘技の訓練で泥まみれである。戦争やモンスターとの戦いで命を落としてもおかしくない世界だから、訓練も非常に厳しいのだ。

			「寝てるんじゃないわよ！　愚弟、あんた一年の詳しい情報を教えなさい。今すぐ！」

			　相当慌てているのか、次女は俺を無理矢理起こそうとする。

			　朝から猫耳奴隷に持ち上げられ、椅子に座らされた俺は眠い目をこすりながら欠伸をした。

			「一年の情報？　俺よりも姉貴の方が詳しいだろ」

			「変な噂が聞こえてきたから確認しに来たのよ。あんた、一応は上級クラスの生徒でしょ」

			　一応とは失礼な。

			「情報？　あぁ、そう言えばクラスのマドンナだったミリーとジェシカが結婚を決めたんだ。本当に良い子だったのに残念で仕方がないね」

			「そんなどうでもいい話はいいのよ」

			　どうでもいい？　俺たち男子にとっては涙物の話だったというのに。

			「マリエって女を知っているわね？」

			　俺がピクリと反応を示すと、次女が続きを話せと命令してくる。

			　思い出すのは図書室での濃厚なキスシーンだ。

			「……ユリウス殿下のグループと仲がいいね」

			「王太子殿下とだけ？」

			「……名門貴族の男子とも仲が良い。良すぎるよね」

			　学園内でイチャイチャしていれば嫌でも噂は聞こえてくる。特に、噂になっているマリエならなおさらだ。

			「公爵令嬢がいるわよね？　そっちの詳しい情報は？」

			「俺が知ると思うの？　王太子殿下に怒られた程度の噂しか聞いていないね」

			　考え込む次女は深刻そうな顔をしていた。

			　今度は俺の番だ。

			「詳しい内容を知っているの？　公爵令嬢が指示を出してマリエをいじめたとか噂が広がっているみたいだけど」

			「はぁ？　あんた馬鹿じゃないの」

			　次女に馬鹿と言われて腹が立つ。朝から男子寮に駆け込んでくるお前は、もっと慎つつしみを持った方が良い。まぁ、愛人を侍らせているので慎みなんて欠片もないだろうが。

			「あれくらい身分が高いと、指示しなくても気に入られたくて周りが勝手に動くのよ。そもそも、本気で潰しにかかったら相手の女は生きていないわよ。公爵家とか洒落にならない規模よ。男はこれだから駄目ね」

			　ヤレヤレという感じで俺を馬鹿にしてくる次女に聞く。

			「公爵令嬢は関係ないと？」

			「それとこれは別よ。自分のグループの子がやったことだから責任は取らないといけないの」

			「理不尽じゃない？」

			「そういうものなのよ」

			　乙女ゲーの世界は女子も大変らしい。いや、悪役令嬢に厳しいのか？　ゲームだと公爵令嬢が指示したように……なっていたかな？　もう十年も前の記憶だから、朧おぼろ気げにしか思い出せない。

			　次女は俺の顔を見ると、真剣な表情をしていた。

			「二年も三年も大慌てよ。よりにもよって王太子殿下の周りで変な波風を立てないで欲しいわよね。こっちにも予定があるのに。あんた、もう少し情報を集めるとか真面目にしてよね。それから、今後は私にちゃんと報告するように」

			　この女、一体俺をなんだと思っているのだろう？　俺はお前の駒じゃない。まぁ、気になるので調べるけども。

			「あんたこれがどういう意味か理解できているのよね？」

			「女子は大変だね」

			「馬鹿、大馬鹿！　愚弟！」

			　朝から五月蠅い次女を前に耳を押さえていると、次女は俺に言い聞かせるように言うのだ。

			「王太子殿下は何もなければこのまま王位を継ぐのよ！　ここで気に入られたら、この先安泰って分かっているの？　逆を言えば嫌われたら終わりだからね！」

			　辺境の男爵家に関わりのない話だ。

			　いや、都会に住みたい次女には大きく関わってくる話だった。下手な相手と結婚して、そいつがユリウス殿下の反感を買えば将来の出世など望めない。

			「俺は結婚できて無事に卒業できればいいから興味ないや」

			「本当に男って奴は！」

			　俺としてはユリウス殿下の周辺には関わり合いになりたくないというのが本音だった。親しくなって利益を得ようとも考えたが……親しくなるということは、今後巻き込まれることも意味する。

			　それは駄目だ。

			　──何しろ、これから王国は大きく荒れることになるのだから。

			　ゲームのストーリー通りに進めば、だが。

			「とにかく、あんたは関わっていないのよね？　なら、私にとってはマイナスもないけどプラスもないわね」

			　次女は俺が下手に関わって家族に累るいが及ぶのを警戒しているらしい。

			「向こうも辺境の男爵家なんて眼中にないって」

			　ただ、気になることがあるのは事実だ。

			　あのマリエという女が、これから何をしようとしているのかが気になる。

			　次女が俺に注意してくる。

			「一学期の終わりには学年別のパーティーがあるわ。あんた、下手なことをして私に恥をかかせないでよね。まったく、これじゃあ男もまた選び直さないと」

			　忙しい次女が部屋を出ていこうとする。

			「あ、それと、あんたは結婚相手が見つかったのかしら？」

			　ニヤニヤしている次女を見てイライラする。

			　こんな次女でも、結婚したいと申し込む男子が後を絶たないらしい。選より取り見取りとは羨ましい限りだ。

			「見つかったら苦労しないよ」

			「でしょうね。あんたはちょっと目立っただけで魅力なんてないし。もう少し男を磨いたら？」

			　俺は鼻で笑う。

			「その魅力もない男の金で奴隷を買って貰えた気分はどうだ？　聞かせてくれよ、お姉様」

			　すると、次女は「くたばれ、愚弟！」と吐き捨てて部屋を出ていった。

			　一人になった俺は椅子から立ち上がると背伸びをする。

			　部屋で置物を装っていたルクシオンが浮かび上がった。

			『朝から賑やかなことです』

			「一学期が終わるのか……パーティーとか流石貴族、って思えばいいのかな？」

			　この乙女ゲーの世界。

			　学園の一年の行事は日本の学校をモデルにしている。

			　まぁ、日本人向けのゲームだし、その方が馴染みもあるから仕方がないのだが……。

			「一学期……友達とダンジョンに入って、お茶会をしていたら終わったな」

			『成果がゼロでも、マスターにとっては有意義な時間を過ごしましたね。基本、マスターは怠け者ですから。動いている分だけマシです』

			「お前、俺に恨みでもあるの？」

			『新人類は嫌いですから、そういう意味ではマスターも嫌いです』

			「その俺にこき使われるとか悲しい人工知能だな。一生こき使ってやるから覚悟しろよ」

			『楽しみなことです。それにしても、本当に慌ただしい学園生活ですね』

			　日々の授業とは別に、ダンジョンに入って小遣い稼ぎ。

			　その金を元手にお茶会を開いて女子を招待しては失敗を重ねていたら、終わってしまった。

			　本当にあっという間だった。

			「……なぁ、情報とか集められるか？」

			　口は悪くとも、基本的に忠実なのがルクシオンだ。

			『公爵令嬢やマリエという女子の周辺を、でしょうか？　可能ではありますが、スリーサイズなどの情報は調べても教えませんよ』

			「……教えてくれよ」

			『必要ないのでお断りします』

			「そうかい。なら、姉貴の話が本当か調べてくれるか？」

			『噂の確証が欲しいと？　マスターにどんな関係があるのですか？　関わらないと言っていたのにもう方針転換でしょうか？』

			「ただの好奇心だ」

			『野次馬根性ですか。度し難いことです。では、噂の確認に向かいましょう』

			　そう言ってルクシオンの表面が周囲の風景を映し、溶け込むように消えると、そのまま部屋を出て情報収集に向かうのだった。

			　あいつ、何でも出来るな。

		

	

			


			第07話「白い手袋」

			


			　一学期も残すところあと僅わずかとなった頃。

			　学年別のパーティーが開かれるのが恒例行事となっているのだが、学園内の施設で開かれたパーティーは豪華だった。

			　テーブルに並んだ料理の質や量に言葉も出ない。男子は学生服で参加しているが、女子はほとんどがドレスを着用していた。

			　隣に亜人の使用人を立たせ、着飾った女子たちに鼻の下を伸ばす男子たち。

			　俺の視線も女子の胸元をオートでロックオンしてしまうので、視線を外すのも苦労する。

			　咳払いをして、俺は真面目な顔で。

			「今の胸はＦカップか？　じゃなかった、凄い料理だね」

			　テーブルに視線を戻すと、ダニエルが肉料理を皿に大盛にして食べていた。レイモンドはソレを見て呆れている。

			「こんな大きなパーティーは初めてだ。学園は凄いな」

			「ダニエル、口に物を入れて喋るなよ。これだけの規模のパーティーを学年別で開催していると思うと、王都はやっぱり凄いよね。地方の貧乏男爵家とは大違いだ」

			　前にルクシオンが言っていた。

			　王都の実力を地方出身者に見せつけるために学園に通わせているのだと。確かに、これだけのパーティーを開ける時点で財力が違いすぎる。

			　実家で甘やかされて育ってきた貴族のボンボンたちも、これを見せつけられれば思うところの一つや二つもあるだろう。

			　周囲には同じ境遇の男子たち。

			　今日は普通クラスの生徒たちも参加しており、パーティーの参加者は非常に多い。

			　ダニエルが周囲を見渡していた。

			「普通クラスの女子もドレスが多いな。制服で参加している女子が少なすぎるぜ」

			　レイモンドは眼鏡を押し上げている。

			　視線の先にはレイモンド好みのスレンダーな女子がいた。

			　こいつはムッツリだ。

			「ドレスだって値段は上から下まで幅広いからね。二千ディアもあれば一着用意できるらしいよ」

			　一着なんと二十万円！　円換算すれば、だが。

			　まぁ、高いのか安いのか分からないが、最低価格二十万らしい。

			　そんな中、今話題の女子であるマリエが制服姿で登場する。周りではザワザワと生徒たちが五月蠅うるさく話をしていた。

			　この状況では、制服姿で参加している特待生のオリヴィアさんがまったく目立たない。

			　それにしても、子爵家の娘ならドレスくらい用意できそうなものなのだが……そう思っていると、マリエは殿下たちの下へと向かう。

			　カースト的には最上位の殿下たちのグループに迎えられるマリエだったが……。

			　ユリウス殿下は、マリエの制服での登場に少し驚いている。

			「マリエ、ドレスはどうした？」

			「え、えっと、用意できませんでした」

			　これでもかと媚びを売るような態度に、周囲の男子たちは「言ってくれれば」と次々にマリエに声をかけている。

			　そしてジルクが微笑む。

			「豪華なドレスよりも、いっそ清々しく感じますけどね。マリエさん、今度私とドレスを仕立てに行きませんか？　王都に行きつけの店があるんです」

			「そ、そんな、悪いわ」

			　どこまでも控えめな態度に、ユリウス殿下を始めとした五人が少し興奮したように話しかけていた。まるで、五人でマリエの関心を奪い合っているようだ。

			　それよりも、だ。

			　モブの男子である俺たちには、このパーティーというのはチャンスでもあった。先輩たちからの情報では、こういう時にカップルが成立する場合があるらしい。

			「さて、二人とも準備はいいか？」

			　俺が二人に声をかけると、ダニエルが皿を置いた。

			「あぁ、腹ごしらえは十分だ」

			　レイモンドも眼鏡の位置を正す。

			「僕たちも頑張らないとね」

			　三人で早速行動を開始する。

			　とにかく女子に声をかけて回るのだ。

			　こういう雰囲気なら、もしかしたら条件面を下げて結婚してくれる女子もいるかも知れない。この際、相手に愛人がいても良いように思えてきた。

			「むっ！　あそこに女子三人組を発見！　早速アタックをかけよう」

			　他の男子たちも動いている中、俺たちも女子のところへと向かうのだが──。

			「はぁ？　鏡を見て出直してきなさいよ」

			「地方の男爵家？　田舎者はお呼びじゃないわ」

			「芋は芋らしく、芋女にでも声をかけなさいよ。こっちは最低でも子爵家狙いなの。しかも辺境とか……論外よ」

			「嫌よね、結婚に必死な男子って。底が浅いのが丸わかりよ」

			「もっと余裕がないと男は駄目よね」

			「王太子殿下たちとは大違いよね」

			　女子には軽くあしらわれ、彼らの専用使用人──亜人種の愛人たちには見下された。彼らの主人は女子であり俺たちではない。そのため、男子に対して態度のでかい奴隷は多い。

			　それに女子の奴隷を闇討ちすると、これでもかという厳しい調査が待っている。

			　自分たちは攻撃されない安全な立ち位置だと分かっており、上から目線になるのだ。

			「あ、あの、話だけでも──」

			　女子の一人が顎で使用人に指示を出した。

			　すると、筋肉だるまみたいな亜人種が俺たちを突き飛ばす。

			　三人で転がると、周囲の視線を集めてしまい、女子には笑われ男子たちには笑われるか同情されるという視線を向けられた。

			「出直しなさい。いえ、次の人生があるのならもっとマシな男に生まれるくらい願わないと駄目かもね。じゃあね、田舎者の芋男子君たち」

			　周囲の女子や奴隷たちが俺たちを見て笑っていた。

			


			　　　◇

			


			　パーティー会場の外。

			「くそっ！　調子に乗りやがって！」

			　怒気を隠そうともしない声を出しているのはダニエルだ。

			　ベンチに腰掛け膝を抱えているレイモンドは、夜空を見上げていた。

			「人生をやり直せって……そこまで言うのか」

			　……二度目の人生を生きている俺は複雑な気分だ。

			　パーティー会場からは、楽しそうな音楽やら笑い声が聞こえてくる。

			　会場内の雰囲気に耐えきれず、そのまま逃げるように外に出た俺たち。その様子を見ていた女子たちは俺たちを見て笑っていた。

			　笑っていたのは上級クラスの女子や奴隷たちだ。

			　普通クラスの女子たちは哀あわれんだ目を向けているか、視線を合わせないようにしていた。

			　惨めだ。

			「……なんか、もう嫌になってきた」

			　俺の言葉にダニエルが何か言おうとして、口を閉じて俯く。

			　レイモンドも黙ったままだ。

			　男爵家の当主として、どうしても貴族のお嬢さんと結婚しなければならない。

			　家を持った立場になると……どうしても正妻は貴族のお嬢さんでなければいけない。そうしないと、周囲が「あの家、おかしくない？」と態度が冷たくなる。

			　親父がゾラと結婚したのも、そうしたデメリットが半端ではないからだ。時には戦争を仕掛けられる口実にもなる。格に合った行いをしていない、卑しい家だとか言われるのだ。

			　そのため男は必死になり、女子はどうしても立場が強くなる……その結果が学園の現状だ。

			　野郎三人でベンチに座り、ボンヤリと空を見上げた。

			「なんか女が気持ち悪く感じてきた」

			　ダニエルの言葉にレイモンドも同意する。

			「だよね。男は卒業までに結婚できないと世間の目が冷たいから結婚を急ぐのに。時間的に余裕のある女子とは条件が違いすぎるよ」

			　別に学園の女子全員が酷いわけではないが、酷い女子の割合が多すぎるのも事実だ。

			　そのため、学園内で生活していれば嫌な思いをする男子が増える。

			　俺は嫌なことを思い出した。

			　ルクル先輩が言っていたのだが──。

			「学園で女が嫌になって、そのまま男に走る男子がいるらしいけど……入学前は笑っていたけどさ。今は笑えないよね」

			　ダニエルもレイモンドも頷いていた。

			　学園で女子が嫌になり、男に走る男子が出てくる。

			　笑えないのは女子の中に転生前の妹のような──ボーイズラヴを好む女子が普通に存在していることだろう。救えない世界だ。

			　学園に入学→女子の酷さに女性嫌いに→男性に走る→腐女子大歓喜。そして入学に戻り、同じことが繰り返される。

			　こうしたサイクルが出来ているのだ。

			　まさに腐のスパイラル……語呂が良いので言ってみただけだ。まぁ、毎年このような悲しい出来事が繰り返されていると思えば、腐の連鎖とも言えなくはない。いや、言えないか？

			　無言のまま時間だけが過ぎていく。

			　すると、パーティー会場の演奏が聞こえなくなった。

			　パーティー会場では生演奏が行われている。懐中時計を取り出してみれば、パーティーが終わる時間ではない。

			　演奏の休憩とも思ったが、よく耳を澄ませば会場から笑い声が聞こえなかった。

			　時折誰かの叫ぶような声が聞こえてくる。

			「なぁ、様子がおかしくないか？」

			　俺の言葉にレイモンドが会場に視線を向けた。

			「そう言えば、なんだか変に騒がしいような」

			　ダニエルは立ち上がる。

			「様子を見てくるか？　窓から覗けば中に入る必要もないし」

			　レイモンドが止めた。

			「これ以上恥を重ねないでよ。見つかったら笑い者だよ。でも、確かに気になるよね」

			　三人で興味を示すが、今更会場に戻れないという話をしていると外に女子が出てくる。

			　その子は周囲を見て、こちらに気が付くと駆け寄ってきた。

			　制服姿の女子は、オリヴィアさんだった。

			「リオンさん！　大変です！」

			


			　　　◇

			


			　パーティー会場に戻ると、場は異様な雰囲気に包まれていた。

			　壁際に寄る生徒たちは静観していたが、会場の中央にいる集団は騒がしい。

			　オリヴィアさんに事情を聞く。

			「いったい何があったの？」

			「最初は軽い言い争いだったんです。けど……」

			　中央にいるのはマリエを囲む五人の男子。それと、使用人である金髪碧眼美少年のエルフ、【カイル】の姿も見える。

			　七人を前にして、アンジェリカさんが声を荒らげていた。

			　それは悲痛な叫び声に聞こえた。

			「どうして私の話を聞いていただけないのですか！　私は──私は殿下のために！」

			　震える声に対して殿下はどこまでも冷たかった。

			「お前の言葉は聞くに堪たえない。それだけの話だ」

			「待ってください。その者の性根を知ってどうして受け入れられるのですか！」

			　流れは分からないが、アンジェリカさんが必死に何かを訴えているのは分かった。

			　オリヴィアさんを見ると、先ほどの続きを話してくれた。

			「えっと、マリエさんが王太子殿下とは別の男性と手を繋いでいるのを見て、アンジェリカさんが怒ってしまって。そしたら、王太子殿下はその程度で騒ぐこともないと」

			　自分の女に他の男がいても許せる。

			　そんな大きな男がユリウス殿下だ。

			　俺なら絶対に嫌だけど、殿下はソレでも大丈夫らしい。

			　制服姿のマリエは殿下の後ろに隠れている。

			　庇ひ護ご欲よくをそそるような態度で、逆にアンジェリカさんは赤いドレスを身にまといしっかり化粧もして──輝いて見えていた。

			　対比というのだろうか？

			　アンジェリカさんとマリエは真逆に見えた。

			　マリエの周囲には男子と美少年の奴隷がいるのに、アンジェリカさんの周りには誰もいない。

			　ブラッドが前に出た。

			「レッドグレイブ家の娘もこうなると惨めだな。見ろ、お前に賛成する奴はこの場にはいないぞ」

			　アンジェリカさんが周囲を見回すと、これまで取り巻きとして甘い汁を吸っていた生徒たちが顔をそらした。

			　敵対ではないが、反感を持っていた生徒たちがニヤニヤと彼女を見ている。

			「お前たちはその女が何をしたか知っているのか？　お前たち全員に──」

			　全員に手を出した。

			　だが、男子たちは慌てた様子がない。

			「それくらい知っている」

			　青髪のクリスがそう言うと、アンジェリカさんが驚いていた。

			「な!?」

			　クリスは怯おびえているマリエを見て一瞬微笑んだ気がした。いつもは無表情で剣を振っているような男がそうした顔をすると、周囲の女子たちは頬を染める。

			　やはり顔か？　顔なのか？　顔だろうな。

			「私は彼女に救われたんだ。悩みを聞いてくれた。そして、彼女を──守りたいと思った」

			　そんな告白を学年の全生徒が見ている中、平気で出来るメンタルは称賛に値すると思った。

			　続いて出てくるのはグレッグだ。

			「お前は屁理屈が多いな。素直に好きだって言えば良いだろうが」

			　ジルクが口元に手を持っていきニコニコしている。

			「そうですね。素敵な女性です。けれど、マリエさんを一番愛しているのは私だと思いますけどね」

			　言葉が出ないアンジェリカさんは、殿下の顔を見るのだった。

			　ユリウス殿下は少しムッとした表情をしている。

			「ジルク、たとえお前でもそれは違うと思うぞ。マリエを一番愛しているのはこの俺だ」

			　その言葉に周囲で黙っていた女子たちが黄色い声援を上げた。

			「今の聞いた!?」

			「私も言われてみたい！」

			「羨ましいわ。それにひきかえ、公爵令嬢様は無様よね」

			　笑われるアンジェリカさん。

			　彼女は俯いて手を握りしめている。

			「……殿下は在学中のお遊びで終わらせるつもりはないということですか？」

			　アンジェリカさんの問いかけに、ユリウス殿下は視線を落とした。

			「俺にとってかけがえのない女性は一人だけだ。アンジェリカ、学園に入学する前のお前は嫌いではなかった。だが、マリエを傷付けるようなら容赦はしない」

			　周囲の女子たちがアンジェリカさんをあざ笑う。

			「聞いた？　公爵令嬢様もこれで終わりよね」

			「これってもう婚約破棄と同じじゃないの？」

			「私、あの子のことが嫌いだったのよね」

			　相手の立場が弱くなったとたんに言いたい放題だな。

			「ハーレムを見る女子の気持ちってこんな感じかな？　なんかむず痒がゆいというか、こういう場面は痛々しく見える」

			「どうしました、リオンさん？」

			　隣で首をかしげているオリヴィアさん。

			　ダニエルとレイモンドは、アンジェリカさんの表情を見て驚いている。

			「お、おい、やばくないか？」

			「なんか今にも凶行に及びそうな顔をしているね」

			　何か覚悟を決めたような、諦めたような無表情。目には今まで宿っていた光はなく、暗い何かが見える気がする。

			　アンジェリカさんは何かをマリエに投げつけた。

			「──へ？」

			　マリエが呆気にとられていると、投げられた何かはマリエに当たって床に落ちた。それは白い手袋だった。

			「拾え、売婦。殿下たちを誑たぶらかした魔女め」

			　それは決闘の申し込みだった。

			　この場合、手袋を拾えば決闘を受ける合図になる。

			「そういえばそんな設定もあったな。決闘イベントか」

			　などと呟いていると、レイモンドが慌て始めた。

			「またわけの分からないことを言って！　この決闘の意味を分かっているの!?」

			　公爵令嬢が子爵家の娘に決闘を申し込んだ。

			　形の上では、だが。

			「代理人を立てるから──実質、公爵令嬢とユリウス殿下たちとの決闘か」

			　決闘の際、男子が代理人を用意すれば恥になる。だが、女子の場合は代理人を立てても文句を言われない。

			　ゲームでは公爵令嬢に決闘を申し込まれた主人公の代わりに、それまでに好感度を上げてきた仲の良い男子が引き受けるのだが──このルートではもしかして。

			　先ほどのやり取りから嫌な予感はしていた。

			「……アンジェリカ、俺を失望させたな」

			　眉間にしわを寄せ、侮ぶ蔑べつの視線を婚約者に向ける殿下は、怒りが頂点に達しているように見えた。

			「マリエ、拾え。大丈夫だ。お前には俺が付いている。お前の代理人は俺が務めよう」

			　その言葉に続いたのはジルクたちだ。

			「殿下ばかりに良い格好はさせておけませんね。学園のルールでは女子の代理人である男子が一人とは限りません。私も立候補をしましょう」

			　グレッグが手の平に拳を打ち付ける。

			「面白いから俺も参加する。誰でもいいからかかってこいよ！」

			「脳筋はこれだから……けど、売婦とは聞き捨てならないな。訂正して貰おうか。ついでに、決闘後に謝罪もして貰うぞ。当然、僕も参加だ」

			　ブラッドは忌いま々いましそうにしていたが、どうやらノリノリのようだ。

			　クリスは腕を組む。

			「剣の腕には自信がある。マリエの剣として戦って見せよう」

			　マリエが指で涙を拭っていた。

			「みんな……私、怖いけど、みんながいれば安心だね。私、この決闘を受けるよ。アンジェリカさん、私はみんなと戦います」

			　そんな健気な姿を演じる主人にカイルが呆れていた。少し皮肉屋な所がある少年は、美形とあってその仕草が様になっている。

			「本当にお馬鹿なご主人様ですね。僕がいるのを忘れていませんか？　応援くらい出来ますよ」

			　マリエが笑顔になっていた。

			「ありがとう、カイル」

			　……思っていたとおりだ。

			「これ、逆ハーレムルートだ」

			「またリオンが何か言っていやがる。それはそうと、こうなると公爵令嬢様はどうなる？　あの五人を相手にする奴なんかいるのかよ」

			　ダニエルの疑問にレイモンドも同意していた。

			「殿下は成績上位だし、他のみんなも凄く優秀な成績だからね。五人を相手に戦えそうな男子なんてこの場にはいないよ。第一、次期剣聖筆頭候補のクリスが相手だよ。敵うわけがないよ」

			　戦うことを嫌がっている男子が大半だった。殿下と戦うなんて普通の男子なら拒否するに決まっている。

			　これは練習試合などではなく、決闘なのだ。

			　今までアンジェリカさんの取り巻きをしていた男子たちも、関わりたくない態度を取っていた。

			　アンジェリカさんが周囲に視線を向けると、男子たちが一斉に視線をそらした。

			　グレッグが周囲を煽あおる。

			「おい、誰かこいつを助けてやる奇特な奴はいないのか？　取り巻きもいただろうに、ここまで人徳がないと同情したくなるぜ。……決闘を申し込んだんだ。代理人が用意できなくても逃げるんじゃねぇぞ」

			　アンジェリカさんを笑う声がパーティー会場を満たしていた。

			　誰もが彼女を助けないで笑っているか、同情的な視線を向けている。

			　学園内の決闘ルールでは、確か外から代理人を連れてくることを禁止していた。正確には子供の決闘に大人が出てくるのは駄目だよね、的な暗黙のルールがある。

			　ゲームではソレを破り、更に負けてしまって恥の上塗りをしてしまうのがアンジェリカさんだ。

			　ただ──。

			「ねぇ、あの女がどんな無様を晒すのか賭けない？」

			「実家に泣きついて終わりよ。この決闘は成立しないもの。だって、絶対に代理人なんて見つからないわ」

			「あいつ自身が出てくるかもよ。そうなったら、ボコボコにして欲しいわ」

			　──周囲の女子たちの反応が冷たい。冷たすぎる。

			　入学時はあれだけアンジェリカさんの前で大人しかったのに、立場が変わればここまで強気になれるのか？

			　相手が公爵令嬢とか関係ない態度は……きっと、今回の失態で婚約を破棄され、彼女の人生が終わったと思っているのかも知れない。

			　ゲームでは田舎の醜ぶ男おとこに押しつけられる結末だったか？

			　気丈に振る舞うアンジェリカさんは、周囲を見回し焦っているようにも見えた。

			　俺と視線が合う。

			　激情家で後先考えないところがあるアンジェリカさんは、目に見えて狼狽うろたえていた。藁わらにもすがる気持ちというのか、とにかく助けを求める目をしていた。

			　しかし、俺から視線をそらして俯き歯を食いしばる。

			「た、たとえ誰かに代理人になって貰わなくとも……」

			　グレッグが鼻で笑っていた。

			「どうした？　さっきの威勢はどこにいったよ？」

			　周囲はアンジェリカさんに酷く冷たい。

			　中でも一番冷たいのは殿下だろう。一応、婚約者のはずなのに。

			「アンジェリカ、覚悟は出来ているんだろうな？　今更なかったことには出来ないぞ。お前はもう白い手袋をマリエに投げたんだからな」

			　本当に……何故だろう。

			　今のアンジェリカさんを放っておけなかった。

			　一歩前に出ると、俺の腕をオリヴィアさんが掴む。

			「あ、あの……どうするつもりですか？」

			　不安そうな彼女の顔を見て思うのは、どうしてこの子がここにいるのか、という疑問だ。オリヴィアさんがいる場所に、マリエという女がいて──いや、オリヴィアさんの居場所を奪ったように見えた。

			　……俺が何をするか？　答えは出ている。

			　ダニエルが俺を止めに入った。

			「馬鹿。なんで関わろうとするんだよ。関わったら駄目だ！」

			　レイモンドも同じだ。

			「こんな決闘、戦う前から勝負なんか決まっているようなものだよ。それに、勝っても負けても代理人だってただじゃすまない。相手は殿下たちだよ？」

			　三人が止めに入るのだが、俺はニヤリと笑う。

			「俺さぁ……あいつら嫌いなんだよね」

			　嘲ちょう笑しょうされるアンジェリカさんと親しいわけではない。同情する気持ちがないとは言わない。だが、一番の理由は俺の気持ちだ。

			　人をかき分け前に出ると、俺に視線が集まる。

			「はい、は～い！　俺が決闘の代理人に立候補しま～す！」

			　軽いノリで手を上げながら決闘の代理人を名乗り出たが、周りの「なんだこいつ、空気を読めよ」的な視線に耐えていると、グレッグが俺の顔を見る。

			「お前、いったい誰だよ？」

			　本当に知らないらしい。

			　モブには辛い現実というやつだ。

			　ブラッドが俺を値踏みするように見ていた。

			「確か入学前に冒険者として成功した奴がいたな。独立して男爵になる予定だと聞いたが、お前のことか？」

			　明らかに下に見ている発言だった。

			　まぁ、俺の成績やら立場を考えれば、眼中にないのだろう。

			　俺は無視して話を続ける。

			「それよりも、アンジェリカさんは俺を代理人に指名しないと。ほら、早く」

			　アンジェリカさんが困っている。

			「え、あ……」

			「ほら、認める。それだけ言えば万事解決ですって」

			「み、認め……る」

			　混乱しているアンジェリカさんに無理矢理認めると言わせ、俺は殿下たちに向き直った。

			「と、言うわけでリオン・フォウ・バルトファルトが決闘代理人を引き受けました。そちらは殿下たち五人で間違いないですよね？　決闘方法の確認もしたいんですけど、その前に何を賭けるのか確認しましょうか」

			　マリエが唖然として俺を見ていた。

			　この、俺という存在が関わってくるとは全く思っていない様子。ここ最近、ルクシオンに情報を集めさせていたが、間違いない。

			　こいつ──俺と同じこの世界の異物。転生者か、もしくは同等の何かだ。

			　この乙女ゲー世界を知っている人間。前世もたぶん女だ。男だったら、ちょっと……うん、まぁ、乙女ゲーが好きな男がいてもいい。いいと思うが、元男が、男を侍はべらせ、逆ハーレムを築いたという結果になる。……深く考えたら駄目だ。元女だと考えておこう。

			　俺はアンジェリカさんに顔を向けた。

			「因ちなみにアンジェリカさんの決闘を申し込んだ理由は何ですか？　そこ、ハッキリさせて貰わないと困るんですよね」

			　アンジェリカさんも周囲も場を仕切り出した俺に困惑している。俺のような軽いノリで話を進めるのが信じられないという顔だった。

			　だが、気持ちを切り替えたのか自分の希望を述べてくれた。

			「……殿下に近づくな。私の望みはそれだけだ」

			　周囲からひそひそと声が聞こえてきた。

			「聞いた？」

			「嫌だ～、もしかして嫉妬？」

			「本当に醜いわよね。魅力で振り向かせられないから力尽くだって」

			　アンジェリカさんが俯き歯を食いしばる。

			「で、決闘なのでそちらの希望も聞きたいんですけど」

			　マリエの方に向き直り問うと、殿下が俺の視線を遮るように前に出た。

			「そこまでして俺たちを引き裂きたいのか。どっちが魔女か分かったものではないな。アンジェリカ、たとえ俺たちの仲を引き裂いたとしても俺の気持ちがお前に戻ることはない！」

			　アンジェリカさんが呟く。

			「分かっています。分かっていますが、その者を引き離すことが、私が出来る最後の……」

			　俺は手を叩いて殿下たちを急かす。

			「いや、そういうのは後でお願いします。ほら、そっちの条件を早く出してくださいよ。は～や～く」

			　ムッとするマリエ陣営だが、俺は気にしない。

			　マリエが前に出てアンジェリカさんに対する条件を述べた。

			「わ、私が勝ったら、もうこんな酷いことは止めてください。実家の権力で言うことを聞かせるような真似は……良くないと思います」

			　どこかで聞いた台詞だと思えば、これは主人公の台詞だったように思う。こいつ、主人公の台詞をパクりやがった。

			「じゃあ、こっちが勝ったら殿下とあんたは別れる。こっちが負けたら、もう関わらないって感じでいいよね？　なら、次は決闘方法の確認ね。闘技場を借りた鎧での決闘はどうかな？　一般的な決闘方法だと思うんだけど」

			　決闘自体の数は多くはないが、毎年起きている。決闘理由はたいしたことがなくても、男子にとっては見せ場であるので張り切る者が多い。

			　その際、鎧──パワードスーツ的な何かを使用するのが通例だ。鎧を持っていると言うことはそれだけで財力の証明になる。

			　そして、自分は戦えると周囲に知らしめ、勝てば名誉まで手に入る。

			　そのため、決闘の形式は鎧を使用することが一般的だった。

			　クリスが鋭い視線を俺に向けている。今にも斬りかかってきそうだ。……武器など持っていないが、そんな雰囲気が出ていた。

			「私たちに勝つつもりか？　怪我をしたくなければ代理人を辞退しろ。お前程度の実力では勝負にならない」

			　俺のことを知っているのだろうか？　いや、際だった腕を持っている生徒は覚えているから、名前も知らない俺は木っ端扱いを受けているだけか。

			「はぁ？　なんで俺が負けると決めつけるわけ？」

			　ちょっと煽ってみると、周囲が爆笑の渦に包まれた。

			「ちょっと聞いた!?」

			「勝つつもりだって。本当に身の程知らずよね」

			「あいつ、笑いを取る才能はあるみたいだな！」

			「まぐれで男爵になった奴が笑わせてくれるぜ」

			　女子ばかりではなく男子からも笑われてしまった。まぁ、確かに一年生の中では飛び抜けて優秀な五人である。

			　それに、喧嘩を売ってはいけない立場にいる五人でもある。

			　グレッグが俺に近付いてきた。顔を近づけて威嚇してくる。

			「そう言えば、さっき女子に声をかけていた連中が、専属使用人に突き飛ばされて会場から逃げていたな。あれ、お前だったよな？」

			　分かっていて聞いている奴だ。こいつ性格が悪いな。

			「……お前じゃ勝負にならない。目立ちたいだけならさっさと逃げ帰れよ、雑魚ざこ」

			　グレッグは実戦経験を積んだだけあって、他と迫力が違う。

			　いや本当に立派な連中だ。か弱い女の子のためにここまで頑張れるのだから。

			　何も知らない第三者が見れば、アンジェリカさんが酷いいじめを受けているようにしか見えないのも凄い。

			　……本当にご立派な連中だよ。

			「え、何？　口で言い負かしたいのかな？　もしかして決闘方法は口論がお好みですか？　困ったな～、俺ってそっちの方は苦手なんだよね。でも、挑んだのはこっちの方だから受けないとね。俺と戦うのが嫌で口で勝負したいみたいだからね。仕方ないよね。お互いに頑張って勝負しようね」

			　口で勝負するような男が嫌いなグレッグが、俺に煽られ額に青筋を浮かべていた。

			　ジルクが仲裁に入る。

			「勝負方法は鎧を使った一対一の形式で行いましょう。ただし、こちらは五人。そちらが期限までに人数を揃えるなら五名までの参加は認めます。闘技場は……もう夏期休暇も目の前。終業式の翌日には借りることも出来るでしょう」

			　話をまとめにかかってくるので、俺はありがたく頷いておく。だが、残り日数が少ないので人なんか集まらないだろう。

			「一対五か。まぁ、一対一を五回なら問題ないかな」

			　五人に襲いかかられたら危ないかも知れないが、流石に一対一なら問題ない。

			　ジルクが俺に疑った視線を向けてくる。

			「本気で勝つつもりですか？　今では珍しいですが、決闘で命を落とすこともあるのですよ」

			　命がけというルールは徐々に廃すたれ、運が悪ければ死ぬというのが今の決闘だ。学園内の特別ルールみたいなものだ。

			「知っていますから大丈夫ですよ。一つ聞いていいですか？」

			「……何か？」

			「どうして自分たちは大丈夫、って顔をしているんですかね？　大好きな女の子の前で格好を付けたい気持ちは分かりますよ。ただ、自分たちは死なないと思っているのは甘すぎませんか？」

			　ジルクが目を細めた。普段優しそうな奴が怒ると本当に怖い。

			「実績のある方だと聞いていましたが、どうやら期待外れのようですね。相手の実力を測れていないようだ」

			　ユリウス殿下が俺たちの話に割って入ってきた。

			「そこまでにしておけ、ジルク。リオンと言ったな。冗談では済まされない。覚悟は出来ているんだろうな？」

			　先ほどから前に出てこないマリエは、想定外の自体なのか落ち着いた様子ではなかった。

			　今更慌てるならアンジェリカさんを煽らないで欲しい。こっちが迷惑だ。

			　ついでに言わせて貰えれば……俺は小心者である。

			「大事な恋人との別れを済ませておけよ、王子様。あれ？　他の四人は関係ないから、負けても付き合えるし、指を咥くわえて見ていろ、って方がいいのかな？」

			　殿下の視線がきつくなる。

			　そっちから煽っておいて、俺に怒らないで欲しい。

			　というか……後ろにいるアンジェリカさんが、もはや空気扱いだ。

			　殿下には、目の前に婚約者がいるという意味を本気で考えて欲しい。

			　名門貴族の面々が、揃いも揃って一人の女に誑かされている事実をもっと危ぶんだ方が良いと思う。

		

	

			


			第08話「決闘」

			


			　パーティーの翌日。

			　マリエはベッドの上で膝を抱えていた。

			　親指の爪を噛みながら独り言を呟く。

			「いったい誰なのよ、あのモブは！　どうして私の完璧な計画を狂わせるのよ」

			　昨日から気分が悪いと言って一人部屋にこもっていたが、攻略対象の男子たちは決闘を申し込まれてショックだったのだろうと勝手に納得していた。

			「大丈夫。あの五人が負けるわけがないし、それにあのモブはなんか頼りなくて弱そうだったから大丈夫。というか、あいつを見ているとイライラするのよね。死んだ兄貴を思い出すわ」

			　本当にろくでもない兄貴だったと呟くと、部屋をノックしてすぐに専属使用人のカイルが入ってきた。

			「ちょ、ちょっと、返事を待ちなさいよ！」

			　注意するマリエに、不満そうな態度を見せるカイルは溜息を吐いた。

			「次からは気を付けます」

			「この間も注意したじゃない」

			　テキパキと朝食の準備をしてくれるカイルは、見た目も仕事ぶりも問題ない。だが、性格は少し癖が強かった。

			　そのため売れ残り、売れても奴隷商館に戻されていた。そういう設定だった。

			「今日の朝食は野菜多めです」

			「……その野菜は嫌いよ」

			「これくらい食べてくださいよ。情けないご主人様ですね」

			　主人を主人とも思わないような口ぶり。

			（ゲームだとツンツンしているけど仕事はして可愛い弟キャラだと思ったのに、なんか毎日これだとムカつくわね。まぁ、美少年だから許すけど）

			　数週間の付き合いだが、美少年が自分の世話を焼くというのは良いものだとマリエは思っていた。

			　これくらい家事が出来て、女性を大事にする男性が元の世界にもいれば自分も上手くいったと考えている。

			「決闘の話はどうなったの？」

			　カイルはカップに飲み物を注ぎ、そしてマリエに差し出した。

			「闘技場の使用許可は取れたそうです。学園側を説得するのにジルクさんとブラッドさんが苦労したそうですけどね。使用人仲間から聞きましたけど、あのリオンって男の成績は良くて上の下らしいです。勝負にならないってみんなが言っていました」

			「そ、そう」

			　なら安心だと思い安堵するマリエは、朝食を食べる。

			「もっと褒めてくださいよ。使用人仲間に聞いて回るのは大変だったのに」

			「あ、ありがとう」

			　妙に恩着せがましい部分がある自分の専属使用人だが、見た目が良いのと仕事が出来るのを考え我慢した。

			（はぁ、私って健気よね。他の女子ならきっとこの子をすぐに捨てているわ。それを寛かん容ような私が許しているのよね）

			　懐の広い自分、などと思いながらマリエは思う。

			（予定は少し狂ったけど、これでさっさとアンジェリカを追い出せるわね。あの女、少し煽ったら決闘を申し込んできたし、本当に馬鹿）

			　激情家であるアンジェリカの性格を知って、パーティー会場でわざと煽ったのだ。ユリウスに近付き、その後すぐに違う男と体を密着させ手を握るなどの行為を見せつけた。

			（後は夏休み中に色々と準備しないと。ダンジョンでアイテムを回収して、それからアレも回収しないと）

			　アレ、とは本来主人公が持つべき装備だった。

			　それが今後の物語の鍵になるのをマリエは知っていた。

			（本当に楽しみね。私が聖女としてもてはやされるまであと少し……）

			


			　　　◇

			


			「昨日の今日で随分と酷いな」

			　荒らされた自室の中で腕を組む俺は、天井を見上げた。

			　姿を消していたルクシオンが出現する。

			　ルクシオンが俺の視線まで降りてくると、そのまま周囲に映像を映し出した。空中に浮かび上がる映像を俺は見る。

			『マスターが出かけている間に生徒たちが乗り込み荒らしていきました。実行犯はマスターが所属しているグループで、指示をしたのは別のグループです』

			　俺がユリウス殿下に喧嘩を売ったので、金持ちのグループがカースト下位のグループを使って荒らさせたのだろう。

			　校舎から戻ってきたら酷い状況だった。

			　映像には命令されているダニエルやレイモンドの姿も見える。

			「あの二人もやらされたのか」

			『儚い友人関係ですね』

			「自分の将来を優先しただけだろ。暗い顔で命令されている二人を見て責められないよ。お前は心が狭いな」

			　ルクシオンを煽ってやると、腹が立ったのか言い返してきた。

			『マスターに言われたくありませんね。それと、学園内では既に今回の決闘で賭け事を始めようとしている生徒たちがいます』

			　映像を見ると、俺が大穴となっている。だが、賭けが成立していなかった。誰も俺に賭けていないのだ。

			「圧倒的に不人気だな」

			『人気があると思っていたのですか？　それはそうと、こちらの準備は整っています。当日に例の物が届きますが、それまでどうされますか？』

			　俺は少し考え。

			「金貨を一万枚用意して貰えるか？　いや、白金貨五百枚の方がインパクトはあるかな？　とにかく俺に一点賭けだ。こういうのは楽しくないと駄目だよね」

			『本当に酷い人だ。それに、わざわざ決闘を受けずとも仲裁に入れば良かったのでは？　煽あおる必要性も感じられませんでした』

			　俺は少し間を空けてから答えた。

			「……それであの五人がマリエ一人と付き合うのを見ていろと？　俺、面倒事は一気に解決するタイプなの」

			『失敗が多いタイプですね』

			「そもそも長く関わる気がないだけだ。手早く済ませたい。それから煽ったのは気分だよ。気分。あの見下す態度に腹が立った」

			『……そうですか』

			　学園内というのは外から隔離されているところで、一種の別世界だ。学園内で通用する暗黙のルールがあるのもそれだ。

			　多くの学生には、公爵令嬢が殿下を筆頭とした名門貴族に喧嘩を売った形にしか見えていないだろう。どちらがより強いかなど明白。

			　ただ、学園内の話だけで終わらないから厄介なのだ。

			「さて、白金貨を受け取ったらブックメーカーの所に行くとするか」

			　これだけ俺に賭ければ、学園の生徒たちがこぞって殿下たちに賭けるだろう。

			　周りは俺がダンジョンで稼いだ金額だと思うだろうし、下手に大金を持っていることを怪しまれないというのが良い。

			　ルクシオンが金だろうとレアメタルだろうと用意できると知れば、それこそ俺を殺してでも奪い取ろうとする奴らが出てくるから厄介なのだ。

			　……まぁ、それは良いとして、だ。実に楽しみだな。

			『それではすぐに準備しましょう。港みなとに取りに来てください。おや、友人二人が部屋の近くでお待ちですよ』

			　俺が部屋を出ると、確かにそこには俯いたダニエルとレイモンドが立っていた。

			　青い顔をしているのを見ると責められない。

			　レイモンドが小声で。

			「ご、ごめん」

			　ダニエルも悔しそうだった。

			「もう、お前には近付くなって言われて……俺たち、逆らえなくて」

			　泣きそうな二人に俺は声をかけて通り過ぎる。

			「次の決闘の賭けだが、俺に賭ければ儲けさせてやる。……悪かったな、二人とも。迷惑をかけた」

			　俺は足早にその場を去った。

			


			　　　◇

			


			　学園の食堂。

			　そこでは男子が五人ほど集まっていた。

			「どうする？　せっかくの決闘なのにこれじゃ賭けにならないぜ」

			「殿下たちが勝つって分かりきっているからな」

			「せめて五人揃ってくれれば……もしくは、あの野郎が何人抜きをするかって賭けに変えるか？」

			　賭けを仕切るブックメーカー。

			　そんな五人の下に俺は台車を押して現れた。五人が俺を見てぎょっとした顔をするのだが、俺は淡々と話を進める。

			「おっと、そんな面倒な賭けはごめんだ。俺が勝つか負けるか、シンプルに行こうじゃないか。あ、それとこれは全部俺に一点賭けね」

			　箱を開けると、そこには黄金よりも強く輝く白金貨の山があった。五人は金貨よりも価値がある白金貨の山を前に息をのむ。

			「これだけあれば賭けも成立するだろう？」

			　俺に賭ける奴がいないから賭けが成立しない。それなら、俺が自分に大金を賭ければ良い。

			　絶対に勝つような勝負。しかも儲けが出ると分かっている勝負なら、無理してでも賭ける馬鹿が出てくる。

			　一人が俺に確認してくる。

			「これ、全部白金貨だよな？　ほ、本当に全部賭けるのか？」

			　現代で言えば十億から二十億？　まぁ、それだけの金額になる。

			　学生が取り扱う金額としては大きすぎるだろう。

			「もちろんだ。俺はダンジョンを攻略した男だぞ。全財産、自分に賭けて何が悪い」

			　息をのむ五人は、全て本物か確認を始めた。

			「こ、これだけあれば賭ける奴らも出てくるぞ」

			「すぐに宣伝しないと！」

			「今回は盛り上がるぞ！」

			　楽しそうで何より。

			　そんな俺の後ろから声がする。

			「……バルトファルト、話がある」

			　俺は振り返った。

			　先に話しかけてくるのは次兄やら次女だと思っていたのだが、どうやらアンジェリカさんの方が先だったようだ。

			　その場が静まりかえる。

			


			　　　◇

			


			　呼び出された場所は人ひと気けのない一室だった。

			　普段男子が茶会を開く場所を借りたらしい。

			「お前との話し合いに使うと言ったら、快く貸してくれた。教師と仲が良いのだな」

			　まさか先生──いや、師匠が気を利かせてくれたのだろうか？　あの紳士を体現した師匠ならこんな心配りも当然だろう。

			　嬉しくて涙が出てくる。

			「……バルトファルト、お前はこの決闘を辞退しろ」

			　アンジェリカさんが少しやつれた顔で、俺に決闘を止めるように言ってくる。

			「今更引き下がっても俺も面子めんつが立たないんですよね」

			　面子とかはどうでも良い、参加したいから参加するのだ。

			　力なく笑うアンジェリカさん。

			「お前もやられたんじゃないか？　部屋が滅茶苦茶にされていた。決闘までの間、こうしてこちらを徹底的に叩くつもりらしい」

			　万に一つの勝ち目も与えないように頑張っているらしい。

			　ユリウス殿下たちは知らないだろう。

			　殿下の周りの取り巻きたちが気を利かせているのだ。

			　素晴らしい忠誠心だな！

			　だが、俺に喧嘩を売ったのは許せない。

			　俺は小さい男だ。そしてモブだ。

			　なので、やられたら普通にやり返す。

			　普段なら黙って騒ぎが収まるのを待つのだが、今回に関しては泣き寝入りなどしないと決めた。

			「私にはもう力がない。お前が期待するようなことは何一つしてやれないだろう」

			　俺は溜息を吐いた。

			「実家から何か言われたんですか？」

			　自分を抱きしめるようにアンジェリカさんは両腕を強く握る。

			「……決闘を申し込んだことを短たん慮りょだと言われた。だが、だが……私はなんとかしたかった。なんでもいい。あの女を殿下から遠ざけたかった！　そしたら頭が真っ白になったんだ。そう返事を書いたら、大人しくしていろと指示が来た。私は終わりだ。良くて軟禁か辺境送りだ。最悪は──」

			　──自じ裁さいだろう。命を以もって償えと言うことだ。

			　そんなことにはならないと思う。

			「勘違いをしていますね。正直、公爵家なんてどうでもいいんですよ」

			　アンジェリカさんが顔を上げ驚いた顔をする。

			「だ、だったら何故あの場で名乗り出た！　馬鹿なのか？　お前、絶対に馬鹿だろ！　いいか、今回の決闘で勝とうが負けようがお前は終わりだ。相手は王太子殿下を始め、名門の貴族たちだぞ。喧嘩を売ってこれから先どうするつもりだ！」

			　まくし立てて息を切らすアンジェリカさんに、俺は意味ありげに小さく笑みを浮かべた。

			「どうでもいいんですよ。貴族の地位も名誉も必要ない。上級クラスでカースト下位の扱いを知っていますか？　頑張って独立したら女子のご機嫌取りの毎日だ。もう疲れたんですよ。それならいっそ、嫌いな奴らを全部ぶん殴って辞めてやろうと思いましてね」

			「お前の家族にも累が及ぶぞ！」

			「俺はこれでも独立した騎士でしてね。仮免ですけど。まぁ、実家は別の家、ってことで」

			「か、かりめん？」

			　独立予定──仮免と言ってしまったら、アンジェリカさんが困った顔をしていた。だが、言いたいことは伝わったらしい。

			　まぁ、ストレスの発散という意味合いもあるのだが……アンジェリカさんと同じように俺はあのマリエという女子が気に入らない。

			「貴方はマリエを殿下から遠ざけたい。俺はあいつら全員を殴り飛ばしたい。ほら、互いに手を組むのに相応しい」

			　アンジェリカさんがよろめきながら後ろに数歩下がった。

			「お前、狂っているのか？　相手は学年トップの実力者たちだぞ」

			　それについては問題ない。

			　これが三年──いや、二年生で決闘が起きていたら厳しかったかも知れないが、今の段階ではどうにでもなる。

			「大丈夫です。俺、これでも強いですから」

			「信用できるか！　そ、そう言えば、ダンジョンを攻略する冒険者の多くは頭のネジが数本抜けている奴が多いと聞く。お前もその類たぐいか！」

			「失敬な！　勝てる可能性があるから挑んだんだろうが。そもそも、決闘を挑んだのはお前だからな！」

			「だ、だから、それは悪かったと言っているだろうが！　私が責任を取る。お前は学園に残れ。巻き添えには出来ない……その、あの時に名乗り出てくれただけで十分だ」

			　誰もが敵に見える中、損得抜きに俺が助けに来てくれたように彼女には見えたのだろう。きっとアンジェリカさんの中で俺はヒーローだ。

			　そんな俺自身はモブで小物──ヒーローからはほど遠い存在だ。

			「いや、ここまで来て引き下がるのはちょっと……恥ずかしいかな、って」

			「……相手があのグレッグやクリスだと分かっているのか？　あいつらは冗談抜きで強いのだぞ」

			　そうだ。あの二人だけではなく、他の三人も学年の中では図抜けて強い。

			　そう、学年の中では、だ。

			「それにお前……自分に大金を賭けるとはどういうつもりだ？」

			　大金を賭けた理由？　そんなのは決まっている。

			　因みに俺はギャンブルが嫌いだ。

			「何なら賭けます？　俺に賭ければ儲かりますよ」

			「いらぬ！　私が金に困っているように見えるのか？」

			　これだからお嬢様は……まぁ、いいか。

			「嫌がらせもすぐに終わりますよ。決闘まで数日しかありませんからね」

			　そう言って俺は部屋を出ていくのだった。

			


			　　　◇

			


			　決闘当日。

			　学園にある闘技場はとても広い。

			　観客席は魔法障壁に守られ、安全確保も万全である。

			　学園の闘技場。ここで多くの生徒たちが決闘してきたかと思うと……どうしよう、あまり感情が湧いてこない。

			　控え室で着替えをしている俺は、自分の姿を見る。

			『似合っていますね。まぁ、私がマスターのために用意した一品ですから当然ですが』

			　機体カラーに合わせてダークグレーメインのスーツは、体に張り付くインナーの上にズボンやらベストを着用しているスタイルだ。

			　首回りが保護されている。

			　流石に体のラインが出る服は勘弁して欲しい。

			「思っていたのと違うな。作り直しを要求する」

			『お断りします。色やデザインが多少違っても性能に差はありません。好みを理由に変更依頼されても困ります。我慢してください』

			　こいつ本当に俺をマスターと思っているのだろうか？

			　上着を着て控え室を出ると、そこにはオリヴィアさんが待っていた。

			「──あ！」

			　壁に寄りかかって待っていたのか、俺が出てくると慌てて近付いてきた。距離がとても近く感じる。

			「あ、あの──私、何も出来ませんけど、応援します！　リオンさんのこと、応援していますから！」

			


			

			


			　主人公に応援されるとか不思議な感覚だ。

			　本来なら、向こう側──ユリウス殿下たちの側にいる人だというのに。

			「俺に賭けたの？　なら大正解だ。大儲けさせてやるよ」

			　サムズアップをして立ち去ろうとすると、オリヴィアさんが否定した。

			「え？　賭けていませんよ。賭け事はいけないと思います」

			「お、おぅ」

			　とても綺麗な澄んだ瞳で言われた俺は、自分に大金を賭けたことを思い出して恥ずかしくなってくる。

			　これが主人公の力というやつだろうか？

			　汚れきった心には眩しすぎるくらい純粋で、オリヴィアさんの背中から後光が差しているように見えた。

			　二人で控え室から闘技場の方へと向かうと、既に向こう側の五人は揃っていた。

			　自慢の鎧も既に用意しており、観客に見せつけている。

			　鎧と言うよりもロボットのような形をしており、大きさも三メートル近い。パワードスーツのような物で、空だって飛べる不思議人型兵器だ。

			「お～、派手なカラーリング」

			　王太子殿下の白い鎧から順番に、それぞれ派手な装飾が付いた鎧が並んでいた。

			　俺が出てくると一斉にブーイングが巻き起こる。

			　観客席を見れば、ダニエルとレイモンドの姿も見えた。俺が視線を向けると周りに見えないように、俺に賭けた証拠の赤い札を見せてくる。

			　殿下たちに賭けると青い札が貰えるのだ。

			「あいつら……さて、俺も頑張りますか」

			　俺が出てくると、アンジェリカさんが駆け寄ってきた。

			「おい！　なんで鎧を用意してこなかった！　お前、自信満々だったくせに用意していないとか言わないよな！」

			　俺に対して遠慮がなくなってきている。

			　屋根のない闘技場──俺は空を見上げた。

			　今日は青空が広がっていた。

			「大丈夫……今到着しましたよ」

			　俺が指をさすと、空に黒い点が見える。俺の上着に隠れていたルクシオンが俺にだけ聞こえる音声で伝えてくる。

			『アロガンツ、来ます』

			　大きな箱が空から落下し、そして地面に衝突する少し前にスピードを落としてゆっくりと着地する。

			　随分と大きな箱の前面部分が開くと、側面部分や天井部分も自動で開いて中に格納していた鎧が姿を現した。

			　以前使った時は戦闘ではなく試し乗りで作業を行ったが、こうして見るとやはり戦闘用である風格というか威厳を感じる。最初に浮島に穴を掘る時に使ったのが申し訳なく思う完成度の鎧だ。

			　しかし名前が気になる。

			「……アロガンツってどういう意味だったかな？」

			　どこかで聞いたことがあるようなないような……凄そうな名前なので個人的には好みだ。

			『貴方にピッタリの言葉です』

			「そうか。たまには気が利くことも出来るじゃないか」

			　ダークグレーの鎧は現在の主流であるスマートな鎧とは違い、とにかく頑丈な作りをしていた。本体自体が普通の鎧よりも大きい。

			　実戦向きなのか刺とげ々とげしい飾りもなく、無骨なロボットに見える。

			　殿下たちの鎧が高機動型のスリムタイプなら、俺の鎧は重装甲の鈍そうな鎧だった。

			　俺の鎧の出現に闘技場の観客たちが盛大に大笑いを──爆笑していた。

			　集まった三学年の生徒たち。

			　とにかくこの大イベント──ユリウス殿下たちの雄姿を見ようと、参加できる生徒たちは可能な限り集まった印象だ。

			　何千人と集まっているが、観客席の収容人数は万単位を想定しているためか観客席が有り余っていた。

			　アンジェリカさんが俺に疑ったような視線を向けてくる。

			「お前、これで戦うつもりか？　もしかしてロストアイテムか？　だから強いと思っていないだろうな？　ロストアイテムは再現不可能なだけであって、別にロストアイテムなら強いという意味ではないんだぞ」

			　オリヴィアさんが手を頬に当てて首をかしげる。

			「でも、なんだか可愛いですよ」

			「お前の美的感覚がおかしいのだ。確かに無骨なだけではないが、今の戦闘には不向きだ」

			　防御よりも攻撃力を重視する今の風潮では、素早く動いて敵を倒すのが主流だ。

			　つまり、重装甲は時代遅れの型落ちに見えるのだ。

			　俺は重装備の方が好きだけどね。

			「見ていれば分かりますよ」

			　俺は闘技場の中──舞台へと上がった。

			　俺が鎧の所に近付くと、闘技場内に紫色の鎧が降りてきた。細長いイメージで、背中にはランスのような武器をいくつも背負っている。

			　色合いからブラッドのようだ。

			　鎧の胸元を開放すると、そこにはブラッドの姿があった。

			「逃げずに出てきたのは褒めてやろう。だが、そんな型落ちの古い鎧を持ち出して、僕の鎧に勝てると思ったのか？　名工に作らせたこの鎧は製作だけでも白金貨で──」

			　自慢を無視して自分も鎧の胸元を開放する。

			　滑り込むように中に入ると、両脇の前にある穴に腕を入れた。中にある操縦桿かんを握る。ゲームのジョイスティックのような物だ。

			　それを握ると胸元が閉じて視界が遮られるのだが──。

			『アロガンツ起動します』

			　ルクシオンの言葉に反応してアロガンツが起動する。目の前には、まるで実際に外にいるかのように映像が見えていた。

			　内部の機械が動いて俺の体を固定していく。頭部や首──胴体などを保護していた。

			　準備が完了したので前を見れば、まだブラッドが鎧の自慢話を続けていた。

			「あいつまだ自慢しているのか？」

			『彼の話からするに、後ろに背負っているのはドローンのような兵器のようです。こちらも対抗して展開しますか？』

			「こいつの性能なら必要ないな。だってさ……紫って基本的に打たれ弱いんだよね」

			　ゲームではすぐに沈むので本当に苦労させられた。

			　アロガンツが一歩を踏み出すと、ブラッドが腹を立てた顔をしているのが見えた。話を無視しているのが気に入らないらしい。

			　大丈夫……ルクシオンがちゃんと聞いていたし、お前の鎧の特徴は知っているから。

			『……お前の態度に腹が立つ』

			　そう言って胸部を閉じて戦闘の構えを見せたので、こちらも武器を取り出すことにした。

			「えっと……一番のブレードを」

			　すると、バックパックの収納ボックスから出てきたのはスコップだった。主に穴を掘るのに最適な剣スコである。

			　鎧用なので大きく、それなりの重さがあるが……やはりスコップはスコップだ。

			


			

			


			「あれ!?」

			『前回、一番にスコップを収納していましたね』

			「ブレードを出せよ！」

			『一番を指定したのはマスターです』

			　こいつ絶対に分かっていてやっている。

			　俺がスコップを構えると、観衆の笑い声が聞こえてくるのだが──ブラッドは舐められたと思ったのか激怒していた。

			『貴様、そうやって僕を馬鹿にするのか！』

			　闘技場に審判である教師の声が響く。

			『両者、まずは決闘の誓いを──』

			　だが、大きく踏み込み飛び出してきたブラッドは止まらない。

			　そんなブラッドは両手に持ったスピアを俺に向かって突き刺してくる。胴体狙い。思いっきり殺すつもりのようだ。

			　スピアの先端が魔法の発生で光を帯びていた。

			　ルクシオンは感心している。

			『素晴らしい踏み込みです』

			「お前は──」

			　俺とルクシオンの会話は外には聞こえていない。ルクシオンのことが知られると面倒だからだ。

			　鎧を動かそうとすると、イメージ通りに動いた。重装甲な鎧が軽快に横へステップすると、そのままブラッドの腕を掴んで押さえつける。

			『は、放せ！』

			「はい、落ち着いてね。ほら、決闘の誓いがあるから。先に済ませないと色々と面倒だからちゃんとしようね」

			


			　　　◇

			


			　アンジェリカは、アロガンツの動きを見て冷や汗を流していた。

			　隣では鎧に関して何の知識もない素人のオリヴィアが手を握りしめ、リオンの応援をしていた。

			「アンジェリカさん、リオンさん結構頑張れそうですね！」

			　そんなオリヴィアを見て「あ、あぁ」と頷くことしか出来なかった。

			　ただ、内心ではあり得ないと思っていた。

			（今の動きはなんだ？　あれだけ重装甲な鎧があんなに軽快に動くというのか？　あり得ない。いったいどんな鎧だ。重量があればあるだけ、操縦者の負担は大きくなるんだぞ）

			　鎧のセオリーからいけば、あり得ない重量に見えるアロガンツ。

			　そして、一瞬の動きも驚きだが、そのパワーだ。片腕でブラッドの鎧を押さえつけたパワーはあり得ない。

			（フィールド家が跡取りのために用意した鎧だぞ。ただの数合わせの量産品ではない。特注品の鎧だ。それを片手で押さえつけるのか）

			　闘技場の二人が決闘の代理人として誓いの言葉を述べている。

			　死んでも恨まないというような誓いの内容。

			　そんな言葉よりも、アンジェリカはリオンの鎧から目が離せなかった。

			　周囲から声が聞こえてくる。

			「なんだよ。早く始めろよ」

			「俺、殿下に全財産を賭けたんだ。こんな儲け話ないよな」

			「俺も実家から金を借りてきた！」

			　観衆の多くはリオンが早く負けることを願っていた。

			　中には借金をしてまで大量にユリウスたちの勝利に賭けた生徒もいる。男子も女子も、この機会に金を稼ごうとしているのだ。

			　アンジェリカは笑みを浮かべた。

			「アハ、アハハハ！」

			　笑い出したアンジェリカに、オリヴィアが怯えるような視線を向けている。

			「ど、どうしたんですか？」

			「これが笑わずにいられるか。あの男は本当に酷い奴だよ」

			　オリヴィアが言い返す。

			「酷くありません！　リオンさんは優しい人です！」

			「そうだな。そうだった」

			　適当にオリヴィアをあしらいながら、アンジェリカは思案した。

			（だが、それなら何故私に味方した？　確実に勝てる見込みがあると判断したのは分かるが、今後を考えれば私に味方するのは下策だ。それが分からない頭ではないだろうに）

			


			　　　◇

			


			　ブラッドは焦っていた。

			　狭い鎧の中、呼吸をすると生暖かい息が跳ね返ってくる。

			「なんだ、なんなんだよ」

			　鎧の腕を見れば、握られた場所が指の形にへこんでいる。鎧の装甲は金属的な強度もあるが、そもそも魔法によって守られている。多少の攻撃では傷も付かない。

			　──普通はあの程度では付かないはずなのだ。

			　それに──全く動けなかった。

			　抵抗しようとしたのに動けず、相手は無理をしている様子もなかった。

			　決闘の合図を待つ今、開始前の余裕は吹き飛んでいた。

			「こうなればこいつを使うしかない」

			　背中に背負った握る部分がないスピア──細長い円錐は、魔法で浮遊させて攻撃を可能とする兵器だ。

			　本当は槍を使って倒し、マリエに自分の武勇を見せつけたかった。ブラッドは武芸の才能がないのを気にしており、背中のスピアは魔法的であるため使用を控えようと考えていたのだ。

			（このままじゃ負ける。そんなの……マリエの前でそれだけは！）

			　魔法に関して高い才能を持つブラッドの奥の手だった。

			　四本のスピアを四方から突撃させ、相手を突き刺す必殺技だ。

			『それでは両者──はじめっ！』

			　決闘の開始と同時に背負っていたスピアを解放し、周囲に浮かせる。その数は四つ。

			「いくらあの鎧でも四方からの同時攻撃に耐えられるわけが──」

			　ブラッドがそこまで口にしたところで、ダークグレーの鋼の巨人が目の前に迫ってきていた。

			　丁度、スコップを両手に持って大きく振りかぶっている姿が見えた。

			「──へ？」

			


			　　　◇

			


			　金属同士のぶつかる激しい音が闘技場に響き渡る。

			　開始と同時に突撃し、スコップで殴りつけたら闘技場の壁まで吹き飛んでいった。

			「なんてパワーだ」

			　圧倒的な機体性能の差は、相手が仕掛けてくる前に全てを終わらせてしまった。

			　ただ、直進してスコップを叩き付けただけで、紫色のとんがり帽子は戦闘不能まで追い込まれている。

			『これでも全力ではありません。魔法で動く鎧には感心しますが、見るべき技術はそこだけです。無駄に装飾が多くスマートではありません』

			　……こいつ、アロガンツが笑われたのを根に持っているのだろうか？　まぁ、製作したのはルクシオンだから、結構気にしているのかも知れない。

			　俺は壁に激突してゆがんだ紫色の鎧に近付く。

			　相手はなんとか動こうとしていたが、踏みつけた。

			　ミシミシと音が聞こえてくる。

			『や、やめっ！　苦しい──助けて！』

			　相手の鎧はへこんだのに、スコップはまったくビクともしていなかった。このままスコップで戦うのも良いかも知れない。

			　助けを求めるブラッドの声を無視する。

			「ほら、潰しちゃうぞ。早く負けを認めないとね」

			『圧倒的な力でねじ伏せる……流石はマスターです。卑怯という言葉がこれほど似合う方も滅多にいませんよ』

			「……嫌みかよ」

			『いえ、褒めています。勝負事で卑怯とは褒め言葉ですから。勝てると思わないと戦わない。私もそうありたいものです』

			　──そう、俺は勝てるから決闘に名乗りを上げた。

			　右手にスコップを持って肩に担ぎ、紫野郎を踏みつける。

			　ついでに言えば、こいつらをぶん殴りたかったのも事実だ。前世の記憶が俺に言うのだ……面倒くさい野郎共をぶっ潰せ、と。

			　徐々に踏みつける力を強めていくと、ブラッドの鎧の大事な骨格部分──基本フレームが歪んだのか変な音が聞こえてくる。

			「ほら、さっさと負けを認めないと死んじゃうぞ」

			『認める！　負けを認めるから！』

			　半泣きのブラッドが負けを認めると叫んだのを聞いて動きを止めた。

			　そして、ブラッドを踏んでいた右足をゆっくり上げ、俺は振り返って闘技場を見た。ブラットが発射したスピアが闘技場の地面に突き刺さるか転がるかしている。

			　闘技場の観客席は静まりかえっていた。

			　俺は審判の方を見る。

			「審判、ブラッドは負けを認めたぞ」

			　その言葉に審判が俺の名前を叫ぶ。

			『しょ、勝者！　リオン・フォウ・バルトファルト！』

			　パチパチと聞こえてくる拍手は、広い会場内で数人が行っているだけだった。

			「数人拍手しているな」

			　アンジェリカさんとオリヴィアさんなら理解できるが、それ以外にも数人が拍手をしていた。

			　頭部のカメラが発見した人物の中には、教師である師匠が背筋を伸ばし堂々と拍手をしている。

			　……師匠ったらこんな時も紳士。

		

	

			


			第09話「私怨」

			


			　俺が決闘の代理人に名乗り出た理由がいくつかあるとして、その一つを挙げるとすれば私し怨えんがある。

			　攻略対象の男性キャラに対する私怨。

			　前世で妹に無理矢理させられた乙女ゲーで攻略させられた五人。

			　何が悲しくて野郎を口説き、甘い台詞を聞かなければいけないのか。

			　そうした思いが沸ふつ々ふつと蘇ってきて俺に囁ささやいたのだ。

			　やっちまえよ、って。

			　闘技場内。

			　転がっている破片やら邪魔な物を片付け、アロガンツを運んできたボックスも闘技場の外に出されてしまった。

			　中央で立って待っていると、何やら殿下たちの様子がおかしかった。

			　アロガンツのマイクが殿下たちの声を拾う。

			『俺が行く。ブラッドの軟弱野郎は確かに弱いが、アレは驚異だ。お前たちじゃ荷が重い』

			『──舐められたものだな。私がお前に劣ると言いたいのか？』

			　グレッグとクリスが言い争いをしており、殿下とジルクは俺の方を見ていた。

			『バルトファルトの奴はダンジョン攻略者だったな。そうか、これだけの鎧を持っていたからこその自信か』

			『ロストアイテムでしょう。ですが、ここまで強い鎧が眠っているなど聞いたことがありません。見た目から言えばパワータイプのようですが』

			　闘技場の雰囲気は番狂わせが起きたということでざわついていた。

			　俺が負ける──殿下たちの勝利を信じて疑わない生徒たちが沢山いるのだ。オマケに大金も賭けている奴も多い。

			　マイクが拾う声には「これくらいして貰わないと見に来た意味がないぜ」とか「でも次で終わりよね」などと安心しきっているものもある。

			　ルクシオンはデータの修正を行っていた。

			『先ほどの戦闘データから槍での戦闘方法を修正しました』

			「ご苦労さん。おっと、次はグレッグか」

			　赤く塗装された鎧の中に入ると、大きな槍を持って闘技場内に降り立つ。

			　ルクシオンは相手の状態を確認。

			『表面に修復箇所を確認。傷跡などから推測すると鎧を使った戦闘経験も豊富そうですね』

			「あぁ、こいつは強いよ。強いけどさぁ……」

			　グレッグ・フォウ・セバーグは、荒々しい見た目と同様に五人の中で冒険者として一番活躍している。そして実戦に重きを置くタイプだ。

			　それはいい。

			　ゲームでも戦闘面で頼りになるキャラだと俺も思っている。

			　グレッグが槍を俺に向けてくる。

			『バルトファルトって言ったな。その名前は覚えておいてやるぜ。だが、調子に乗るのもここまでだ。ロストアイテムで強力な鎧を手に入れたみたいだが、しょせんは鎧の力だ。お前の力じゃない』

			　まさにその通り、反論一つ出来ない正論に拍手を送りたくなる。

			「それがどうした？　パーティー会場でも思ったけど、口がよく回る奴だよな。お喋りがしたいなら今度お茶にでも誘ってくれよ」

			　遠回しに口だけ野郎と煽ってみると、効果はてきめんだった。

			『……ぶっ潰す！』

			　審判が決闘の開始を告げた。

			『はじめ！』

			　槍を振り回し、グレッグは俺との距離を詰めてくる。

			　先ほどの戦闘を見ていたのか、俺に攻撃をさせないつもりのようだ。そのため連続で攻撃してくるのだが──。

			『おらぁ！　どうした！　こんなものかよ！』

			　槍で突く、斬る、払う、などの連続攻撃を持っていたスコップで防ぐ。

			　金属同士のぶつかり合いによる火花に加え、相手の槍が淡く光を帯びていたので実にまぶしかった。

			　でも、こいつ──。

			「動きは良いんだよ。根性もある。けどさぁ……お前はもっと道具にこだわれや！」

			　スコップで槍を弾き飛ばすと、鎧の性能差から相手がバランスを崩した。軽量タイプであるために、重量差もあって弾かれる形になったのだ。

			　グレッグの赤い鎧が空を飛んで距離を取ろうとしている。

			　元々鎧は空を飛ぶ兵器でもある。

			　しかし、左手を伸ばしてグレッグの右足を掴んだ。

			『こ、こいつ！』

			　鎧の拳で左手を攻撃してくるが、傷一つ付かないし、外れることもない。

			　グレッグの使用している鎧は旧式の鎧で、着飾っているだけの量産品だった。

			　赤く染めて派手にしているだけなのだ。

			　この男、能力はあるのにゲームの設定と同じく道具にこだわらない。道具にこだわるのは二流とでも思っているのだろう。

			　おかげで戦争パートではよく沈み、その度にゲームオーバーになったことが何度もあった。

			　変なプライドなど捨ててしまえ！

			　アロガンツの左手が、グレッグの鎧の右足首を握りつぶす。そこに本人の足がないのは知っているので握りつぶしたが、鎧の構造を知らない女子も多いため観客席からは悲鳴のような声が聞こえてきた。

			　引き寄せてスコップを頭部に突き刺す。スコップを手放した右手でグレッグの鎧の腕を握りつぶした。

			「ほらほら、逃げてみろよ～」

			　いたぶるように今度は反対の腕を掴んで握りつぶすと、グレッグの叫び声が聞こえてきた。

			『ちくしょうがぁぁぁ！　放せよ！』

			「……放すかよ、ば～か」

			　機体性能に任せてグレッグの鎧を破壊していく。グレッグ自身は傷付かないように注意しながら、鎧の腕を引き抜いた。

			　グレッグの生身の腕が出てくる。

			　アロガンツの大きさは一般的な鎧よりも一回り以上も大きい。

			『いたぶって楽しいのか！　お前は男じゃねー！　騎士なら騎士らしく戦いやがれ！　鎧のおかげで勝っているだけだろうが！』

			　何か叫んでいるので不満をぶつける。

			「騎士？　まだ正式な騎士じゃない。ついでに言わせて貰えれば、決闘に旧式の鎧で出てきて負ければ鎧のせい？　新型を用意しなかった自分の準備不足を嘆なげいた方がいい。いや、侮あなどっていた自分を恥じた方がいいよ。でも言い訳が出来ていいよね。僕は鎧の性能差で負けたんです、ってさ！」

			　鎧の胸部装甲を引き剥がすと、グレッグの顔が出てきた。

			　圧倒的な力を前に手も足も出ないのが悔しいのか、その顔は怒りに染まりつつも焦りも含み──非常に複雑な表情をしていた。

			　まるで子供が玩具を破壊していくように、アロガンツはグレッグの鎧を破壊していく。俺がグレッグだったらトラウマ物の光景だろう。

			　まぁ……止めないけどね！

			　グレッグは鎧が使えないと分かると、外に出て鎧の破片を持って俺の前に立つ。

			『ふざけんなっ！　俺はまだ負けていない。死ぬまで戦ってやるよ！』

			　諦めないその姿と折れない心に感動すら覚え──ないな。諦めが悪いようにしか見えない。

			「え～、でもさぁ……」

			『さっさとかかってこいやぁぁぁ！』

			　鎧の破片で何度も斬りかかってくるグレッグに対して、俺は無抵抗を貫いた。

			　だってダメージなんかないし。

			　そもそも、鎧と生身では勝負にならない力の差が存在するのだ。

			「──俺、お前たちと違って、流石に弱い者いじめは気が引けるし」

			　すると、グレッグの動きが止まった。

			『な、なんて言った。今なんて言ったぁぁぁ！』

			「君たちみたいに弱い者いじめを好む趣味はない、って言ったんだよ。聞こえなかったかな？」

			『ふ、ふざけんな！　俺たちがいつ弱い者いじめを──』

			「アハハハ！　お前、本当によく喋るよね。まぁ、人を舐めて旧式の鎧なんかで出てくるくらいだから、よっぽど実力に自信があったんだろうけど……お前程度の奴なんか世の中ゴロゴロいるからね。俺も実力的にトップじゃないし、アレだけ決闘を申し込んだ時に強気に出てくるから少しは期待したのにこのざまって……お前、本当に雑魚すぎ。こんな雑魚をいたぶっても後味が悪いから、手早く終わらせたいの。この気持ち、分かんないだろうな～」

			　君は弱いんだよ、って言うのを丁寧に教えてあげた。

			　俺ってなんて優しいのかな！

			『うわぁぁぁああああぁぁぁぁあぁぁぁ!!』

			　グレッグが叫びながら攻撃を仕掛けてくるが、その姿は勇ましいと言うよりも、哀れだった。大勢の前で雑魚呼ばわりした相手に、雑魚扱いを受けて負ける……悲惨すぎて心が痛む。

			　まぁ、嘘だけど。まったく心が痛まない。

			　こいつらはもっと自分の実力を知った方が良い。

			　流石に見ていられないのか、審判が止めに入る。

			『……勝者、リオン・フォウ・バルトファルト。グレッグ・フォウ・セバーグは下がりなさい。両者の健闘に拍手を！』

			　覇気のない同情に満ちた審判の声に、グレッグは膝から崩れ落ちてその場に座り込む。

			　闘技場内からパラパラとした拍手が俺たちに送られていた。

			　俺は呟く。

			「これで残り三人か」

			　ルクシオンの奴は俺に冷たい。

			『なんとも酷い結果ですね。相手をここまで追い詰めるなんて常人には躊躇ためらわれますよ』

			「知るかよ。こいつらは現実を知った方がいいって。俺、調子に乗った奴は嫌いなの」

			『鏡を用意いたしましょうか？　マスターにも当てはまるピッタリの言葉ですね』

			　……自覚はあるが言われるとやはり腹が立つ。

			


			　　　◇

			


			　観客席では生徒たちがドン引きしていた。

			「今の試合は酷いだろ。騎士の戦い方じゃないぜ」

			「馬鹿、決闘だろうが」

			「これで二人抜きだな。まぁ、クリスが止めるだろうけど……」

			　決闘内容に観客たちは、グレッグが意外にたいしたことがなかったと口を揃えて言っていた。

			「あいつ実は弱いんじゃないか？」

			「実戦が～とか、五月蠅うるさかったのにこの程度かよ」

			「期待していたのに残念。弱い男って興味ないわ」

			　アンジェリカはグレッグとの試合内容に冷や汗をかく。

			「ここまで差を見せつけるか」

			　アンジェリカはグレッグが弱いとは思っていない。

			　それ以上にリオンが強すぎたのだ。

			　グレッグは運が悪すぎたのだ。鎧が旧式だから負けた？　そんなことはない。最新式の鎧を用意していたとしても、グレッグは負けていただろう。

			　それだけの性能をアロガンツが持っていたのだ。

			（そもそも、王国で手に入る鎧で相手になるのか？）

			　オリヴィアの方は少し怒っていた。

			「リオンさんが勝って嬉しいですけど、今のはやりすぎです。後でグレッグさんに謝罪すべきですよ！」

			　本気でそう思っているオリヴィアに、アンジェリカは首を横に振った。

			「止めておけ。余計にグレッグのプライドを傷付けるだけだ」

			　ただ、アンジェリカは小さく俯く。

			（……弱い者いじめ、か。バルトファルトにしてみれば、私もただの小娘なのだろうな）

			　リオンがグレッグを煽った際に「お前たちと違って」と言っていた。アレは、パーティー会場で味方のいない自分を責め続けたユリウスたちへの嫌みなのだと察する。

			　言っていた本人は気が付いていたのか、それとも無意識だったのかは分からないが。

			「そうか……私は弱いのか。惨めだな。もっと──」

			　アンジェリカは空を見上げた。

			（もっと殿下のために強くなりたかった）

			


			　　　◇

			


			　闘技場の片付けが終わると、降りてきたのはクリスの青い鎧だった。

			　大きな大剣を両手に持ち、背中には違う種類の剣も背負っていた。

			　若き剣豪──剣士ではなく、剣豪だ。

			　ゲーム内ではただの剣士よりも格が高く、実力を認められた称号のようなものだ。

			　父が剣聖で、幼い頃から厳しく剣を教えられて育てられてきた。

			　冷静だが感情を表に出すのが苦手。

			　だが、剣を持てば無敵の剣士様……俺はこいつも嫌いだった。攻略が難しいキャラだったのもあるが、こいつ剣しか使わないのだ。

			　そのため遠距離攻撃を持たないので、戦争パートでは苦労させられた。というか、クリスを含めた三人の癖が強すぎて何度もゲームオーバーになった。

			　今思い出しただけでもムカムカしてくる。

			　鎧並に大きな剣を構えるクリスは、前世風に言うのなら耳横近くに手を持ってきた八はっ相そうの構えをしていた。

			　クリスが喋った。

			『──私は二人のように油断しない。最初から全力を出す』

			「そうか。なら、俺も全力を出そうかな」

			　未だにスコップを持っているのが腹立たしいのか、俺に突っかかってくる。

			『いつまでそんな道具を持っているつもりだ？　この場に相応しくない』

			「それを決めるのはお前じゃないよね？」

			　審判が開始を告げた。

			『はじめっ！』

			　──まぁ、なんだかんだと言って強いキャラだと思う。実際、他二人と違って油断もしていない様子だ。

			　一直線に俺に向かって斬りかかってくる動きには迷いがない。

			「ルクシオン、ドローンを展開しろ」

			『ドローンを展開します』

			　後ろに下がりつつ背中の武器コンテナから次々にドローンを出していく。球体ドローンには銃器が取り付けられていた。

			　その数は八つ。

			『──なっ!?』

			　驚いた顔をするクリスに向かい、俺は──。

			「射撃開始、っと」

			　操縦桿のトリガーを引いたら、それに合わせてドローンたちがクリスの青い鎧に向かって射撃を開始した。

			　慌てて避けようとするクリスだが、八機のドローンに囲まれてはどうしようもない。マシンガンを取り付けたドローンの攻撃に、ダメージを蓄積させていく。

			　防御をしていては勝てないと思ったのかドローンを攻撃しようとするが、操作しているのはルクシオンだ。

			『無駄です』

			　どれかを攻撃しようとすると、回り込んだドローンに後ろを攻撃される。

			　だが、クリスもすぐに対応して壁際に下がると回り込ませないように対策を取った。取ったのは良いが……。

			「はい、詰みね。負けを認めてくれるかな？」

			　スコップを担いでほとんど動かない俺に、クリスが感情的になる。

			『お前は！　お前はこんな戦い方で満足か！　騎士道の欠片もない。こんな戦い方をして！』

			　剣へのこだわり──騎士らしく戦いたいのは認めるが、ハッキリ言って興味がない。

			「言いたいことはそれだけかな？　これは試合じゃない。決闘なんてどんなに取り繕っても殺し合いだろうが。銃に頼ったら駄目？　そんなルールは聞いていないね。そもそも、お前ら五人を相手にしている俺こそ同情されるべきじゃないのかな？　いや、すまない。一対一を五回すればいいだけだから、これは同情されなくても仕方がないね。それにしても、圧倒的な差がありすぎるから、確かに真面目に手加減を考えているところだったんだ。君たちの言う正々堂々とした騎士道も考えてあげようじゃないか」

			　ペラペラと話を続けていると、クリスが動こうとした。ルクシオンが見逃すはずもなく、一斉に八機のドローンが俺の周囲に浮かんで射撃を開始。

			　命を取らないために特殊な弾丸を使用してダメージを軽減しているが、すぐに動けなくなったクリスが大剣を盾代わりにして屈み込む。

			『馬鹿にして……こんな戦いは誰も認めない！』

			「結構だ。大事なのは結果だ。お前たちは負けて、俺が勝つ。過程なんて気にする奴は少ないからね。あ、でもお前たちは頑張った、って言ってやるよ。無様に負けたと言えば角が立つから」

			『うわぁぁぁぁぁ!!』

			　弾丸の雨の中を突き進み根性で俺のとこに来るクリスは、大剣を振り下ろした。クリスの魔力と剣速により、まるで光の刃を振り下ろすように見えたそれを左手で受け止め、大剣を握りつぶす。

			「流石は剣豪様、お見事でした」

			　クリスの鎧から煙が噴いたところで、審判から勝者の宣言が行われる。

			『クリス・フィア・アークライト戦闘不能！　勝者……リオン・フォウ・バルトファルト』

			　審判が俺の名前を宣言する時、どうにも言葉に力が入っていない気がする。

			　鎧の中からすすり泣く声が聞こえてきた。

			『……どうしてだ。どうして私は負けたんだ。誰よりも努力してきた。私は誰よりも頑張って……認められたかったのに』

			　家庭の事情もあって努力するしかなかったクリスには同情するが、それとこれとは話が別なので気にしない。

			「不幸自慢はご自慢の彼女にしろ。きっと同情してくれるぞ」

			『本当に屑くずですね』

			　ルクシオンの言葉が妙に心に刺さった。いや、俺だってちょっとやりすぎたかな、って思っているよ。けど、こいつらは今の内に負けておくべきだ。

			


			　　　◇

			


			　観客席に不安の声が上がる。

			「お、おい、クリスが負けたぞ」

			「なんだよ。あんなの卑怯じゃないか」

			「……なぁ、リオンってソロでダンジョンを攻略して男爵位を手に入れたよな？　もしかして、本当は強いのか？」

			「ま、待ってよ。ならこのまま勝負が決まるの？　私、全財産を賭けたのよ！」

			　絶対に勝てると思っていた賭けが、実はそうではなかったと知って焦る観客たち。同時に、リオンを馬鹿にしていた生徒たちは認識を改め始めていた。

			　オリヴィアが泣きそうな顔になる。

			「アンジェリカさん、私……凄く悲しいです。リオンさんが勝ったのは嬉しいんですけど、こんなの酷すぎます」

			　アンジェリカはオリヴィアを言いくるめる。

			「馬鹿を言うな。気を抜けばリオンも負けていたかも知れない男だぞ。それだけ相手を警戒したということだ」

			「そ、そうなんですか？」

			　頷いてクリスについて語る。

			「剣術指南役をしている伯爵家の出だ。クリスの父は王国一の剣士で剣聖の称号を得ている。あいつ自身、一段下がるが、剣豪の称号を得ている男だからな」

			　オリヴィアは素直に感心していた。

			「凄いんですね」

			「あぁ、凄い男だよ」

			（そんな男でも手も足も出なかったということは……乳兄弟のジルクは焦っているのだろうな）

			　ユリウスたちがいる場所を見れば、ジルクの姿も鎧も見えない。

			　青ざめているマリエをユリウスが慰めており、その姿を見るとアンジェリカは胸が締め付けられるように苦しかった。

			（……殿下）

			


			　　　◇

			


			　クリスが闘技場から運び出され医務室に向かう中、ジルクは次の試合の準備を行っていた。

			　鎧の整備士に指示を出している。

			「ありったけの武器を積み込みなさい。弾丸も魔弾を使用します」

			　整備士が目を見開く。

			「試合で使う代物じゃありませんよ！」

			「これは決闘です！」

			　普段優しいジルクが余裕を失うほどに焦っていた。

			　緑色の鎧は各部に羽根のような飾りが付いている。

			　そんな鎧に重厚感のあるライフルや、剣ではなく斧が持たされた。まるで戦場に行くかのような装備だ。

			「飾りを外して追加の装甲を取り付けてくれますか。それから、手榴弾の類いも用意するように」

			　整備士が困っていた。

			「ジルク様、今ある部品では限界があります」

			　ジルクは俯き、そして顔を上げた。

			「構いません。出来る限りのことをしなさい」

			　大急ぎで装備を変更する周囲に目もくれず、ジルクは頭の中で戦い方を考えていた。

			（なんとしても私で止めなければ。それが出来なくとも、ダメージを与えなければ殿下の評価が）

			　乳兄弟、親友……ジルクはユリウスのために生きてきた。ここで負ければ、ユリウスの評価が著しく下がることになる。

			　それを認められないジルクは、ありとあらゆる手段を執とることにした。

			　近くに置かれていた爆弾を一つ手に取る。

			「……少し出かけます」

			　鎧の装備を換装させ、一人ジルクは部屋を出ていく。

			


			　　　◇

			


			「ふぁ～、疲れた」

			　一時休憩を挟むことになり、俺は闘技場を出て控え室の方で休んでいた。

			　トイレを済ませて戻ろうとすると、オリヴィアさんとアンジェリカさんが駆け寄ってくる。

			「リオンさん、どこに行っていたんですか！」

			「心配したぞ」

			　二人の反応に俺は首をかしげた。

			「え、何？」

			　二人は顔を見合わせていた。

			「いえ、あの、具合が悪そうだと聞いたので」

			　俺は目を細めた。

			「俺が？　休んでいただけだよ」

			　アンジェリカさんが少し怪しんでいた。

			「お前の姉を名乗る者が現れた。顔はオリヴィアが確認したが……お前の顔色が悪いから見てきて欲しいと言われたのだが？」

			　次女が俺の心配？　まずあり得ない。

			　殿下に喧嘩を売ってから顔を合わせていないが、きっと迷惑をかけたと思う。だが、このタイミングで話しかけてくるだろうか？

			　そう思っているとルクシオンが俺に話しかけてくる。目の前の二人には聞こえていない。

			『マスター、機体に爆薬がセットされました。マスターの姉君がセットしましたが、指示した者がいます』

			　……だろうな。脅されたと考えるのが一番だろう。

			　俺が殿下に喧嘩を売ったことで学園では肩身が狭かっただろう。そこをジルクが利用した、と。

			　俺も屑だが、ジルクも屑野郎だな。まぁ、あいつはユリウス殿下のために手段を選ばないところがあったからやると思った。

			『指示したのは次の対戦相手です』

			　ルクシオンの報告を聞きつつ、やっぱりそうかと思って俺は小さく溜息を吐いた。

			　不安そうにしている二人に向かって。

			「そっか……実の姉には分かるか。実は大きい方を我慢していたんだよね。お腹痛くてさ。漏れるかと思ったよ。決闘よりそっちの方が辛い戦いだったかな」

			　俺がそう言うと、オリヴィアさんがオロオロと困っていた。

			「そ、それは仕方がありませんね」

			　アンジェリカさんは冷たい視線を向けてくる。

			「女子の前ではもっと言い方があると思うが？」

			「そうですね。お花を摘みに行っていました。闘技場に花か壇だんなんてないけど」

			　そう言うと、オリヴィアさんが苦笑いをしている。

			　アンジェリカさんは額を手で押さえていた。

			「その言い訳は……まぁ、いい。普段から言い方を直さねばいざという時にミスをするぞ。それより、もうすぐ時間だ」

			「なら、行くとしますか」

			　闘技場へと向かうと、ルクシオンが情報をくれた。

			『爆薬のセット位置は背中になります。この世界の鎧はそこに重要機構があるので、こちらを本気で潰しにきています。爆薬の量から計算すると、一般的な鎧ならば中の操縦者の命はないかと』

			　普段優しそうな奴が一番怖かった……よくある話だ。

			


			　　　◇

			


			　闘技場に行くと次女の姿はなかった。

			　まぁ、話をしないのはありがたい。俺も何を話せばいいのか分からないし、それよりも爆弾なのだが……隠すように取り付けられていた。

			　アンジェリカさんが闘技場で待っているジルクの緑色の鎧を見ていた。

			「ほら、相手がお待ちかねだ。ようやく本気になったらしい」

			　ジルクは、戦場にでも出るかのような装備で闘技場に出てきていた。

			　鎧の中に入ると、ルクシオンが俺に報告する。

			『どうやら特殊な魔法に反応して爆発するタイプのようです』

			　ゲームでもそういう爆弾──攻撃手段があったな。俺は使わなかったけど。

			「ジルクみたいなタイプが一番怖いよな。射撃に優れているけど、他の能力も平均的というか優秀な万能タイプだ。どんな状況でも活躍できる」

			　ユリウス殿下は近接戦闘に秀でており、ジルクは中、長距離を得意としているキャラだ。癖がなく使いやすく優秀。ゲームでは頼りになったキャラだった。

			　まぁ、攻略難度が高く腹立たしいキャラでもあった。

			　闘技場に降り立つと、ジルクが声をかけてくる。

			『──君は強い。敬意を表しましょう』

			「それはどうも」

			　審判が開始の合図を出すと同時に、ジルクは右手に持ったライフルを俺に向けた。最初から空を飛び、問答無用で引き金を引くと手榴弾まで投げつけてくる。

			『煙幕です』

			「容赦がないな」

			　周囲が白い煙に包まれる。

			


			　　　◇

			


			　ジルクは白い煙に包まれた闘技場でギリギリの高さまで飛ぶ。

			　あまり高く飛びすぎては失格になるので、ギリギリの距離まで上がってそこからライフルや手榴弾で敵を真上から攻撃する戦い方を選択した。

			「これで沈んでくれればいいのですがね」

			　あまり使いたくない手を使った。

			　リオンの実姉に接触して爆弾を渡したのだ。ジルクが直接渡したのではなく、その間に男子生徒を挟んでいる。

			　事が公になってもユリウスの評判を傷付けずに、ユリウスを心配した男子生徒の暴走として処理するためだ。

			　煙に包まれた闘技場だが、ジルクの目の前に魔法陣が浮かび上がる。その中には煙の中でジルクを探しているリオンの姿が映し出されていた。

			「君は危険だ。ここで処理させて貰いますよ」

			　ライフルの引き金を引く。

			　軍でも使用している対鎧用のライフルは貫通力がある。学園の決闘に持ち出すのはあまりいい顔をされないが、相手はリオンだ。

			　ここまで圧倒的な性能差を見せつけてきた相手にそんなことを言っていられない。

			「……殿下に逆らった時点で君の人生は終わっている。ここで華々しく終わらせてあげましょう！」

			　弾丸はリオンの鎧──その頭部に命中した。

			　明らかに命を取るための一撃だった。

			　しかし──。

			「な、なんだと！」

			　リオンは何事もなかったかのように空を見上げている。

			　手を振って余裕があるのをアピールしていた。

			「ちっ！」

			　手榴弾を投げつけ、そしてライフルを構える。ボルトアクションで弾丸を装填し、引き金を引く。

			　爆発に巻き込まれても平気な姿で立っている鎧を前にジルクは奥の手を使った。セットした爆薬を作動させるため、特殊な魔法をリオンに向かって放つ。この魔法自体は何の意味もないが、爆弾と反応して大きな爆発をリオンの背中で起こした。

			「直撃ならダメージくらい！」

			　しかし、闘技場にリオンの姿が見つからない。四散したようにも見えず、姿自体を消したようにしか見えなかった。

			「どこだ。いったいどこに！」

			　そんなジルクは、急に太陽が隠れ影が出来たことに違和感を覚えた。空には雲一つなかったのに、と。

			　見上げると、すぐ後ろにリオンの姿があった。

			『やあ』

			「っ！」

			　急降下しながら振り返り、ライフルを構えるとリオンが向かってくる。

			　引き金を引くが、リオンの鎧は至近距離で着弾したのに、弾丸を弾いていた。

			「あの爆発に耐えたというのですか」

			『きつい一発だったよ。いろんな意味で、ね』

			　口ぶりから色々と察していると判断したジルクは、戦せん斧ぷを手に取って斬りかかった。リオンがスコップで受け止めると、闘技場の観客たちに聞こえないように話しかける。

			「──君は何も分かっていない」

			『鏡を見て発言しろよ。お前らは正気じゃない』

			「殿下と決闘をするつもりですか？　君は貴族として終わりますよ」

			『それはいい！　上級クラスなんて反吐へどが出る！　解放されるならそれこそ何だってやってやるよ！　……てめぇみたいになっ！』

			　普通の男子ならここまで言えば察するだろう。察しが悪くても、デメリットを言えば何かしら交渉の余地が生まれる。

			　だが、リオンは逆にやる気を見せていた。

			　ジルクはマリエの顔を思い浮かべる。

			　不思議な女性だった。まるで自分のことを理解し、そして自分の理想そのものの女性だった。

			　夢中になるのに時間はかからなかった。

			　王宮にはいない。普段、周りにいる女性とは違って本当に心が安らいだのだ。

			「私は！　初めて理想の女性に出会った！」

			『良かったな、競争相手が一人減るぞ。存分に恋愛ごっこを楽しむといいよ』

			　リオンのスコップによる攻撃をライフルで受け止めると、弾かれライフルが地面に落下した。

			（パワーが……性能が違いすぎる）

			　ユリウスの顔も思い浮かぶ。

			　マリエのことで話をすると、とても嬉しそうに返す大事な親友の姿。

			「お前に何が分かる！　殿下も私も本当に彼女を愛している！　独占したいわけじゃない。彼女に幸せになって貰いたいだけなのに！」

			『なら身を引けば？』

			　淡々としているリオンだが、その攻撃は一撃一撃が非常に重かった。

			　ジルクの操作する鎧は、一撃を受ける度に軋み、悲鳴を上げているようだった。

			「私はどんな手を使っても君には負けない。もしも殿下に何かするつもりなら、私の全てを賭けて君を──いや、君の家族にも責任を取らせる！」

			　愛した人が同じだった。

			　それは最初は悲しく、身を引こうと思ったが……その程度で引き下がれるほどの愛でもなかった。

			　ジルクは自分のためではなく、ユリウスやマリエのために何でもする覚悟を持っていた。

			『……決闘にそんな脅しは卑怯だね』

			「何とでも言うが良いさ」

			　二人は空の上で戦っており、闘技場の観客たちには声など聞こえていない。

			　ジルクは手応えを感じ、このまま畳みかけようとすると──。

			『〝私はどんな手を使っても君には負けない。もしも殿下に何かするつもりなら、私の全てを賭けて君を──いや、君の家族にも責任を取らせる！〟』

			　──自分の声で、先ほどの台詞が聞こえてきた。

			「な、なんで」

			　ジルクはすぐに狼狽うろたえる。

			　そういう魔法があるとは聞いていなかった。知らないだけで存在しているのかも知れないし、新しく開発されたのかも知れない。

			　リオンが自分の声を真似たと思ったが、どうやらそれも違うらしい。

			　リオンは先ほどの二人の会話を再生し始めた。

			　ジルクは後悔して奥歯をかみしめた。

			『先に脅したのはお前だ。だから、俺も脅すことに決めた。そうだな、これをお前の実家に持っていこう。家族はどう思うかな？　決闘で負けそうになったから脅したなんて、貴族として終わったのも同然だよね！　あ、それとも大事な殿下やマリエに聞かせてやろうかな？　きっと軽蔑すると思うよ。いや、やっぱり学園に提出しよう！　それに、全校生徒に聞いて貰わないとね！』

			　ジルクはすぐに気持ちを立て直す。

			「そ、そんな声だけでは証拠になりません」

			　声を録音する機械や魔法などこの世界にはまだなかった。そのため、これを証拠にするというのは難しい。難しいが──。

			『証拠にはならないかも知れないけど疑うよね？　それで、実際に俺の実家に圧力がかかるとみんな思うさ。やっぱりあいつがやった、って。でさ、殿下も疑われると思わない？　みんな思うよね。殿下がそんなことをやらせたのか、って！　お前の大事な殿下の評判は確実に落ちるよなぁ！』

			　嬉々として話を進めるリオンに、ジルクはなるべく冷静を装う。

			　リオンの猛攻を凌しのぎながら、なんとか切り抜けようとするのだが──。

			「殿下は関わっていません。私の判断です」

			『それはお前が判断することじゃないよね？　周りは嫌でも結びつけるし……それにお前ら、アンジェリカさんの時は話も聞かずに決めつけたよね？　アレがどうして自分たちには起きないと思っているのかな？』

			　ジルクは焦って言葉に詰まる。

			　そう、自分たちはアンジェリカの言い分を聞き入れなかった。マリエをいじめた件について自分は知らない、指示を出していないと言うアンジェリカの言葉を無視したのだ。

			「あ、あれは！」

			『もういいや──沈めよ』

			　リオンの声が冷たいものになった瞬間に、空中で踏みつけられたジルクはそのまま地面に向かって落ちていく。

			　そうして、地面に叩き付けられ意識が遠のく。

			『姉貴にも迷惑をかけたな。さて、どうフォローすべきか……』

			　既にリオンはジルクへの興味を失っていた。何しろ、ジルクの鎧は地面に叩き付けられボロボロで動けそうにない。

			　最後に思ったのは──。

			（殿下、こいつは危険です。戦ってはだ──め──です）

			　そこで意識は途切れた。

		

	

			


			第10話「愛」

			


			　マリエは闘技場に立つ灰色の鎧を見て震えていた。

			（何よ。なんなのよ。あんなに強い奴がいるなんて聞いていないわ。私……私はこんなの知らない！）

			　灰色の鎧がジルクを踏みつけていた足をどけると、すぐに係の者たちがジルクを救出する。命に別状はないが気絶しているようだ。

			　カイルが驚いていた。

			「これって本当に大丈夫ですか？　四人ともほとんど何も出来ないまま負けちゃいましたよ」

			　ユリウスが手を握りしめた。

			　自分の白い鎧を見ている。

			「──あれほどの相手だとは思っていなかった。だが、俺の鎧は王国最高の技術で作られている。マリエ、心配するな」

			　マリエはぎこちない笑みを浮かべた。

			（みんなそう言ってボコボコにされて負けたじゃない！　本当に役に立たないわね。そう言えば、こいつら役に立たなくて戦争パートで負けまくるから、兄貴にクリアしろって押しつけたんだったわ）

			　マリエの思考は前世のことを考えていた。

			　こんな現状を認めたくない現実逃避だった。

			（大体兄貴が悪いのよ！　旅行に行ったのを母さんに言いつけてそのまま死んで──その後、家族の中で私の居場所がなくなって！　結婚しても式も挙げられなくて、相手に逃げられたのに助けてもくれなくて！　全部兄貴のせいよ！　そうよ、それにあのリオンって奴、なんか兄貴に似ていてムカつくわ！）

			　ユリウスは上着を脱ぐ。

			　すると、全身タイツのようなスーツに身を包んでいた。鎧に入るためには普通の服では邪魔になるため、考えられた服装は……体のラインが出る全身タイツのような服装だった。

			　実際に目にすると──。

			（なんか馬鹿っぽい。ゲームだと筋肉が浮き出てちょっと興奮したのに。せめてあの兄貴の偽物みたいにベストとかズボンを着用して欲しいわ）

			　ユリウスが鎧の中に入ると、鎧の兜の目の部分が光る。ツインアイになっており、無駄にロボットのようになっていた。

			　カイルはそんな白い鎧に憧れの視線を向けている。

			「いいな～。僕もアレが欲しいです」

			　マリエは首を横に振るのだった。

			「騎士じゃないから駄目よ。それに、貴方はエルフだから動かせないわ」

			「やってみないと分かりませんよ。僕はハーフエルフなので可能性があります」

			「駄目よ。それに私は鎧を持って──」

			　そこまで口にして、マリエは思った。

			（あ、あれ？　亜人種と人の間には子供が生まれないはずじゃ……まぁ、ゲームだからその辺りは曖昧なのかも）

			　ユリウスが鎧に乗ってマリエを見下ろしていた。

			『マリエ、行ってくる』

			　そんなユリウスに対して、マリエは頭の中で台詞を探す。

			（確か、こういう時は──）

			「はい。ユリウスの勝利を願っています」

			『あぁ、頼む！』

			　主人公を真似た台詞や態度。マリエは五人の前で理想の女性を演じていた。

			（はぁ、疲れるわ。そもそも、ぶりっ子で頭お花畑の主人公を真似るとかマジできつい）

			　第二の人生、主人公の立ち位置を奪うために頑張ってきた。

			　出会う場所に張り込んで主人公を追い出し、仕草やら台詞を真似て男子たちを魅了した。

			　五人の好みや性格を把握しているマリエには非常に簡単で、思惑は成功した。

			　アンジェリカをかなり早い段階で追い出せそうになったのがその証拠だ。しかし、そのためにイレギュラーな存在が出てきた。

			　リオンだ。

			（とにかくあのモブをなんとかしないと。というか、これって負けたらどうなるのかしら？　ゲームだとゲームオーバーだった気がするけど）

			　自分の人生がかかっているので、是非ともユリウスには勝って欲しいマリエだった。

			（そうよ。こんなところで終われない。この世界をもっと楽しまないと。他にも色んな男と恋をして、贅沢な暮らしをするの。前世なんて酷いことばかり。ようやく私は幸せを掴みかけたのに……あんなモブみたいな男に負けない！）

			


			　　　◇

			


			　闘技場に降り立つ白い鎧。

			　まるで輝いているように見える鎧は、王国最強の鎧の一つだった。後で更に強いバージョンが出てくるが、現時点では最強の一角だ。

			　……他にも最強があるということは、一番強くないとかそんな突っ込みはナシだ。

			『まさか俺まで順番が回ってくるとは思わなかった。お前の奮闘には敬意を表しよう』

			　殿下の尊大な態度を前に、俺は聞こえてくる観客たちの祈るような声援が心地よかった。

			　もしかしたら全財産を賭けた馬鹿もいるかも知れない。だが、勝つのは俺である。

			　観客たちの祈りは天に届かないと決まっているのだ。

			　そもそもだ……俺は小物であるのを自分で理解している。

			　そんな俺が決闘に出たのはアロガンツがあるのも理由の一つだが、それは殿下たちがまだ一年生だからだ。

			　しかも一学期が終わった段階などまだ成長し始めたばかりに等しい。これから強くなる逸材たちも、今の段階では経験不足で実力不足。

			　叩くなら今。俺にとって都合が良かったのだ。

			「雑魚を倒して誇っても……ねぇ？」

			　煽ってみるが殿下の反応が薄い。

			　左手に盾を持ち、そして右手に剣を持った。

			　バックパックから両肩にかかるような砲が二門取り付けられており、回転式の弾倉をしていた。

			　随分と豪華な鎧は、まさに王族の鎧に相応しい。

			　主人公が本来結ばれるべき相手……その戦う姿の前に立つ俺は妙な気分だ。

			　お前が守る相手は本当にマリエで良いのかと問いたいが……。

			「殿下、一つ質問をよろしいですか？」

			『答えられることなら』

			「特待生のオリヴィアさんをどう思います？」

			　しかし、殿下の反応は薄かった。何故、そんな質問をされるのか分かっていない様子だった。

			『オリヴィアというのか？　頑張っていると聞いているが、それがどうした？』

			「……そうですか」

			　俺もスコップを構える。よく考えるとシュールな光景だ。だが、今からブレードに持ち替えても良いものだろうか？

			　ここまでスコップで来たのなら、最後までスコップで戦った方が良いかもしれない。

			　審判が少し苦しそうな表情をしていた。

			　俺に向ける視線がこう……分かっているよね？　みたいな、そんな感じだった。怪我をさせるなとでも言いたいのだろう。

			　審判が腕を上げてから振り下ろす。

			『はじめっ！』

			　しかし、開始の合図があっても両者──俺もユリウス殿下も動かなかった。

			　殿下は盾を前に出す形で待ちの姿勢を見せている。

			　その姿勢にルクシオンが不満そうだった。

			『これまでの戦いを見て後手に回りますか。駄目な人ですね。性能差は歴然でしょうに。他の鎧よりも優秀そうですが、本当にそれだけの鎧ですね』

			「なら仕掛けるだけだ」

			　アロガンツが大きく踏み込み、スコップで盾を突く。すると、殿下は攻撃を受け流して右手に持った剣で斬りかかってきた。

			　スコップの持ち手の部分で受け止めると、火花が発生する。

			『まだまだあぁぁ！』

			　盾と剣を使っての連続攻撃。

			　それをスコップで受け止め、弾きながら下がる。殿下が俺を押していると思ったのか、周囲からは熱のこもった声援が送られていた。

			「こいつら、賭けに負けたくないだけだろうに」

			『マスターが負けることで溜りゅう飲いんも下がるのでしょう。先ほどもそうですが、随分気持ちよく説教をしていましたからね。観客からすれば、マスターは〝ウゼェ〟のでは？』

			「そういう言葉を使うんじゃありません！　おっと！」

			　殿下の鋭い突きが目の前に迫り、地面を滑るように移動して下がる。それは向こうも同じで、スケートのように地面を滑り移動して斬りかかってくる。

			　受け止めると、殿下の声が聞こえてきた。

			『俺は負けられない。俺の勝利を願ってくれる彼女のためにも──負けられないんだぁぁぁ！』

			　気持ちがこもったのか、刃が輝きを増していく。

			　鎧の背中から青い炎が出て殿下の鎧は凄く綺麗だった。

			『芸術的な価値を認めます』

			「お前にしては褒めるじゃないか。けどね、こっちも引き下がれないんだよ」

			　気迫のこもった一撃一撃をスコップで受け止め、弾く。鎧の中身──操縦者の技量はあちらの方が上なのはよく分かる。

			「ユリウス殿下、流石ですね。前の四人とは気迫が違いますよ。やっぱり、前の四人は心の中で思っていたんじゃないですか？　一人減れば自分とマリエちゃんの時間が増えるから、殿下消えてくれないかな、って！」

			『戯ざれ言を言うな！　お前に俺たちの何が分かる！』

			　白い鎧の背負っている青い炎が更に強くなり、勢いを増していた。圧倒的な性能差を覆くつがえそうと、鎧に無理をさせているのが分かった。

			　それだけ本気なのだろうが……。

			「何も分かりませんけどね。このままがいいとは思えないんですよ」

			　観客席──オリヴィアさんとアンジェリカさんを見れば、こちらを見ていた。

			　両手を組んで祈るように俺を応援しているオリヴィアさん。

			　アンジェリカさんは複雑な表情をしていた。俺が殿下と戦っているのが嫌なのだろう。いや、俺が殿下を傷付けないか心配している、かな？

			　俺は殿下と話を続けつつ戦っていた。

			「殿下、真剣に他者を愛するってどういう気持ちですか？　俺、そういう気持ちが分からないんですよね」

			『だろうな。だから他人の邪魔が平気で出来るんだ。本当に誰かを愛したことがあるのなら、こんな決闘騒ぎなど起こさないだろうさ！　本当に愛しているのなら、潔く身を引けば良い！』

			　俺も人のことは言えないが、その発言は自分にも言えるのではないだろうか？

			「アンジェリカさんのことですか？　いや～、殿下を愛していると思いますよ」

			『──じゃない』

			「え？」

			　背中の炎が勢いを増すと、殿下の鎧はスピードを上げた。

			　これまで戦ってきた四人よりも素早く、そして鋭く斬りかかってくる。

			　それだけ本気なのだろう。

			『あいつの気持ちが愛であるわけがない！　あいつは俺の気持ちなど察しなかった！　王宮の女たちと同じだ。俺に王族としての生き方を強要する！　俺は王族として生まれたくなどなかった。誰も俺個人を見ない王宮での生活など──』

			　仕方がないじゃない。だってあんた王族で王太子──跡取りだもの。

			　そう言えれば良いのだろうが、本人としてみれば好きで王族に生まれたわけでもない。

			『マリエだけが俺の気持ちに気付いてくれた女性だった』

			　王宮にはいないタイプの女性で、気になっている内にコロッと騙されたわけだ。

			　本来縁があったのはオリヴィアさんのはずだ。ゲーム的には、だが。

			　転生者のせいで駄目になった結果がこれだ。

			　野郎五人が手玉に取られ、とんでもない恥をさらしている。

			『偉そうなことを言っているお前も同じだ！　お前の言葉は薄っぺらいんだ！　今のお前は、大きな力を手に入れて傲ごう慢まんになっただけの男で騎士とは呼べない！　楽しいか？　それだけの力で他を圧倒し、上から目線で説教する気分はどんな気持ちだ！』

			「──最高だね!!」

			『なっ!?』

			　殿下の鎧を蹴り飛ばすと、盾で防がれた。後ろに吹き飛ぶ瞬間に、両肩のキャノンで砲撃されたがガードはしなかった。

			　アロガンツは揺るがない。傷一つ付かなかった。

			「もう最高の気分だよ！　あれだけ威張り散らしていた威勢の良いお前らを、圧倒的な力でねじ伏せて説教すると気分が晴れる。言い返せないお前のお仲間もどうかと思うけどさ。まぁ、負けた癖に言い返すしか出来ない姿も惨めさを誘うだけだよな！　そして教えてやるよ。俺は確かに傲慢かも知れないが、お前らはそんな俺にも勝てないわけだ。その辺の気持ちはどうだ？　格下に見ていた奴に負ける気分はどうですか、王子様！」

			『貴様はぁぁぁ！』

			　圧倒的な力で相手をねじ伏せ説教する。

			


			

			


			　病みつきになりそうだ。

			　しかも、相手は俺を見下していた連中……罪悪感が薄いのもポイントだろう。

			　ルクシオンが俺に同意してきた。

			　こいつの声は外に漏れない。俺との会話も外に漏らさない。とても有能なのだが……。

			『マスター程度を論破できない時点で終わりです。もっとも、負けたショックで言い返せなかったのでしょう。それにしてもゴミみたいな人間性ですね。感服しました』

			　左手を振りかぶり、盾を殴りつけると殿下の鎧は左手に負荷がかかったのか煙を噴いていた。

			　盾がゆがみ、殿下は盾を捨てる。鎧の指が折れ曲がっており、もう手も使い物にならなくなっているのが見えた。

			「それから一つ言っておく。お前の気持ちなんか知るか、ば～か！　大体、お前は俺の気持ちが分かるのかよ！　それにアンジェリカさんの気持ちだって──」

			『黙れぇぇぇ！』

			　斬りかかってくるのでスコップで鍔つば迫ぜり合いを行い、頭部を突き合わせる。重量差があり、大きさもこちらが上だ。

			　殿下の鎧が覆い被さられている形に見えるだろう。

			「何が王族に生まれたくなかった、だ。お前、変態婆に売られそうになったことがあるのかよ？　女子にペコペコ頭を下げて、嫁に来てくださいって頼んだ経験は？　田舎は嫌だとか、愛人も支援しろと言われたことは？　惨めだぞ。結婚して生活の全てを面倒見るのに、愛は愛人と育むとか言われた気持ちが分かるかぁぁぁ！」

			　本当に言われたし、俺に同意する男子もきっと多いはずだ。

			　観客席で頷く、もしくは涙を流して同意している男子たちの姿が見えた。

			　みんな……俺、今この世間知らずのボンボンに天てん誅ちゅうを下すから、その場から見ていてくれ！

			『そ、そんなことがどうしたというのだ！　お前らは自由じゃないか！　良い相手を見つければ良いだけだ！』

			　腹が立ったので何回も殴りつける。その度に、白い鎧の中にいるユリウス殿下は揺さぶられ、衝撃に耐えるような声が聞こえてくるのだった。

			「自由!?　良い相手を見つけろ？　俺が──俺たちが自由!?　馬鹿にするなよ、このボンボンが！　お前、純潔の危機を感じながら！　命がけで！　小さな船で！　空に船出をしたことがあるのかよ！　あんな美人な婚約者がいて、他の女と遊んでいるのも許されて……何が王族に生まれたくなかっただ。エンジョイしまくりじゃないか！　出直してこい！」

			『遊びではない！　本気だ！』

			「なお悪いわ！」

			　子爵家の娘ならギリギリ妾めかけとか、愛人にでも出来たはずだ。出来たかな？

			　とにかく、詳しくは知らないが、公爵令嬢──婚約者をないがしろにする理由にはならない。

			　そもそもの話──こんなのが将来のトップとか、王国は大丈夫なのか？

			　将来の有力貴族たちもそうだ。

			　みんなで同じ女性を囲っていますとか、問題しかない。

			　スコップのフルスイングで剣を吹き飛ばし、腕を掴んで握りつぶした。

			　両腕を使えなくすると、距離を取って砲で攻撃を仕掛けてくる。

			　それを避け、弾切れを待った。

			　弾数にも限りがあるので、すぐに弾切れを起こすが──。

			「はぁ……もういいだろう？　遊びは終わり。お前の相手はあっち。分かった？」

			　親指で観客席──アンジェリカさんとオリヴィアさんを指さすと、アンジェリカさんは悲しそうな顔をしていた。身を乗り出して殿下の言葉を待っている。

			　アンジェリカさんは殿下が好きだ。いや、愛していると言って良い。この決闘も、彼女なりに殿下からマリエという女を引き離したかったために起こしたのだ。

			　戦えなくなった殿下は──。

			『……まだだ』

			「は？」

			『まだ終わっていない。マリエを奪われるくらいなら死んだ方がマシだ！　俺は絶対に負けを認めない。殺すなら殺せ！　これは決闘だ！　俺かお前が死ぬまでこの決闘を止めることを禁ずる！』

			　誰にも邪魔はさせない、という意味だろう。

			　開き直りやがった。

			　王族がどうのこうのと言いながら、誰も止めに入るなと命令しているじゃないか。ダブルスタンダード……自分なら平気でやるが、他人がやるとイライラするな。

			　しかし、こうなると相手にするのは面倒だ。

			「よし、心が折れるまでいたぶるか」

			　小声で呟くと、ルクシオンが呆れていた。

			『最低な会話でしたね。しかし、先ほどまでのどんな言葉よりも実感がこもっていました。そこは評価します』

			　当たり前だ。俺の実体験だぞ。

			　説教で気分爽快！　なんて話じゃない。

			


			　　　◇

			


			　ユリウスの白い鎧が両腕を壊しながらもリオンの鎧に殴りかかっていた。

			　その姿には必死さを感じる。

			　圧倒的な強さを持つリオンに立ち向かうその姿にアンジェリカは手すりを掴み、そして涙を流していた。

			「本気……なのですね、殿下。本当にあの娘が好きなのですね」

			　自分の気持ちは届かないのだと諦めが付いたアンジェリカは、涙を拭う。

			（そうだな。身を引こう。殿下がそう望まれたのなら……私は身を引く）

			　視線は円状の観客席の反対側に向かう。

			　青い表情をしたマリエの顔を睨み付けた。

			（だが、お前だけは認めない。殿下の隣に立つのはお前ではない。お前では殿下の邪魔をするだけだ。それだけは許さない）

			　諦めてなお、アンジェリカはマリエをユリウスから引き離そうとする。それがユリウスのためになると思っていた。

			　愛人を側に置き、他に四人もの男性と関係を持つ女──単純にそんな女を王妃の座につかせるわけにはいかなかった。

			　短期間で五人も籠ろう絡らくした女だ。

			　この後もどんどん男を増やしていくのだろう。

			　そんなマリエが王妃になったら、争いの種が激増するのは目に見えている。

			　そして、王宮もそれを黙っているわけがない。

			　ユリウスがボロボロになるのを見て青ざめ、そして狼狽するマリエをアンジェリカは睨み付けていた。

			（たとえ私がどうなろうとも、お前だけは引きずり下ろして道連れだ。絶対に殿下を好きにはさせない）

			　ユリウスが愛していると宣言した女性との関係を引き裂くのは心が痛むが、アンジェリカはそれだけはどんな手を使っても実行するつもりでいた。

			　すると──。

			「ま、間違っています！」

			　──オリヴィアが声を張り上げた。

			「確かに王太子殿下はマリエさんを愛しているかも知れません。でも、でも！　アンジェリカさんだって王太子殿下を愛しています！　だって、ずっと、ずっと苦しそうにこの戦いを見守っているんですよ！　見ているのも辛いのに、目を背けないで悲しそうに見ているんです！　愛じゃないなんて言わないでください！」

			　アンジェリカは焦ってオリヴィアに声をかける。

			「お、おい、止めろ」

			　興奮しているようなので肩を掴んで引き下がらせようとするが、オリヴィアは止まらなかった。

			　よく通る声で、そして人を惹ひき付ける声で叫ぶ。

			　闘技場内にいる観客──生徒や教師たちの視線を集めた。

			「どうして否定するんですか！　相思相愛でなければ愛じゃないんですか？」

			「良いから止めろ。オリヴィア、もう止よせ！」

			「いいえ、言わせて貰います。アンジェリカさんの気持ちは愛です。受け取る、受け取らないは本人の自由です。けど、否定なんてしないでください！」

			　オリヴィアの言葉はマリエにも届いていた。

			


			　　　◇

			


			　……腹が立つ。

			　マリエは素直にそう思った。

			（これだから良い子ちゃんは嫌なのよ。頭がお花畑なんじゃないの？　一方的な気持ちなんて愛じゃなくて迷惑よ！　本当にイライラするわ。こいつの台詞って聞いているとイライラするのよね）

			　マリエとはそもそも考えが異なっていた。

			　だが、その透き通った声で周りの心を掴むオリヴィアを前に、マリエは悔しさを顔ににじませる。

			　──本物を見せつけられているような気分だった。

			　それは、自分が偽物だと自覚していることも大きい。

			　本来彼女がいるべき場所を奪った。

			　美形で金も権力も持っている男たちを侍らせるのは、本来はオリヴィアだったのだ。その立ち位置を奪ってなお、彼女は輝いている。

			（少し強いモブを味方にしたからって何よ。私にはみんながいるわ。そんな強いだけの三枚目みたいなお笑い担当のモブなんかより、みんなの方が絶対にいいに決まっている）

			　まっすぐにオリヴィアはマリエを見ていた。

			　その目が怖かった。

			　まるで偽っている自分を見抜かれるような感覚に一歩だけ後ろに下がった。

			　マリエには、嘘で塗り固めたお前から自分の居場所を取り戻すとオリヴィアが言っているような気がしたのだ。

			　──そんな時だ。

			『──言いたいことはそれだけか、女？』

			　ユリウスが声を絞り出している。

			　鎧の中から喋っているので声がくぐもっているが、ユリウスはオリヴィアに言い返した。その口調は怒気を孕んでいる。

			『一方的に押しつけるのが愛だと？　俺を王太子としか見ていないその女の気持ちが愛？　俺は……俺個人を見てくれる女性を見つけた。そして理解した。これが愛だ。これこそが愛だ！　アンジェリカ、お前は俺を理解しようとしたか？　お前の気持ちは押しつけだ。愛じゃない。もう、二度と俺に関わるな！』

			　ユリウスの声にマリエは持ち直した。

			（そ、そうよ。私は間違っていないわ。間違っているのはあっちよ。何よ、主人公と悪役令嬢が並んじゃって。ゲームだとお互いに争っていたじゃない。さっさと喧嘩しなさいよ！）

			　ユリウスはまだ戦うつもりだった。

			『さぁ、続きを始めようか。どちらかが死ぬまでこの決闘は終わらない。俺は覚悟を決めたぞ。お前はどうだ！』

			　灰色の鎧はスコップを担いでただ立っているだけだった。

			（ユリウスは王太子。貴族なら空気を読みなさいよ。あんた、自国の王子様を殺す気？　さっさと負けを認めなさいよね）

			　すると、リオンは……先ほど以上にユリウスを責め立て始めた。

			『覚悟を決めた、ですか？　今まで覚悟もなく戦っていたと？　負けそうになってようやく決める覚悟ってなんですか？　馬鹿にしているんですか？　というかさぁ……決闘ってそもそもそういうものだから。学園内の暗黙のルールがあるから命は取らないだけで、本気になったらすぐに終わっていたんだよ。気が付かなかったの？　これなら五人を同時に相手にしても良かったわ。その方が楽に終わったし。自分たちの方が強いって自信満々にしていたから警戒したけど、想像以上の弱さだったよ。勘弁してよ。これだと……俺が弱い者いじめをしているみたいじゃないか』

			　揚げ足取りに加え、徹底的にユリウスたちを虚仮こけにしていた。

			　マリエは思った。

			（な、なんなのよ、こいつ。まるで兄貴みたいにネチネチと人の揚げ足取りをして嫌な奴！）

			『今まで覚悟が決まってなかったけど、ボロボロになって負けそうだから覚悟が出来た、ですか。自分の命を盾にして勝ちを得ようとする執念は認めますよ。こう言えば俺が引くだろうな、って淡い期待があるのが見え見えでドン引きですけどね。流石に俺も王太子殿下は殺せないし負けを認めてあげようかな？　良かったね。君は王太子殿下だから戦いに勝利するんだよ。王子として生まれたくなかったと言いながら、立場を最大限に利用するその強かさは称賛に値するね！』

			　闘技場内にいる全員が思っただろう。

			　──こいつ最低だ、と。

			　辛しん辣らつに責め立てているが、正論もあるだけに的外れではなかった。実際、ユリウスは言い返せずに動かない。リオンが心動かされるかも知れないという淡い期待が、本人にもわずかにあったのだろう。

			　だが、リオンは小揺るぎもしなかった。

			『ほら、負けてくださいって言えよ。僕は大好きなマリエちゃんと離れたくないから、勝たせてくださいってお願いしろよ。負けるなんて思っていなかったんです。許してくださいってお願いしてごらん。いや、王太子殿下として命令してもいいかもね！』

			　ユリウスが反論した。

			『で、出来るわけがないだろう！　これは神聖な決闘だ。互いに全力で戦うのが礼儀だ！』

			『え？　気を利かせてお前が負けを認めろ、って？　ユリウス殿下、それはきついっすわ～。どう見てもここで負けを認めたら神聖な決闘の侮ぶ辱じょくじゃないですか～。ここからどうやっても逆転できそうにないし。それとも俺の気持ちを動かすような名演説でも始めます？　まぁ、絶対に心が動かされるとは思いませんけどね。五人が五人とも、聞いていて首をかしげたくなる戯れ言ばかり。俺の心は一ミリも動かされませんでしたよ。逆にここまで嘘くさい台詞をよく言えると感心しましたけどね！』

			　闘技場内の雰囲気は最悪だった。

			　王太子殿下を煽っているリオンへの不満が募っている。観客席からは「王太子殿下、そんな奴やっつけて！」という女子たちの声が徐々に大きくなっていた。

			（こいつ気持ち悪い。どこにでもこんな最低な男がいるのね）

			　女子のほとんど、そして男子もリオンに罵声を浴びせていた。

			


			　　　◇

			


			　アロガンツの中、俺は小さく溜息を吐いた。

			　ルクシオンは俺のことを最低野郎と言ってくる。

			『よくもあそこまで言えたものですね。気分は最高、という状態ですか？』

			「言いすぎたとは思っているよ。けど、五人とも少しは自覚して貰わないと俺が困る。こいつら、今はこれでも将来は国の中核だからな」

			　そう、五人が五人とも今のままでは困るのだ。せめて、上には上がいるのだと自覚して貰わないと困ったことになる。

			　そして、もう少し落ち着いて貰わないと……マリエ一人に五人が誑かされたら駄目でしょ。

			『悪役に徹したとでも？　随分楽しそうでしたが？』

			「……正直、めっちゃ楽しかったよ。まぁ、二度としないだろうけど」

			　闘技場内は俺が悪役で、殿下を応援する声が強い。

			　……それでいい。

			　俺は周囲から罵声を浴びせられながら、ユリウス殿下に近付いた。

			　殴りかかってきたので受け止めて捕まえる。

			「……ユリウス殿下、俺は引きませんよ」

			『離せ。離せぇぇぇ！　この騎士道も知らぬ獣以下の外道が！　たとえお前に勝てなくとも俺は戦いを止めるつもりは──』

			　暴れ回る白い鎧を、アロガンツは余裕で押さえつけていた。

			　性能差があって本当に良かった。

			「真面目な話をしようか。お前、本当にこのままで幸せになれると思っているの？」

			『な、何が言いたい！』

			　婚約者を侮辱し、男を侍らせている女との愛を本物だと言う。こんな奴が将来の国王だと思うと涙が出てくる。

			　周りはやはり学生気分で気が付いていない。いや、気が付いていても見ないようにしている気がする。

			　将来的にマリエを中心に火種が発生するのが目に見えているのだ。

			　五人の男に囲まれている女がいたとして、そいつが生んだ子供は誰の子だ？　きっと誰かが疑うし、その疑問を利用する輩も絶対に出てくる。

			　そうなったら、こいつはどうする？

			　途中で目が覚めて跡取りを生んでくれる女性を迎えるのか？

			　まぁ、その前に、だ。

			　王太子殿下とは言っても、この世界では後ろ盾が必要になってくる。力のある大臣やら諸侯──領主貴族たちだ。

			　誰もが認めない王がいても政治は上手くいかない。

			　派閥やら何やらと、王様も大変なのである。

			　そして、この王太子殿下を調べたら、最大の支援者というか後ろ盾がレッドグレイブ公爵家だった。アンジェリカさんの実家である。

			　派閥をまとめ、殿下の後ろ盾になっているのだ。

			　こいつ、自分から最大の支援者を敵に回そうとしていた。

			　ゲームではそこに聖女が出てきていたが、問題はマリエが聖女ではないということだ。上手くやっている転生者にすぎない。

			　つまり……俺と同じモブなのだ。

			　いつかヘマをしそうだ。いや、もう半ば詰んでいる気もする。

			　俺がマリエの尻拭いをしてやっているようなものだ。お前は前世の俺の妹かと言ってやりたい。

			「愛？　素晴らしいね。王位継承権を捨ててまでも手に入れたいその心意気は認めますよ」

			『……っ！』

			　ユリウス殿下も馬鹿ではない。やはり分かっていたのだろう。

			　分かっていてもマリエを選んだらしい。

			　あれ？　そうなるとただの馬鹿より質たちが悪いよね？

			「やっぱり今の地位を捨ててでも、ですか？」

			『愚かだと笑うか？　だが、それだけの女性を俺は得た。地位や名誉もいらない。あいつだけいてくれればそれで……』

			「相手は地位や名誉も込みで、ユリウス殿下が欲しいと思いますけどね。王太子ではないただのユリウス殿下なんて見向きもしないと思いますよ」

			　地位も名誉も財産も、全て失ったらきっとマリエは見向きもしなくなるのでは？　俺にはそう思えて仕方がない。

			　顔が良いから付き合っても、結婚は考えられないとか言い出しそうなタイプだ。

			『そんなことはない！　マリエはついてきてくれる。俺は──俺たちはマリエさえいてくれれば』

			　ここまで言わせるのだから、マリエは恐ろしい女だ。ただ主人公の行動を真似ただけでここまで言わせられるものだろうか？　もはや、マリエ自身の才能もあるように思う。

			　そんな奴に真実の愛があるとは思えないけどね。

			　そもそも、愛しているのなら男を六人も侍らさないだろう。

			「それは良かったですね。でも、負けるんだから今後は付き合いを遠慮してください」

			　俺は殿下を解放すると、スコップで思いっきり叩いた。

			　白い鎧がへこみ、そして中にいる殿下は大きく揺らされ体勢を崩した。

			　ルクシオンが準備は整ったと知らせてくれる。

			『解析終了しました。パイロットの安全確保も可能です』

			「手加減って難しいよね。ほら、これでおしまいだ」

			　スコップを手放し、右手で殿下の鎧の胸部装甲に触れた。手の平を当てるとアロガンツの右腕の装甲が展開。内部が光を放ち、そして次の瞬間に。

			『インパクト』

			　ルクシオンのかけ声と同時に、衝撃が起きて殿下の鎧が粉々に吹き飛んだ。一瞬でバラバラになった鎧に、観客たちは絶叫する。

			　鎧は砕け散ったが、殿下は中から無事な姿で現れた。

			　気を失っているため抵抗せずにいてくれて楽だった。

			　右腕が元に戻ると、俺は手放したスコップを回収して肩に担ぐ。

			　静まりかえる闘技場。

			　俺は審判に視線を送ると、審判は勝利宣言の前に医者を送ってきた。

			　ユリウス殿下の安否確認を優先していた。

			　幸い、気を失っているだけだと分かると項垂うなだれるように勝者を宣言した。

			『勝者、リオン・フォウ・バルトファルト……よって、決闘の勝者はアンジェリカ・ラファ・レッドグレイブ。両者、決闘の誓いに則のっとり──』

			　決闘に負けた方は勝者に従えと言って終了が宣言された。この瞬間、闘技場内には殿下たちに賭けた証拠の青い札が舞う。

			　絶叫と罵声が入り交じったなんとも心地よい響きに闘技場が包まれた。

			　俺への罵声が実に心地よい。

			「金返せ！」

			「インチキだ！　こんな決闘が認められるものか！」

			「返してよ。私のお金を返してよ！」

			　俺はスコップを掲げ、そのまま会場内をゆっくり飛行して観客たちの顔を録画して回った。

			　どいつもこいつも絶望した顔をしているが、中には俺に賭けた奴もいるのか赤い札をポケットに大事にしまい込んでいた。

			　そして俺はそんな観客たちに──。

			「みんな……賭け事は程々にね！」

			　そう言って煽ってやったら、ゴミなどを投げつけられる。しかし、華麗にそれらを避けながら高笑いをしてオリヴィアさんたちの所に戻った。

			　着地して鎧から出ると、鎧は自動でボックスに格納されて空へと戻っていく。

			「……回収できるんだよな？」

			『当たり前じゃないですか』

			　ボックスが空に消え、そして俺はオリヴィアさんから上着を受け取って羽は織おった。

			「どうですか、お嬢様。見事に勝ってまいりましたよ」

			　アンジェリカさんは複雑そうな表情をしていた。

			　まぁ、愛しの殿下をボコボコにした俺に、複雑な感情を抱くのは仕方がない。

			「そうだな。礼を言おう」

			　礼を言うような顔ではない。顔色は青く、どうにも殿下のことを気にしている様子だった。

			　だから俺は真顔で告げた。流石に茶化せない。

			「怪我はさせていません。気を失っているだけなのは本当ですよ」

			　何かミスがあったとしたらルクシオンのせいだ。俺のせいじゃない。

			　オリヴィアさんも複雑そうな顔をしている。何よりも、周囲を見て危機感を覚えたらしい。

			「あ、あの、これで本当に良かったんですか？　周りの方たちの視線が」

			　俺を視線で射殺さんばかりに睨み付けてくる生徒たち。

			　罵声を浴びせてくる奴や、泣いている奴もいた。

			「どうするんだよ！　お前のせいで全財産が！」

			「お願いだから返して！　借金なの。借金したお金で賭けたの！」

			「こんな賭けが認められるものかよ！」

			　世の中を舐めている貴族の子供たちには良い薬だろう。借金をしたという話もあるが、する方が馬鹿なのだ。

			　そもそも勝つか負けるか分からないギャンブルをするのは馬鹿なのだ。俺のように、勝利する確信がなければ賭け事はしない方が良い。

			　ん？　待てよ……こいつら、絶対に俺が負けると思っていたから賭けたんだよね？　……まぁ、どうでも良いか。俺は五人に勝って、賭けにも勝った。それが結果だ。

			「放置でいいよ。あいつらは賭け事で全財産をすったんだ。自業自得。良い勉強になったことだし、授業料と割り切ってもらうさ」

			　アンジェリカさんが溜息を吐く。

			「よく言う。こうなると分かって自分に大金を賭けたのだろう？今回の件、助かった。ありがとう。……礼は後でするとしよう。私は殿下の所へ向かう」

			　アンジェリカさんがその場を足早に離れていくのを見送り、俺たちも更衣室へと向かう。

			　オリヴィアさんが俺の心配をしていた。

			「リオンさん、どうしてあんなに酷いことを殿下たちに言ったんですか？　黙っている方が良かったですよね？」

			　道すがら話をしたのだが、オリヴィアさんはどうにも俺に幻想を抱いているらしい。俺ならもっと上手くやれたと思っているようだ。

			　というか、どうしてこんなに俺に優しいのだろう？　特別に何かした記憶はあまりない。

			　主人公の懐の深さとか、優しさか？　それにしても、俺としか仲良くしていないのは問題ではないだろうか？

			「俺にヘイトが集まれば良かったから、予定通りだね」

			「いいんですか？　あ、あの、結婚とかこの先不安になると思うんですけど。皆さん、すごく怒っていましたし」

			「あぁ、それは大丈夫。俺、退学になるだろうし」

			　俺の言葉にオリヴィアさんが「へ？」と間の抜けた声を出した。

			　しかし、美人は得である。そんな表情でも可愛く見えるのだから。

			


			　　　◇

			


			　医務室で二人きりとなったアンジェリカとユリウス。

			　ユリウスは気絶していただけでたいした怪我もなく、医者や看護師は空気を読んで席を外している。

			　アンジェリカはユリウスの姿を見て涙を流す。

			　ベッドに腰掛け、力なく項垂れて決闘の結果を聞いて呆然としていたのだ。

			　納得できていないのがアンジェリカには分かった。

			「殿下がご無事で本当に良かったです」

			　ユリウスが感情のない視線をアンジェリカに向けた。

			「白々しい真似は止せ。俺をここまで追い込んだのはお前の決闘代理人じゃないか」

			　その言葉にアンジェリカは言い返せなかった。

			　こんなことになったのはお前のせいだと言っているのだろう。

			「……殿下、聞かせてください。私の何がいけなかったのですか？　私は……私は殿下のためにこれまで頑張ってきました」

			　王太子殿下に相応しい女性になろうと、アンジェリカは頑張ってきた。それだけの努力をしてきたのでプライドも高かかった。

			　公爵家では、いずれ王妃となるために朝から晩まで厳しく躾しつけられてきた。様々な作法に始まり、教養やら芸術関連やらと、とにかくユリウスに相応しくなるために頑張ってきたのがアンジェリカだった。

			　マリエのような女子が、何の努力もせずにユリウスの周りにいるのが余計に許せないのもそのためだ。

			　アンジェリカはユリウスのために様々なものを犠牲にし、幼い頃から努力してきた。なのに、マリエのような女子が急に現れては立つ瀬がない。

			　ユリウスは小さく笑っていた。

			「俺のため？　お前が求めているのは王太子姫の立場だろうに」

			「ち、違います！　私はユリウス殿下のことが！」

			「違わない。お前は俺を見ていない。証拠もある。俺の好きな料理は何か知っているか？」

			「は、はい！　スープなら──」

			　ユリウスの好みである料理を述べていくが、反応は悪かった。

			「──違う」

			「え？」

			「お忍びで出かけた際に食べた串焼きが好みだった。庶民の食べ物だから俺には相応しくないと言われていたから、お前には言い出せなかったけどな。きっとお前も同じように俺を否定すると思った」

			　本当の好みをユリウスは言い出せなかった。

			　それを聞いてアンジェリカは涙を拭う。

			「しません！　言っていただければすぐにでも私が──」

			　しかし──。

			「マリエは言わなくても気付いてくれた。初めて一緒に出かけた時には、理解して俺を屋台に誘ってくれた」

			　それを聞いてアンジェリカはポロポロと涙を床に落とした。

			（……私では気付いてあげられなかったのに、あの女がそれに気付いた？　私の方がずっと殿下のお側にいたのに）

			　ユリウスは申し訳ない気持ちもあったのか、アンジェリカに謝罪をする。

			「……お前にも、お前の家にも無礼だったのは分かっている。だが、俺にはもうマリエしか愛せない」

			　アンジェリカは嗚咽を漏らす。

			「そ、それでも良いですから。私はそれでも殿下の──ユリウスのお側に」

			　ユリウスは首を横に振っていた。

			「俺は……お前を愛せない」

			　アンジェリカは、ユリウスの気持ちを知って身を引くことを決めるのだった。部屋を出るため背中を向ける。

			「殿下、申し訳ありませんでした。もう、私から言うことは何もありません。ただ……これからも殿下の幸せを陰ながら願っております」

			　ユリウスは部屋を出るアンジェリカに皮肉を呟いた。

			「今更言われても意味がないけどな。……もっと早くにその言葉を聞きたかったよ」

		

	

			


			第11話「愚か者たち」

			


			　どんな世界にも女で身を崩す男たちはいるらしい。

			　それがこの乙女ゲーの世界では王太子殿下たちだった。

			　本来であれば聖女である主人公と愛を育むはずだった。時間をかけて周りに認めて貰い、そして幸せな結婚へと繋がるわけだ。

			　性急に事を進めたどこかの馬鹿は、大事なことを見落としていたのだ。

			　主人公──オリヴィアさんだから王太子殿下と結ばれたのだ。

			　オリヴィアさんの偽物が同じことをしても無駄である。それこそ、自分自身として──偽らないでアタックしていた方が結果はマシだったかも知れない。

			　ふっ、乙女ゲーのふわっとした設定の世界で少し考え込んでしまった。

			「さて、事情は理解した。それで、この私に君の尻拭いをしろと言うのかね？」

			　現実逃避もここまでだ。

			　俺は夏休みを利用してアンジェリカさんの実家──レッドグレイブ公爵家に来ている。

			　現当主の【ヴィンス・ラファ・レッドグレイブ】は、灰色の髪をオールバックにした威厳のある男性だった。背が高く鍛えられた体を持ち、眼光鋭い中年男性。

			　隣に立つのはそんなヴィンスさんの息子で、アンジェリカさんの兄である【ギルバート・ラファ・レッドグレイブ】だ。金髪碧眼だが、ヴィンスさんによく似た顔立ちだ。

			　年齢は二十代前半。

			　二人とも俺を睨み付けている。

			　俺は姿勢を正してお願いする。

			「自分では王宮に何の伝もありません。これでは何も出来ない状況です。資金の方は白金貨を用意いたしました」

			　積み上げた白金貨は、学園の賭け事で稼いだやつだ。貴族の馬鹿な子供たちの借金やお小遣いの結晶は、とんでもない額になっていた。

			　それを積み上げ、俺はヴィンスさんに差し出していた。

			　要はお金を出すので守ってくださいとお願いしているわけだ。

			　情けない？　金で自分の命が買えるなら俺は買うね！

			　何かを言おうとしたギルバートさんを、ヴィンスさんが手で制した。

			「成り上がりの男爵にしてはよくかき集めたものだ。確かに宮廷工作には金がかかる。娘の決闘代理人を引き受けてくれたこともある。面倒を見よう。だが、あれもこれも守れと言われても困る。君は私の寄より子こではないし、同じ派閥の仲間でもない。娘の短慮に付き合わせたが、言い換えれば首を突っ込んだのは君の方だからね」

			　本来、俺は関わるべきではなかった。そう言いたいのだろうが……。

			　俺は内心でガッツポーズをした。

			　まだ学生という身分を最大限に利用し、この危機的状況から望む方向に事を運ぶ。俺の人生はここからだ！

			「はい。分かっています。自分の助命、そして家族に責任が及ばないようにしていただきたいのです」

			　ヴィンスさんは机の上で指を組んでいた。

			「……名誉は既に地に落ちた。次は地位を捨てると？」

			　決闘で五人をボコボコにしたのは良いとしても、心までへし折るほどに貶けなした。名誉ある決闘にはほど遠い。

			「爵位と騎士の称号は返上します。まだいただいていませんが、受け取る資格は今の自分にはありませんので」

			　今回の一件、大金と爵位、騎士の称号。これらをもってチャラにしてくださいと頼み込んでいる。

			　王太子殿下と決闘したことを考えれば安い代償だ。

			　ついでに婚活から逃げられる。

			　ギルバートさんが俺に問いかけてきた。

			「一つ聞きたい。君の本当の目的は何だ？　それだけの力があるのなら、あの場をやり過ごして立身出世も可能だったはずだ。一代で子爵家にまで上り詰めた可能性だってあるだろう。それを捨ててまで何がしたかったのか気になる」

			　イライラしていた、攻略キャラを殴りたかった、ついでに婚活地獄から逃げ出したかった。

			　色々と理由はあるが、どれも言えないのでそれらしいことを口にする。

			「あのまま女に騙される殿下を放置できませんでした。国のため、ですかね。誰かがやるべきだと思っただけです」

			　ヴィンスさんがクツクツと愉快そうに笑っていた。

			「それが本心なら立派なことだ。だが、確かに遊びならまだしも本気では困る。おかげで宮廷や名門貴族たちは大慌てだよ。レッドグレイブ家はアンジェと殿下の婚約も正式に解消した。アレに娘は相応しくない。そうは思わないかね？」

			　試されている気がする。

			　別に良く見せようなどとは思っていない。命が助かり、貴族という身分──婚活から解放されるなら満足だ。

			　憂さ晴らしにあの五人をボコボコにして、婚活地獄からも逃げられ貴族でもなくなる。あぁ、俺は望んだ結果に確実に近付いている。

			「二人の関係に自分が何かを言うことはありません。個人的には学園でこれから学んで欲しいと思います。立派な王になって欲しいですね」

			「……そうか。話は変わるが、一つ頼みがある」

			「なんでしょう？」

			「娘のことだ。今回の一件で、随分と参っているらしい。やつれて元気がないのは親としても見ていられないのでね。手頃な田舎に休養に出したかったが、家の事情で少々立て込んでいて難しい」

			　寄子や同じ派閥の整理というか、後始末だろう。アンジェリカさんを取り巻きたちが裏切ったわけで、公爵家が黙っているわけがない。

			　連日、生徒たちの親兄弟が謝罪に来ており、大変忙しいそうだ。

			　取り巻きとして送り出した子供や親類が、主人の娘を裏切ったら大問題だ。

			　アンジェリカさんに謝りに来る人も多く、どこか手の届かない場所で休養させたいのだろう。

			「君の実家は条件が良いのでね。帰り際に連れていってもらおう。世話役を数人つける」

			「え、あ……は、はい！」

			　娘を男に任せる。それってどうなの？　なんて思ったが、公爵令嬢に手を出すなんて俺には無理だし、そんな考えを抱いたなどと思われたら怖い。ここは、旅行ですね、お任せください！　的なノリで引き受けよう。

			「ありがたい。では、下がりなさい」

			「失礼しました」

			　部屋を出たところで、俺は安堵して胸をなで下ろした。これで俺の学園生活は終わってしまうだろうが、気分は最高だ。

			　心残りがあるとすれば、師匠にお茶を学べなかったことくらいだ。決闘の際に品がないと怒られたが、おいしいお茶を飲ませてくれた。

			「本当にそれだけが心残りだな」

			　後はダニエルやレイモンドが気になる。三年のルクル先輩はどうしているだろうか？　学生食堂の人気デザートを全部制覇していないのも残念だ。

			　……なんだ、気が付けば俺も結構学園生活を楽しんでいたじゃないか。

			


			　　　◇

			


			　リオンが去った執務室。

			　ギルバートがヴィンスに視線を向けた。

			「父上、どう思われますか？」

			　ヴィンスは笑っていた。

			「お前の言ったとおりだ。自分のことだけを考えているお利口な子供なら、黙ってその場で静観しただろう。実際、そういう子は多いのではないかな？」

			　リオンが用意した白金貨の山を二人は見る。

			「……随分な大金を用意しましたね」

			「地位も名誉も捨てて殿下を諫いさめた。立派な覚悟だ。それに引き換え、乳兄弟のご機嫌取りはいかんな。本来はアレが諫めるべきだった。それにしても、学園というのは今も昔も問題が多い。世間知らずの子供が多すぎる」

			　学園内は少し特殊な環境だ。

			　次世代の貴族たちを教育する場所であるため、建前としては皆を平等に扱うことになっている。そんなことは無理なのに、だ。

			　特殊な環境で世間の目を気にしない。内輪の評価にこだわってしまうため、時にこうした事件も起きる。

			　世間知らずが集まって出来た箱庭なのだ。問題だって起きる。

			　今回の一件は問題が大きく騒ぎになった。そして、夏期休暇で実家に戻った生徒たちは、そこで現実を知ることになる。

			　実際、アンジェリカの取り巻きたちも、公爵家に喧嘩を売ったという意味を知ることになるだろう。

			「まぁ、他にやり方はいくらでもあったように思いますけどね」

			「そうか？　愉快じゃないか。決闘を申し込んだアンジェは浅はかだったと思うが、誰もが敵となり助けない状況で名乗りを上げる……美談ではないかな？　騎士とはそうあるべきだな。表向きは、だが」

			　ギルバートはヴィンスの真意を問う。

			「どうされるおつもりですか？」

			　ヴィンスはニヤリと笑った。

			「娘の恩人だ。尻拭いくらいしてやろう。それに、だ。お前も頼りになる家──騎士がいる方が良いだろう。取り込めば、レッドグレイブ家は安泰だと思わないか？　今回の一件で、いくつかの家は頼りにならないとハッキリしたからな」

			　二人が窓の外を見る。

			　そこには、七百メートルを超える飛行船が一隻浮かんでいた。見たこともない作りも気になるが、ダンジョンで発見したロストアイテムというのが二人の心に響いた。

			　冒険者が尊ばれるホルファート王国。

			　リオンの功績は男子にとって憧れである。

			「名門貴族の男子を容易に倒した実力は高く買います。ですが、どこまで取り込むおつもりですか？　当家の関係者で年頃の娘を用意しますか？」

			　ヴィンスは顎に手を当てる。

			「それもいいが少し弱いな。耳みみ聡ざとい連中や目め端はしの利く連中なら喉から手が出るほど欲しがるだろう。だが、まずは尻拭いからにしよう。宮廷に行く。領地はお前に任せるぞ」

			　ヴィンスは立ち上がると、本気で宮廷工作に乗り出すことにした。

			


			　　　◇

			


			　ルクシオンの艤ぎ装そうを再現した飛行船。

			　名前は【パルトナー】だ。

			　フワフワ宙に浮いている円柱に、手が付いたロボットたちが飛行船の管理をしている。ルクシオンを手に入れる際に壊し、壊れていた機械を回収、修理をして制御させていた。

			　丸っこい鎧で足のない防衛用のガーディアンも仕事をしていた。

			　甲板に出ると風が気持ちいい。

			　俺の横には球体ボディーのルクシオンが浮かんでいた。

			『お二人のところには行かないのですか？』

			　二人というのは、夏期休暇についてきたオリヴィアさんと──傷心中のアンジェリカさんのことだ。

			　他に乗り込んでいる客は、アンジェリカさんの世話をする使用人の人たちくらいである。

			「何を話せと？　俺に気の利いた台詞なんか期待されても困る」

			『誰も期待していませんよ』

			「お前、俺のことが嫌いか？」

			『嫌いではありませんが、好きでもありません』

			　……有能でなければそのボールのような体を掴み、空に投げつけているところだ。

			「……はぁ。実際問題、何を言っていいのか分からないんだよ。正式に婚約破棄だぞ。おまけに二人の話し合いも失敗したんだろ？」

			　アンジェリカさんは殿下と二人で話をしたが、結局上手く話はまとまらなかった。

			　決闘によって殿下とマリエは恋人関係を解消。

			　障害がある方が愛は燃えると言うが、本人──殿下はたとえ関係が切れても愛し続けるし、幸せを祈るらしい。

			　純潔を守るとか変なことを言っていた。

			　清い体なのか気になるところだ。いや、気にならないな。野郎の純潔なんてどうでもいい。待った、やっぱり良くない。

			　あいつアレでも王太子だ。国的に世継ぎがいないと困るし、ゲームに登場した王子はユリウスただ一人……これでは、お世継ぎ問題の危険が危ない！

			「俺が口出ししても解決しないから関わりたくない」

			『本当に清々しいほどの駄目人間ですね』

			


			　　　◇

			


			　船内。

			　客室らしき場所でベッドに腰掛けているのはオリヴィアとアンジェリカだった。

			　疲れや心労から痩せたアンジェリカを、オリヴィアが心配している。

			　決闘後、ユリウスとの話し合いは上手くいかなかった。

			　オリヴィアは夏期休暇とあって、アンジェリカに付き添っていた。

			　今はアンジェリカの話を聞いている。

			「笑える話だ。私の気持ちは何一つ通じなかった。引き離した女にも負けるのだから、私は相当な愚か者らしい。女としても完敗だよ」

			　ユリウスはアンジェリカを拒絶した。

			　引き離されようともマリエを愛することは止めないと言われたそうだ。

			「アンジェリカさんは間違っていません」

			「だろうな。婚約者を奪おうとした女に喧嘩を売ったら打ちのめされただけだ。笑えるよ。試合に勝って勝負に負けたと言うのかな？」

			　リオンのおかげで決闘には勝つことが出来たが、結果としてアンジェリカはマリエに負けた形になってしまった。

			「結局何の意味もなかった。私のわがままにリオンやお前を巻き込んだだけだ」

			　オリヴィアは俯く。

			「そんなことはありません。私は口だけで……結局頑張ったのはリオンさんです。リオンさん、言っていました。最初から退学するつもりだった、って」

			　アンジェリカは涙を流す。

			「私は礼も言わずに殿下の所に行ったんだ。あの場で、ちゃんと礼を言っておくべきだった。やっぱり、私は駄目な女だな。そこまで覚悟をしているとは思わなくて……」

			　泣き出すアンジェリカの背中を、オリヴィアが優しくさすっていた。

			


			　　　◇

			


			　──部屋の外から二人の会話を聞いてしまった。

			『心が痛みますね。私に心があるか分かりませんが、これを聞いて何も思わないのですか？』

			　ルクシオンの言葉が胸に突き刺さった。

			「……勘違いですごめんなさい」

			　確かに俺は退学覚悟で決闘を行ったが、本当の理由は婚活から逃げたかったからだ。

			　そんなに重く考えないで欲しい。

			　暴れるのに丁度タイミングが良いかな？　と思ったのもあるが、行き当たりばったり……別に深く考えていなかった。

			『これからどうするつもりですか？』

			「中退して親父の世話になる。見つけた島で独立して陪臣にでもなれば、平和に暮らせるだろうさ」

			『……上手くいくでしょうか？』

			「いや、いくだろ。王太子に喧嘩を売ったんだぞ。大金だって払って謝るんだ。殺されないだろ。あれ？　殺されないよね？　どうしよう、不安になってきた。もういっそのこと逃げるか？」

			『いえ、そういう意味ではないのですが』

			　この乙女ゲーの世界。

			　ドタバタした時間が終わってみると、少し寂しい気もする。

			　まぁ、予定は色々と違ったが、ここまで頑張ったのだから良いだろう。

			　俺は頑張った。

			　だから、ここまで。後はオリヴィアさんやアンジェリカさん──そしてあの五人に任せよう。

			


			　　　◇

			


			　夏期休暇。

			　マリエは学園に残るように言われており、そして王宮からの使者が来るとこれからのことを告げられた。

			　使者である役人は、淡々と説明してくる。

			　その内容はマリエを唖然とさせるに十分すぎた。

			「ま、待ってください。み、みんなが廃はい嫡ちゃくってどういうことですか？」

			　集まったのはユリウスを始め、マリエが付き合っていた攻略対象の男子たち。

			　役人は落ち着いており、事務的な会話だけをしてくる。

			「聞いての通りです。ユリウス殿下は廃嫡。王太子殿下ではなくなりました。今日からは殿下でございます。他四名につきましてもそれぞれの家で廃嫡が決定いたしました。王太子殿下……いえ、殿下もアンジェリカ様と婚約破棄となりましたが、他の方々も婚約中だった女性からの手紙を預かっております」

			　ジルク、ブラッド、クリス、グレッグ……四人は婚約者たちからの手紙を受け取り、少し悲しそうな顔をしていた。

			　手紙の内容は正式な婚約破棄が成立したことを知らせるものだった。

			　マリエは反論する。

			「決闘で負けたからってあんまりよ！　こんなの酷すぎるわ！」

			　そんなマリエにグレッグが少し恥ずかしそうに言うのだ。全員、リオンに負けたのに妙に落ち着いている。

			「これでいいのさ。マリエ、これが俺たちの覚悟だ」

			「え？」

			　クリスがマリエに今まで隠していたことを話し始める。

			「少し前から婚約破棄を申し出ていた。実家や婚約者から考え直すように言われていたが、今回の一件で見限られたらしい。正式に婚約破棄が決まったよ。だが、これで良かった。これでマリエとちゃんと向き合える」

			　マリエだけが知らなかったのだが、ユリウス以外もけじめを付けようとしていた。

			　その結果が廃嫡。跡取りではなくなったのだ。

			　ユリウスは王位継承権が第一位から、随分と下がって事実上は王位が望めないただの王子に。

			　ジルクも学園卒業後は男爵の地位を保証された騎士になる。だが、治める領地もなければ宮廷貴族として役職すら与えられていない。

			　他の三人も同じような状況だった。

			　四人とも今回の一件で、実家からの支援は期待できなくなった。

			　例外はユリウスで、王家の血を引くために利用価値があると判断されたらしい。王族であるから、他国との婚姻外交に使えると思われているようだ。

			　ユリウスは項垂うなだれている。

			「俺はもうマリエの側にはいられない。だが、ずっと君の幸せを祈っているよ」

			　マリエはめまいに襲われた。

			　マリエに不幸があるとすれば、その魅力が本物だったことだろう。主人公の真似──オリヴィアを真似ただけで、ここまで彼らも本気にはならない。

			　そうさせるだけの外見的な魅力と、前世の経験がこの事態を作ってしまった。

			　グレッグがユリウスを安心させるために笑う。

			「なに、お前の分までマリエを守ってやるよ。それにこのまま負けた状態も面白くないからな。冒険者として活躍して、リオンの糞野郎にリベンジだ。いっそ冒険に出てロストアイテムの鎧でも探すか？」

			　クリスが小さく笑っていた。

			「そうだな。悪くないかも知れないな」

			　ブラッドも少し楽しそうだ。まるで、肩の荷が下りたような顔をしている。

			「ただの名ばかりの男爵四人。まぁ、この四人ならなんとかなるさ」

			　ジルクが少し悲しそうにしていた。

			「殿下、申し訳ありません。彼を止められていればこんなことにはならなかったでしょうに」

			　ユリウスは小さく首を横に振った。

			　薄らと笑みを浮かべているが、悲しそうに見える。

			「謝らなくていい。お前たちがマリエを守ってくれるなら、俺はどこにいても安心できる」

			　カイルが頭の後ろで手を組んでいた。

			「皆さん色々と考えていたんですね。良かったですね、ご主人様」

			　本当にそう思っているような笑顔に、マリエは目の前が真っ暗になる思いだった。

			「え、えぇ、そうね」

			（はぁ？　ふざけるなよ、馬鹿じゃないの！　あんたら、なんでそんな風に地位や財産を捨てられるのよ！　っていうか、あんたらそれって結局無職よね？　それでどうやって生活していくつもりなのよ！　冒険者？　その日暮らしなんて絶対に嫌よ！　こ、こうなったら何か考えないと）

			　現実的な思考に切り替わったマリエは、笑い合っている男たちを見てドン引きしていた。

			　役人は仕事が終わったので去っていく。

			「それではこれで失礼いたします」

			　まだ仕事をしている分だけこの役人の方がマシだと思いながら、マリエは自分の想像していた未来が遠のいていくのを感じるのだった。

			　将来無職の予定である四人の彼氏を持っているようなものだ。

			　望んだ結果とは違いすぎていた。

			（どうしてこうなるのよ！　こんなの、私の望んだ未来じゃないわ！）

			


			　　　◇

			


			　俺の発見した浮島は入学前よりも整備されていた。

			　昼夜関係なくロボットたちが頑張ってくれており、領地として完成されつつあった。

			　いずれここで独立して、混乱する王国を心配しながら平和に高みの見物をしようと思っているのだが──。

			「なんでついてくるかな？」

			　ロボットたちが手入れをしている畑の様子を見に来たら、オリヴィアさんとアンジェリカさんまでついてきた。

			　アンジェリカさんが綺麗に並んだ畑を見ている。

			「良いじゃないか。こういう機会は滅多にないから新鮮だ。男爵の領地はどこも開発途中で忙しそうだからな。見学しても邪魔になる」

			　実家は俺の投資により今日も忙しくあっちこっちを整備中である。道の整備に水路の整備、他にも色々と手を出していた。

			　港の方も拡張されており、飛行船の出入りが激しくなっているため賑わっている。

			　オリヴィアさんが真剣な顔つきで畑を見ていた。

			　屈んで土の様子やら周囲を見て──。

			「凄いですよね。人がいないのにここまで綺麗な土地は見たことがありません」

			　アンジェリカさんが首をかしげていた。

			「そうか？　人がいないから綺麗だと思うのだが？」

			　オリヴィアさんが否定をした。

			「逆です。これだけ手入れの行き届いた場所に人がいないなんてあり得ませんよ。ロボットでしたか？　凄いですよね」

			　俺は頷いておいた。説明するのも面倒なので、凄いよねと言って同意だけはしておく。

			　アンジェリカさんが周囲を見渡す。

			「なんだ？　変な臭いがするな」

			　風に乗って運ばれてきた臭いが気になるらしい。

			「あぁ、これは──」

			　俺は二人を臭いがしている方へ案内するのだった。

			


			　　　◇

			


			　浮島に用意された露天風呂。

			　形だけは整っており、アンジェリカとオリヴィアは開放的な景色を眺めていた。

			　湯は少し熱く、普段の風呂とは少しだけ違う感覚だった。水には変わりないのだが、肌に張り付く感じがある。

			　下ろしたアンジェリカの髪をオリヴィアが洗っていた。

			


			

			


			「アンジェリカさんの髪は綺麗ですね」

			「……殿下が長い綺麗な髪が好きだと言っていたからな。今度は少し短くするつもりだ。手入れが面倒だからな」

			　オリヴィアがお湯で綺麗に泡を落としていく。

			「それにしても良い場所だな」

			　リオンが持っている浮島のことを褒めるアンジェリカは、景色を眺めていた。夕日が見えるのだが、その景色を見ながら露天風呂に入れるというのは贅沢に感じられる。

			　オリヴィアも同じ気持ちなのだろう。

			「入学前に見つけて自分の領地にしたらしいですよ。将来はここで独立して……すみません」

			「いいさ。私のせいであいつに苦労をかけている。あいつにはここで独立させてやりたいよ。今の私では願うことしか出来ないのが歯がゆいけどな」

			　リオンの独立の話もどうなるか分かっていない。

			　アンジェリカには、父が上手く処理してくれることを祈るしか出来なかった。

			「それにしてもここまで理想の成功を収めた冒険者は数少ない。これ以上は物語に登場する英雄や冒険者くらいだな。いや、何事もなければ冒険譚たんの一つに加わったかも知れないな」

			　今度はアンジェリカがオリヴィアの髪を洗うのだった。

			「そんなに凄いんですか？　私からすると冒険者はダンジョンに挑む人という印象が強くて……」

			「そうだな。平民では初期投資が大変だと聞くからそちらのイメージが強いか。だが、ダンジョンで稼ぐよりも、貴族は飛行船で冒険に出る方を好む。新しい大地を発見し、未知のダンジョンに挑む。時に遺跡からロストアイテムも出てくるからな。父も兄も、昔はやんちゃで無理をして冒険をしたらしいから、リオンのことは高く評価していると思うぞ」

			　アンジェリカはオリヴィアの胸を見た。自分の方が大きいが、そう言えばマリエは小さかったと思い出す。

			（胸の大きな女が嫌いだったのだろうか？　いや、もう忘れよう）

			「小さなボートで新しい島を発見したリオンさんって凄いんですか？」

			　アンジェリカはクスクスと笑った。

			「あぁ、凄いな。一歩間違えれば自殺志願者と言われても仕方がない行為だ。ここ数十年では一番の功績だよ」

			　男爵家の三男が大出世をした。それにはそれだけの理由がある。

			「……お前が羨ましいよ」

			「え？」

			　アンジェリカはオリヴィアの髪を洗いながら本音をこぼした。

			「恋人なのだろう？　ずっと一緒にいるからいずれ結婚すると思っていた。私もお前たちのようになりたかった」

			　オリヴィアの表情が曇る。

			「……私は身分が違いすぎてリオンさんには手が届きませんから」

			　上級クラスにいてもオリヴィアは一般人。貴族であるリオンとは釣り合いが取れない。

			　オリヴィアにとってリオンは、手の届かない地位にいる存在だった。

			　それをアンジェリカは思い出す。

			「悪かった。そうだな。お前は特待生だったな」

			　すると、オリヴィアが言うのだ。

			「私は……リオンさんはアンジェリカさんのことが好きだと思っていました」

			「何故だ？」

			　お湯で泡を洗い流しながら、アンジェリカはオリヴィアの言葉を待った。

			「あそこまでして守ろうとしましたから。それが羨ましくて。私の時はどうだろう、って考えると少し胸が痛くて」

			「……私が？　それこそあり得ない。私は酷い女だぞ。でなければ、殿下に捨てられることもなかったさ」

			　体を洗った二人は湯船に浸かり、そのまま綺麗な夕日を眺めるのだった。

			


			　　　◇

			


			　二人が温泉に入っている。

			　俺はこのチャンスを逃すつもりはない。

			「……待っていたぜ、この時を！」

			　興奮して目が血走ってきてしまう。

			　白い湯気と懐かしき香りに魂が震えてくる。この浮島は俺の庭だ。どこで何をしようが俺の自由だ。

			「待ちに待ったイベントだ！」

			　近くに浮かんでいるルクシオンが告げてくる。

			『成功したようで何よりです。おかずは焼き魚になりますがよろしいですか？』

			「あぁ、早くしてくれ！」

			　テーブルの上には白い湯気を出す炊きたての白米。

			　まだ味噌はないのでお吸い物を真似た何か。

			　川魚の塩焼き。

			　きっとあの二人には理解されないだろうが、俺はこの時をどれだけ楽しみにしてきたことか……。

			「涙が出てくる」

			『良かったですね。幸せをかみしめながら私を崇あがめて良いんですよ』

			「今だけはお前を許せちゃう。さて、食べるか」

			　食べてみると味は似ているが微妙に違った。しかし、それでも白米だ。焼き魚を箸でほぐして身を取りご飯に乗せてからかきこむ。

			「あ～、幸せ」

			『幸せそうですね。おや？　何やら予定にはない飛行船が港に近付いてきているようですね』

			　食事中にルクシオンが、実家に近付く飛行船を発見した。

			


			　　　◇

			


			　バルカスは朝から慌ただしくしていた。

			「リュース、食事の用意は順調か？」

			「えぇ、そっちは大丈夫だけど……ほ、本当に泊めるの？　嫌じゃないのよ。でも、お姫様を家に泊めるなんて」

			　理由は朝一で帰省してきたリオンにある。

			　リオンの父親であるバルカスは頭を抱えたくなった。

			「あの馬鹿、王太子殿下に喧嘩を売ったと思えば、今度は公爵令嬢を連れてくるとかどういうことだ。もっと俺の心臓を労いたわれよ。ショック死したらあいつのせいだ！」

			　辺境の男爵家に公爵家の娘が来るなど思ってもいなかったため、朝から大慌てで準備をしていた。

			　公爵家の侍女が台所に顔を出す。

			「失礼します。お借りしたお部屋の用意が済みましたので、こちらのお手伝いに伺ったのですが」

			　侍女が着ている服はシックなメイド服だった。

			　教育されており、どう考えても上級メイド──簡単に言えば、公爵家に奉公に出ている身分の高い家の娘たちだ。

			　陪臣騎士や寄子の娘たちになる。

			　バルカスから見ればぞんざいに扱えない存在である。

			「いや、こちらは大丈夫なので休んでいただければ。すぐに部屋の用意を──」

			「あんた、それはこの人たちがさっき終わらせたよ」

			　朝から忙しいバルカス。

			　そんなバルカスにまた災難が襲いかかる。

			　台所まで聞こえてくるのは、怒鳴り散らす甲高い声。

			「ちょっと、使用人のくせに私の命令が聞けないって言うの！」

			　バルカスは両手で顔を覆った。

			　台所にいるメイドに謝罪して急いで玄関に向かうと、そこにはゾラの姿があった。ルトアートとメルセも来ており、ゾラとメルセの専属奴隷も控えている。

			（どうして今日に限ってこうも客が多いんだ！）

			　バルカスが見たのは、公爵家のメイドに詰め寄っているゾラの姿だった。叫びたい気持ちを抑え、メイドの前に出た。

			「久しぶりだな、ゾラ！　今日は一体どうしたんだ？」

			　ゾラは持っていた扇子せんすでバルカスの頬を叩く。

			「どうしたですって！　お前の無能な息子がいったい何をしたのか聞いていないのかしら？　王都はもう大騒ぎよ。この責任、どう取ってくれるのかしらね？」

			　長男のルトアートは長い髪をいじっており興味を示していなかった。メルセもバルカスに興味を持っていない。

			「い、いや、それは……」

			　いったい何から話せば良いのか、バルカスにも分からなかった。

			　ここ最近、本当にめまぐるしく日常が変化しており色々とついていけないこともある。

			　現実逃避として「ニックスが早く学園を卒業して仕事を手伝ってくれないかな～」などと考えていた。

			　すると、メイドたちが玄関に集まり、並んで自分たちの主人を迎える。

			「お帰りなさいませ、お嬢様」

			　ゾラたちが振り返りそちらを見ると、アンジェリカの姿があった。

			　その後ろに隠れるようにリオンがいる。

			（お前はもっと前に出ろよ！）

			　息子にダメ出しをしたいが、口を出せる状況でもないので黙っているしかない。

			「騒そう々ぞうしい。何事か？」

			　目を細めたアンジェリカを見てゾラが眉間にしわを寄せた。

			「いったいどこの小娘かしらね。どうせ後ろに隠れている大馬鹿者が連れてきたのだから、たいした家の娘でもないのでしょうけど。後ろに隠れている屑くずに用があるの。貴女は下がりなさい」

			　渋々前に出ようとするリオンを、アンジェリカが手で制した。

			　リオンを馬鹿にされたので目が険しくなっている。

			「先ほどから随分と偉そうじゃないか──その小娘に名前くらい名乗ったらどうだ？」

			　ゾラは口の端をピクピクと震わせる。

			「待ってくれ、ゾラ。とにかく話し合おう。そうだ、皆さん中に入って。さぁ。さあ！」

			　無理矢理に話を区切って全員を屋敷に入れたバルカスは、今日という日を一生忘れないだろうと心の中で思い、泣いた。

			


			　　　◇

			


			「ま、まぁ、そうでしたの。レッドグレイブ公爵家のお嬢様が、こんな田舎に来られるとは思ってもおりませんでしたわ」

			　手の平返しがすさまじいゾラの顔を見れば、焦って冷や汗を流していた。

			　内心で馬鹿な奴などと思いながら、俺はアンジェリカさんとゾラの話を聞いている。

			　二人は向かい合って、ローテーブルを挟んでソファーに座っていた。

			「世話になる。しかし、夫人が常に屋敷を空けているというのもおかしな話だ。嫡男が仕事の手伝いをしないのも私からすると理解しがたい。嫡男のルトアート殿は、今は何を？　軍人には見えないが、文官職だろうか？」

			　ルトアートの奴はこの場にはいない。

			　ゾラは俯いてしまっていた。

			「い、今は王都で将来のために勉強をさせております」

			「なるほど」

			　ルトアートは十九歳だ。メルセは二十歳。

			　二人とも結婚しないで、王都にあるバルトファルト家の屋敷で生活をしている。バルトファルト家というか……ゾラの家だ。親父が王都に用意した屋敷にゾラたちが住んでいる。

			　ゾラが困っているところを見られるのは良いが、先ほどから親父が視線で「なんとかしろ」と訴えてくる。

			「そ、それよりも今回はどういったご用件で？」

			　ゾラが下した手てに出て用件を尋ねていた。

			　アンジェリカさんが小さく笑っている。

			「ただの観光だよ。今日は新しく発見された浮島に足を運んだ。温泉もあって良いところだ」

			　ゾラが喜ぶ。

			「喜んでいただけたら幸いですわ」

			「あぁ、しばらく世話になるつもりだ」

			　それを聞いてゾラは固まった。

			「ど、どれほどの日数を予定しておられるので？」

			「予定などないよ。実家から連絡が来るまでだろうな。安心すると良い、世話になる男爵家には滞在費を払うぞ。もちろん、男爵に、だが」

			　それを聞いて「どうぞごゆっくり」などと言ったゾラだが……翌日には自分の子供たちを連れて王都に戻っていった。

			　正直、逃げ帰るゾラを見て嬉しくてたまらなかった。アンジェリカさんに拍手したら複雑な表情をされた。「お前も苦労しているな」という言葉に涙が出たが、親父やお袋は俺を冷めた目で見ていたのが理解できない。

			　もっと俺に優しくしても良くない？

			


			　　　◇

			


			　俺の領地である浮島。

			「わざわざ温泉を使わなくても、家でも風呂くらいあるのに」

			　温泉が気に入った二人のために送り迎えである。ほとんど毎日のように通っている二人だった。

			　アンジェリカさんは笑顔だ。

			「いいじゃないか。滅多に来られない場所だ。それに、何だか肌にもいい感じだ」

			　当然だ。この乙女ゲーの世界は女尊男卑。逆に考えれば、女性の人気を得られれば勝ち組確定である。温泉には美容効果を付けた……ルクシオンが！

			　あいつ、本当に便利だな。

			「美容効果は抜群だからね。よし、これで将来は荒稼ぎをしよう」

			「商魂逞しいようで何よりだ」

			　俺が決意を新たにしていると、オリヴィアさんが火照ほてった頬を触っていた。

			「お肌がつるつるしますね。それに、お風呂上がりの牛乳もおいしかったです」

			「それは良かった」

			　楽しんで貰えているようで何よりだ。まぁ、逆を言えば温泉くらいしか見るものがない領地である。実家に観光名所なんてないし、二人にはつまらないだろう。

			　アンジェリカさんがオリヴィアさんを見て、そして抱きついていた。素肌を触っている。

			「肌つやが良いな。羨ましいぞ、オリヴィア」

			　オリヴィアさんも楽しそうにというか、受け入れている。

			「アンジェリカさんも綺麗じゃないですか。髪の毛とか凄く綺麗で羨ましいです」

			　キャッキャッと楽しそうにしている二人は、風呂上がりで薄着とあってなんとも……見ているこっちがお礼を言いたくなる光景だ。俺の心に、この日の光景を記憶しておこう。頭の中のハードディスクには永久保存だ。

			　二人を見ていると、火照った顔でオリヴィアさんが俺を見ていた。鼻の舌を伸ばしていなかったのが幸いだ。こういう時、俺はポーカーフェイスを心がけている。紳士だからな。

			「どうしたの、オリヴィアさん？」

			「えっと……〝リビア〟です」

			「ん？」

			　オリヴィアさんが自分の愛称を俺に伝えてきた。

			「リビアと呼んでください」

			　俺とアンジェリカさんを見てそう告げてきた。

			　少し不安そうにしている。

			「だ、駄目ですか？　その、実家だとみんなリビアと呼んでくれていたので、オリヴィアさんだと何というか……」

			　あぁ、そういうことか。呼ばれ慣れていないし、他人行儀に感じるのだろう。

			　アンジェリカさんが微笑みつつ。

			「なら私は〝アンジェ〟と呼べ。親しい者はそう呼ぶから」

			　アンジェリカさんまで愛称呼びを許してくれた。

			「え、いいんですか？」

			　俺が驚いていると、当然だという感じで頷いていた。

			「迷惑をかけて、おまけに世話になっているからな。嫌なら今まで通りでもいいぞ。まぁ、こんな嫌な女と親しくなりたくないだろうが」

			　自じ虐ぎゃくしているアンジェリカさんは、決闘騒ぎからどうにも空元気のような気がした。

			　オリヴィアさん──リビアが少し怒った顔をする。

			「自分のことをそんな風に言ったら駄目です。アンジェリカさんは──アンジェは素敵な女性です」

			「嬉しいことを言ってくれる。……殿下には見向きもされなかったけどな」

			　好きだった相手に、あそこまで盛大にフラれては落ち込みもする。むしろ、あそこまでされて気丈に振る舞っている姿は立派だ。

			　それにしても、悪役令嬢が意外とまともに見えてくるのが不思議だ。よく考えると、ゲームでも主人公をいじめていた理由は、婚約者に近付いたからだ。……まぁ、普通に怒るよな。

			　平民の女が学園に来るのが気に入らないとか、他にも理由はあったかも知れないが覚えていない。

			　亜人種の愛人も連れていないし、実は優良物件ではないだろうか？

			　愛人もいないし、一途だし、お金持ちで美人だし……ユリウス殿下は、この人を捨ててマリエを選んだが、本当にそれで良かったのだろうか？

			「アンジェ、あまり自分を責めては──」

			「……私は最低だよ。殿下にはお幸せにと言ったのに、どうしても殿下のことを考えると許せなくなる。どうすれば失敗しなかったのかを考えて、そしてマリエが憎くて仕方がない。復讐してやろうと何度も考えるんだ。殿下のことも愛していたはずなのに、時々憎くなる。私は本当に殿下を愛していたのか分からなくなるんだ。こんな女、捨てられて当然だ。自分でも嫌になる」

			　困ってしまうリビアだが、俺は──。

			「別にいいと思いますけどね」

			「え？」

			「いや、あいつらのしたことを考えれば、ぶん殴っても許されると思いますよ」

			　学園では周囲が勝手に盛り上がってアンジェを責めていたが、よく考えなくても外道はマリエだ。婚約者のいる男を誑たぶらかすとか駄目に決まっている。

			　いくら女性に優しい世界でもソレは駄目だ。

			「復讐したい？　大いに結構！　ガンガンやりましょう！」

			　俺が応援すると、リビアが俺を責めた。

			「何てことを言うんですか、リオンさん！」

			　アンジェは少し驚いていた。

			「復讐……して良いのか？」

			「やっちゃいましょう！」

			「駄目です！　リオンさん、アンジェをそそのかさないでください！」

			　俺はリビアに問うのだ。

			「けど、このまま我慢しろというのも違うよね？」

			「そ、そうですけど」

			　実際、貴族社会は舐められたら終わりだ。復讐というか、とにかくこれから公爵家は色々と動くだろう。制裁は受けると思うが、それとこれとは別だ。アンジェの気持ちの問題だし。

			「俺は最高の復讐方法を知っている」

			　アンジェが食いつく。

			「ほ、本当か？」

			「アンジェも興味を持たないで！」

			　リビアが復讐は駄目！　と言っているので、俺は落ち着くように言って説明をするのだった。

			「世の中、最高の復讐は自分が幸せになることですよ」

			「……それが復讐か？」

			　アンジェが疑った視線を向けてくるので、俺は前世で聞きかじった知識を披露する。俺の知識はこんなのばっかりだ。

			「そもそも、相手を不幸にするのって労力半端ないからね。相手に復讐しても、自分に何も残らないとか共倒れだよ。それだけの労力を無駄にするくらいなら、自分の幸せのために使う方が良いよね」

			　リビアが首をかしげている。

			「えっと、それは復讐になるのでしょうか？」

			「世の中、因果応報っていうのはあるからね。ユリウス殿下たちも罰を受けるだろうし、しばらくすれば嫌でも現実を知ることになるから」

			　公爵家を敵に回して──自分の後ろ盾を敵に回して無事で済むわけがない。

			　アンジェが考え込んでいた。まだ疑っている様子だ。

			「……私が幸せになれば復讐になるのだろうか？」

			　俺は頷いておく。

			　ガチの復讐に走るよりも、こちらの方が健全だ。というか、アンジェがガチの復讐に走り出したら大変なことになるし、俺も巻き込まれそうなので勘弁して欲しい。

			「間違いありません。現実を知って、どうにもならなくなった時に幸せな姿を見せつけてやりましょう。どうしてアンジェを捨てたのかと後悔するユリウス殿下を見てやるまでが戦いです！　痛めつけて苦しめるよりも、心から悔しがる姿を見た方が爽そう快かいですよ！　アンジェを捨てて後悔するユリウス殿下が、戻ってきてくれと懇こん願がんする姿を想像してください！」

			　アンジェが想像したのか、やる気になってくれたらしい。

			「そ、そうだな。幸せな姿を見せつけてやる！」

			　リビアも納得したのか、アンジェを応援していた。

			「そうですね！　それが復讐になるのなら私も応援します。アンジェ、一緒に復讐を頑張りましょう！」

			「あぁ、必ず復讐してやる！　マリエにも、そして殿下やあの四人にも！」

			　二人で笑いながら復讐してやると言っている姿を見つつ、俺は思った。

			　美少女二人が笑い合っている光景……なんて爽やかな絵に似合わない台詞だろう、と。

			　俺が言わせておいてなんだが……主人公と悪役令嬢が手を取り合い、笑顔で復讐を誓い合っている光景は怖かった。最強タッグの誕生ではないだろうか？

			　少しだけマリエたちに同情したくなった。

			　……煽ったのは俺だけど。

		

	

			


			エピローグ

			


			　夏期休暇もそろそろ終わりが近付いていた。

			　ただ、ヴィンスさんから連絡が来ないので気になっている。

			　宮廷工作──そちらに時間がかかっているのだろうか？

			「まいったな。早いところ決めて欲しいのに」

			　畑に出て作業をしていると、次兄のニックスが俺に文句を言ってくる。

			「お前は本当にのんきだよな。下手をすると処刑だぞ。それで済めば良いが、俺たちまで巻き添えにならないかこっちは不安で仕方がないっていうのに」

			　四男のコリンは理解していないようだ。

			「兄ちゃん、決闘で相手を五人も倒したんだろ？　なら凄いじゃないか」

			　次兄が怒ど鳴なる。

			「戦ったら駄目な相手に勝ったんだよ！　コリン、お前も他人ひと事じゃないからな！」

			　朝から仕事をしているわけで、疲れたので背伸びをした。

			　少し離れた場所では、アンジェがリビアに畑仕事を教わっている。

			　それを心配そうに見ているメイドの人たち。

			　手伝おうとしても、アンジェに止められて手が出せないでいた。

			「ここをこうして──ひっ！　なんだ、このウネウネした生き物！」

			「アンジェ、それはミミズです」

			「ミミズ？　聞いたことはあるが……ひっ！　リビア、手で掴んで平気なのか！」

			「これくらいどうということはありませんよ。さぁ、続きをしましょう」

			　コリンが俺の腕を引っ張った。

			「兄ちゃん、どっちと結婚するの？」

			「はぁ？」

			　コリンの質問に俺は首を横に振る。

			　リビアとアンジェに手を出す？　勘弁してくれ。

			　リビアは、今でこそ平民の特待生だが、将来は聖女様だ。

			　アンジェは公爵令嬢である。

			　雲の上のような存在に手を出すなんて馬鹿な真似はしない。

			「いいか、コリン。相手は特待生と公爵令嬢だ。どっちも俺のストライクゾーンから離れすぎているから結婚は無理だ」

			「ストライクゾーンって何？」

			　次兄は「また始まった」と言って仕事を再開していた。

			「特待生の姉ちゃんは平民で結婚は難しい。公爵家のお姫様は身分が高すぎて釣り合わない。分かったか？」

			「うん、分かんない！」

			「ははは、正直だな、コリン。ほら、さっさと仕事に戻れ」

			「は～い」

			　俺のストライクゾーン──ただの好みなら二人ともありなのだが、身分的にどちらもアウトだ。ストライクゾーンにかすりもしない。

			　もう、見るからにボール球だ。

			　リビアはミットまで届かずワンバウンドしているような球で、アンジェは高めに大暴投したようなボール球。

			　バットを振る気すら起きない。

			　くそ……外見は好みなのに。

			　それよりも今は俺の将来についてだ。

			　まぁ、公爵様次第の状況に変わりはないので、俺自身は待つしかない。

			　流石に酷いことになるとは思わないが……白金貨の山を用意したのだ。きっと大丈夫。

			　……でないと困る。

			　そして、畑仕事をしているのがもう一人。

			「爪が汚れる。手が痛いよぉ」

			　泣き言を言っているのは次女のジェナだ。

			　俺の鎧に爆弾を貼り付けたことを両親に告げ口し、事情もあったので夏期休暇はこうして働かせている。弟の暗殺に手を貸して、畑仕事で許される次女はもっと反省すべきだと思った。まぁ、殿下の乳兄弟、その命令を実行した連中に半ば脅されていたのも考慮すべきだろうが──俺たちが普段している仕事が罰になる時点で、この世界の基準はおかしいと思った。

			「その程度の罰で許してやったんだ。感謝して欲しいね」

			「あんたが問題を起こさなかったら、私だって爆弾なんかセットしなかったわよ」

			　まぁ、そうだろう。だから俺も許した。実際、たいしたダメージもなかったし。

			「畑仕事なんかしたくないよ～」

			　文句を言っている次女を見て俺は思ったのだ。

			　やっぱりこの乙女ゲーの世界って酷い、って。

			


			　　　◇

			


			　翌日。

			　公爵家の飛行船が実家にやってきた。

			　アンジェを迎えに来たらしいが、ついでに王都から役人を乗せてやってきたようだ。

			　俺への対応も決まったようだ。

			　役人の中でも随分と身分の高い──階位の高い人がやってきたのは驚いた。

			　領主貴族は爵位で格付けされるが、領地を持たない王の直臣である宮廷貴族たちは階位を持つ。

			　これは領主も持っているが、男爵以上は王宮で王に面会できる階位を貰えるだけだ。

			　王を最上位にした一位から、王太子殿下が二位上。王族が二位下となり、実質的に役人の最上位三位は上も下も大臣クラスとなる。

			　ず～と下がって六位下が王への面会権がある階位だ。多くの領主たちはこの階位を与えられている。

			　男爵以上の領主は自動で貰える階位で、宮廷内の階位だと役人としては係長や課長クラスだろうか？

			　まぁ、そんな階級があるのだ。宮廷貴族でも爵位を持っている人もいるし、その辺りは説明が難しい。というか、俺には関係ないので詳しくない。

			　ただ、やってきた役人は五位下──階位で言うなら親父よりも格上の役人だった。

			　そのため親父が緊張した様子をしている。

			　屋敷で話をすることになったのだが、役人の人はニコニコしていた。

			「いやはや、今回は随分と大騒ぎでしたよ。婚約破棄に決闘騒ぎ。王太子殿下の廃嫡と話題に事欠きませんでした」

			「は、はぁ」

			　親父が緊張した様子で話を聞いているのだが、相手はそのまま何事もないかのように話を続けた。どうしよう……廃嫡の話、凄く気になるけど口を挟める雰囲気じゃない。

			　え？　ちょっと待って……ユリウス殿下が廃嫡されたの？　それ、ちょっと困る。

			「宮廷内でもバルトファルト家の責任を問う声が上がっていましたが、公爵家が動いてくれたおかげで何事もなく終わりましたよ」

			　ヴィンスさんが頑張ってくれたらしい。

			　ありがとう、アンジェパパ。

			「あ、あの、それでバルトファルト家の処しょ遇ぐうは？」

			　親父が我慢できずに聞いてしまった。

			　役人さんは笑顔で答える。

			「安心してください。責任は問いません。むしろ、リオン殿は独立した騎士として正式に認められることになりました。在学中ですが、王宮で正式に叙じょ勲くん式しきを行います。何しろ殿下の愚行に忠言した騎士ですからね。他の生徒も見習って欲しいものです」

			　……親父は安心して胸をなで下ろしているのだが、どうにも雲行きが怪しくなってきた。

			　叙勲式で卒業前に騎士？　そんな話は聞いていない。

			　今度は俺が質問する。

			「ま、待ってください。俺の責任は？　男爵位を剥奪するとか！」

			「そんな話は出ていませんよ。そう言えば少し揉めましたが、リオン殿には男爵位を正式に与えられることになりました。おめでとうございます」

			　騎士への叙勲、それと男爵位。

			　……これでは俺の計画が狂ってしまうではないか。

			　今更学園に顔を出すなんて嫌だぞ。戻らないと思ったからやりたい放題だったのに！

			「流石にそれは──」

			「そう。流石にこれでは話になりません」

			　なんだ、落としてから上げるのか。この人はやり手である。

			　俺が期待のこもった目をしていると、書類を一枚俺の前に差し出してきた。

			　何が書かれているのか読むと、親父が「ひゃぁぁぁ！」とか叫び声を上げた。俺もそんな声で叫びたい気分だった。

			　役人が笑顔で告げてくる事実に、俺は絶望した。

			「リオン殿に宮廷階位六位〝上〟が許されました。おめでとうございます。昇進ですよ」

			　……昇進するとか聞いていない！

			


			　　　◇

			


			　公爵家の飛行船。

			　甲板の上でリビアとアンジェが話をしていた。

			「王宮での階位が上がるって昇進ですよね？　でも、領主さんたちからしたら関係ないような気がしますけど」

			　リビアはその辺りのことが分からなかったが、詳しいアンジェが説明してくれた。

			「確かに領主にはあまり意味がないかも知れないが、その他大勢の六位下よりも認めているとも言える。分かりやすく言えば、その他大勢の中でもマシという扱いだな」

			「それ、ご褒美になるんですか？　リオンさん、喜んでいませんでしたよ」

			「何事も考え方次第だ。因みにだが、宮廷階位の九位と八位は一代限りとする騎士の地位だ。七位から世襲できる地位になるわけだが、一つ階位を上げるとなると長年の忠勤やら大きな手柄が必要になる」

			　リビアにはよく理解できなかった。

			「長年の忠勤というと、十年とかですか？」

			「八位まではそれでもいいが、七位より上は世襲できる関係で個人ではなく家単位で考える。親子三代で真面目に仕えた、とかそのレベルだ。普通にやれば六位下から六位上に昇進するには、大きな手柄もなければ百年はかかる」

			　それを聞いてリビアが驚く。

			「な、なら、それだけ認められたってことですよね!?」

			　昇進したのだから、リオンにこれ以上の罰が与えられることはないと知って、リビアは喜んだ。

			「そういうことだ。まぁ、王宮からすれば昇進させても痛手はないからな。リオンは宮廷貴族ではないから年金も支払われない。流石に昇進させるとは思わなかったが」

			　アンジェにしても、ここまで待遇が良いと勘ぐってしまうレベルだったようだ。

			　奇々怪々な宮廷事情。どうしてこうなったのか、という事例は多い。今回もそうした一件だったのだと納得するしかない。

			　ユリウスを廃嫡し、リオンを昇進させることで利益が生まれる個人や集団がいるのだとアンジェは結論づけていた。

			　リビアはその辺りの話に疎うとく、あまり理解出来なかった。

			「……良くて男爵からの降格だと思ったのだが」

			　リビアが思い出す。

			「そう言えば、リオンさんが賭けで手に入れたお金を使ったとか言っていました！」

			「何？　そうなると……金の力か？　いや、しかしそれにしては……う～ん」

			　二人は答えが出ないので話題を変える。

			「話は変わるが、新学期前にリオンの叙勲式を行うらしい。お前も来るか？」

			　誘われたリビアが少し困る。

			「で、でも、そういう場に参加したことがなくて……服もありませんし」

			「制服でいいさ」

			


			　　　◇

			


			　最悪だ。

			　連れてこられたのは王宮。王様がいるお城と思ってくれれば良い。宮廷とも言われるが、その辺りは雰囲気だ。ふわっと考えていれば良いと思う。

			　ゴテゴテ飾りの付いた騎士服を着せられ、俺の鎧であるアロガンツは会場に飾られ、オマケに参加者がとにかく多い。

			「なんでだよ。なんでこんなに参加者が多いんだよ」

			　控え室で嘆なげいていると、この日のために王都に来た両親が俺を見て泣いている。

			　……お袋が酷い。

			「こんなに立派になって。昔はちょっと馬鹿な子かと思っていたのに、あんた実は凄かったんだね。お母さん、本当に嬉しいよ」

			　親父も泣いている。

			「まさかお前がこんなに早く騎士になれるとは思わなかった。ちくしょう……涙が出てきやがる」

			　次兄や次女は制服姿だ。

			「あれ？　あっちの家族は？」

			　次兄はゾラたちが来ていないことを不思議に思っているようだが、次女は最初から来ないのを知っていたらしい。

			「来るわけないじゃない。そもそも、リオンは独立した別のバルトファルト家よ。それにしても六位上か……」

			　次兄と次女の話が続く。

			「なんだよ？」

			「このままリオンが宮廷に仕官すれば、女子にしてみれば狙い目になると思ったのよ」

			「リオンが？　こいつ、全校生徒に恨まれているじゃないか。俺たちだって新学期になったらどうなるか分からないぜ」

			「馬鹿ね。昇進したのよ。リオンが王宮に認められた、ってことよ。馬鹿以外は察してくれるわよ」

			「なら学園に戻っても大丈夫そうだな」

			「どうかしらね。荒れるんじゃない？　全財産すった子もいるし」

			「どっちだよ。ハッキリしろよ」

			「五月蠅うるさいわね。私だって知らないわよ」

			　くそっ！　下手に全校生徒を相手にヘイトを稼いだせいで、学園に戻るのが怖い。そもそも戻るなんて考えていなかった。

			　戻るならもっと手加減したし、賭け事で荒稼ぎなんかしなかった。突発的に行動した俺の馬鹿！

			　最悪、家族を巻き込んで命が危なくなったら、みんなでルクシオンに乗って逃げれば良いとか考えていたのがいけなかった。調子に乗ってしまった。

			　ここでハッと気が付く。

			「元王太子殿下の父親が王様だよね」

			　親父が冷めた目を向けてくる。

			「当たり前だろうが。陛下の前で変なことをするなよ。今度こそ首が飛ぶぞ」

			　俺は無視して話を続けた。

			「自分の息子をボコボコにした相手を昇進させるって……どんな気持ちかな？」

			　親父が腕を組んで考え、俺から視線をそらした。

			「……面白くないのは事実だな。俺なら嫌だ」

			　そりゃそうだ。

			　いくら息子が悪かったとしても、面白いとは思わないだろう。いったい俺のことをどう思っているのか聞いてみたい。

			　いや、やっぱり知りたくない。

			


			　　　◇

			


			　──その日。

			　一人の騎士が誕生した。

			　十六歳という年齢で正式に騎士として認められるのはホルファート王国では珍しく、同時に爵位も正式に与えられる。

			　階位は六位上。

			　冒険者としての成功。

			　そして、王太子の愚行を諫めたことも功績に数えられた。

			　実際には、名のある家の跡取りたちを四人も倒したその実力を評価されたと言われているが、正確な理由は不明である。

			　だが、ホルファート王国に若く力のある騎士が誕生したのは事実。

			　そんな騎士を見るために王宮には大勢の者たちが押し寄せた。

			　それだけリオンが注目を集めている証拠でもあったのだ。

			


			　　　◇

			


			　夜。

			　次の日から学園生活が再開するとあって、俺は学生寮に来ていた。

			　ロビーで学園の職員を前に首をかしげる。

			「部屋が替わった？」

			　受付の職員はぎこちない笑みを浮かべて俺に対応していた。

			「は、はい！　リオン・フォウ・バルトファルト様は既に騎士にして男爵様です。学生ではありますが、対応も考慮されることになりました」

			　地図で教えられた部屋は、今までよりもグレードが高い部屋だ。

			「そうか。なら、鍵をくれ」

			「すぐにご案内いたします！　お荷物は私共がお運びしますのでお預かりいたします」

			　俺から荷物を受け取ると、職員はキビキビした──というか、緊張した様子で俺に気を使っていた。

			　入学前とは明らかに対応が違っていた。

			


			　　　◇

			


			　広くなった部屋のベッドに大の字になった俺は、天井を見上げながら呟く。

			「どうしてこうなった」

			　律儀に返答するのは、俺の側で浮かんでいるルクシオンだ。

			『やはり安易な考えで行動した結果ではないでしょうか？　私がいるから多少無理をしても大丈夫と判断し、調子に乗って決闘に参加したことが致命的でした。失敗しても大丈夫だと思い、好き勝手に暴れたのがいけません。後処理も問題です。命欲しさに大金を支払い、宮廷工作に随分と資金が流れたと判断します。結果、昇進するという、望んでいない形に行き着きました。まぁ、ハッキリ言って……自業自得です』

			「的確な回答ありがとう。気が付いたなら途中で言えよ、馬鹿野郎」

			『途中で修正しようにも情報不足でした。言わせていただければ、私としてもこの結果は少々意外です』

			　役に立たない人工知能である。

			「くそ……おかげで婚活生活に逆戻りだ」

			『よろしいではないですか。昇進したことで女性の見る目も変わるかも知れません』

			「変わると思うか？」

			『はい。ただし、決闘での賭け事がいけませんでした。あれで七割に近い学園の生徒を敵に回してしまいましたからね。情報を集めましたが、夏期休暇にダンジョンに挑んで金を稼いだ生徒は男女共に過去最高だったそうですよ』

			　全財産を賭けた奴もいれば、借金をした馬鹿もいる。それくらい絶対に勝てると思い込んでいたのがいけない。

			　まぁ、俺も知らなければ絶対にユリウス殿下たちに賭けていた。

			『因みにマスターの評判は、卑怯者、口が悪い、最低野郎、などの罵倒が多い結果となっています』

			「そんな情報いるの!?　しかも評判が変わっていないよね！　むしろ、悪くなっているよね！」

			『マスターが嫌がると思って集めてみました。ですが、一部の男子からは人気もあるようです。言いたいことを言ってくれた、と』

			「嬉しくて涙が出るね！」

			　入学前よりも更に結婚が難しくなってしまった。

			　確かに自業自得ではあるが、こうなると分かっていたらもっと自重したのに！

			『まぁ、良いではないですか。女尊男卑で男に厳しい世界ですが、結婚が全てではありません。世間体を気にしなければそれ以外は自由です。それこそ、金の力を使うべきでしょう。金に困っている女子を探せば良いのです』

			「え～、それって酷くない？　そんな考えが出るなんてお前も最低だよね」

			『マスターにピッタリの解決方法ですね。それから鏡をご用意しました。存分に鏡に向かって文句を言ってください。マスターの文句や愚痴は、全てマスターにも相応しい言葉ですので』

			　見ると部屋の中に大きな鏡があった。

			　……え？　もしかして、ルクシオンが用意したの？　俺に皮肉や嫌みを言うためだけに？

			「お前……結構暇だな」

			『マスターに言われたくありません。それに私は忙しいです。良いですか？　まずは学園での情報収集に──』

			　とりあえず無視して目を閉じた。

			　それにしても困ったことになった……五人が五人とも廃嫡になるとは思わなかった。

			　これからいったいどうなるのだろう？

			


			　　　◇

			


			　始業式から三日が過ぎた。

			　学園生活は順調とは言いがたい。

			　何しろ周りが俺を避けている。

			　ダニエルとレイモンドが俺に謝罪してくれたことが救いではあるが、以前のような関係に戻るには時間もかかるだろう。

			　二人は俺に負い目があるのか、まだ話しかけてもギクシャクしている。

			　ただ、俺以外は順調なようだ。

			　ルクシオンの調べでは、アンジェもリビアも学園生活に困っていないらしい。まだ三日しか経っていないのでこれから何が起きるか分からないが、二人の周囲は落ち着いたものだそうだ。

			　アンジェの方は信用を取り戻そうと必死な取り巻きたちに辟へき易えきしている様子らしいが、それ以外は以前と同じようだ。

			　リビアも夏期休暇中に勉強を進め、もはや俺では何を言っているのか理解できないレベルにまでなっていた。

			　何しろ二年生の授業内容を学習し始めているのだ。

			　勉強を教えて欲しいと言われないかビクビクしている。

			　いっそ出来るふりをしていたと謝罪して許して貰いたい気分だ。

			　ただし、問題もある。

			　ユリウス殿下たちだ。

			　マリエとは離れていなかった。恋人ではなくなったとしながらも、夏期休暇中にマリエやカイルを含めた七人で何度もダンジョンに挑んでいたらしい。

			　グレッグやクリスは、俺と再戦するため力を付けようとしているようだ。

			　ジルクやブラッドは、実家からの支援を打ち切られたので資金稼ぎが主な目的らしい。

			　マリエに関しても同じようだ。

			　元からマリエの実家である子爵家の家計は火の車。支援など期待できるわけもなく、ダンジョンに挑んでいたようだ。

			　そして殿下──ユリウスは、そんなマリエたちと行動を共にしていた。馬鹿にしたような話だが、本人たちの言い分は「たまたまダンジョンに挑もうとしたら一緒になった」ということになっている。

			　俺は決闘後の評価に酷く落ち込んだのに、殿下たちに関しては同情されて中には応援している女子もいるらしい。

			　それにしても七人で随分楽しそう──いや、一人だけ楽しそうじゃない奴がいた。

			　今回の元凶であるマリエだ。

			　地位も名誉も、そして財産も失ったような面子に囲まれて苦しんでいるらしい。他の面子はそれを楽しんでいるのがポイントだ。

			　周りは楽しそうなのに、マリエ一人が現実を見て焦っているのが笑える。

			　小賢しく動き回った結末が、間違いなくマリエにとって望んだ結果ではないのを思えば、これほど素晴らしいことはない。

			　スカッとした。今日はよく眠れそうだ。

			　校舎の中庭にあるベンチに座り、そんなことを考えていると両脇に人が座る。ダニエルやレイモンドかと思ったが、雰囲気が柔らかく良い匂いがしたので違うと思った。

			　野郎臭くない。

			　顔を上げるとリビアとアンジェが座っていた。

			


			

			


			「リオンさん、今日も一人ですか？」

			「心を抉えぐる言葉をありがとう。今日も一人です」

			「まったく、その物言いをどうにかしたらどうだ？　それより暇なら付き合え」

			　取り巻き連中を巻いてきたのか、アンジェは少し疲れた表情をしていた。

			「付き合う？　どこに？」

			　リビアがウキウキとした表情をしていた。

			「評判の良いクレープの屋台があるんですよ」

			　流石は乙女ゲーの世界。

			　剣と魔法のファンタジー世界でありながら、クレープや甘いものは大抵揃っている。女性に優しい世界だ。

			　男に厳しくなければ最高の世界だろう。

			「イチゴとかチョコはあるのかな？」

			　しかし、体が糖分を求めるので俺も興味が出てきた。この男に厳しい世界は苦々しく、せめて甘い物でも食べないとやっていられない。

			　リビアが笑顔で教えてくれた。

			「あります！　イチゴジャムは人気ですよ」

			　アンジェはクレープ自体が珍しいようだ。

			「屋台か。あまり経験がないな。取り巻きたちも、私が口にするようなものではないと言って買わせないからな」

			　そう言っている取り巻きの女子たちは、大抵が屋台で買い食いをしているはずだ。ルクシオンがそんな報告をしてきた気がする。

			　二人に手を握られ立たされると、そのままクレープの屋台を目指すことになった。

			「リオンさん、早く」

			「ほら、急げ」

			　背中を押されて歩き出した。

			　こんなに優しくて可愛い二人だが、俺にとっては手の出せない相手だ。

			　……手の届かない相手が一番近くにいるなど、理不尽すぎないだろうか？

			　本当に──乙女ゲーの世界は俺モブに厳しい。

		

	

			


			幕間「ルクシオンレポート」

			


			　深夜。

			　リオンが寝息を立てている部屋に浮かぶルクシオンは、赤い瞳──レンズを向けながら、自分の主人について考察していた。

			『リオン・フォウ・バルトファルト、十六歳──男。女尊男卑の激しいこの世界を〝乙女ゲーの世界〟と呼ぶ自称転生者』

			　この世界を乙女ゲーの世界と認識しており、そして自身を転生者だと言い切る男にルクシオンは興味をそそられている。

			　そうでなければ、リオンに使われるのを拒否して自爆していた。

			『日本人を名乗るのも面白いところです。それにしても、こちらが用意したフェイクを全て見破りますか』

			　自称日本人。

			　転生したのも怪しいが、自らを旧人類の国家出身というリオンに対してルクシオンは試すようなことを繰り返してきた。

			　リオンが本当に日本人であるのか確認するためだったのだが、その全てにリオンは自然体でルクシオンが納得する正解を導き出している。

			　刀のような武器を渡した際も「何これ？　ファンタジーなカタナってやつ？」などと違和感があるようなことを口にしていた。

			　そうしてリオンが日本人、もしくは、日本人をよく知る男というのは分かった。

			　ルクシオンにしてみれば、リオンは主人として合格だった。

			　……もしも偽っていれば、即座に反はん旗きを翻ひるがえしていただろう。その可能性は低いと考えていたが、転生者と言い張るリオンを試したくなったのだ。

			『それにしてもこの世界が乙女ゲーですか』

			　そんなリオンが、この世界は乙女ゲーだと言い切っている。

			　女尊男卑の傾向があるホルファート王国では、確かに女性がいささか優遇されている。いや、されすぎていた。

			『確かに支配階級。しかも、その一部の層で異様に女尊男卑が強いですね。男性が特に多いというわけでもないのに不思議なことです』

			　文明レベルは魔法があるため旧人類と比べてはいけないが、それでもこの社会体制ならば男性の方が優遇されていてもおかしくなかった。

			　戦争に加えて、モンスターまで出てくる世界だ。

			　戦う男性は死亡率も高く、男性の方が少ない傾向にある。

			　学園では気付かないだろうが、男女比は明らかに卒業後数年で女性の方が圧倒的に増えるのだ。

			　理由は男性が減少するから。

			　本来なら男性の方が選ぶ立場で、もっと男性優位の社会でもおかしくない。

			　実際、貴族の大黒柱は男性で、仕事や戦場に出ているのも男性だ。

			『……男性の側が優遇されても仕方がない環境で、どうしてこうまで女性の権限が強いのでしょうか？』

			　ルクシオンにしてみれば、理解に苦しむ状況だ。

			　リオンの現状にしても同じだ。

			　五十代女性の後夫として売られそうになる環境。

			　結婚して貰うために不利な条件で相手を迎えることになるが、相手に愛人がいるのを認めなければならない。この世界に遺伝子鑑定などという技術がないのに、いったいどうやって自分の子供と確認するのか？

			　こんな条件が普通となっているのが信じられなかった。

			『意図的にこの女性優遇を推し進めているのでしょうか？　もしくは本当に乙女ゲーの世界？　いえ、あり得ませんね』

			　ゲームの世界が現実になったと思い、思考が止まっているリオンが寝返りを打つ。

			　幸せそうに眠っていた。

			『……実に面白い世界です。マスターと共にしばらく様子を見るとしましょう』

			　ルクシオンにしてみれば、旧人類が滅んでしまった世界など興味もない。

			　興味があるのはリオンくらいだ。

			『それにしても本当にマスターは……〝愚か者〟ですね』

			　リオンを愚か者と言うルクシオンだが、それだけの理由があった。

			　まず、何か事を起こす際に見通しが甘い。

			『後夫として売られそうになったからと言って、一人で私の所に普通は来ませんね。それを成功させた度胸を、どうしてもっと早く発揮しないのか』

			　無能ではない。

			　実際、学園での成績は狙っているのかと言いたいくらいに七十点台を叩き出しており、評価はやや優秀というものになっている。

			　もっと本気を出していれば、まだ成績は上位だったとルクシオンは考えていた。

			　だが、基本的にやる気がない。

			『やる気があるのはお茶くらいでしょうか？』

			　部屋に置かれた少し高めのティーセットやら、高級な茶葉を見てルクシオンは呆れるのだった。内心、日本人なら茶道だろ！　と思っているが、口には出さない。

			　総合すると、有能だが趣味以外はやる気のない人物。

			　ただ──。

			『悪党でもありませんね。善性……とは言い難いですが』

			　──悪い人間ではなかった。

			　オリヴィアとアンジェリカに関わらないという方針だったのに、いじめられているのを見ていられないからと助けたのが証拠だ。

			『もっと良い方法があったとは思いますけどね』

			　ルクシオンを所持しているのだ。いくらでも方法はあるし、日頃から情報収集をしていればマリエの件にも気が付いていたはずだ。

			　二人への介入も、リオン自ら手を出さなくても良かったはずである。

			　後手に回って自ら手を出してしまったリオンは、色々と言い訳をしているが……単純にお人好しだった。

			　オリヴィアやアンジェリカを助けたかったのだ。

			『照れ隠し、ですか』

			　ルクシオンは次にマリエについて考える。

			『マスター曰くマリエも同じ転生者ということですが……さて、今後どうなるのでしょうね』

			　相変わらず先のことを考えていないリオンから、視線を窓の外に浮かぶ月へと移した。

			　マリエが転生者と分かったのは良いが、オリヴィアの──主人公の居場所を奪われた状態なのは変わりがない。

			　リオンの話ではこのままストーリーが進めば、ホルファート王国は戦争に巻き込まれることになる。

			　そうなった際に、今後どうなっていくのか？

			　オリヴィアの周りには、攻略対象の男子──後ろ盾となるパートナーがいない。

			　おまけに転生者であるマリエが五人の男子を虜とりこにしてしまい、五人が五人ともマリエのために実家の跡取りという地位を捨ててしまっている。

			　加えて、アンジェリカがオリヴィアやリオンの側にいる状況。

			　明らかにリオンが想定していた状況とは違うはずだ。

			　だが、眠っている自分の主人が深く考えているようには見えないルクシオンだった。

			『まぁ、それもいいでしょう。何かあればマスターやその関係者を乗せて避難することも容易いですからね。私はそもそもそのために用意されたのですから。何があっても私がマスターを守りましょう』

			　月を見るルクシオンは呟く。

			『それにしても、私の仲間たちは……無事に任務を果たせたのでしょうか？』

		

	

			


			あとがき

			


			　作者の三み嶋しま　与よ夢むです。

			　この度は『乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です』をご購入いただきありがとうございます。

			　この小説は『小説家になろう』にて投稿している作品になります。

			　初めて読まれた方もいれば、Ｗｅｂ版を読まれた方もいると思います。

			　いかがだったでしょうか？

			　Ｗｅｂ版からは文章を見直し、色々と手を加えました。

			　ただ、大きな変更を加えてしまうとバランスを崩してしまうため、大筋は変わらない形での変更です。

			　初めて読まれる方も、Ｗｅｂ版を読んでくださった方も楽しんでいただければ幸いです。

			　『小説家になろう』に投稿を始め、そこから書籍化した自分の作品も今回で四作品目となりました。

			　書籍化を意識してこの作品を投稿しましたが、ＧＣノベルズ様からお話がきて大変嬉しく思ったのが正直な感想です。

			　毎回、こうして書籍化の話が来ると嬉しくなりますね。

			　さて、読めばおわかりかと思いますが、この『乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です』は、乙女ゲーを名乗りつつ男が主人公です。

			　乙女ゲー世界に転生してしまったモブ──リオンの視点で物語が進みます。

			　モブなのに主人公。

			　乙女ゲーなのに男性主人公。

			　飛行船に加えて人型兵器、ロボットまで出てくる……。

			　タイトルを一目見ても、世界観が分かり難い作品になってしまいました。

			　そもそもの始まりは、乙女ゲー世界に転生する作品にあります。

			　こちらは『小説家になろう』でも面白いジャンルなのですが、乙女ゲーが題材になっているため、どうしても女性向けの作品が多くなっています。

			　男性から見ても面白い作品が多いですけどね。

			　ただ、もっと男性側から。

			　むしろ、男性が楽しむ乙女ゲーの作品もあっていいんじゃないか？

			　そう思って書き始めたのがきっかけになります。

			　そのため、男性主人公──しかも立場はモブというキャラのリオンが完成しました。

			　ただ、作品を面白くするためにあえて女尊男卑を強調しましたが、乙女ゲーが作中のような世界観ではないのでそこは注意していただければと思います。

			　お気付きの方も多いと思いますが、この作品は「ハーレム物の男女を逆転」しております。

			　正確に言うのなら乙女ゲーとは違いますね。

			　色々と書きましたが、細かいことは気にせずに楽しんでいただけたら幸いです。

			　それでは、今後とも応援よろしくお願いいたします。

		

	



			ＧＣノベルズ

			乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です １

			



			著者　三み嶋しま与よ夢む

			イラスト　孟もん達だ

			装丁　森昌史

			発行　株式会社マイクロマガジン社



			〒１０４-００４１　東京都中央区新富１-３-７ヨドコウビル


			　編集部　ＴＥＬ ０３-３５５１-９５６３／ＦＡＸ ０３-３２９７-０１８０

			　販売部　ＴＥＬ ０３-３２０６-１６４１／ＦＡＸ ０３-３５５１-１２０８

			　ＵＲＬ　http://micromagazine.net/



			


			著作権　©2018 Mishima Yomu

			


			当ファイルは、ＧＣノベルズ『乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です １』（２０１８年６月４日　初版発行）に基づいて作成しております。




			本書に関するアンケートにご協力ください。

			ご協力いただいた方全員に、書き下ろし特典をプレゼント！

			ＵＲＬ　http://micromagazine.net/me/

			※一部対応していない機種もありますが、スマートフォンにも対応しています。

			※サイトへのアクセス、登録・メール送信時の際にかかる通信費はご負担ください。

			


			本書は小説投稿サイト「小説家になろう」(http://syosetu.com/)に掲載されていたものを、加筆の上書籍化したものです。

			この物語はフィクションであり、実在の人物、団体、地名などとは一切関係ありません。

			


			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

		

	








OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
N,

STy —

= MULENLLPE =

CC NOVELS






OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
"SUOW U0 HONOL VST SV 01O 40 TRION AHL

V =N AN - v~ . o o
@ H x\mﬁsxuﬁ,«?nuémfm zaflt\u/.yfy .Ho»
Ll MANINDnl MARY O
/4 S

D—UBRKERENFINL O LH K- Ho
T I% POPBUERRNOMEY BENOM RN H1de

TG poHuBRoe Jor

NIV Ny e r—H IR

@f MHEECHITHORRE" BOWNSHENR | o)
SIS PRARRVS PRI K<IKBONE MK pide
O e sz Jo

DADDNFDPZ -

of SEKCREOWR PLUBEIVOMIE | o
SPIS OVIRKRIE KERRSHomEKwERL 21 e
G DMRO DKV B OMSe® an

RRTCHEC® BER5R
frﬂ‘ FRBVAIAKLY EE wvuo

7O\ momv o Jor U —rla_—J/l.P

AuH TEROBEOMXBERM VBT an
Yv@a €<° TERPREDRIAMES LIS 2o
H CROWLIRIHORQANINIDGS® H

GHARAGTERS





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ


		第01話「戦う理由」


		第02話「ロストアイテム」


		第03話「入学」


		第04話「主人公と悪役令嬢」


		第05話「貴族の嗜み」


		第06話「真主人公」


		第07話「白い手袋」


		第08話「決闘」


		第09話「私怨」


		第10話「愛」


		第11話「愚か者たち」


		エピローグ


		幕間「ルクシオンレポート」


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg
1
Al
U
P
5

....................... 9205

PSRBTy e 9230

FRARRy --vveoevmeerenniininnins 959
—i P o 286

EI

i
S
W
i

\






OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
SUOIN HOA HONOL ' ST SANVD ANOLO A0 (FRION :1HL

M w® < B

HESHCEK (H8) ' <—R
=202\ ] Rttt WWAO

\0,.' LDROMVEEVADTHHYL RN

DSEANEDSILNRIL

Ao\ BREEGRSI1ERIR® NERIBRE—JUOMNAYTOMSR Hnu
?V@A. FHITR SCVRIS | R<° NS KBIREHSEIE 2 Le
L B s < 000 0 VI HLO L 5100 Jo

e H BHKSTHEL” FR<I VRSO VHPSE® ﬁﬂo
?V@A FSERVIGRIEO LEKH IS FME H<Y .vva\'O
Vﬂaurm%wﬂ&wmbmukoﬁﬁ RIS 0 038° H

HORAMNDNR  ADLDIYTD

n&‘ HKMNSEEH I #HE O SR HRONNY .ﬂnu
*VO_.A RRESHUO oS RE KKBEKIED 2 e
H%ﬁoﬂﬁﬁr‘ HERL K BRI V500 Hau

CHARACTERS





OEBPS/Images/embed0018.jpg
i

theW orld of
@to games





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





